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令和５年３月定例会日程 

 

日 次 月  日 摘         要 

第１日 ３月２日（木） 

 審査日程の決定 

 スポーツ文化部（スポーツ振興課、国スポ・全障スポ推進課、

文化芸術振興課）審査 

  議案甲第13号、議案乙第３号・第９号 

〔説明、質疑〕 

 健康福祉みらい部（地域福祉課、高齢障害福祉課）審査 

  議案乙第３号・第９号 

〔説明、質疑〕 

 

第２日 ３月３日（金） 

 健康福祉みらい部（地域福祉課、高齢障害福祉課）審査 

  議案乙第９号、議案甲第９号 

〔説明、質疑〕 

 健康福祉みらい部（こども育成課、健康増進課）審査 

  議案乙第３号・第９号、議案甲第７号・８号 

〔説明、質疑〕 

 

第３日 ３月６日（月） 

 教育部（教育総務課、学校教育課、学校給食課、生涯学習課） 

  議案乙第３号・第９号、議案甲第12号 

〔説明、質疑〕 

 報告（生涯学習課、学校給食課） 

  第２次鳥栖市子ども読書活動推進計画の報告について 

  中学校給食における異物の混入について 

〔報告、質疑〕 
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第４日 ３月７日（火） 

 現地視察 

  田代小学校（田代上町） 

  鳥栖市陸上競技場（蔵上町） 

 自由討議 

 議案審査 

  議案乙第３号・第９号 

議案甲第７号～第９号・第12号・第13号 

〔総括、採決〕 

 

  



 

 

- 5 - 

３月定例会付議事件 

         

１ 市長提出議案 

         

〔令和５年３月２日付託〕 

 議案乙第３号令和４年度鳥栖市一般会計補正予算（第９号）          〔可決〕 

 議案乙第９号令和５年度鳥栖市一般会計予算                 〔可決〕 

 議案甲第７号鳥栖市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の 

       運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例       〔可決〕 

 議案甲第８号鳥栖市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準 

       を定める条例の一部を改正する条例               〔可決〕 

 議案甲第９号鳥栖市重度心身障害者の医療費の助成に関する条例の 

       一部を改正する条例                      〔可決〕 

 議案甲第12号鳥栖市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する 

       基準を定める条例の一部を改正する条例             〔可決〕 

 議案甲第13号工事請負契約の変更について                  〔可決〕 

                          〔令和５年３月７日 委員会議決〕 

２ 報 告 

                                            

 第２次鳥栖市子ども読書活動推進計画の報告について（生涯学習課） 

 中学校給食における異物の混入について（学校給食課） 
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１ 出席委員氏名 

 

  委員長 藤田昌隆 

  副委員長 中川原豊志 

  委員 成冨牧男 

  委員 飛松妙子 

  委員 永江ゆき 

  委員 樋󠄀口伸一郎 

  委員 田村弘子 

 

２ 欠席委員氏名 

 

  なし 

 

３ 説明のため出席した者の職氏名 

 

健康福祉みらい部長 古賀達也 

健康福祉みらい部次長兼地域福祉課長 鹿毛晃之 

地域福祉課参事 天野昭子 

地域福祉課長補佐兼地域福祉係長 岡本澄久 

地域福祉課長補佐兼生活支援係長 豊増秀文 

高齢障害福祉課長 竹下徹 

高齢障害福祉課長補佐兼高齢者支援係長 犬丸喜代子 

高齢障害福祉課長補佐兼障害者支援係長兼障害児通園施設園長 下川有美 

こども育成課長 林康司 

健康増進課長兼新型コロナウイルスワクチン接種対策室長兼 

保健センター所長 名和麻美 

 

スポーツ文化部長 佐藤敦美 

スポーツ振興課長 小川智裕 

スポーツ振興課振興係長 佐藤義勉 

スポーツ振興課長補佐兼施設係長 時田丈司 

スポーツ文化部次長兼国スポ・全障スポ推進課長 古賀友子 

国スポ・全障スポ推進課総務企画係長 小石基博 
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国スポ・全障スポ推進課競技式典係長 安川直樹 

文化芸術振興課長兼市民文化会館長 八尋茂子 

文化芸術振興課文化芸術振興係長 佐藤直美 

文化芸術振興課長補佐兼定住・交流センター係長 中牟田恒 

 

教育部長 小栁秀和 

教育総務課長 佐藤正己 

教育総務課総務係長 城島直也 

学校教育課長 古賀泰伸 

学校給食課長兼学校給食センター所長 犬丸章宏 

生涯学習課長兼図書館長 牛嶋英彦 

 

４ 出席した議会事務局職員の職氏名 

 

  議事調査係主査 松雪望 

 

５ 日程 

 

  審査日程の決定 

  スポーツ文化部（スポーツ振興課、国スポ・全障スポ推進課、文化芸術振興課）審査 

   議案甲第13号工事請負契約の変更について 

   議案乙第３号令和４年度鳥栖市一般会計補正予算（第９号） 

   議案乙第９号令和４年度鳥栖市一般会計予算 

〔説明、質疑〕 

  健康福祉みらい部（地域福祉課、高齢障害福祉課）審査 

   議案乙第３号令和４年度鳥栖市一般会計補正予算（第９号） 

   議案乙第９号令和４年度鳥栖市一般会計予算 

〔説明、質疑〕 

 

６ 傍聴者 

 

  なし 

 

７ その他 
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  なし 
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  午前11時20分開会 

                                          

藤田昌隆委員長 

ただいまから、令和５年３月定例会の文教厚生常任委員会を開会いたします。 

                                          

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

                                          

  審査日程の決定 

                                          

藤田昌隆委員長 

それでは、委員会の審査日程についてお諮りをいたします。 

お手元にあらかじめ正副委員長協議の上、審査日程案を配付いたしております。 

当委員会への付託議案は７件となっております。 

審査日程につきましては、本日はスポーツ文化部関係議案の審査、それから、健康福祉み

らい部の関係議案の審査を行いたいと思います。 

３月３日に教育部関係議案の審査を行い、６日は予備日としております。 

そして、７日に現地視察、自由討議、総括、採決という日程でお願いをしたいと思ってお

ります。 

なお、審査の進み具合によっては日程が若干変更することもあるかと思いますが、あらか

じめ御了承お願いします。 

また、現地視察につきましては、後ほど副委員長から御説明をいたします。 

審査日程については、以上のとおり決したいと思いますが、よろしいでしょうか。 

    〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

異議なしと認めます。よって、そのように決しました。 

続きまして、副委員長から現地視察につきまして御説明をお願いいたします。 

中川原豊志副委員長 

現地視察でございますが、現在のところ候補を予定してるところはございません。 

審査等を通じて明日の委員会終了までに希望するところがございましたら、私のほうまで

頂ければというふうに思いますんで、よろしくお願いします。 

藤田昌隆委員長 

それでは、御希望があれば３月３日までに副委員長によろしくお願いいたします。 

それでは、執行部の準備のため、暫時休憩をいたします。 

                                          

  午前11時22分休憩 
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∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

                                          

  午前11時25分開会 

                                          

藤田昌隆委員長 

再開いたします。 

スポーツ文化部の審査を始めるに当たりまして、佐藤部長より御挨拶をいただきたいと思

います。 

佐藤敦美スポーツ文化部長 

文教厚生常任委員会の議案審査の開会に当たりまして、一言御挨拶を申し上げます。 

本議会におけるスポーツ文化部関係の議案といたしましては、甲議案１議案及び乙議案２

議案を御提案いたしております。 

まず、議案甲第13号工事請負契約の変更につきましては、鳥栖市陸上競技場改修工事につ

いて変更契約を締結するため、鳥栖市議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に

関する条例第２条の規定により市議会の議決を求めるものでございます。 

次に、議案乙第３号令和４年度鳥栖市一般会計補正予算（第９号）のうち、スポーツ文化

部関係につきましては、歳入が1,601万8,000円の増額、歳出は637万5,000円の減額となって

おります。 

補正後の一般会計予算総額363億3,479万9,000円のうち、スポーツ文化部関係の予算額は11

億2,456万8,000円となり、一般会計に占める予算の割合は3.1％となっております。 

次に、議案乙第９号令和５年度鳥栖市一般会計予算のうち、スポーツ文化部関係分につき

ましては、歳入は２億500万5,000円。歳出は９億3,769万6,000円となっております。 

一般会計予算総額290億4,932万8,000円に占める予算の割合は3.23％となっております。 

詳細につきましては、関係課長より説明いたしますので、よろしく御審議賜りますようお

願い申し上げます。 

簡単でございますが、御挨拶を終わります。 

藤田昌隆委員長 

 どうもありがとうございました。 

                                          

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

                                          

  スポーツ文化部（スポーツ振興課、国スポ・全障スポ推進課、文化芸術振興課） 
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   議案甲第13号工事請負契約の変更について 

                                          

藤田昌隆委員長 

これより、スポーツ振興課、国スポ・全障スポ推進課、文化芸術振興課関係議案の審査を

行います。 

審査いたします議案は、議案甲第13号、それから、補正予算、当初予算となっております。 

それでは、議案甲第13号工事請負契約の変更についてを議題といたします。 

執行部の説明を求めます。 

小川智裕スポーツ振興課長 

議案甲第13号工事請負契約の変更について、御説明をさせていただきます。 

文教厚生常任委員会資料２ページをお願いいたします。 

変更となる工事請負契約の工事名は、鳥栖市陸上競技場改修工事で、設計変更に伴い、契

約金額を変更するものでございます。 

契約金額は、10月の臨時会で増額の議決をいただきました、３億2,255万5,200円から３億

2,082万2,700円に173万2,500円の減となるものでございます。 

なお、変更後の３億2,082万2,700円につきましては、設計変更後の額に落札率約73.25％を

乗じて算出いたしております。 

今回の設計変更の理由といたしましては、10月に行いました第１回変更におきまして、芝

生床土工の残土処分及び新規砂の購入による施工へ変更を行いましたが、残土処分量が計画

値を下回ったことや、構造物取壊しによる処分量等も想定を下回ったことにより、減工とな

ったためでございます。 

なお、市内業者への発注状況につきまして、併せて御報告ですけれども、電気設備工につ

きまして、有明電設に発注がなされているところでございます。 

以上、御説明を終わらせていただきます。 

藤田昌隆委員長 

執行部の説明が終わりました。 

これより質疑を行います。 

樋󠄀口伸一郎委員 

定例会の資料の参考資料の工事請負変更仮契約書の中からお尋ねです。 

一点目が、第２条の規定は、１億5,000万円以上の契約は議決に付すべき事件の変更という

ことで御説明があったと思うんですけど、令和４年10月にいろいろあったけどそれが必要な

かったっていうか、やってみたら要らなかったということで減額したのは分かるんですけど、

もうちょっと細かく中身の説明をしていただけませんか。 

例えば、量が見てたよりも少なかったとか、単価自体が下がったとか、その辺をもう少し
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詳しく教えてもらえませんか。 

時田丈司スポーツ振興課長補佐兼施設係長 

10月の臨時会で増額をお願いしたときに、約900立米は新たに処分が必要ということで御説

明させていただいたんですが、それを処分した結果、140立米ほど少なかったというところで、

その分の処分費が100万円ほど必要なかったということがまず一点ございます。 

もう一点目が、新規の砂の購入につきまして、実際に処分した後、グラウンドの施工をす

るに当たって、当初想定してた立米数よりも60立米ほど少なくて済んだということが２点目

でございます。 

最後に、鉄筋とかコンクリート殻の処分も10月の時点では260立米ほど見てたものを、今回

218立米ぐらいで、処分量が少なく済んだということで、170万円ほど減額することになった

ところでございます。 

以上でございます。 

樋󠄀口伸一郎委員 

分かりました。 

気になるのが、残土処分すると140立米っていうお話ですけど、140立米ってかなりの量じ

ゃないですか。 

10月の段階では、もう使えないっていうから処分せざるを得んっていう認識だったんです

けど。 

140立米ってかなりの量ですが、それがまだ残ってるような状態、あるいは使ったとか、そ

れとも計算自体がかなりふかしてじゃないですけど……、140立米という結構な量が全く使え

ないような認識をしとったので、ちょっと過剰に計算してたのか。 

そこが理解できんので、少し理解がつくような説明を求めたいんですけど。 

時田丈司スポーツ振興課長補佐兼施設係長 

10月時点での900立米につきましては、不要になった残土を山にこづんだ状態で積算をして

ます。 

ただ、縦掛ける横掛ける高さという形で立米数をきちんと出してるわけではございません。

概算で900立米という積算をしておりましたが、今回処分して正式に140立米が不要だった 

ということが分かったところでございます。 

以上でございます。 

樋󠄀口伸一郎委員 

その件に関しては分かりました。 

最後に、仮契約書の一番下に、「本契約の証として本書２通を作成し、各自１通保有する」

ってあるじゃないですか。 

この保有期間っていいますか、有効期限とかがあれば教えてほしいです。 
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保有はいつまでしておくのか。 

今の段階では、各自１通保有をするというところまでなので、ずっと残しておくのか。 

今は保有してるけれども、そのうちなくなるのかっていうところを教えてほしいんですけ

ど。 

藤田昌隆委員長 

質問の意味分かります？ 

小川智裕スポーツ振興課長 

契約書類になりますので、市の文書規程による保存年限により保管をするものと考えてお

りますが、何年になってるかは今は即答できませんけれども、文書規程に基づき保管するも

のと考えております。 

樋󠄀口伸一郎委員 

ありがとうございます。後ほど教えてください。 

保有期間を聞いたのは、不祥事というとちょっと失礼ですけど、後から何かあったときに

過去のものを振り返ると意外とないんですよ。 

だから、その辺をちょっと気をつけていただいて、期間が過ぎた後とかに何を聞かれても

分かるような状態にしとってほしいなというふうにお願いしたかったんで質問しました。 

後ほど聞きに上がりますので質問を終わります。 

藤田昌隆委員長 

ほかにございませんか。 

    〔発言する者なし〕 

なければ質疑を終わります。 

                                          

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

                                          

   議案乙第３号令和４年度鳥栖市一般会計補正予算（第９号） 

                                           

藤田昌隆委員長 

次に、議案乙第３号令和４年度鳥栖市一般会計補正予算（第９号）を議題といたします。

執行部の説明を求めます。 

八尋茂子文化芸術振興課長兼市民文化会館長 

議案乙第３号令和４年度鳥栖市一般会計補正予算（第９号）について、御説明いたします。

文教厚生常任委員会資料スポーツ文化部関係をお願いします。 

まず、歳入について御説明いたします。 

款15使用料及び手数料、項１使用料、目５教育使用料、節１社会教育使用料につきまして 
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は、定住・交流センター（サンメッセ鳥栖）の使用申込件数が当初の見込みより少なかった

こと、新型コロナウイルス感染により、急なキャンセルがあったこと等による減額補正でご

ざいます。 

以上でございます。 

小川智裕スポーツ振興課長 

節２保健体育使用料、スタジアム使用料につきましては、主に2023シーズンの試合日程確

定に伴う増額補正でございます。 

以下の使用料につきましては、決算見込みに伴う補正でございます。 

以上でございます。 

八尋茂子文化芸術振興課長兼市民文化会館長 

次に、款16国庫支出金、項２国庫補助金、目５教育費国庫補助金、節４社会教育費国庫補

助金の文化芸術振興費補助金につきましては、市民文化会館の空調設備機器の改修工事等に

対する補助金の交付額確定による補正で、国の補助率は２分の１でございます。 

以上です。 

古賀友子スポーツ文化部次長兼国スポ・全障スポ推進課長 

款17県支出金、項２県補助金、目６教育費県補助金、節５保健体育費県補助金のＳＡＧＡ

2024新しい大会に向けた市町準備経費補助金につきましては、2024年（令和６年）に佐賀県

で開催されます第78回国民スポーツ大会ＳＡＧＡ2024国スポの準備経費として、県から各市

町に交付されるものでございます。 

補助率につきましては、補助対象事業によりまして、２分の１から３分の２以内とされて

おります。 

今回は、県からの内示額で計上しております。 

以上でございます。 

小川智裕スポーツ振興課長 

款20繰入金、項１基金繰入金、目６スポーツ振興基金繰入金、節１スポーツ振興基金繰入

金につきましては、スポーツ振興奨励金の財源としてスポーツ振興基金から繰り入れるもの

でございます。 

款22諸収入、項６雑入、目４雑入、節４雑入の市民災害賠償保険金につきましては、市民

災害賠償保険の適用があり増額補正するものでございます。 

以上で歳入の説明を終わります。 

八尋茂子文化芸術振興課長兼市民文化会館長 

続きまして、歳出について御説明いたします。 

款10教育費、項４社会教育費、目６文化振興費、節１報酬、節３職員手当等につきまして

は、市民文化会館における会計年度任用職員２名分の決算見込みによる減額補正でございま
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す。 

節８旅費から節13使用料及び賃借料につきましては、決算見込みによる減額補正でござい

ます。 

目７定住・交流センター費の節１報酬、節３職員手当等につきましては、サンメッセ鳥栖

における会計年度任用職員７名分の決算見込みによる減額補正でございます。 

節10需用費につきましては、サンメッセ鳥栖の電気代の不足による補正でございます。 

以上でございます。 

小川智裕スポーツ振興課長 

款10教育費、項５保健体育費、目１保健体育総務費、節１報酬につきましては、スポーツ

推進委員の報酬で、決算見込みに伴う減額補正でございます。 

節３職員手当等及び節４共済費につきましては、スポーツ文化部長、スポーツ振興課、国

スポ・全障スポ推進課職員、合計21名の人件費の決算見込みに伴う減額補正でございます。 

節７報償費から節18負担金、補助及び交付金につきましては、決算見込みに伴う減額補正

でございます。 

節24積立金につきましては、新年度のスポーツ振興奨励金の交付に備え、スポーツ振興基

金に積み立てるものでございます。 

次に、目２体力つくり運動推進事業費、節７報償費につきましては、決算見込みに伴う減

額補正でございます。 

次に、目３体育施設費、節１報酬につきましては、体育施設における会計年度任用職員の

時間外勤務手当を計上しておりましたが、勤務時間の振替で対応できたことによる減額補正

でございます。 

節３職員手当等につきましては、決算見込みに伴う減額補正でございます。 

節11役務費から節13使用料及び賃借料につきましては、決算見込みに伴う減額補正でござ

います。 

節14工事請負費につきましては、陸上競技場改修工事費における減額補正でございます。

令和４年度継続費と併せて御説明させていただきますので、９ページをお願いいたします。

陸上競技場改修事業につきましては、令和４年度及び令和５年度で継続費を設定しており、 

工事進捗に応じ、令和４年度の年割額を減額補正するものでございます。 

なお、事業総額につきましても、先ほど御審議いただきました、「工事請負契約の変更に

ついて」における変更後の契約金額となっております。 

８ページのほうにお戻りください。 

節17備品購入費につきましては、入札残による減額補正でございます。 

以上でございます。 

古賀友子スポーツ文化部次長兼国スポ・全障スポ推進課長 
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目４国民スポーツ大会・全国障害者スポーツ大会推進費の節１報酬から節８旅費につきま

しては、国スポ・全障スポ推進課、会計年度任用職員１人分の決算見込みに伴う減額補正で

ございます。 

以上でございます。 

小川智裕スポーツ振興課長 

令和４年度繰越明許費について、御説明させていただきます。 

款10教育費、項５保健体育費、スタジアム改修事業につきましては、スタジアムメインス

ピーカー改修工事で、物品の納入に期間を要するため本年度内の事業完了が困難であること

から翌年度へ繰越しをお願いするものでございます。 

以上でございます。 

八尋茂子文化芸術振興課長兼市民文化会館長 

款10教育費、項４社会教育費の市民文化会館改修事業につきましては、鳥栖市公園施設長

寿命化計画に基づき文化会館の計画的な改修を行っており、予算残額の269万2,000円を市民

文化会館改修工事の消防設備に充てるため、繰越しをお願いするものでございます。 

既に、１月議会にて文化会館改修事業の繰越しを承認いただいており、合わせて4,949万

2,000円の繰越しでございます。 

以上で、議案乙第３号令和４年度鳥栖市一般会計補正予算（第９号）スポーツ文化部関係

についての御説明を終わらせていただきます。 

よろしくお願いいたします。 

藤田昌隆委員長 

執行部の説明が終わりました。 

これより質疑を行います。 

飛松妙子委員 

４ページのスタジアム使用料。 

広告物等特別使用料がプラスになったと思うんですけど、今までコロナの影響でできなか

ったものが増えたんだと思うんですが、2019年、2020年のコロナ前と比べて今の状況がどの

程度なのか教えていただけますか。 

小川智裕スポーツ振興課長 

令和４年度の広告物等特別使用料につきまして、今回増額補正をさせていただいておりま

す。 

現在、例年並みに戻ってきている状況でございます。 

スタジアム使用料についても、例年並みに戻ってきている状況でございます。 

以上でございます。 

飛松妙子委員 
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分かりました。 

今後も例年並み以上になっていくことを楽しみにしてます。 

それから、６ページの教育費。 

定住・交流センターの光熱費が28万2,000円プラスになってるんですが、これは何月の分が

このようになってるのか。 

電気料金の値上げに関することだと思うんですが、これが令和４年度の分でまたさらに増

えそうなのか、その辺り教えていただけますか。 

まず、これが何月分なのかを。 

八尋茂子文化芸術振興課長兼市民文化会館長 

現在１階のシアタールームのほうで給付金の事務手続をしておりまして、そこの空調代等

が２月分、３月分の不足が出ている状況でございます。 

この使用がなくなれば、金額的にその分は減るということで考えております。 

令和５年度ではそこの料金がなくなりますので、その分はないと考えております。 

飛松妙子委員 

分かりました。 

価格高騰の影響はどのような感じでしょうか。 

八尋茂子文化芸術振興課長兼市民文化会館長 

やはり電気代の価格高騰がございましたが、国のほうの補助等があり若干金額が抑えられ

ている状況です。 

それから、気温により空調を使うか使わないかということで、その年の状況での電気代と

いうのが分からないところはございます。 

飛松妙子委員 

ありがとうございます。 

藤田昌隆委員長 

ほかに。 

成冨牧男委員 

４ページのスタジアム使用料に関連してですけど、このスタジアム使用料に北部グラウン

ドも入ってますか。 

北部グラウンドの利用者の内訳と回数とかそこら辺。金額までは必要ないです。 

小川智裕スポーツ振興課長 

北部グラウンドでのサガン鳥栖以外の利用の状況について、御報告をさせていただきます。

２月末の状況ではございますけれども、22団体、29件の貸出しとなっております。 

以上でございます。 

成冨牧男委員 
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サガン鳥栖の使用に関しては、契約上はどういうふうになるんですか。 

使用料に入ってくるんですか。 

小川智裕スポーツ振興課長 

公の施設となっておりますので、サガン鳥栖が使用する場合も条例に基づく使用料を納入

いただいてるところでございます。 

以上でございます。 

成冨牧男委員 

分かりました。 

田村弘子委員 

教育費県補助金の国スポ・全障スポ推進課の分ですけれども、この補助金を何に使う予定

とか、考えてあるものがあれば教えてください。 

古賀友子スポーツ文化部次長兼国スポ・全障スポ推進課長 

この補助金につきましては、どういう事業に使っていいというようなことが決まっており

ます。 

昨年10月に栃木のほうに国体の視察に行きましたその経費ですとか、あとはＳＡＧＡ2024

で「スポーツだから出来ることにスポットを当てた“前例のない新しい大会”」ということ

で、広くアイデアを求められておりまして、そのアイデアに該当すれば補助の対象となると

いうことです。 

鳥栖市におきましては、既存の事業ではございますけれども、サガン鳥栖によるサッカー

スクールや久光スプリングスによるバレーボールクリニックとか、元プロ野球選手の緒方孝

市さんによる野球教室などもその事業の対象事業となりますので、そういったことに充てた

いと考えております。 

田村弘子委員 

ありがとうございました。 

藤田昌隆委員長 

ほかはないですか。 

中川原豊志委員 

スポーツ推進委員のところをちょっと確認させてほしいんですけれども、減額補正77万

4,000円。 

スポーツ推進委員の規定っていうのがあるのかどうか、要は、鳥栖市内で何名で、地区に

何名とか。 

77万4,000円減額というのは、何人分足りんのか。 

その対応をどうされてるのかを教えてほしいなと。 

小川智裕スポーツ振興課長 
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８地区ありまして、６名ずつ48名の推進委員を任命いたしております。 

現状といたしましては、欠員等はない状態でございます。 

今回減額補正をさせていただいている分については、研修会の中止により報酬の支払いが

なくなったことによるものでございます。 

以上でございます。 

中川原豊志委員 

欠員があるかなと思って確認したんですが、ないということですね。 

分かりました。 

ありがとうございます。 

藤田昌隆委員長 

なければ私からいいですか。 

７ページに報償費とありますが、この中に賞品代、スポーツ振興奨励金と２つありますが、

新聞報道で市長に優勝報告とかしてますよね。 

市がやってるのは、賞状１枚なのか、何か記念品等が含まれているのか教えてほしいんで

すが。 

小川智裕スポーツ振興課長 

スポーツ関係で市長表敬訪問がございますが、それにつきましては、秘書係のほうで対応

していただいているところでございます。 

来られた際にサガン鳥栖関係のグッズとかそういったものを配付されております。 

それにつきましては、秘書係のほうで対応しているところでございます。 

以上でございます。 

藤田昌隆委員長 

例えば、優勝して表敬訪問して、ちょっとしたものよりもやっぱり記念になるもの。 

このときにもらったとか、そういうのが逆にいろんな奨励になると思うんで、その辺の今

後の考え方はあるんですか。 

小川智裕スポーツ振興課長 

12月議会で増額補正をしていただきました地域交流推進事業がございますが、その中で、

そういうふうにスポーツで成績を収められて表敬訪問とかに来られた方に対する記念品につ

きまして、作成準備を進めているところでございます。 

来られた方に対して、今考えているのがスポーツタオルです。 

そういうタオル関係で、サガン鳥栖、久光スプリングスととっとちゃんとかマスコットを

あしらったものを、表敬訪問に来ていただいた記念としてお渡しをする――一定の大会で成

績を収められた方に記念品としてお渡しすることを検討を進めているところでございます。 

以上でございます。 
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藤田昌隆委員長 

秘書係の予算がどうのこうのじゃなくて、スポーツ振興課のほうでそういうものをきちん

と考えて何らか記念に残るものにしてほしいなという要望でございます。 

以上です。 

成冨牧男委員 

７ページの10款、５項、３目の職員手当等での理由を、振替で済ませたとか言わんやった？

人数によってはそんなに大きな額じゃないかもしれませんが、大体何名分なのか、まずそ 

れを教えて。 

小川智裕スポーツ振興課長 

目３体育施設費の節１報酬のところが会計年度任用職員の分で、節３の職員手当も会計年

度任用職員のほうになっております。 

こちらが体育施設の職員になりまして、合計21名の人件費となっているところでございま

す。 

以上でございます。 

成冨牧男委員 

21人分で25万1,000円ということ？違うなら違うって言って。 

小川智裕スポーツ振興課長 

21名分の減額です。 

成冨牧男委員 

振替もいいですけど、本来の振替の目的と変わったような形で、時間外手当を減らす意味

になったらいかんもんやから、そこら辺はどうなんかなと思ってお尋ねしました。 

そういうことはないですよね。 

小川智裕スポーツ振興課長 

交代制勤務のシフトの中で対応が取れているということでございます。 

以上でございます。 

成冨牧男委員 

了解です。 

飛松妙子委員 

今のところで、前回12月議会で増額補正して、今回減額になったのは、どうして12月では

増額で出されたんでしょうか。 

金額的にはそんなに大きくはないんですけど、92万3,000円と17万1,000円増額して……。 

小川智裕スポーツ振興課長 

人事院勧告に伴い、給与の増額改定によりまして増額補正をしたものでございます。 

以上でございます。 
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飛松妙子委員 

今回は休日の関係で出勤が調整できたので減額にされたということで、その予定っていう

んですかね…… 

藤田昌隆委員長 

ちょっと待って。答弁できる？ 

古賀友子スポーツ文化部次長兼国スポ・全障スポ推進課長 

12月のときの人事院勧告による補正については、会計年度任用職員さんは、経験年数によ

って金額が違ってたりするんですけれども、個人個人が幾らかっていうところではなくて、

最高額ではじき出した額を補正することになっております。 

例えば国スポもそうなんですけど、３段階ぐらいの人のところを５段階ぐらいで計算して

るので、12月では増えて３月では減っているというようなことになっております。 

以上でございます。 

飛松妙子委員 

分かりました。 

藤田昌隆委員長 

 ほかにございませんか。 

    〔発言する者なし〕 

それでは、質疑を終わります。 

暫時休憩いたします。 

                                          

  午後０時休憩 

                                          

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

                                          

  午後１時８分開会 

                                          

藤田昌隆委員長 

再開いたします。 

                                          

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

                                          

   議案乙第９号令和５年度鳥栖市一般会計予算 

                                          

藤田昌隆委員長 
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次に、議案乙第９号令和５年度鳥栖市一般会計予算を議題といたします。 

執行部の説明を求めます。 

八尋茂子文化芸術振興課長兼市民文化会館長 

議案乙第９号令和５年度鳥栖市一般会計予算について御説明いたします。 

文教厚生常任委員会資料スポーツ文化部関係をお願いします。 

まず歳入について御説明いたします。 

款15使用料及び手数料、項１使用料、目７教育使用料、節１社会教育使用料につきまして

は、市民文化会館、定住・交流センター（サンメッセ鳥栖）の使用料及び都市広場の使用料

でございます。 

以上でございます。 

小川智裕スポーツ振興課長 

節２保健体育使用料につきましては、スタジアムをはじめとする体育施設20施設の使用料

でございます。 

使用料につきましては、例年並みを計上いたしております。 

なお、陸上競技場におきましては、改修工事中であり、工事期間を加味した使用料を計上

しているところでございます。 

また市民プールにつきましては、新型コロナウイルスが５類への引下げが検討されており

ますけれども、更衣室においての基本的な感染対策が十分に取れないことから、令和５年度

も引き続き開設しないこととし、歳入に関わる使用料収入は計上していないところでござい

ます。 

以上でございます。 

古賀友子スポーツ文化部次長兼国スポ・全障スポ推進課長 

款17県支出金、項２県補助金、目６教育費県補助金、節５保健体育費県補助金のＳＡＧＡ

2024新しい大会に向けた市町準備経費補助金につきましては、2024年に佐賀県で開催されま

す、第78回国民スポーツ大会ＳＡＧＡ2024国スポの準備経費として県から各市町に交付され

るものでございます。 

国民スポーツ大会競技別リハーサル大会運営費補助金につきましては、令和５年度はＳＡ

ＧＡ2024国スポのリハーサル大会を開催いたしますので、その開催経費の約２分の１が県か

ら交付されるものでございます。 

以上でございます。 

八尋茂子文化芸術振興課長兼市民文化会館長 

款22諸収入、項６雑入、目４雑入、節４雑入のうち、社会教育施設雑入（文化施設雑入）

につきましては、市民文化会館及びサンメッセ鳥栖の自動販売機手数料やサンメッセ鳥栖の

喫茶コーナー使用料などが主なものでございます。 
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小川智裕スポーツ振興課長 

スタジアムネーミングライツ料につきましては、株式会社駅前不動産ホールディングスと、

令和４年２月から３年間年額税別の3,000万円で契約を締結しており、令和５年度分を計上い

たしております。 

体育施設雑入につきましては、主に施設使用に係る光熱水費雑入でございます。 

以上で歳入の御説明を終わらせていただきます。 

八尋茂子文化芸術振興課長兼市民文化会館長 

続きまして、歳出について御説明いたします。 

款10教育費、項４社会教育費、目６文化振興費の主なものについて申し上げます。 

節１報酬の主なものは、会計年度任用職員２名の報酬でございます。 

節２給料から節４共済費までは、文化芸術振興課職員10名及び会計年度任用職員２名分の

人件費でございます。 

節10需用費につきましては、市民文化会館のガス代などの燃料費及び電気代などの光熱水

費が主なものでございます。 

節12委託料の施設管理委託料は、清掃業務や施設整備の保守点検、舞台運営関係などに関

わる委託料でございます。 

文化事業委託料につきましては、鳥栖市文化事業協会に委託して行う自主文化事業の企画、

実施に関わるものでございます。 

ピアノコンクール委託料は、フッペル鳥栖ピアノコンクールを鳥栖市と共催で行っており

ます、フッペル鳥栖ピアノコンクール実行委員会への委託料でございます。 

文化祭委託料は、鳥栖市民文化祭（とすフェス）を開催するための鳥栖市民文化祭実行委

員会への委託料でございます。 

節14工事請負費の市民文化会館営繕工事費につきましては、文化会館の空調設備の一部に

なります、冷温水膨張水槽改修工事が主なものでございます。 

節17備品購入費につきましては、研修室の椅子、展示用パネルなどの購入費でございます。

節18負担金、補助及び交付金のうち、文化事業推進補助金につきましては、鳥栖市文化事 

業協会が行う有料公演事業費の一部を助成するものでございます。 

文化芸術振興補助金は、鳥栖子どもミュージカルなど３つの文化団体の活動を支援するた

めの補助金でございます。 

目７定住・交流センター費の主なものについて申し上げます。 

節１報酬及び節３職員手当等は、貸館業務及び図書コーナー業務などを担当する会計年度

任用職員７名の人件費でございます。 

節10需用費につきましては、サンメッセ鳥栖の電気代などの光熱水費が主なものでござい

ます。 



 

 

- 27 - 

節12委託料の施設管理委託料は、清掃や施設設備の保守点検、舞台運営関係などが主なも

のでございます。 

節14工事請負費の営繕工事費につきましては、屋外照明灯の改修工事が主なものでござい

ます。 

節17備品購入費につきましては、図書コーナーの一般図書、児童図書の購入などでござい

ます。 

以上でございます。 

小川智裕スポーツ振興課長 

款10教育費、項５保健体育費、目１保健体育総務費、節１報酬につきましては、スポーツ

推進委員８地区48名分の報酬でございます。 

節２給料から節４共済費につきましては、スポーツ文化部長及びスポーツ振興課、国スポ・

全障スポ推進課職員合計22名の人件費でございます。 

節12委託料のうち、地域交流推進事業委託料につきましては、資料10ページを御覧いただ

いて御説明のほうをさせていただきます。 

地域交流推進事業につきましては、鳥栖市をホームタウンとするプロスポーツチーム、サ

ガン鳥栖、久光スプリングスと連携を行いまして、ホームゲームの活用による交流の推進や

地域との積極的な関わりによって、地域の活性化を図ることを目的として行う事業でござい

ます。 

事業の内容といたしましては、ホームゲーム時に冠試合を開催することとしておりまして、

サガン鳥栖及び令和５年度に新たに久光スプリングスの冠試合を開催することとしておりま

す。 

サガン鳥栖のホームゲーム時におきましては、来場者へのおもてなしブースの展開、市内

装飾による応援機運の醸成などに要する経費でございます。 

次に、地域との交流活動といたしまして、サガン鳥栖と市内中学校との交流事業を市内中

学校のうち２校と交流を図ることとしているところでございます。 

次に、情報発信としまして、新聞への対談掲載による応援機運を図ることとし、掲載にか

かる経費のほうを計上しております。 

７ページにお戻りください。 

次に、県民スポーツ大会出場委託料、県民スポーツ大会開催委託料につきましては、来年

度に鳥栖市、神埼市、基山町、みやき町、上峰町、吉野ヶ里町で開催されます、県民スポー

ツ大会への鳥栖市選手団の派遣に要する経費及びその開催に要する経費でございます。 

市民スポーツ大会開催委託料につきましては、令和５年度は地区大会及びパラスポーツフ

ェスタの開催経費等に要する経費でございます。 

節18負担金、補助及び交付金のうち、県プロサッカー振興協議会負担金は、佐賀県、県内
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市町及び賛同する団体で組織された協議会に対するもので、この協議会は、サガン鳥栖が地

域に根差していくために、サッカー教室開催支援をはじめとした、地域の方々と触れ合う機

会の創出や応援機運の醸成、ホームゲームにおける集客支援イベント等の開催などを実施し

ているところでございます。 

次に、市スポーツ協会補助金につきましては、市スポーツ協会の運営補助に係る経費でご

ざいます。 

市スポーツ協会につきまして御説明いたします。 

スポーツ協会は、鳥栖市における体育諸団体相互の緊密な連絡協調を図るとともに、体育・

スポーツの健全な普及発達を期し、市民の体力向上とスポーツ推進を高揚することを目的と

した団体で、市民スポーツの推進や組織の育成強化及び競技力の向上を図る事業を行ってお

ります。 

現在27団体の競技団体が加盟しており、市からの補助をもとに各種団体へ運営補助、県民

スポーツ大会強化費補助を行っているところでございます。 

次に、スポーツ大会出場費補助金につきましては、全国大会、九州大会に出場する場合に

交通費の一部を助成する経費でございます。 

次に、プロスポーツチーム練習拠点開放奨励金につきましては、資料の11ページをお願い

いたします。 

プロスポーツチーム練習拠点開放奨励金につきましては、プロスポーツチームの練習拠点

を広く市民に開放し、当該練習拠点を活用した市民とプロスポーツチームとの交流を深める

ために必要な奨励措置を行うことにより、市民がスポーツに親しめる環境の充実を図り、ス

ポーツ振興を促進することを目指すものでございます。 

事業の内容といたしましては、奨励金は本市を本拠地とし、練習拠点を開放するプロスポ

ーツチームに対し、記載の６つの要件を満たす場合に奨励金を交付することといたしており

ます。 

交付対象は、久光スプリングスの練習拠点、サロンパスアリーナになります。 

交付要件の主なものについて御説明をさせていただきます。 

１番目、市民に開放することを専らとする施設を設けていること。こちらがサブアリーナ

になります。 

２番目、申請者が主として使用する施設についても、申請者の事業に支障が無い範囲で市

民に開放すること。こちらがメインアリーナとなり、開放を検討されているところでござい

ます。 

５番目、市民が使用する場合の使用料が同種の市有体育施設と同水準程度に設定されてい

ること。こちらは市民体育館の使用料を基に検討されているところでございます。 

６番目、施設を活用した市民とプロスポーツチームとの交流を図る事業を実施すること。 
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こちらは、市内のバレーボール部とかクラブなどを対象とした交流事業を検討されていると

ころでございます。 

次に、８ページをお願いいたします。 

目２、体力つくり運動推進事業費につきまして、主なものについて御説明をさせていただ

きます。 

節７報償費につきましては、高齢者や女性、地域住民などを対象としたスポーツ教室、ベ

ースボールクリニックに要する講師謝金や商品代でございます。 

節12委託料につきましては、クロスロードスポーツ・レクリエーション祭、本選に出場す

る鳥栖市代表選手選考会開催委託料、３月に開催しております、スポーツ・レクリエーショ

ン祭開催委託料、市民体育館のトレーニングルームで実施しております、トレーニング指導

業務委託料、また、バレーボールクリニックにつきましては、久光スプリングスにより中学

生等を対象として行うもので、昨年度は保健体育総務費で計上しておりましたが、本年度か

らは本拠地が本市となることから、体力づくり運動推進事業費で計上しているところでござ

います。 

節18負担金、補助及び交付金につきましては、クロスロードスポーツ・レクリエーション

祭負担金。また、毎年１月に開催しております、鳥栖市ロードレース大会補助金でございま

す。 

次に、目３体育施設費の主なものについて御説明をいたします。 

節１報酬及び節３職員手当等につきましては、主に体育施設職員合計21名の人件費でござ

います。 

節10需用費につきましては、スタジアムの芝をはじめとする体育施設の管理用品や薬品等

の消耗品費、体育施設の電気、上下水道、ガス等に要する光熱水費、各体育施設の修繕料が

主なものでございます。 

９ページをお願いいたします。 

節11役務費につきましては、スタジアムをはじめとする各施設の電話代等の通信運搬費が

主なものでございます。 

節12委託料につきましては、体育施設の電気・空調設備等の保守点検、警備、清掃等に要

する施設管理委託料が主なものでございます。 

節13使用料及び賃借料につきましては、芝管理に要する車両、トレーニング機器のリース

料が主なものとなっております。 

節14工事請負費のうち、陸上競技場改修工事費につきましては、資料の12ページをお願い

いたします。 

国民スポーツ大会・全国障害者スポーツ大会開催に向けた体育施設の改修として、陸上競

技場の改修工事を行うものでございます。 
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内容といたしましては、市では令和４年度継続費を設定しておりまして、令和５年度分１

億3,674万3,000円を計上しております。 

なお、工事費合計額につきましては、先ほど議案甲で御説明いたしました契約金額の総額

となっているところでございます。 

９ページをお願いいたします。 

看板改修工事費につきましては、県道佐賀川久保鳥栖線に設置しております、陸上競技場

案内看板の改修を行うものでございます。 

節17備品購入費につきましては、陸上競技場の４種ライト公認の取得に必要な備品、スポ

ーツ振興課で使用いたします、公用車等の買換え、競技用備品購入に要する経費でございま

す。 

以上でございます。 

古賀友子スポーツ文化部次長兼国スポ・全障スポ推進課長 

目４国民スポーツ大会・全国障害者スポーツ大会推進費の節１報酬から節８旅費につきま

しては、国スポ・全障スポ推進課の会計年度任用職員２人分の経費でございます。 

節18負担金、補助及び交付金、ＳＡＧＡ2024実行委員会負担金につきましては、鳥栖市実

行委員会の運営費に対する負担金でございます。 

ＳＡＧＡ2024実行委員会負担金につきましては、これまで先催県の視察調査費、ＳＡＧＡ

2024国スポ・全障スポの広報推進費などが主なものでございましたが、先ほど歳入のところ

でも説明いたしましたように、令和５年度はＳＡＧＡ2024国スポのリハーサル大会を開催い

たしますので、その経費の計上により、前年度と比較いたしまして大幅な増額となっており

ます。 

本日お配りしております資料を御覧ください。 

この資料の上半分になりますが、リハーサル大会のスケジュールを記載しております。 

まず、本年10月にサッカー競技のリハーサル大会といたしまして、第59回全国社会人サッ

カー選手権大会を駅前不動産スタジアム及び北部グラウンドで開催いたします。 

来年２月にバレーボール競技のリハーサル大会といたしまして、全九州選抜高等学校バレ

ーボール大会（女子）をサロンパスアリーナ、市民体育館、市内の県立高校体育館などで開

催いたします。 

また、３月に空手道競技のリハーサル大会といたしまして、第５回全九州マスターズ空手

道選手権大会を市民体育館で開催いたします。 

それから、年度をまたぎますが、４月に高等学校軟式野球のリハーサル大会といたしまし

て、第63回九州地区高等学校軟式野球大会を市民球場で開催いたします。 

令和５年度の鳥栖市実行委員会の運営費には、これらのリハーサル大会に係る準備費及び

開催経費を計上しております。 
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ただ、来年度の４月に開催いたします高等学校軟式野球のリハーサル大会につきましては、

準備等がございますので、歳出予算は令和５年度の予算として計上しておりますが、県から

の補助金は、令和６年度の対応となりますので歳入予算には計上しておりません。 

なお、来年度６月に開催予定の全障スポリハーサル大会につきましては、県のほうで対応

されます。 

以上で、議案乙第９号令和５年度鳥栖市一般会計当初予算のうち、スポーツ文化部分の説

明を終わります。 

よろしくお願いいたします。 

藤田昌隆委員長 

執行部の説明が終わりました。 

これより、質疑を行います。 

飛松妙子委員 

まず、２ページの歳入の使用料です。 

今年はプールの開催はしない……、使えないのが現状だと思うんですが、もうコロナも明

けまして、私たちが文教厚生常任委員になったおととし12月にプールを現地視察させていた

だいて、鳥栖市としても早く方向性を出さないといけないよねっていうところで言っており

ました。 

その辺りが今後どのように――市長が代わられましたので、現段階では何とも答えられな

いのか、まずその点を教えていただいていいですか。 

小川智裕スポーツ振興課長 

市民プールにつきましては、老朽化が進んでいることから、今度予定しておりました健康

スポーツセンターが出来次第廃止という方向では至っておりましたけれども、健康スポーツ

センターの建設についてが現状では申し上げることができかねますので、そこを踏まえたこ

とで判断が出てくるものと考えているところでございます。 

以上です。 

飛松妙子委員 

分かりました。新市長が来てからになるとは思うんですが。 

それから、３ページのスタジアムネーミングライツ、また駅前不動産様にしていただいた

と思うんですが、そのほかに手を挙げているような企業様は実際はないんでしょうか。 

小川智裕スポーツ振興課長 

こちらは令和４年度に継続をしていただいておりますが、継続では、もともとつけてあっ

たところに優先的にお話をさせていただくと。 

そこで、継続の意思があれば引き続きという契約になっておりますので、具体的によその

ところにお声かけとか問合せとかはこちらからはいたしてないところでございます。 
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以上でございます。 

飛松妙子委員 

ということは、相手からも何も来てないっていうことですよね。 

そこを確認したかったわけです。 

それから、４ページのフッペルの委託料350万円。 

毎年していただいてるんですが、これがいつから始まったのか私はよく覚えてないんです

が、鳥栖市に対して、また子供たちに対して、どのような効果を与えていただいているのか、

その辺りのことはどのように見解されてますか。 

八尋茂子文化芸術振興課長兼市民文化会館長 

今回が第28回なので28年前から実施しておりまして、当初はジュニアの方のコンクールに

なりまして、今はフッペル部門ということで、審査委員の先生を国立の東京藝術大学とか国

立系の音楽大学からお呼びして、とても質の高いコンクールをしていただいております。 

コンクール自体も一般市民が見学することができますので、全国からそういうピアニスト

が３日間来られるということで、すごく楽しみにされてる方もいらっしゃいます。 

また、ジュニア部門はランクを少し落としてますので、大体九州各県から、フッペルまで

はいかないんですけれども、ジュニア部門で参加できる方も募っております。 

ジュニア部門Ａコースとフッペル部門の優秀者に対しては、次の年にオーケストラとの共

演をしてもらいますので、将来ピアニストになる方たちの勉強の場になったり、オーケスト

ラと共演する機会を持たせるということで、文化芸術として広めるっていうことと、質の高

い演奏会を無料で開催しておりますので、市民の方が文化芸術に少しでも触れていただける

機会を持ってるんじゃないかということで、現在進めております。 

飛松妙子委員 

28回も続いてるってことは、大変すばらしいことだと思いますが、観客がまだ少ないよう

な気がしないでもないので、もっと増えたらいいのかなって。 

そこをまた考えていただきたいのと、今年29回で来年は30回になるんですかね。 

ということで、30回っていう記念になるんじゃないかなと思いますので、今年からその辺

りをぜひ考えて、市民の皆様が本物に触れていけるようなコンクールにぜひしていただきた

いなと思いますので、よろしくお願いいたします。 

以上です。 

樋󠄀口伸一郎委員 

私もプールです。 

歳入の見込みを立てられてないのは状況から理解できるんですけど、骨格予算なので市民

プールについてどうこうするっていう細かいところを立てられないのは理解できます。 

ただ、御説明とお答えにもあったように、老朽化っていうのは、もうここ５年で確定して
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見えてる状況ですよね。 

なので、例えば再利用するにしても、健康プールの方向性によっては要らなくなるってい

う流れでも、いずれの場合においても何らかのお金は絶対かかってくるんですよ。永遠に放

置しておくわけにもいかないので。 

タイミングを考えたら、これが稼働してるときだと利用者を止めたり、しないにしてもど

のような撤去が必要なのかという調査をしなければいけない。 

これが老朽化が進めば進むほどお金はかかってくるはずなんですよ。 

令和５年度の歳入は見込みを立てられない、歳出でも今のところは何もないというところ

なので、自然に風化していく状態なんですよ。 

なので、令和５年度に使わないなら、なおさら今のうちに調査しておいて、改修において

は幾らぐらいかかるだろうとかいう見立ても立つし、再利用にするに当たっても、どういう

ふうにお金がかかるだろうという予測もできるので、何らかの歳出予算の検討はなかったの

かなっていうのが疑問なので、そこに関して何かお答えいただけますか。 

小川智裕スポーツ振興課長 

現状での方向性といたしましては、健康スポーツセンターに移行して、その後廃止ってい

うところが決まっていたところから、歳出予算を組んでいない状況でございます。 

樋󠄀口伸一郎委員 

答えはこれ以上求めないですけど、稼働しないときこそ幾らかの予算を立てて、現況がど

うなってるのかという調査とかも夏とかにかかわらずできますから、そこはやっとったほう

がいいのかなあと。 

健康プールが出来るにしても出来ないにしても、あそこには何らかの公共施設としての措

置が必要になってくると思うので、その辺はぜひ御検討いただきたいなというのが、要望と

いうか、ここの質問は終わります。 

そのまま11ページをお願いします。プロスポーツ練習拠点開放奨励金について。 

これも内容とか要件に異論があるものじゃなくて、御説明に関しても理解はできてるんで

すけど、新しい事業になりますよね。 

この3,000万円が感覚的に妥当な金額なのか、安いのか高いのかも漠然としてよく分かんな

いので、先方さんとの折り合いもついているのかっていうところも含めて、この金額が妥当

なのかっていうところを、積算根拠じゃないですけど、3,000万円ってぴったりの金額で果た

してうまくいくのかとか、もう全然分かんないので、考え方を教えてほしいです。 

なぜ3,000万円かっていうところから。 

小川智裕スポーツ振興課長 

3,000万円を開放奨励金として計上させていただいております。 

こちらの積算に当たりましては、市民体育館の維持管理経費を基に検討を進めさせていた
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だいておりまして、そちらのほうが年間2,800万円程度かかっておりますので、それと、11

ページの交付要件の６番目の市民との交流事業をしていただくというのと併せてしていただ

くということから、3,000万円で積算をさせていただいております。 

当市のこういった要望で開放と交流事業までしていただけるかということで、スプリング

スとも協議をさせていただいた上で3,000万円というところで調整をさせていただいている

ところでございます。 

以上でございます。 

樋󠄀口伸一郎委員 

ありがとうございます、分かりました。 

市民体育館と大体折り合いがつくところの金額――妥当性というか、そこも理解できまし

た。 

それに比べて100万円ちょっと上乗せをして3,000万円ということが分かったんですけど、

ここは、先方さんの資産を市民開放したり、プロスポーツさんとかの交流も含めてプラスア

ルファ要素も市民体育館の公共性と比べると開放度がちょっと高いのかなと思うんですよ。 

なのでその辺、先方さんとしっかり協議はされてるっていうことだったんで、先方さんの

御理解もついてるっていうふうに勝手な解釈はしますけど、その辺が何かプラスアルファの

要素は――新しい施設でもあるし、築40年じゃなくて、新築での資産を開放して、なおかつ

持ってるプロチームも使ってっちゅうたら言い方悪いですけど、活用されていろんな交流を

図るっちゅうことやったり、いろいろせないかんこともある中で、ウン十年たってる公共施

設と同じぐらいっていうのは、理解が取れてるのかなっていう疑問があったんで。 

それはもう取れてるということでよかですね。 

もう取れてるっちゅうことならいいです。はい、ありがとうございます。 

飛松妙子委員 

今のところの関連で、今日議案質疑があって、御答弁いただいたんですが、実際ここの部

分が、市民体育館では１日13時間の開館時間があるということでしたけど、ここの体育施設

はどのくらいの開館時間を予定されてるとかいうのが、もう打合せが終わってるのか。 

もう決まってるんだったら教えていただきたいんですけど、もしまだ今からっていうので

あれば、いつ頃にそれが決まるのか。 

あと、13時間のうち９時間程度が利用があるってことなんですけど、そこが今後市民体育

館がどのような形になるのか、市民体育館ががらがらになってしまうのか、それとも市民体

育館を使いたかったんだけど、よその体育館を使ってたのでそれがこちらに戻ってくるって

いう見方なのか、その辺りをどのようにお考えか教えてください。 

小川智裕スポーツ振興課長 

まずサロンパスアリーナの開館時間等、運用面については、今、久光スプリングスのほう
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で検討をされている状況でございます。 

公表につきましても、市民利用があったりしますので、なるべく早くということはお伝え

をさせていただいております。 

それを含めまして検討されているところでございます。 

あと、市民体育館のほうが現在７割程度の稼働率となっておりまして、大変空きが少ない

状況になっておりますので、そういう面でいきますと、サロンパスアリーナを開放していた

だけますので、受皿になるものと考えております。 

現状でも、時間帯がバッティングして市民体育館が使えないっていうようなお話はちらほ

らお伺いをしておりますので、そういった方が近隣市町の体育館を使われてあるとか、もう

諦められてある方とかもおられるかと思います。 

そういった方が、まずはあちらのほうを利用されることになるかと思います。 

で、一定数利便性とかを考えられて市民体育館からサロンパスアリーナのほうに移られる

方もおられるかと思いますが、より選択肢が増えるということで、市民のほうには両方とも

活用していただくように、今後ともうちのほうも周知をしていきたいと思っているところで

ございます。 

以上でございます。 

飛松妙子委員 

今からっていうことですが、実際開館しないとどのような状況になるか分からないと思う

んですが、アリーナが、バレーボールが３面でしたかね。 

あと、バスケットゴールが１面ありましたよね、たしか１面だけだったんですよ。 

藤田昌隆委員長 

市民体育館？ 

飛松妙子委員 

アリーナを視察させていただいたときに、バスケットのゴールが１面だけだったと思うん

ですけど、それが１面しか使えないのか、もう一つゴールを造れば２面使えるのか。 

藤田昌隆委員長 

すいません、それは議員が言うことじゃなくて相手さんが考えることであって、１面が２

面がとかどうのこうの言ってるけど、じゃあ要望として３面造ってくれとかそういう意味で

すか。 

飛松妙子委員 

そうじゃなくて、もしそうだとしたら、鳥栖市がそこのゴールを造るような考えがあるの

かどうか。 

それは久光さんがしてる体育館なので、鳥栖市はそれ以上手を入れることはないっていう

考え方なのか、そこを教えていただいてもいいですか。 
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小川智裕スポーツ振興課長 

サロンパスアリーナにつきましては、今回奨励金を創設しておりますが、それ以上に、市

が直接あちらのほうにゴールを造るとかそういうことは検討していない状況でございます。 

飛松妙子委員 

ということであれば、バスケットボールに関しては、どちらかというと市民体育館のほう

を利用する方が増えてくるのかなっていう気はするんですが、そういった意味で縦分けがで

きれば、市民体育館が空くようなことはないかなっていう感じがしますので、分かりました。 

あと、今日の議案質疑の中でたくさん御答弁をいただいたんですが、もしよかったらちょ

っと簡単に資料を作成いただいて、全議員が…… 

藤田昌隆委員長 

何の資料？ 

飛松妙子委員 

今日の議案質疑の答弁をいただいた分。 

藤田昌隆委員長 

議案質疑のどの部分？ 

飛松妙子委員 

皆さん答弁聞いただけではなかなか理解が難しいということだったので。 

成冨牧男委員 

サロンパスアリーナの分？ 

飛松妙子委員 

はい、サロンパスアリーナの。 

藤田昌隆委員長 

サロンパスアリーナのどの部分？ 

飛松妙子委員 

それの議案質疑が今日されたんで、それの資料を簡単に。 

藤田昌隆委員長 

どういう内容の、どういう資料ですかって。 

飛松妙子委員 

議案質疑をされた内容の簡単な資料をつくって、頂けると全議員が…… 

藤田昌隆委員長 

答弁書？ 

飛松妙子委員 

答弁書です。 

藤田昌隆委員長 
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答弁書をくれということですか。 

飛松妙子委員 

答弁書の中身の簡単な資料をつくって、頂けたら全議員が……、委員会に入ってないある

議員から頂けたらっていう要望もあっておりましたので、そういうのが資料として頂けるん

であれば。 

藤田昌隆委員長 

いやいや、よその議員じゃなくてこの委員会で必要かですよ。 

飛松妙子委員 

そういう要望もあったので、皆さんが議案質疑を聞かれて御納得いただければいいんです

けど、やっぱり資料がないと頭だけではなかなか理解ができないと思うので、そういう資料

があったほうがいいかなと思ったんですが、いかがでしょうか。 

中川原豊志委員 

具体的にどういう資料かっていうのが私も分からんのですけれども、まだこの件で質問続

けていいですか。 

資料が先に行くとそれで終わってしまうような感じがするんで、この件の関連で質問をさ

せてもらって、それで必要であれば、またお願いできんかなと思うけどよろしいでしょうか。 

まず、この練習拠点の奨励金の3,000万円は前回の12月の条例のときに聞いとったんで、そ

のときも3,000万円程度という話も出てたんで、問題はないと思うんですが、将来の補助対象

になる項目が６つ書いてある中で、４番目に「複数のスポーツ競技が実施できること」って

いうのがあるんですけれども、これはどの程度の競技ができるのかっていうのをまず聞きた

いなと。 

例えば、市民体育館には卓球台もあるし、バドミントンをする人はバドミントンのポール

とかネットもあるけれども、久光スプリングスさんの練習拠点でそこまで準備をしてもらえ

るのかなっていう気がするんですね。 

自分たちはバレーボールチームやけん、体育館は貸すけど、卓球台とかバドミントンネッ

トとかそういうところまでは準備はしないって言わないかなって勝手に思っとるけん、この

「複数のスポーツ競技」というのが、どの程度まで対応していただけるのかというのを教え

てほしいなというのがまず１点。 

それから、練習場にトレーニングルームがあったと思うんですけど、開放していただける

のか。 

そのときに、トレーニングルームの使い方、ここにトレーニングルームの指導料みたいな

予算が900万円ほど上がってるけど、それは久光さんのトレーニングの方が付いて指導してく

れるのかとかその辺のところが、全く分かんないんですけど。 

トレーニングルームも借りれるのか、またその時の指導がどうなのかというのを２点教え
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てほしい。 

小川智裕スポーツ振興課長 

サロンパスアリーナでできる競技についてですけれども、サブアリーナが市民開放が主に

されるところになっております。 

で、バレーボールが２面、それと中央のほうでバスケットが１面出来るようになっており

ます。 

それ以外で、バドミントンと卓球は対応が可能ということで聞いております。 

今の市民体育館で使われてあるのが多いのがそういった競技のほうになってるということ

も踏まえていただいて、実施できる競技のほうも検討していただいてるところでございます。 

あと、卓球台とかバドミントンのネットとかその辺についても、運営会社のほうで準備を

されるように聞いているところはございます。 

２点目、トレーニングルームのほうも開放して一般の方の使用もできるということでお伺

いをしております。 

ただ、今回の奨励金につきましては、サブアリーナとメインアリーナのほうが対象になっ

ておりまして、トレーニングルームにつきましては、あくまでも久光スプリングスさんが開

放されると。 

その違いというのが、料金の設定です。 

サブアリーナについては、奨励措置の結果、市民の方が安く利用していただけますけれど

も、トレーニングルームにつきましては、一般のトレーニングジムが市内にも複数ございま

すので、そういったところを考えられて料金設定はされるものと思いますが、市民利用も開

放されるということでお伺いをしているところでございます。 

以上でございます。 

中川原豊志委員 

ありがとうございます。 

ということは、トレーニングルームについては、別料金の設定になるというふうなことで、

市の体育館のトレーニングルームの金額とはかなり違ってくる可能性はあるということです

ね。 

それはそれで、指導者もまた別にいらっしゃるだろうということかなと思うんで、了解い

たしました。 

バドミントンとかのネットとか卓球台とかも、久光さんのほうで準備していただけると。 

そこまで甘えていいのかなという気がするんやけど。 

小川智裕スポーツ振興課長 

備品については、スプリングスのほうで準備をされると。 

ただ、他自治体とかでもありますけれども、料金設定の中で、この備品を使うときは一回
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幾らとかそういう設定とかもありますので、その辺を今検討されているところかと思われま

す。 

以上でございます。 

中川原豊志委員 

今の答弁みたいな形のやつも、最終的に何か分からんところもあるでしょうけれども、そ

の辺の最終的なところがある程度明確になったところで、僕は資料の説明とかをしてもらっ

たほうが……、まだ、分からんところ、不明なところ、結構あると思いますんで、どがんで

すか、飛松さん。 

いきなり、今資料を出してと言うよりも、その辺のところが整理ついてからでも僕はいい

のかなってちょっと思ったんですが。 

意見として要望しときます。 

藤田昌隆委員長 

私も質問を。 

何時から何時まで開けるにしても、スプリングスが管理しますという説明だったですよね。

結局、朝８時から夜５時までじゃないし、時間が結構遅くまでとかありますよね。 

要するに、管理する人間が要るわけですよ。 

日曜日とかに鍵を開けたりするんで、１人、２人じゃあだめだと思うんですよね。 

それが一つ。 

それから、今、卓球台とかどうのこうのとか言われて、まさかと思いましたけど、それを 

するにしてもやっぱり金が要る。 

それから、一番心配するのが、トレーニングルームの機械というのは、プロ仕様なんです 

よね。 

経験あるんですけど、こういうやつとかこういうふうな何か。 

プロ仕様だと、普通の人は簡単に扱わんでくださいという注意を受けたことがあるんです

よ。専門のトレーナーがいないと機械は扱えませんという話を。 

実際にその機械も見てますし、そういう注意も受けたんですよね。 

だから、それに対してもまた人が要るわけですよ。 

西依議員から3,000万円が安過ぎらんかという話がありましたけど、もろもろを考えたら、

その辺を小川課長とかがスプリングスと具体的に１つずつ潰しとかんと、後で困るような気

がしますけど。 

大体どれぐらいの割合で、打合せをしてるのか教えてください。 

小川智裕スポーツ振興課長 

この協議につきましては、定期でいつっていう形で決めておりません。 

案件があるときに随時協議を行っております。 
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先ほどの開館とかにつきましては、市民体育館が何時から何時まで開館をしてますとか、

それに対してこういう経費とかがかかってきてますとか、あと、市民体育館で利用の多い競

技――先ほど申した卓球とかバドミントンとか、そういったものが多いというところの協議

は随時行っておりまして、運営のほうに反映をしていただくようにしているところでござい

ます。 

協議の回数というのも必要に応じて、時間を取って行っているところでございます。 

藤田昌隆委員長 

休憩します。 

                                          

  午後１時57分休憩 

                                          

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

                                          

  午後１時58分開会 

                                          

藤田昌隆委員長 

再開します。 

樋󠄀口伸一郎委員 

新しいところだからこそ3,000万円には――何十年とやってきてるところと違うので、不測

の予算じゃないけど、そういうのも含めて理解を求めないかんので、委員長もおっしゃるよ

うに協議を行ってもらって進めてもらうようによろしくお願いします。 

それと、この事業内容と奨励金、要件を満たす場合にというのも分かりました。 

これとちょっとずれますけど、今度は、市民体育館でいったら市民の皆さん側ですね。 

正確な使用規程とかがあるのかちょっと存じ上げてないですけど、使用規程や借用基準と

いうのが今までの市民体育館でもあったと思うんですよ。一定のモラルというかルールです。 

市が持つ公共施設だからこそ、ごみを散らかさないとか、市民の方に御協力を求めるとこ

ろもあったと。 

でもこの施設を市民の皆さんが使うってなったときに、いろんな意味で行政が主導で介入

していけるような状況でもないと。 

それこそ協議をしていったりせないかんと思うけど、あまりにも体育館との使用の中身が

乖離したものでもいかんと思うし、ある程度市民側の使用規程みたいなのも近いところで合

わせとったりせないかんのかなっていうのを思ったんで、それは先方さんのほうからある程

度使用のルールじゃないですけど、そういうのは考えられるっていうところですか。 

小川智裕スポーツ振興課長 
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先ほど、協議をさせていただいておりますという中で、うちのほうの受付のタイミング、

翌月分を前月の１日から受付するとか。 

あと、定期利用団体がいて、そこのところだけ早く受付をさせていただくとかそういった、

うちで受付をさせていただいてるところのルールについても情報共有を図っているところで

ございます。 

以上です。 

樋󠄀口伸一郎委員 

それは分かりました。 

今後は久光さんの体育館ですけど、市のほうからも市民の皆さんにこういうところもこう

した手続を踏めば空き状況によっては可能ですよっていう周知はできるわけですよ。 

ただどういうふうに――市民体育館とは違うところを共有できてないと、情報だけ投げっ

放しで、あとは向こうに行ってくださいという状態になるかもしれんので。 

簡単に言うと、借りに行くのは多分向こうに行かれるような状態になるでしょう。 

なので、市のほうに問い合わせがあるけど、借りに行くのは向こうというふうになると、

市民の皆さんも体育館とはまた違うルートで借りに行くわけですよね。 

市民体育館はきちんと使われてるけど、久光さんの体育館のほうでは失礼があったってい

う情報をこっちが把握してないってことが起きないように、そこら辺の協議もしていってい

ただきたいというふうに思ってるんですけど。 

使用規程であったりっていうのは、向こうが計画された分とこっちが与えた分をある程度

照り合わせて近い状況に持っていくっちゅうことでいいですか。 

小川智裕スポーツ振興課長 

運営をされる久光スプリングス側といたしましては、こういう施設管理っていうのは正直

ノウハウがないところもございますので、うちのほうからも情報提供を積極的に行っている

ところでございます。 

最終的にどういうふうな形で運営するかというのは、久光スプリングスのほうで決定をさ

れるものと思っておりますので、そのところは情報共有を図りながら、サロンパスアリーナ

を利用される方は向こうで受付になりますとか、混乱をしないような形をこちらも周知を図

ってまいりたいと思っているところでございます。 

以上でございます。 

樋󠄀口伸一郎委員 

ぜひお願いします。 

市民体育館と全く同じ状況じゃなくてもいいんですよ。 

ある程度こっちの情報も提供しながら、向こうの運営基準っていうのを情報収集だけしと

って、市民の皆さんにはこちらから案内できるように、ぜひ御検討いただきたいと思います。 
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ありがとうございました。 

中川原豊志委員 

最後に確認ですが、今回3,000万円って金額を決めたとするじゃないですか。 

これは、１年更新とか２年更新とか、もしくは、相互間の協議が必要なときには、随時変

更できるとかそういうふうな条例の規約になっとると。 

言い方を変えると、やっぱり3,000万円じゃあ、厳しかですもんねとか言われたりしたとき

に、いや、３年契約やけん３年間はこれでお願いしますというふうになってるのか、ちょっ

とその辺の確認を。 

小川智裕スポーツ振興課長 

こちらにつきましては、単年度での3,000万円と。単年度で申請をいただいて交付をすると

いうふうな制度となっております。 

３年定額で決まってるとかそういったものではございません。 

以上でございます。 

中川原豊志委員 

了解いたしました。 

要は、初年度やけんこれでいったけど、実際運営してみて向こうも大変やった、こっちも

大変やった、やっぱりやってみないと分からんところが出てくると思いますんで、最初の年

だからこそ、柔軟に検討できるようにしてあげとったほうがいいかなと思います。 

以上です。 

成冨牧男委員 

今のに関連して、単年度3,000万円というのは分かりましたけど、これは清算とかはあるん

ですか、3,000万円ぽんとやるわけ。 

小川智裕スポーツ振興課長 

年度初めに申請書で、例えば、この要件の中の６番目のこういう事業しますとかいうのを

上げていただきます。 

で、最終的にこれは奨励金となっておりますので、年度終了後にこういったことを行いま

したという事業の報告を頂くように考えているところでございます。 

精算ということではなく、事業報告でさせていただくことで考えております。 

成冨牧男委員 

今、６番目を言われたけど、全部を満たしとかないかんとやろう。 

それとあと１つ、私が誤解しとったらいけんけん。 

５番目は簡単に言うと、今の体育館と同種のやつは同じような金額で借りれるという意

味？ 

小川智裕スポーツ振興課長 



 

 

- 43 - 

要件の５番目、「市民が使用する場合の使用料が、同種の市有体育施設と同水準程度に設

定されていること」こちらの、「同種の市有体育施設」これが市民体育館になるとこちらで

は検討しております。 

市民体育館と同水準程度の料金体系で、サロンパスアリーナでいきますと、サブアリーナ

のほうの料金体系が同水準になるようにということで調整を図っております。 

大体、市民体育館よりも、まだ正式じゃないですけど、1.2倍ぐらいになるような形での調

整をされてあるところでございます。 

以上でございます。 

成冨牧男委員 

分かりました。 

単年度契約で、3,000万円は精算するってことやったかね。 

事業報告が出て、清算するかせんかもう一回。 

小川智裕スポーツ振興課長 

事業報告の提出を受けて事業の内容を確認するのみで、金銭的に精算とかそういった形は

行わないように考えております。 

成冨牧男委員 

簡単に言うと、3,000万円を当初に渡すっていうことやろう。 

その代わりちゃんと報告してよって、そういう条件なわけね。 

小川智裕スポーツ振興課長 

そういう形で進めさせていただくようにしております。 

成冨牧男委員 

分かりました。 

永江ゆき委員 

地域交流推進事業の10ページです。 

地域との交流活動で、サガン鳥栖と市内の中学校２校との交流事業って書いてありますけ

ど、４校ある中で２校というのはもう決まってるんですか。 

小川智裕スポーツ振興課長 

こちらにつきましては、令和４年度も行っている事業でございまして、本年度鳥栖中学校

と田代中学校と交流を行っております。 

令和５年度につきましては、基里中学校と鳥栖西中学校と交流を図ることとしております。

以上でございます。 

永江ゆき委員 

ありがとうございます。 

それともう一つ。 
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５ページの節18の負担金、補助及び交付金の文化事業推進補助金ですけど、キッズミュー

ジカルとか、あと２つはどこですか。 

八尋茂子文化芸術振興課長兼市民文化会館長 

ＮＰＯ法人鳥栖子どもミュージカルと鳥栖市民劇団、鳥栖アートジャンクション実行委員

会の３団体になっております。 

永江ゆき委員 

その内訳って分かりますか。 

八尋茂子文化芸術振興課長兼市民文化会館長 

子どもミュージカルに50万円、鳥栖市民劇団、鳥栖アートジャンクション実行委員会は各

40万円になっております。 

永江ゆき委員 

ありがとうございます。 

この間ミュージカルのほうを見させていただいたんですけど、20年続いてすごく盛り上が

ってて、青少年育成の部分でも、卒業生とか子供たちがいろんな意味で学んでるっていうの

をすごく感じたんですよね。 

代表の方にお伺いしたところ、50万円しかもらってなくてすごく大変だっていう話を聞い

たので、もう少し増やすこととかできないですか。 

八尋茂子文化芸術振興課長兼市民文化会館長 

要綱上で最高50万円ということでしております。 

また、ほかの団体も補助金を使わずに活動されてるところもあるとは思うんですけれども、

なかなかそこが――鳥栖市民文化会館を使っての活動をお願いしたいというところもござい

ますし、またはサンメッセ鳥栖を使っての団体さんに対しての支援ということをしておりま

す。 

活動はすごくしていただいてはおりますけれども、うちだけじゃなくて補助の種類もいろ

いろございますので、そこら辺はもうちょっと検討してもらわないといけないのかなとは考

えておりますが、今のところ増やすという考えはございません。 

永江ゆき委員 

分かりました。 

それとピアノコンクールの話もさっきお伺いしたんですけど、やっぱり知らない人が結構

多いんじゃないかなと思うんですね。 

キッズミュージカルも３回にわたってありますし、今回は20年で、ＯＢ、ＯＧの件もあっ

て人が多く来ていただいたと喜ばれてたんですけど、先ほども言われたように、もうちょっ

と多くの人に知っていただけるような、アピールの方法を考えていただけたらなと思ってお

りますが、どうでしょうか。 
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八尋茂子文化芸術振興課長兼市民文化会館長 

現在、そういう団体さんに対しては、名義後援によって市報掲載の協力、それから各学校

とかまちづくり推進センターへのチラシの配付、地区へのポスターの配布の協力をするとか、

配っていいですよということで、市のほうでは協力はできております。 

あと、キッズミュージカルさんに関しては、いろんなイベント等で参加されてありますよ

ね。 

夏祭りだったり、今度弥生まつりとかでも舞台に出られて、そこら辺でも名前が知られて

るんじゃないかというところはございますし、佐賀県のアリーナのほうでは県のほうから…

… 

藤田昌隆委員長 

ちょっとごめん。 

今、ピアノコンクールの質問やけん、キッズミュージカルとは離して。 

八尋茂子文化芸術振興課長兼市民文化会館長 

すみません。 

ピアノコンクールに関しましては、今年はいろんなホームページ等にも載せておりますし、

オーケストラとの演奏会とか今度３月21日にありますコンクールに関しましては、サガテレ

ビなどメディアを通しての紹介をさせていただいたりとか、今回佐賀新聞で載せていただい

たところもございますので、そういうメディアを使ってできないかということは考えており

ます。 

永江ゆき委員 

ありがとうございます。 

先ほども子供たちとプロスポーツチームが一緒に何かやるっていう意味では、小さい頃の

経験とかが将来に大きな影響を与えると思うんですよ。 

なので、その辺しっかりとやっていただけたらと思います。 

よろしくお願いします。 

成冨牧男委員 

先ほどから上がってます10ページの地域交流推進事業。 

これは12月補正のときに樋󠄀口議員が、来年はどうするんですか、やり出したら引き続きや

らんといかんでしょうって尋ねられたんじゃないかな。 

そのときの答えは、結果を見てから考えますみたいな言い方でしたよね。 

前年度に300万円補正してその結果が出たわけですよね。 

藤田昌隆委員長 

ちょっと小川課長答えて。 

小川智裕スポーツ振興課長 
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令和４年12月に300万円の増額補正をさせていただいております。 

内容といたしましては、サガン鳥栖のサポーターが久光スプリングスの試合に行って、バ

レー関係者がサガン鳥栖の試合を応援に行くと。 

で、こちらのほうの事業が、スプリングスの令和５年２月５日の試合のときにサガン鳥栖

の方が行っていただいて、今度はバレーのほうが３月４日の市民デーのときにその企画をし

ますので、まだ実績のほうが把握できていない状況でございます。 

２月５日にスプリングスに行った分につきましては、参加者の方からもアンケートを取っ

ておりますが、非常によかったと、機会があったらまたしていただきたいとかいう御要望も

いただいておりますので、今度３月４日の分を実施させていただいて、そのアンケートのほ

うも考えておりますので、その状況を踏まえて今後検討をさせていただきたいと思っており

ます。 

成冨牧男委員 

当初予算の中にはこの予算が引き続き入ってるのかを、私は聞きたかったと。 

小川智裕スポーツ振興課長 

こちらのほうにつきましては、入ってない状況でございます。 

成冨牧男委員 

分かりました。あと２つあります。 

使用料の関係で、まずは２ページです。 

最初は市民文化会館使用料について。 

私は今の料金体系でいいとっていう話をいつもしています。 

というのは、特に大ホールのほうは減免規程が今ないですよね。 

そうすると、ずっと前に質問したことでいうと、例えば午後の部を取るじゃないですか。

午前中にゲネプロとかして１日取るじゃないですか。 

それで、かれこれで10万円超すんですよね、多分。 

そうすると、使用料は実施する前に納めないかんですよね。 

催しをする人にとって、負担が大変だという話をこれまでもずっとしてきたと思います。

そのとき、やっぱりホールのほうも減免していいっちゃないと、よそを見てと。 

それと、無料の場合と有料の場合って分けてるけど、有料イコールそんなに利益を得ろう 

としてるわけやないよと。 

例えば、興行で4,000円かかるところを3,000円と設定して、1,000円は手出しよるかもしれ

んよっていう話をしたと思うんですよね。 

そのときに、周りの状況を調べますって言われたと思うんですよ。それはどうですか。 

八尋茂子文化芸術振興課長兼市民文化会館長 

まず１つ目が、使用料を前払いということですけれども、大ホールは使用料プラス舞台を
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使われる場合は付属設備っていうことで、ライトとか音響とかいろんなものを使われます。 

使用料としては、お部屋代を先に頂けたらっていうところもあります。 

付属設備は、使ってみないと金額が出ないということで後払い――使ってしまった後でそ

の場で払っていただくか、官公庁とか後から精算払いをしないといけないところは、後から

の請求書でいいですよってことではやっております。 

それと使用料に関してが、ホールだけの使用料というところと、付属設備は取りませんと

か、その施設によって使用料の減免をするところも違うし、減免率も全額なのか半額なのか

ということで、施設によって違うってところまでは調べてはおります。 

うちの市民文化会館にいろんなところを当てはめてみたときに、他のところと同じにして

いいのかというのは、またちょっと検討課題かなと思います。 

成冨牧男委員 

いや、同じにしてくださいじゃなくて、まず資料を集められましたかっていうことを言っ

てるんです。 

それで、集められたならば、その資料を皆さんが要らんというなら、私は欲しいです、と

いうことです。佐賀市からこっち側の市町でいい。 

八尋茂子文化芸術振興課長兼市民文化会館長 

全部は調べてません。 

今取り寄せてるところだけでもいいですか。 

成冨牧男委員 

いいです。 

藤田昌隆委員長 

皆さん御入用ですか。 

    〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

じゃあぜひ――どこ？何市町？ 

八尋茂子文化芸術振興課長兼市民文化会館長 

佐賀市と春日市。 

春日市の施設が似てるようなところがございますので。 

藤田昌隆委員長 

同クラスの施設で大体同人口。 

佐賀市のあれとここじゃあ、大分レベルが違うかな。 

ちょっと休憩します。 

                                           

  午後２時23分休憩 

                                           



 

 

- 48 - 

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

                                           

  午後２時25分開会                                 

                                           

藤田昌隆委員長 

再開します。 

成冨牧男委員 

同じ使用料でスタジアム使用料。 

これもしょっちゅう言ってる分ですが、北部グラウンドもスタジアム条例の中に入ってま

すよね。 

これに関してですけれども、補正のときにサガン鳥栖以外に22団体が借りてあるというこ

とで、大分増えたなあと、大分ＰＲもしてあるんだろうなというふうに、よかったなと思っ

てますけど、あと１つの問題は、条例を読む限りは――その前に聞かないかんですね、サガ

ン鳥栖はどういうふうにして年間押さえてあるんですか。 

小川智裕スポーツ振興課長 

スタジアム条例の施行規則の中で、市長が特に認める場合という条文がございます。 

そちらの分を適用してサガン鳥栖の利用を認めている状況でございます。 

以上でございます。 

成冨牧男委員 

今言われたのは、施行規則の中にありますよね。 

これって、市長は特に認めるときというのは、臨時にとかいうイメージやんね。私はそう

思うっちゃんね。 

何年もずーっとそういうやり方で、サガン鳥栖さんが大体年間押さえて、その残りを、例

えば今言われた22団体の人たちが借りれるようになってるわけやろう。 

ところが、条例か規則かどっちかに申請の仕方について何日前までにどうしなさいと規定

してあるよね。 

それはそのとおりやったら、サガン鳥栖の今のやり方が間違ってるわけやん。 

サガン鳥栖が悪いんじゃなくて、受付しよるほうが私は悪いと思うけどいかがですか。 

藤田昌隆委員長 

休憩します。 

                                           

  午後２時28分休憩 

                                           

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 
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  午後２時29分開会                                 

                                           

藤田昌隆委員長 

再開します。 

小川智裕スポーツ振興課長 

サガン鳥栖の使用に関しまして、鳥栖スタジアム条例施行規則に規定がございまして、北

部グラウンドにつきましては、「引き続き２日を超える使用及び定期的曜日又は日時を指定

した独占的使用をすることができない。ただし、市長が特に必要と認める場合は、この限り

ではない。」サガン鳥栖に関しましては、こちらの「市長が特に必要と認める場合は、この

限りではない」の分を適用しているところでございます。 

また、申請に関しましては、「使用しようとする日前３月から14日までに受理するものと

する」と規定をしておりまして、サガン鳥栖からの申請につきましては、この規定どおり、

申請書の提出を受けているところでございます。 

以上でございます。 

成冨牧男委員 

申請日については、規定どおりちゃんとやってるということだったよね。 

そうすると、一般の人がその間に入れてくるということは考えられる？そういうことはあ

り得ん？ 

藤田昌隆委員長 

質問の意味分かります？ 

休憩。 

                                           

  午後２時31分休憩 

                                           

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

                                           

  午後２時33分開会                                 

                                           

藤田昌隆委員長 

再開します。 

小川智裕スポーツ振興課長 

サガン鳥栖以外の利用の方につきましては、芝管理の状況も踏まえたところでの調整をさ

せていただいているところでございます。 
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以上でございます。 

成冨牧男委員 

今、サガン鳥栖以外はって、いみじくも言われたように、やっぱりサガン鳥栖とそれ以外

の誰でも使えるということを前提にして言ってるわけだけど、そういう人たちを調整みたい

な感じに私は聞こえました。 

それで、私が言いたいのはどういうことかというと、もしこの条例とか規則とそごがあれ

ば、あればよ、私はあると思いよるけん。 

今の実態に合わせたように、そっくりそのままというのはちょっと留保するけど、むしろ

実態に条例も合わせないかんとじゃないねって。 

実態と条例なり規則なりに乖離のあるままで進んだらいかんとじゃない。 

ということで終わります。 

飛松妙子委員 

先ほどのプロスポーツチームの奨励金の件で、11ページの3,000万円の件ですが、年度初め

に事業申請をいただいて3,000万円交付すると。 

で、終わったら事業報告書を頂くということでしたが、それは議会のほうにも提出はして

いただけるのでしょうか。 

多分、議会でその分の審査をしないといけないと思うんですが。 

今回はこの内容で3,000万円の審査をしているんですが、次回からは3,000万円が変わる可

能性があるということですので、今後奨励金の内容申請書で、終わったら報告書があるって

課長が先ほどおっしゃいましたよね。 

それを議会に出すことっていうのはできるんでしょうか。 

藤田昌隆委員長 

暫時休憩。 

                                           

  午後２時35分休憩 

                                           

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

                                           

  午後２時38分開会                                 

                                           

藤田昌隆委員長 

再開します。 

小川智裕スポーツ振興課長 

奨励金につきましては、申請また事業実施後の報告を求めることとしておりますので、そ



 

 

- 51 - 

の内容についての情報提供を委員会のほうにさせていただくように進めてまいりたいと思っ

ております。 

以上でございます。 

飛松妙子委員 

よろしくお願いいたします。 

それから13ページの、国スポ・全障スポ推進事業。 

ここにリハーサル等の資料も頂きました。 

48年ぶりの開催ということで、その当時は国体ですね。 

私も中学生のときにとても楽しみで、自分が部活をしてたところのチームは特に楽しみに

して、それこそ宿泊しているところに行ったりとかもしてたんですが、そういった意味では、

中高生がとても楽しみにしてるんじゃないかなと思っておりますので、このリハーサル大会

もぜひ盛り上げていただきたいと思ってます。 

たくさんの人に見学にも来ていただきたいですし、この前後にイベントみたいなものを開

催していただいて、盛り上げていただきたいと思ってるんですが、その辺りはどのようにお

考えでしょうか。 

古賀友子スポーツ文化部次長兼国スポ・全障スポ推進課長 

リハーサル大会ですので、基本的には、競技自体は競技団体が、その周りを開催市がどう

いうふうにして行うかということのリハーサルですので、規模といたしましてはもちろん国

スポのほうがイベントは大きくなると思うんですけれども、実際の本大会でどういうことが

できるのかというのを実証をするところでございます。 

飛松委員が思ってるようなイベントっていうのができるかどうか分かりませんけれども、

今後いろいろと検討はしていきたいと考えております。 

飛松妙子委員 

令和６年度の開催に向けての盛り上げをしていただきたいと思いますので、よろしくお願

いいたします。 

あと、ＰＲのほうですね。 

鳥栖市は、ＳＮＳを使っていろいろやっていただいているのは、とてもいいメッセージに

なってると思いますので、そういうのを使って――先ほど永江委員もピアノのこととかミュ

ージカルのことも言ってましたけど、とにかくあらゆる手段を使って鳥栖市が発信できると、

応援してあげてるっていうところをＳＮＳを使ってしていただきたいなと思いますので、併

せてよろしくお願いいたします。 

以上です。 

樋󠄀口伸一郎委員 

２項目手短にまとめたいと思いますので、よろしくお願いします。 
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まず１点目、８ページをお願いします。 

12番の委託料と18の負担金のところに、クロスロードスポーツ・レクリエーション祭って

いうのがありますよね。 

委託料にクロスロードがない分が２行目にありますよね。 

このレクリエーション祭って何なのか教えてください。 

それと併せて、クロスロードがついてる分とついてない分があるので、別のものなのか、

一緒ならこの関連費用を何に使うのか、内容を教えてください。 

佐藤義勉スポーツ振興課スポーツ振興係長 

まず、クロスロードスポーツ・レクリエーション祭について申し上げます。 

こちらは、鳥栖市、基山町、久留米市、小郡市、いわゆるクロスロード協議会に加盟して

いる４地域で開催しているものになります。 

負担金につきましては、全体で30万円ずつ負担して、本大会を開催するために使う経費に

なっております。 

委託料のほうも、選手選考会開催委託料というのは、本選に出場する選手を選考するため

の市の予選会を開催するための費用になります。 

クロスロードがついていない、スポーツ・レクリエーション祭につきましては、例年２月、

３月頃に鳥栖市内だけで完結する大会になりますけれども、ニュースポーツの大会を開催し

ている予算になります。 

以上でございます。 

樋󠄀口伸一郎委員 

分かりました。 

そうしたら、もう一項目が、５ページと７ページの、負担金、補助及び交付金に関して、

スポーツ振興課、文化芸術振興課それぞれに同じ質問をしたいんですけど。 

まず５ページの負担金の中に、文化事業推進補助金で905万8,000円ありますよね。 

これの主な内訳っていうか、中身を教えていただきたいっていうのが一つ。 

７ページに関しては、同じく負担金、補助及び交付金の市スポーツ協会補助金828万3,000

円。 

こちらについて、ここでは主だった内訳っていうか大きくどこどこに配分してるっていう

ような説明でいいですけど、毎年言ってるんですけど、内訳書みたいのがあればそれを頂け

ればいいなと思って。 

今すぐじゃなくて終わるまでに参考資料で私が頂きたいというだけなので、質問ではない

です。 

今日のところは主だった内訳の説明だけでいいです。 

八尋茂子文化芸術振興課長兼市民文化会館長 
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文化事業推進補助金は、鳥栖市文化事業協会に補助金を出しておりまして、有料チケット

――今年度でいいますと、宝飾時計という演劇とかを呼びました。 

最近では、近藤真彦とか、鳥栖市文化事業協会と名の付く事業が今年も十数種類のコンサ

ート等を呼んでおりますので、それに対しての事業費の補助が今年度は600万円。 

その残りの分が、職員の人件費に充てている内訳になります。 

小川智裕スポーツ振興課長 

市スポーツ協会補助金を出しておりまして、そこから種目団体のほうに補助金のほうがさ

れております。 

簡単な内訳でいきますと、種目競技団体の運営補助金で約250万円。 

県民スポーツ大会の選手強化費で約190万円。 

あと、その他の助成金関係で20万円ほどございます。 

以上でございます。 

樋󠄀口伸一郎委員 

ありがとうございました。 

そうしたら、よかったら内訳を書いた分を可能な範囲でいいので最終日の採決までに…… 

藤田昌隆委員長 

団体名？ 

樋󠄀口伸一郎委員 

団体名でいいです。10ぐらいあったのを幾ら幾らっておっしゃったので。 

藤田昌隆委員長 

簡単に出せます？ 

樋󠄀口伸一郎委員 

毎年もらってるんで頂きたいです。 

藤田昌隆委員長 

頭をかしげてありますが、出せる？出せない？ 

せっかく出してもらって、趣旨と違うじゃあ困るんで。 

出せる？出せんなら出せんではっきり言ってもらって結構ですから。 

小川智裕スポーツ振興課長 

出せます。 

藤田昌隆委員長 

出せますね。 

じゃあ、先ほどの資料と一緒に採決前によろしくお願いします。 

そうしたら、以上をもちまして質疑を終わります。 

執行部の準備のため暫時休憩をいたします。 
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  午後２時48分休憩 

                                          

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

                                          

  午後２時59分開会 

                                          

藤田昌隆委員長 

再開いたします。 

それでは、健康福祉みらい部の審査を始めるに当たりまして、部長より御挨拶をいただき

たいと思います。 

古賀達也健康福祉みらい部長 

文教厚生常任委員会の議案審査に当たりまして、一言御挨拶を申し上げます。 

今回における健康福祉みらい部関係の議案は、甲議案が３件、乙議案が２件、計５件の議

案を提案いたしております。 

まず、議案乙第３号令和４年度の一般会計補正予算（第９号）のうち、健康福祉みらい部

関係につきましては、歳入４億8,598万3,000円の減、歳出が６億6,743万1,000円の減となっ

ております。 

補正後の一般会計の予算総額は、363億3,479万9,000円のうち、健康福祉みらい部の予算額

は128億1,947万8,000円となりまして、一般会計に占める予算の割合は、35.3％となるところ

でございます。 

次に、議案乙第９号令和５年度鳥栖市一般会計予算のうち、健康福祉みらい部関係につき

ましては、歳入65億4,020万円、歳出117億7,111万2,000円となっております。 

一般会計予算総額290億4,932万8,000円に占める予算の割合につきましては、40.5％となっ

ておるところでございます。 

また、甲議案といたしましては、議案甲第７号鳥栖市特定教育・保育施設及び特定地域型

保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例、議案甲第８号鳥栖市家庭

的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例、議案甲第９

号鳥栖市重度心身障害者の医療費の助成に関する条例の一部を改正する条例の３議案を提案

いたしております。 

詳細につきましては、それぞれ審査に当たりまして関係課長より御説明をさせていただき

ますので、よろしく御審議を賜りますようお願い申し上げ御挨拶とさせていただきます。 

どうぞよろしくお願いいたします。 

藤田昌隆委員長 
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どうもありがとうございました。 

                                          

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

                                          

  健康福祉みらい部（地域福祉課、高齢障害福祉課） 

                                          

   議案乙第３号令和４年度鳥栖市一般会計補正予算（第９号） 

                                          

藤田昌隆委員長 

これより、地域福祉課、高齢障害福祉課関係議案の審査を行います。 

審査いたします議案は、補正予算、当初予算それから、条例改正案が１件となっておりま

す。 

それでは、議案乙第３号令和４年度鳥栖市一般会計補正予算（第９号）を議題といたしま

す。 

執行部の説明を求めます。 

竹下徹高齢障害福祉課長 

議案乙第３号令和４年度鳥栖市一般会計補正予算（第９号）のうち、地域福祉課、高齢障

害福祉課関係分の主なものにつきまして、委員会資料に沿って御説明いたします。 

まず歳入でございます。 

２ページをお願いいたします。 

款14分担金及び負担金、項２負担金、目１民生費負担金、節１社会福祉費負担金の主なも

のにつきましては、老人保護措置費負担金でございます。 

環境・経済上の理由により、養護老人ホームに入所する高齢者から徴収する負担金の決算

見込みによる増額補正でございます。 

鹿毛晃之健康福祉みらい部次長兼地域福祉課長 

続きまして、資料３ページをお願いいたします。 

款16国庫支出金、項１国庫負担金、目１民生費国庫負担金のうち、節１社会福祉費国庫負

担金の国民健康保険基盤安定負担金につきましては、国保被保険者の保険税軽減に係る国民

健康保険基盤安定負担金の決算見込みによるものでございます。 

竹下徹高齢障害福祉課長 

同じく、節１社会福祉費国庫負担金のうち、特別障害者手当等給付費負担金、障害者自立

支援給付費負担金及び障害児施設措置費負担金につきましては、障害者に対する福祉サービ

ス給付に係る国の負担金で、決算見込みによる補正でございます。 

鹿毛晃之健康福祉みらい部次長兼地域福祉課長 
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次に、資料４ページをお願いいたします。 

項２国庫補助金、目２民生費国庫補助金、節１社会福祉費国庫補助金のうち、子育て世帯

等臨時特別支援事業費補助金につきましては、住民税非課税世帯等に対する臨時特別給付金

に伴う決算見込みによる補正でございます。 

竹下徹高齢障害福祉課長 

同じく節１の地域生活支援事業費補助金につきましては、障害者が自立した日常生活や社

会生活を送るためのサービスに対する補助金の交付決定による減額補正でございます。 

鹿毛晃之健康福祉みらい部次長兼地域福祉課長 

節３生活保護費国庫補助金につきましては、生活困窮者就労準備支援事業費等補助金、新

型コロナウイルス感染症生活困窮者自立支援金給付事業に伴う決算見込みによる補正でござ

います。 

次に、資料５ページをお願いいたします。 

款17県支出金、項１県負担金、目１民生費県負担金、節１社会福祉費のうち、国民健康保

険基盤安定負担金につきましては、先ほどの国庫負担金で説明した分の県負担金の見込みで

ございます。 

竹下徹高齢障害福祉課長 

次に、障害者自立支援給付費負担金、障害者自立支援医療費負担金及び障害児施設措置費

負担金は、国庫負担金のところで述べました障害者に対する福祉サービス給付に係る県の負

担金で、決算見込みによる補正でございます。 

鹿毛晃之健康福祉みらい部次長兼地域福祉課長 

節３生活保護費県負担金につきましては、居住地が明らかでない被保護者の保護費、保護

施設費及び委託事業費に要する県負担金の決算見込みによる補正分でございます。 

竹下徹高齢障害福祉課長 

款17県支出金、項２県補助金、目２民生費県補助金、節１社会福祉費県補助金のうち主な

ものといたしましては、障害者が自立した日常生活や社会生活を送るためサービスに対する

地域生活支援事業費補助金等で決算見込みによる補正でございます。 

鹿毛晃之健康福祉みらい部次長兼地域福祉課長 

次に、資料７ページになります。 

款22諸収入、項６雑入、目４雑入、節１生活保護雑入につきましては、生活保護費の支給

後に年金等の収入があった場合に、生活保護費の返還を受けたものでございまして決算見込

みによる補正でございます。 

竹下徹高齢障害福祉課長 

次に、節４雑入の主なものにつきまして申し上げます。 

高齢者福祉施設雑入につきましては、中央デイサービスセンターや中央在宅介護支援セン
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ターの燃料費、光熱水費等の事業者負担分の決算見込みによる補正でございます。 

以上で、歳入に関する説明を終わります。 

鹿毛晃之健康福祉みらい部次長兼地域福祉課長 

続きまして、資料８ページ歳出の主なものにつきまして御説明をいたします。 

款３民生費、項１社会福祉費、目１社会福祉総務費のうち、節２給料から節４共済費まで

につきましては、健康福祉みらい部長及び高齢障害福祉課、こども育成課の職員、並びに、

広域市町村圏組合などへの派遣職員の人件費でございます。 

節27繰出金につきましては、国民健康保険特別会計への繰出金等の減額補正でございます。 

竹下徹高齢障害福祉課長 

９ページをお願いします。 

目２障害者福祉費のうち主なものといたしましては、節１報酬及び節３職員手当等につき

ましては、会計年度任用職員の人件費に係る決算見込みによる減額補正でございます。 

節７報償費につきましては、物価高騰対策緊急支援金等の決算見込みによる減額補正です。

節11役務費につきましては、障害児給付費審査支払手数料の決算見込みによる増額補正で 

ございます。 

節19扶助費につきましては、18ページの主要事項説明書のほうを御覧ください。 

障害児施設給付費は、未就学の障害児に対する日常生活における基本的な動作の指導、知

識技能の付与、集団生活への適正訓練及び学校に就学している障害児に対する生活能力の向

上のために必要な訓練、社会との交流の促進その他必要な支援を行うものでございます。 

事業内容といたしましては、児童発達支援や放課後等デイサービスが主なものでございま

すが、主要事項説明書にあるとおり、市内の事業者数、利用件数とも増加しており、障害児

施設給付費の増額をお願いするものでございます。 

次に、10ページに戻っていただきたいと思います。 

目３老人福祉費でございます。 

節７報償費の主なものといたしましては、物価高騰対策緊急支援金及び在宅寝たきり老人

等介護見舞金の決算見込みによる減額補正でございます。 

次に、節12委託料につきましては、介護予防事業委託料等の決算見込みによる補正でござ

います。 

次に、節18負担金、補助及び交付金の主なものにつきまして、鳥栖地区広域市町村圏組合

負担金、次の高齢者福祉乗車券助成金等の決算見込みによる減額補正でございます。 

次に、節19扶助費につきましては、在宅の寝たきり老人等に対する紙おむつ支給事業費の

決算見込みによる減額でございます。 

鹿毛晃之健康福祉みらい部次長兼地域福祉課長 

続きまして、11ページをお願いいたします。 
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目６住民税非課税世帯等に対する臨時特別給付金給付費のうち、節１報酬から節８旅費に

つきましては、従事いたします会計年度任用職員の分の決算見込額、それから節11の役務費

につきましては、確認書を発送等に要する郵便料及び振込手数料等、節12委託料につきまし

ては、給付金事務の外部委託等による決算見込額、節18負担金、補助及び交付金につきまし

ては、臨時特別給付金の給付事業費等の決算見込みによるものでございます。 

竹下徹高齢障害福祉課長 

10ページに戻っていただいて、目４の老人福祉センター費でございます。 

節12委託料につきましては、中央老人福祉センター及び若葉まちづくり推進センターの施

設管理委託料の決算見込みによる減額でございます。 

鹿毛晃之健康福祉みらい部次長兼地域福祉課長 

14ページの項３生活保護費、目１生活保護総務費のうち、節１報酬から節８旅費につきま

しては、生活保護事務に従事いたします職員及び自立支援業務に従事いたします会計年度任

用職員分の決算見込額。 

それから節12委託料につきましては、介護認定審査、健康管理支援、レセプト点検、それ

ぞれの委託業務の決算見込みによる補正でございます。 

それから15ページになりますが、目３新型コロナウイルス感染症生活困窮者自立支援金給

付費のうち、節19の扶助費につきましては、生活困窮者自立支援金給付に伴う決算見込みに

よる補正でございます。 

以上です。 

竹下徹高齢障害福祉課長 

17ページをお願いいたします。 

令和４年度繰越明許費につきまして、説明をさせていただきます。 

款３民生費、項１社会福祉費、地域介護・福祉空間整備補助金につきましては、社会福祉

法人椎原寿恵会が設置する認知症高齢者グループホームの改修工事について、令和５年３月

に事業内示がある予定であり、事業繰越しを予定しているものでございます。 

また、地域医療介護総合確保基金事業（介護施設等整備事業）につきましては、九州メデ

ィカルサービス株式会社様が轟木町に設置するグループホームについて、建築資材等の高騰

により資材の確保が難航し、年度内の完成が困難となったための繰越しでございます。 

以上、議案乙第３号令和４年度鳥栖市一般会計補正予算（第９号）のうち、地域福祉課、

高齢障害福祉課関係分の説明を終わります。 

御審議のほどよろしくお願いいたします。 

藤田昌隆委員長 

執行部の説明が終わりました。 

これより質疑を行います。 
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樋󠄀口伸一郎委員 

18ページをお願いします。 

事業名及び内容は理解しているんですけど、目的について質問をさせていただきます。 

障害児の方に対する生活能力向上のために必要な支援を行うというところです。 

年々増加しているということでこちらも理解できるんですが、必要とされている方ってい

うか世帯というか、本人でもいいんですけど、そうした方々に対しては、満たされているの

かっていうところが――例えば、必要で申請をされた方には100％そういう支援ができている

っていう現状になっているのか、それとも、全員が全員じゃないですけれどもある程度のと

ころが支援できている状況なのかをお伺いします。 

竹下徹高齢障害福祉課長 

必要とされている――需要に対して供給が追いついているかっていうところだと思うんで

すけど、ちょっとそこが見えにくいところがあってですね。 

鳥栖市内の事業所を主に使われてるんですけれども、市外の事業所を使われてる方もいら

っしゃって、要は、鳥栖市内では見つからなくて、市外の施設を利用されてるという方もい

らっしゃるようではございます。 

ですので、100％充足してるかっていうとそうでもないのかなっていうところでございます。

具体的にどれだけ足りないとかそういったデータは持ち合わせてないので、申し訳ないん 

ですけど。 

樋󠄀口伸一郎委員 

ありがとうございました。分かりました。 

これは、多様性もあるし、エリア的なものもあるし、世帯的な状況もあるし、100％必要な

支援を行うというのはかなり困難な状況だとは理解してるんですけど、例えば、完全な数値

じゃないですけど、大体100％としたら、多くの方の支援には至っているとか、そこら辺の状

況把握をどのあたりまでされてるのかなというのが気になるところです。 

大半の方は、こちらが意図する支援は行われてるっていう認識なのか、あるいはもう全然

分かんない、極端な話この数字でも半分以下かもしれんとかその辺りの御認識はどうなんで

しょうか。 

それで終わります。 

竹下徹高齢障害福祉課長 

今年も事業所が、児童発達支援で４か所、放課後等デイサービスについても４か所増えて

おります。 

一定施設数としては満たされているのかなっていう感覚を持ってます。 

どうしても行きたいけれども行けないっていうようなお話を聞くことはほとんどないので、

どうにか満たされているのかなっていう認識ではおります。 



 

 

- 60 - 

以上です。 

樋󠄀口伸一郎委員 

事業者さんとの連携も不可欠ではあると思いますんで、連携しながら情報共有とかしなが

ら現状の認識とかにぜひ努めていただいて、また質問とかしたときにその状況を教えていた

だけるように努めていただければと思います。 

ありがとうございます。 

成冨牧男委員 

同じ18ページです。 

まず先ほどあった児童発達支援とそれから放課後等デイサービス、４事業所ずつ増えたっ

てことだったでしょう。 

それをちょっと教えてもらえますか。市内？ 

竹下徹高齢障害福祉課長 

増えた分については、市内の事業所が増えております。 

成冨牧男委員 

せからしかなら、後で資料でもらいますけど。 

竹下徹高齢障害福祉課長 

児童発達支援が、ルースセロっていう事業所が蔵上に出来てます。 

それと同じく蔵上ですけど、放課後等デイサービスで、ウィズ・ユー鳥栖っていうところ

が出来てます。 

それから児童発達支援と放課後等デイサービスの両方ですけど、こども発達支援ハウス叶

２番館というのが幸津町に出来ています。 

それから放課後等デイサービスで、ウィズ鳥栖教室っていうのが江島町に出来てます。 

それから、同じく放課後等デイサービスでコーディキッズ鳥栖っていうのが今泉町に出来

ております。 

以上です。 

成冨牧男委員 

ちょっと問題になった事業所があったけど、必ずしも施設がなくてもいいとでしょう。 

竹下徹高齢障害福祉課長 

事業所の指定については県が行いますので、詳しい条件等は把握してないんですけど、１

人当たりの面積とか、そういった要件はあるとは思っております。 

成冨牧男委員 

その要件はあるかもしれんけど、極端に言うと間借りでもそういうのは全然関係ないんで

すよね。 

ちょっと関連して、こういうところを利用する人たちは――複数あると思いますけど、主
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にどういう経路でこういうところに行き着かれるのか。 

それと併せてまとめて聞きます。もう一つ。 

ここで名前は障害児っていうふうに書いてあるけど、例えば、障害までは分からん……、

いわゆる診断が下りてない人のところはここではどういうふうに定義されてるのかそこんと

ころ。 

以上２点。 

竹下徹高齢障害福祉課長 

事業所へつなぐということにつきましては、計画相談事業所っていうのがありまして、そ

こがこういったサービス事業所がありますよっていうのを紹介するわけです。 

そこに行き着くまでに健診ですとか保育所とかで、ちょっとこの子は気になるっていうふ

うな情報があれば、そういった相談事業所につないでいただくという形で障害児のサービス

の支援につながっていると思ってます。 

それから障害の程度につきましては、必ずしも手帳が必要ということではなくて、お医者

さんの診断とかがあればそういったサービスを利用できるようになってるところでございま

す。 

以上です。 

成冨牧男委員 

診断は要るということよね。 

竹下徹高齢障害福祉課長 

診断もしくは知能検査とかそういったものは必要です。 

成冨牧男委員 

この頃は積極的な親御さんが増えたというふうに聞きますけど、診断ということにかなり

抵抗を持ってある方――診断が下ればうちの子はもう治らんと、診断そのものをちゅうちょ

されるという話もかつてはよく聞いてましたけど、そこら辺はどういうふうにつかんであり

ますか。 

竹下徹高齢障害福祉課長 

あくまで私の感じ方ですけれども、その辺の心理的なハードルが今までよりも若干下がっ

てきてるというのもあって、こういった利用がどんどん増えてきているのかなっていう個人

的な印象はあります。 

以上です。 

成冨牧男委員 

終わります。 

藤田昌隆委員長 

ちょっと私から。 
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児童発達支援の事業所数が令和元年度で10、令和４年度で21。倍ですよね。 

これだけ事業者数が要るぐらい増えた子供たちの理由は何だと思います？ 

増えたから事業所を増やすだけじゃなくて、根本的に解決しないと、補助金だけどんどん

上がって……、これじゃないかなという問題分かります？ 

竹下徹高齢障害福祉課長 

はっきりした理由とか原因については分かりませんけど、昔は肢体不自由とか見た目に分

かるようなダウン症とか、そういったのは明らかに分かる子への支援が主だったと思うんで

す。 

けれども、先ほど言ったように、ちょっと気になるなっていうお子さんも利用するように

なってきたのが原因の一つかなというふうには思ってます。 

藤田昌隆委員長 

例えば、昔だったらこの子は落ち着きがないとか、なかなか同じ場所におられんで教室内

を走り回るとかそういう特別に目立った子でも数の中に入ってなかったって。 

さっき診断書があったんやけど、その診断書も昔は親が恥ずかしいとかで行かせなかった

とかそういうのもあったろうし、そういうことですかね。 

これを防ぐにはどうすりゃいいとかな。 

それこそ何千万円の話じゃないでしょう、９億円ですよ、９億円。 

これが18億円とかになる可能性もあるっちゃけん。 

その辺も、ただ子供さんの数が増えてきて要望が増えたけんじゃなくて、いろんな先生た

ちとかが相談に乗るとかいう場所も必要じゃないかなと。 

古賀達也健康福祉みらい部長 

委員長がおっしゃるとおり、原因というか理由等を分析していく必要があるというふうに

は思っておりますが、なかなか難しい面もございます。 

出産から子育ての中で、こういう発達障害も含めたところで、子育ての環境整備なりそう

いう部分を充実することによって、早期にそういうサービス提供なりにつなげることによっ

て、これ以上ひどくならないとか、改善していくとかそういうのにつなげるような形で、障

害とかだけではなくて、健康福祉みらい部の中で、出産から子育てまでそういうのに努めて

まいりたいというふうに考えております。 

以上でございます。 

藤田昌隆委員長 

いろんなところの機関と相談して、対応する必要性はあると思います。 

中川原豊志委員 

関連ではございますけど、今回の子育て支援の中でも、妊娠から出産、育児に対する切れ

目ない支援があるんだけれども、その中に、例えばここでいう事業内容で、保育所等訪問支
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援というのが１か所が３か所になってる。 

それから、障害児相談支援の事業所も6が10になってる。 

こういうふうなところのサービス提供が逆に多動性だったりいろんな障害のある方の相談

をして、こういう事業者さんをお勧めしますよというふうな形に、いい活動が増えてくるっ

ていうのもあるたりするのかな、その辺はどうですか。 

分からんかな。まあよかたい。 

事業所数が３年から４年で児童発達支援と放課後デイでも４か所ずつ増えてるんですけど、

どのくらいの方が利用されてるというのは――これは延べ件数みたいな形で書いてあるのか

なと思うんやけれども。 

竹下徹高齢障害福祉課長 

12月の実績で申し上げますと、実人数が児童発達支援が219名。 

それから放課後等デイサービスが470名ということで、合わせて689名ほどが12月に関して

は利用されてます。 

４月が合わせて612名っていうことですので、それが689名になってるっていうことで、実

数自体も増えてきている状態というふうな状況でございます。 

中川原豊志委員 

ありがとうございます。 

やっぱりかなりの人数、また増えてきてる状況であるんですけど、児童発達支援っていう

のは、未就学児の方が利用される、放課後デイが小学生……（「小中高です」と呼ぶ者あり）

小中高？高まで入ってるわけね。 

考え方では、なかよし会と同じような感じかなっていう気がするんだけど。 

これだけ増えてきてる中で施設も増えてはきてるんですけど、そういうところに行きたい

けど行けないっていう方は、なかよし会の待機児童という考え方でいくなら、いらっしゃる

のか把握されていますか。 

竹下徹高齢障害福祉課長 

行きたいけれども行けないんだっていう相談はうちのほうでは受けてないです。 

中川原豊志委員 

ありがとうございます。 

これもちょっと難しいところで、県が申請して市がお金を補助して何かあったときには回

収しろって全部市に言ってくるような仕組みになってるんで。 

その辺の改善は今後も言うべきところは言っていっていただいほうがいいのかな。 

市もある程度管理していけるような仕組みをしたほうがいいのかなと思いますので要望し

ときます。 

以上です。 
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飛松妙子委員 

関連してですが、先ほどの御答弁の中に診断書が必要という御答弁がございましたが、保

健センターの方が見て、ちょっと発達が遅れてるんじゃないかなという子に関しては、支援

を受けることができるようになってるはずなんですが、その辺りはいかがでしょうか。 

竹下徹高齢障害福祉課長 

サービスを受給される際には、医師の診断書もしくは検査を受けていただくようにしてお

ります。 

飛松妙子委員 

2018年か2017年に国が医学的な診断証明とか障害者手帳が必須でなくても保健センターと

か保健所などの意見で利用することが可となっているってことで、実際利用してらっしゃる

方がいるはずなんですよね。 

でも、今の時点で診断書が要るということは、そういうふうに変わったということでしょ

うか。 

下川有美高齢障害福祉課長補佐兼障害者支援係長兼障害児通園施設園長 

診断書というよりは、どういったところにお困り感があって、どういうところを心配され

ているのかっていうところが分からないと、どういった療育が必要なのかっていう計画も立

てられないということになりますので、何かしらの検査を受けていただいているような状況

でございます。 

飛松妙子委員 

保健センターの意見というものは大丈夫でしょうか。 

市町の保健センターとか保健所の判断でもサービスを受けることができるということで国

の見解が出てたんですが、もしそこが変わってるのであれば、私の認識不足ということにな

るんですが、以前利用されていらっしゃる方も実際いらっしゃいますので……。 

それとも、鳥栖市自体が病院からの意見がないと判断をすることができないということで

されていらっしゃるのか、その辺りはどうでしょうか。 

竹下徹高齢障害福祉課長 

すみません、そこはちょっと調べさせてもらっていいですか。 

藤田昌隆委員長 

飛松議員、今の質問は保健センターでこの人は対象になりますよって言ったらそれでよか

ったけど、今は診断書が要ると、その違いだけの話でしょう？ 

飛松妙子委員 

そうです。 

藤田昌隆委員長 

すぐ分かります？ 
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飛松妙子委員 

調べるということでしたので。 

藤田昌隆委員長 

確認をしてまた報告をしてください。 

飛松妙子委員 

よろしくお願いします。 

それから、保育所等訪問支援が３事業所あるということなんですが、この保育所等訪問支

援というのが私はとても大事な事業だと思っています。 

これは保育所等ってなってますけど、幼稚園とか保育所等だけではなく、小学校、中学校

でも訪問することができるようになっていると思うんですが、その辺りの見解はいかがでし

ょうか。 

下川有美高齢障害福祉課長補佐兼障害者支援係長兼障害児通園施設園長 

今お尋ねいただきました保育所等訪問支援につきましては、議員がおっしゃったように、

保育所、幼稚園、それから小学校、乳児院などを訪問して、障害児に対して障害児以外の児

童との集団生活への適応のために専門的な支援を行うものでございます。 

以上です。 

飛松妙子委員 

中学校はいかがでしょうか。たしか中学生も大丈夫なはずなんですが。 

下川有美高齢障害福祉課長補佐兼障害者支援係長兼障害児通園施設園長 

すいません、「等」っていうふうになっているので、中学校が含まれているかについては

確認させていただきます。 

飛松妙子委員 

この保育所等訪問支援というのは、学校側もしくは保育所、幼稚園側と保護者の方とあと

保育所等支援をされてる方の３者っていうんですかね。この方々が話合いをすることができ

る場であると思うんです。 

そうなったときに、今、学校っていうのは先生たちがどのように子供たちに接していった

らいいのか分からないっていう状況がある中なので、ぜひこのことを活用して子供たちの支

援を増やしていっていただきたいと思っておりますので、中学校までできるはずですので、

またそういうＰＲもしていただきたいと思います。 

で、費用、件数。件数に関しては約1.5倍、金額に関しては約1.6倍伸びてるってことで―

―年々伸びてるのは、私が議員になったときから特別支援学級の件でずっと一般質問してま

して、そこの人数自体が５倍近くになってるっていう現状がありますので、伸びるのは確実

なんですね。 

ずっと前から言ってたんですけど、学校とこの健康福祉みらい部というのが連携を取りな
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がらこの支援をしていかなくちゃいけないと思ってます。 

健康増進課がいらっしゃらないので、健康増進課にもいつもお話をするんですが、妊娠の

ときから発達障害についてもっと御家族の方が知識を得る場っていうのが必要じゃないかな

と思ってます。 

その中で、発達障害の支援とかをしていけたらいいかなと思ってますので、教育委員会、

それから健康増進課、高齢障害福祉課で協議とか連携を今の時点で何かされていらっしゃる

かどうかっていうのを教えていただけますか。 

下川有美高齢障害福祉課長補佐兼障害者支援係長兼障害児通園施設園長 

お答えにそぐうのかは分からないですけど、この保育所等訪問支援に限らず、例えば小学

校で特別支援学級に在籍されているお子さんなどで、学校の先生方が対応に苦慮されている

場合であったりするときには、関係者が集まって支援会議を度々行っております。 

それには市も参加いたしますし、社会福祉協議会であったり、時には民生委員さんだった

り、いろんな地域の方と学校と、ときには保護者の方が入る場合もございまして、そういっ

た連携を取りながら支援会議を個別にさせていただいております。 

例えば、児童発達支援から小学校に上がるときにもちゃんとそこの引継ぎを――こういっ

た特性があられて、こういうことを気をつけて、こういう声かけをしたほうがいいとか、児

童発達支援でここまでできるようになったので、こういうふうな声かけをしたほうがスムー

ズですっていうところで、必ず就学時には、その支援会議を細かくやっておりますので、現

状で連携はしっかり取れているのではないかなというふうには感じております。 

飛松妙子委員 

子供が生まれて育っていく過程の中での支援の在り方っていうのを協議されていらっしゃ

ると思うんですね。 

もうその前から取組を開始していただければと思っておりますので、これはまた一般質問

につなげて、発達障害の子供たちの支援をどういうふうにしていくかというのを鳥栖市自体

が考えていかなくちゃいけないかなと思っておりますので、よろしくお願いいたします。 

以上です。 

藤田昌隆委員長 

今言われたその前からっていう意味分かります？ 

下川有美高齢障害福祉課長補佐兼障害者支援係長兼障害児通園施設園長 

はい。 

中川原豊志委員 

ちょっと確認します。 

子育て世帯等臨時特別支援事業費補助金、マイナス３億円。 

これと、住民税非課税世帯等臨時特別給付金の給付費の負担金、補助及び交付金のところ
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で３億円弱。 

この金額について確認させてください。 

鹿毛晃之健康福祉みらい部次長兼地域福祉課長 

子育て世帯等臨時特別支援事業費補助金の名称につきましては、国の支給要領の中でこう

いった名称を使われておりますけれども、中身的には住民税非課税世帯等に対する臨時特別

給付金等でございます。 

減額の理由ですけれども、もともと今回のこの件については新型コロナウイルス等の影響

によって生活に困窮された方、特にいわゆる非課税世帯の方に対して給付金をお支払いする

というものですけど、国が定めた非課税世帯っていう方々を一定数見込んで事務を進めてお

りましたが、非課税相当に家計が急変した方も想定しておりましたが、そこが実際こちらが

見込んでいた数と、実際に申請して給付につながったケースに乖離があったというところで、

そこを踏まえた事業費と事務費を含めて減額補正したものでございます。 

以上です。 

中川原豊志委員 

確認だけしときます。 

じゃあ家計急変の世帯、これ金額は10万円やったっけ。（「10万円と５万円」と呼ぶ者あり） 

どのぐらい見込んでいて、家計急変したって実際に申請された方が何人かいらっしゃった

のか、どのくらい開きがあったのか確認をさせてください。 

鹿毛晃之健康福祉みらい部次長兼地域福祉課長 

家計急変世帯につきましては、10万円と、その後が物価高騰による分で５万円の給付って

いうのがされておりますけれども、見込みが非常に難しかったんですけれども、もともと

1,000件の想定をしておりました。 

結果的に令和３年度、それから４年度分への追加がされたもので、最終的に家計急変で支

給まで至ったケースが39件でございましたので、そこでの差額が大きかったと。 

この見込みは非常に難しくて、もし不足するというようなことがあると支給事務に支障を

来しますので、我々としては、家計急変も含めコロナで困ってる方がたくさんいらっしゃる

ということから、該当者の方に申請をと呼びかけをしていく前提で見込んだ数字でございま

したので、こういう結果となりました。 

以上です。 

中川原豊志委員 

家計急変をしましたっていう届出がめちゃくちゃあったばってんが、審査が厳しかったと

かそういうことじゃないですよね。 

そこだけ再度確認をお願いします。 

鹿毛晃之健康福祉みらい部次長兼地域福祉課長 
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家計急変に至るかどうかという判断は、確かに悩ましいところがありましたけれども、事

前に相談があったときに、こちらのほうで申請者の方に手戻りがないようにお電話とか窓口

とかでお尋ねをする中で、もう全然非該当――いわゆるコロナの影響じゃなくて自己都合に

よって家計が急変したとかそういったケースもございましたので、そういったものについて

は申請まで至っておりません。 

基本はそういう可能性がある方につきましては、お話を伺った上で、該当する分について

はきちんと受付をして、給付までつなげていったところでございますので、事前の審査では

じいたとかそういうことはなかったという認識をしております。 

以上です。 

中川原豊志委員 

よかです。 

成冨牧男委員 

今のお話に続けて、簡単です。 

申請者はどれぐらいあったのかっていうことを聞きたいです。 

鹿毛晃之健康福祉みらい部次長兼地域福祉課長 

あらかじめこちらのほうで所得状況は把握できておりますので、そこで分かってる方につ

いておおむね7,000件の方に対して確認書をお送りしております。 

ただその確認書が送ってきたからといって全ての皆さんが該当するわけじゃなくて、こち

らは可能性としてお送りしておりますので、お話しをする中で非該当になる方もいらっしゃ

いましたし、確認書は届かなかったんだけれども――要は申告とかはされていない、また、

転入された方とかで鳥栖市のほうで税情報を持ってない、そういう方の場合には、自ら申請

いただくケースとかもございましたけど、約7,000件の書類をあらかじめ発送しておりました。 

以上でございます。 

成冨牧男委員 

7,000件して39件でしたか。 

鹿毛晃之健康福祉みらい部次長兼地域福祉課長 

家計急変の分はですね。 

成冨牧男委員 

ごめんなさい、家計急変で。 

鹿毛晃之健康福祉みらい部次長兼地域福祉課長 

家計急変は自己申告によるものでございますので、こちらからお送りするものではありま

せん。 

成冨牧男委員 

それで39件だったんですか。 
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それとも申請件数はもうちょっと多かったのかなと思って。 

鹿毛晃之健康福祉みらい部次長兼地域福祉課長 

家計急変の支給に至った件数は39件ですけど、その前段の件数については、すいません、

数が今手元にないんですけど、ほぼほぼ同じ数ぐらいの数字です。 

手が挙がって、こちらのほうであなたは非該当ですよっていうようなケースというのはそ

んなになくて、その前段でよく話を聞かないと手戻りになったり、申請損になるとまた何か

とありますので。 

成冨牧男委員 

トラブルのもとになったりするからね。今のはよく分かりました。 

あと１つ、当初でもよかろうばってん、今聞いといたがよかろうけん。 

18ページの事業名、障害児施設給付費ってなってるじゃないですか。 

さっき出てた９億３千万円ですよね。 

これ全部がこの４つの事業での……、施設給付費でなってるもんだから、何かほかにある

のかなと。これが全てかな。 

竹下徹高齢障害福祉課長 

ここに挙げてます４つの支援と、あと高額障害福祉サービス等給付費っていうのがありま

して、サービスの自己負担が高額になった人に対して補助をする制度がありまして、その分

を足して障害児施設給付費というふうな名称になっております。 

成冨牧男委員 

そうしたら、今言われたそれは全体から見ればかなり少ない――もし分かればついでに言

ってもらったらいいけど。 

竹下徹高齢障害福祉課長 

高額障害福祉サービス給付費の決算見込みにつきましては、31万円ちょっとです。 

成冨牧男委員 

分かりました。 

樋󠄀口伸一郎委員 

10ページをお願いします。 

最初に、節18の負担金、補助及び交付金の中の一番上です。 

鳥栖地区広域市町村圏組合負担金（介護保険）の2,934万3,000円の減額補正です。 

決算見込みによるというところは分かるんですけど、組合が事業予算とか立てて色々やっ

てるんですけど、通常どおりやってる中で決算した上で、これだけ不必要額が出て減額され

てるのか、あるいはコロナ等の何かいろいろな状況があって、組合の中での通常の流れが一

部変わったことによっての減額なのかっていうのを教えてください。 

竹下徹高齢障害福祉課長 
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負担金の減額になった部分で一番大きいのは、保険給付が減ったというところです。 

その理由としてはやっぱりコロナの影響で、通所系サービスが見込みより少なかったとい

うことで広域のほうから聞いております。 

以上です。 

樋󠄀口伸一郎委員 

ありがとうございます。 

続きまして、17ページの繰越明許費についてお尋ねです。 

上から２番目の地域医療介護総合確保基金事業です。 

資材の高騰によるっていうふうに御説明があったかと思うんですが、繰越しの理由という

のは資材の高騰だけですか、ほかにありますか。 

竹下徹高齢障害福祉課長 

資材の確保が難航して、一部資材の調達が遅れてるっていう報告を受けております。 

樋󠄀口伸一郎委員 

ありがとうございます。 

資材の単価というよりも調達の状況ということですね。 

繰越明許をされることについては、全然いいんですけど、資材関係であるならば、調達す

る状況が先になることによって調達する金額とかに影響があったり、あるいは資材そのもの

にも影響があるんじゃないかなと思って、そのままの額を繰越明許費をするしかないんでし

ょうけど、その辺りの先のお考えについて最後にお尋ねしたいんですけど。 

竹下徹高齢障害福祉課長 

一応今年度中の完工を目指して建設は進められているんですけど、完工してから検査って

いう流れがありますので、時間的に３月中がちょっと厳しいっていうふうなことで繰り越し

ております。 

資材高騰になったとしても、うちの基準額というのがありますので、それ以上うちのほう

が補助金を増額するとかそういったことはございません。 

樋󠄀口伸一郎委員 

ありがとうございます。 

藤田昌隆委員長 

暫時休憩します。 

                                          

  午後３時56分休憩 

                                          

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 
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  午後４時６分開会 

                                          

藤田昌隆委員長 

再開します。 

                                          

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

                                          

   議案乙第９号令和５年度鳥栖市一般会計予算 

                                          

藤田昌隆委員長 

次に、議案乙第９号令和５年度鳥栖市一般会計予算を議題といたします。 

執行部の説明を求めます。 

竹下徹高齢障害福祉課長 

議案乙第９号令和５年度鳥栖市一般会計予算のうち、地域福祉課、高齢障害福祉課関係分

の主なものにつきまして、委員会資料に沿って説明いたします。 

まず歳入について申し上げます。 

資料の２ページをお願いいたします。 

款14分担金及び負担金、項２負担金、目１民生費負担金、節１社会福祉費負担金の主なも

のといたしましては、老人保護措置費負担金でございます。 

環境・経済上の理由により養護老人ホームに入所する高齢者から徴収する負担金でござい

ます。 

鹿毛晃之健康福祉みらい部次長兼地域福祉課長 

次に、資料３ページをお願いいたします。 

款16国庫支出金、項１国庫負担金、目１民生費国庫負担金、節１社会福祉費国庫負担金の

うち国民健康保険基盤安定負担金につきましては、国保被保険者の保険税軽減に係る国民健

康保険基盤安定負担金でございます。 

国の負担分は２分の１でございます。 

竹下徹高齢障害福祉課長 

その下、特別障害者手当等給付費負担金は、心身に重度の障害があるため日常生活で常時

特別な介護を必要とする在宅の障害者に対して支給する手当に係る国の負担金で、国庫負担

の割合は４分の３となっております。 

次の障害者自立支援給付費負担金は、障害者に対する福祉サービス給付に係る国の負担金

で、国庫負担の割合は２分の１となっております。 

次の障害者自立支援医療費負担金は、障害者の障害軽減、機能回復の医療費に係る国の負
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担分で国の負担割合は２分の１となっております。 

次の障害児施設措置費負担金は、障害児の通所や相談支援事業所に係る国の負担分で国の

負担割合は２分の１でございます。 

鹿毛晃之健康福祉みらい部次長兼地域福祉課長 

次に、節３生活保護費国庫負担金につきましては、生活保護費としての生活扶助費、医療

扶助等の生活保護費負担金及び生活困窮者からの相談受付、就労や住宅確保につなげる自立

相談支援事業費負担金でございます。 

いずれも国の負担は４分の３でございます。 

竹下徹高齢障害福祉課長 

次に、項２国庫補助金、目２民生費国庫補助金、節１社会福祉費国庫補助金、地域生活支

援事業費補助金につきましては、障害者が自立した日常生活や社会生活を送るためのサービ

スを提供するため日常生活用具給付事業、移動支援事業、相談支援事業に要する費用に対す

る補助金で、国の補助率は２分の１以内となっております。 

鹿毛晃之健康福祉みらい部次長兼地域福祉課長 

次に、節３生活保護費国庫補助金、生活困窮者就労準備支援事業費等補助金でございます

が、これにつきましては、生活保護適正実施推進事業、それから生活困窮者就労準備支援事

業など生活困窮者就労支援事業に伴う国庫補助でございます。 

続きまして、資料４ページをお願いいたします。 

款17県支出金、項１県負担金、目１民生費県負担金、節１社会福祉費県負担金のうち、国

民健康保険基盤安定負担金。 

先ほど国庫負担金で申し上げました、これは県の負担の分でございます。 

保険料軽減分の県負担金が４分の３、保険者支援分の県負担が４分の１でございます。 

竹下徹高齢障害福祉課長 

次に、障害者自立支援給付費負担金、障害者自立支援医療費負担金、障害児施設措置費負

担金は、国庫負担金のところで申し述べました障害者に対する福祉サービス給付に係る県の

負担金でございまして、県の負担割合は４分の１となっております。 

鹿毛晃之健康福祉みらい部次長兼地域福祉課長 

節３生活保護費県負担金につきましては、居住地がない被保護者に対するものでございま

す。 

保護費、保護施設費及び委託事業費に要する県の負担金で県の負担は４分の１でございま

す。 

次に資料５ページをお願いいたします。 

項２県補助金、目２民生費県補助金、節１社会福祉費県補助金。 

このうち一番上の民生委員・児童委員活動費等交付金につきましては、民生委員、児童委
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員の活動費及び市内８地区の会長の活動費、協議会の活動推進費、運営費に対する県の補助

分でございます。 

竹下徹高齢障害福祉課長 

次の重度心身障害者医療助成事業費補助金は、重度心身障害者の医療費自己負担に対する

助成事業の県補助金となっております。 

月ごとの自己負担総額から500円を控除した額を助成するもので、県の補助率は２分の１と

なっております。 

次の地域生活支援事業費補助金は、国庫補助金のところでも申し上げました補助金でござ

いまして、県の補助率は４分の１以内となっております。 

続きまして、６ページをお願いいたします。 

款22諸収入、項４受託事業収入、目１受託事業収入、節１民生費受託収入の地域支援事業

受託料及び保健福祉事業受託料につきましては、鳥栖地区広域市町村圏組合介護保険課から

の受託料でございまして、地域支援事業として介護予防事業や食の自立事業の一部など、保

健福祉事業としては食の自立事業の一部や緊急通報システム事業などを実施することに対す

る受託料でございます。 

次に、７ページを御覧ください。 

項６雑入、目４雑入、節４雑入の主なものにつきまして、障害児通園施設介護給付費につ

きましては、ひかり園の児童発達支援や放課後等デイサービスの療育に支払われる介護給付

費でございます。 

以上で、歳入に関する説明を終わります。 

鹿毛晃之健康福祉みらい部次長兼地域福祉課長 

続きまして、資料８ページをお願いいたします。 

歳出になります。 

款３民生費、項１社会福祉費、目１社会福祉総務費のうち、節２給料から節４共済費につ

きましては、健康福祉みらい部長及び地域福祉課、高齢障害福祉課、こども育成課の職員並

びに、広域市町村圏組合などへの派遣職員分の人件費でございます。 

節７報償費につきましては、避難行動要支援者個別計画作成に伴う謝金、民生委員・児童

委員の退任に伴う記念品代、戦没者遺族会への盆供物代等でございます。 

節８旅費につきましては、部長その他職員等の研修及び視察に伴う旅費、節14工事請負費

につきましては、斎場にあります無縁仏霊安等の屋根防水改修工事に要する分でございます。 

次に、資料９ページにわたりますが、節17備品購入費につきましては、福祉避難所用のポ

ータブル蓄電池購入に要する分でございます。 

節18負担金、補助及び交付金、この主なものは、遺族連合会補助金につきましては、慰霊

祭の開催等に要する補助。 
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それから社会福祉協議会補助金につきましては、社会福祉協議会の運営補助。 

ふれあいのまちづくり事業補助金は、各町区で自宅に閉じこもりがちな高齢者に気軽に集

まってもらい食事やレクリエーション、おしゃべりを楽しむサロンの開催。 

福祉ボランティアのまちづくり事業補助金につきましては、ボランティア団体に補助を行

うことで各種ボランティアの養成に貢献するものでございます。 

全日本同和会補助金につきましては、昨年同額を計上しております。 

民生委員活動補助金2,127万5,000円につきましては、民生委員・児童委員活動における活

動費でございます。 

民生委員連絡協議会補助金の442万5,000円は、鳥栖市民生委員児童委員連絡協議会及び８

地区の民生委員児童委員協議会の負担金、研修会、自主活動に対する補助でございます。 

節27の繰出金につきましては、国民健康保険特別会計職員の人件費及び保険基盤安定や財

政安定支援など、国民健康保険特別会計への繰り出し分でございます。 

竹下徹高齢障害福祉課長 

同じく９ページの目２障害者福祉費につきまして、節１報酬から節４共済費の主なものと

いたしましては、会計年度任用職員として、ひかり園の指導員４名及び、障害者支援係の窓

口等職員４名分の人件費に係るものでございます。 

10ページをお願いいたします。 

節12委託料の主なものにつきまして、巡回支援専門員派遣事業委託料は、保育所等に発達

障害児支援専門員を派遣し、障害の早期発見、早期対応等の支援を行う事業でございます。 

４番目の外出介護委託料は、屋外での移動困難者に対して支援を実施するものでございま

す。 

５番目の相談支援事業委託料は障害者や家族の相談に対する必要な情報の提供及び権利擁

護のための援助、障害者が地域で安心して生活できるための相談支援事業の業務を委託する

ものでございます。 

次に、日中一時支援事業委託料につきましては、一時的に見守り等が必要な障害のある方

に対して、日中の活動の提供や日常訓練を行うための事業を委託するものでございます。 

次に、社会福祉会館（身障センター）指定管理委託料につきましては、身障者福祉センタ

ーの施設管理及び機能回復訓練、各種講座、更生相談事業を社会福祉協議会へ指定管理によ

り委託するものでございます。 

11ページを御覧ください。 

節18負担金、補助及び交付金の主なものといたしまして、地域活動支援センター補助金は、

身体障害者福祉作業所での創作的活動や生産活動の機会の提供による社会との交流促進及び

障害のある方の地域生活支援等に対する運営補助でございます。 

下から２番目の福祉タクシー助成金は、身体障害者の１級、２級、療育手帳のＡ、精神の



 

 

- 75 - 

１級、２級の障害のある方に対しまして、タクシーの基本料金を助成するものでございます。 

次に、節19扶助費の主なものにつきまして、重度心身障害者医療費は、身体障害者手帳の

１級、２級、療育手帳Ａ、精神障害者保健福祉手帳１級などの重度心身障害者の医療費の自

己負担について、500円を差し引いた額を助成するものでございます。 

その下、障害者自立支援医療費は、障害の軽減機能回復のための医療費を助成するもので

ございます。 

次の障害児施設給付費は、障害児の通所支援等に係る給付でございます。 

次の障害者自立支援給付費は、ホームヘルプ、ショートステイ、施設入所等の介護給付サ

ービス、自立訓練等のサービス利用に係る給付、相談支援、障害者の補装具費などで、個別

に支給決定が行われる障害福祉サービスの利用者に対する給付費でございます。 

障害者日常生活用具給付等事業費は、地域生活支援事業として自立生活支援用具など、日

常生活用具の給付または貸与を行うものでございます。 

下から２番目の特別障害者等手当は、心身に重度の障害があるため日常生活で常時特別な

介護を必要とする在宅の障害者に対して、手当を支給するものでございます。 

次に、目３老人福祉費でございます。 

節１から節４までは、地域支援事業の事業費支弁人件費としての高齢者支援係職員の人件

費の一部及び会計年度任用職員３名の人件費に充てるものでございます。 

12ページになります。 

節７報償費の主なものといたしましては、敬老祝金、80歳、85歳、88歳、99歳、100歳と節

目の年齢の高齢者約1,389名に対して支給の見込みでございます。 

また、在宅寝たきり老人等介護見舞金につきましては、65歳以上で在宅の寝たきりの高齢

者または重度認知症高齢者の介護者を対象に見舞金を支給するものでございます。 

次に、節12委託料の主なものにつきましては、第10期高齢者福祉計画策定業務委託料です

けれども、第９期の計画年度が令和３年度から令和５年度となっているため、令和６年度か

ら３年間の第10期計画を策定するための業務委託料でございます。 

食の自立支援事業委託料は、おおむね65歳以上の独居老人や高齢夫婦の方で、食事の調理

等が困難な方に食事の提供と安否の確認による見守りを行うものでございます。 

その下のふれあいネットワーク事業及び緊急通報システム事業の委託料につきましては、

在宅独り暮らしの高齢者の安全確保のための事業に係るものでございます。 

次に、生活支援体制整備事業委託料につきましては、地域住民の互助による助け合い活動

を推進することで地域全体で高齢者の生活を支える体制づくりをさらに進めるため、令和５

年度から社会福祉協議会に生活支援コーディネーターを増員し、事業の推進を図ってまいり

たいと思っております。 

次に、介護予防事業委託料でございますが、いきいき健康教室や、ふまねっと教室、ロコ
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モーショントレーニング教室などの一般高齢者向けの介護予防教室などの事業のほか、住民

主体で取り組む介護予防事業を推進するため、介護予防体操でございます、とすっこ体操に

取り組む町区に対し、通いの場立ち上げ支援事業を引き続き実施をいたします。 

また、通いの場において認知症高齢者の早期発見、早期対応を図る地域巡回介護予防検診

を実施していきます。 

また、介護予防活動に従事するボランティアを養成する介護予防サポーター養成講座や、

要介護状態に陥る可能性のある高齢者向けの通所型サービス事業である元気が出る学校、元

気クラブを継続いたしまして、ボランティア養成と活動の場を同時に整備をしてまいります。 

13ページをお願いいたします。 

節18負担金、補助及び交付金の主なものにつきまして、鳥栖地区広域市町村圏組合負担金

でございます、介護給付費、介護予防事業費、包括支援事業費、事務費などに関する介護保

険の負担金でございます。 

高齢者福祉乗車券助成金につきましては、75歳以上の高齢者及び70歳から74歳までの運転

免許返納者などを対象に市内及び広域で市内を走る路線バスあるいはミニバスの利用につい

て、乗車賃の７割を負担するものでございます。 

シルバー人材センター補助金につきましては、シルバー人材センターの運営補助及び事業

補助を行うものでございます。 

敬老会補助金につきましては、敬老会主催者に対し、75歳以上の高齢者１人につき上限

1,500円の補助を行うものでございます。 

次に、節19扶助費の主なものといたしましては、老人保護措置費でございます。 

65歳以上の高齢者で身体や経済上の理由で、居宅での生活が困難な方の養護老人ホーム入

所のための措置費でございます。 

次に、目４老人福祉センター費でございます。 

節１報酬、節３職員手当等につきましては、会計年度任用職員３名の人件費でございます。

次に、節10需用費の主なものといたしましては、中央老人福祉センター及び若葉まちづく 

り推進センターの燃料費、光熱水費でございます。 

次に、節12委託料です。 

施設管理委託料は、中央老人福祉センターの警備、室内清掃管理業務、機械設備等の保守

点検に係る経費でございます。 

鹿毛晃之健康福祉みらい部次長兼地域福祉課長 

17ページをお願いいたします。 

項３生活保護費、目１生活保護総務費のうち、節１報酬から節４共済費につきましては、

生活保護を担当いたします職員及び会計年度任用職員の人件費でございます。 

次に、資料18ページをお願いいたします。 
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節11の役務費の主なものとしては、切手代等の通信運搬費、それから節12委託料の主なも

のにつきましては、生活困窮者等の家計改善のために行います、家計改善支援業務委託料、

それから生活保護受給者の医療費の適正化を図るため、健康診断結果を基に健康管理支援を

行う、健康管理支援業務委託料でございます。 

次に、目２扶助費、節19につきましては生活保護における、生活扶助や医療扶助等でござ

います。 

続きまして、項５災害救助費、目１災害救助費、節19扶助費につきましては、火災、水害

等の災害罹災者に対しまして、見舞金を支給するものでございます。 

以上で、令和５年度鳥栖市一般会計予算中、健康福祉みらい部のうち、地域福祉課と高齢

障害福祉課分の説明を終わります。 

御審議のほどよろしくお願いいたします。 

藤田昌隆委員長 

執行部の説明が終わりました。 

これより質疑を行います。 

樋󠄀口伸一郎委員 

９ページをお願いします。 

款３民生費、項１社会福祉費、目１社会福祉総務費の、節18負担金、補助及び交付金の中

で、最初に社会福祉協議会補助金からお尋ねです。 

概要説明は分かったんですけど、2,573万9,000円が社会福祉協議会の補助金として行って、

それがどういうふうに動かされるのかっていう内訳をもう少し細かく教えていただきたいで

す。 

いつも通りだと思うんですけど、お答えいただければ。 

鹿毛晃之健康福祉みらい部次長兼地域福祉課長 

社会福祉協議会の運営補助金2,573万9,000円でございます。 

これにつきましては、職員７名分の人件費でございます。 

今回の人件費分ですけれども、実は前年に比べると減額になっております。 

これは、新型コロナウイルスに関連する生活福祉資金特例貸付というのがあっておりまし

たが、その分の償還が今年１月から始まるようになっておりまして、その償還に対する事務、

そういったものに対して、貸付フォローアップ事業というのを国のほうで行うことになって

おります。 

それに対して財源措置が行われますので、その分を減額しておりますので、単年度分の事

業費の中の人件費としては昨年に比べたらその分が減額をされております。 

以上です。 

樋󠄀口伸一郎委員 
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ありがとうございます。 

それだけ聞くと、業務が増えて賃金が減ったに聞こえるんですけど、人件費っていうのが

主だったけど、その人件費に見合う職務内容にはなってるということですよね。 

国の関連で減額されたっちゅうことでしょうけど、そこだけ聞くと仕事はコロナの分があ

ったんで、その分はなかった頃に比べてせないかんくなったと。 

でも、それをしながら同じ人数だと人件費自体は減ってると聞こえたんで、整合がつかん

ように聞こえちゃったんですけど、そこはどうですか、何か御説明できますか。 

鹿毛晃之健康福祉みらい部次長兼地域福祉課長 

人件費につきましては、コロナに関する特例貸付けの対応分については、もちろんコロナ

が影響を及ぼしてからなってきたんですけど、その前から社会福祉協議会としての福祉部門

に対する地域においての業務というのがありますので、そういったものをこれまでやってい

く中で、今回そういった業務が新たに加わったものに対しては、国のほうから一定の財源措

置が取られたということになります。 

従来ベースとなる部分は当然ある中で、業務は増えていっているということになるかと思

います。 

以上です。 

樋󠄀口伸一郎委員 

ありがとうございます。分かりました。 

それと、外れ過ぎたら御指摘頂ければと思うんですけど。 

社会福祉協議会って地域にもあるじゃないですか、社協っていう。それとこのお金って全

然関係ないんですか。 

鹿毛晃之健康福祉みらい部次長兼地域福祉課長 

この運営補助金につきましては、職員の人件費でございまして、今樋󠄀口委員がおっしゃっ

た、それぞれに地区社協というのがございます。 

そこで様々事業等を行っていただいてる分については別の補助金です。 

ふれあいのまちづくり事業補助金というのがございますが、各地域でいろんな行事をやっ

てるときに地区社協さんのほうが主体的にやっていただく部分で、別途補助金を出しており

ます。 

以上です。 

樋󠄀口伸一郎委員 

そうしたら、そのふれあいのまちづくり事業補助金もその流れでいこうと思ってたんです

けど、内訳は分かりますか。 

大体どこに幾ら、各地区幾らで計算しますとか、それと主な内容も。 

鹿毛晃之健康福祉みらい部次長兼地域福祉課長 
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ふれあいいきいきサロンということで、各地域で皆さんに集まっていただいていろんなイ

ベントや会食をやったりとかそういったものをやる分とかが、１地区当たり10万円、80万円

を支出しております。 

あと、この事業を行うにも嘱託職員を雇用しておりますので、そこに対する人件費。 

あと、コーディネーターというのを配置しておりますので、そういった方が地区に２名。

その方が年間12か月従事されますので、その分の人件費とコーディネーターの研修費。 

そういったものを含めたものが、今回上げております771万2,000円となります。 

以上でございます。 

樋󠄀口伸一郎委員 

内訳よく分かりました。 

最後に御認識をお聞かせいただきたいんですが、各地区に配分されてる補助金については、

妥当性があるとお考えであるか。例えば、この金額じゃあ苦しいんじゃないかとか、各地区

ごとに事業をやっていくんですから、圧迫された中でやってるんじゃないかとか、あるいは

もうこの金額では十分なものと考えてあるのか、その辺のお考えを聞かせていただきたい。 

鹿毛晃之健康福祉みらい部次長兼地域福祉課長 

補助金の支出に当たりましては、社会福祉協議会のほうとも協議等しながら毎年予算立て

をしております。 

実際にいろんな事業をやっていく中で、現場サイドとしては、例えば人件費の単価とかそ

ういったものに対する御要望といいますか、そういったのはあるのかもしれません。 

ただ、ほかの事業とのバランス等もございますので、現状の中で工夫をしながらやってい

ってほしい、またやっていこうというところで、これまで長く現場サイドのほうで頑張って

いただいてるところでございます。 

現状としてはこういった形で今後も引き続き取組を行っていただきたいというふうに思っ

ております。 

以上です。 

樋󠄀口伸一郎委員 

ありがとうございます。 

今おっしゃったんですけど、地域とも話しながら予算立てにはつながってる部分があるっ

ていうふうに聞こえたので、やっぱり市の社協さんとは別に、地区の社協さんとも、機会は

あるでしょうから、いろんなところで実態というか現状をお聞きしながら、そういうふうな

予算に伴う事業っていうのは――何でかというと、コーディネーターさんも今なかなかいな

いような状況で、もうこの先どうしようかって、降りられる方を降ろさないような状態で進

んでいる実態もあるので、そこが過度な負担にならんようにっていうところです。 

かといって、過度な予算をつけ過ぎてもあれなので、やっぱり地域との協議が必要かなと
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思ってお尋ねしましたんで、お答えどおり地域とも連携しながら取り組んでいただければと

思います。 

同じ項目で、民生委員活動補助金2,127万5,000円。 

こちらについて、市内の民生委員の人数。 

聞きたいのは、前年度より減ってるか増えてるのか、民生委員さん自体がちゃんと確保で

きてるのかっていうのが気になってるので、まず人数に関することを１点。 

それと、この予算に関しては昨年度と比べてどうなってるのかっていうのを２点目に。 

一括して教えてください。 

鹿毛晃之健康福祉みらい部次長兼地域福祉課長 

民生委員・児童委員でございますけれども、昨年の12月１日をもって改選を迎えておりま

す。 

従前の11月までであれば、鳥栖市内の世帯数に応じて鳥栖市に割り振られた民生委員の定

数は152人でございました。 

それが、その後世帯数が増えたということもあって、昨年12月１日の改選では定数が159

人。 

要は、７名定数が増えております。 

今の充足率でございますが、159人の137人でございます。 

要は、定数割れしている状況でございますので、この分につきましては、各地区の区長さ

ん方のほうに民生委員さんの御推薦等についてお願いをしているような状況でございます。 

以上です。 

樋󠄀口伸一郎委員 

ありがとうございます。 

予算自体は159名分ということですか。 

鹿毛晃之健康福祉みらい部次長兼地域福祉課長 

はい。 

定数が増えておりますので、その分は昨年と比べますと予算額は増額をしております。 

以上です。 

樋󠄀口伸一郎委員 

これも同様ですけど、やっぱりこの民生委員さんに関しても、実務の状況と地域の状況。

それぞれその場その場で満たされてるエリアもあれば、欠けてるエリアもあると思うんで、 

これも同様に内定の方がいないと成り立っていかない。 

お金をきちんとつけていただいてるんで、実務の内容を地域の連携であったり、協議であ

ったり、あるいは必要に応じてはお金に関する検討も必要なのかなと思いますので、その辺

はお金とかに限らず、ぜひ地域の実情を把握されながら今後につなげていっていただければ
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と思います。 

終わります。 

成冨牧男委員 

これ、樋󠄀口委員が言ったからじゃなくて、私もちょっとお尋ねしようと思ってました。 

民生委員の件です。 

欠員状況は今お伺いしました。 

それと、今民生委員の定年みたいな……、例えば初めてお願いするときには何歳までとか、

過去いろいろ試行錯誤があったと思いますけど。 

現状は、新規でなられる場合、それから引き続きなられる場合、そういう制約というか年

齢の上限などはあるのかどうか、それをお聞きしたいのと、現状は先ほど言われたように定

員割れの状態なんですよね。 

これは私見ですけど、民生委員さんの基本的な活動以外に、例えば、民生委員さんって言

うけれども、今は民生委員・児童委員やから、児童委員もせないかんとよと。 

学校とか保育所とか幼稚園とかからいろいろ御案内が来れば、そこにも行ってとか、何か

段々子供の――これは必要じゃないっていう意味で言ってるんじゃないですよ。 

子供の通園、通学のどうこうとか安全確保のためのことも結構やられてる。 

どんどんどんどん民生委員・児童委員の名の下に業務が増えている。 

それと、地域でとか言われてる、それもまたプレッシャーになって、それを拒めない。 

仕方ないですね、という形も含めて、そういうのが重みになってるんじゃないかと個人的

には思います。 

この状況をどういうふうにしたら解消できるのか、そこのところまとめてお願いします。 

鹿毛晃之健康福祉みらい部次長兼地域福祉課長 

まず年齢の要件でございますけれども、国が民生委員法等で出し示しているのは、75歳ま

での方にお声かけをするようなことでアナウンスをしております。 

けれども、実際問題、定年年齢が上がっていったりとか、75歳であってもまだまだ元気な

方もいらっしゃるし、地域のほうで時間がある、リタイア組の方もそうそういらっしゃらな

いということで、お元気な高齢の方もたくさんいらっしゃるということで、75歳とか一定お

示しをしておりますけれども、そこにこだわらず、意欲があって、地域のこの方にぜひお願

いしたいという方がいらっしゃれば推薦をしていただき、それを県を通じて国のほうにお伝

えをしながら委嘱をしていくというような形でやっております。 

ですので、今80歳代の方も数名いらっしゃいます。 

60代とか70代の方がこの137名の大半でございますので、御本人さんたちも、そんなに年寄

り扱いするなとか。 

民生委員の皆さんって本当に意識が高くて、地域のためにやっていただく方で70歳になっ
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ててもまだまだ元気ばりばりという方も数多くいらっしゃいます。 

大変心強く思っております。 

あと、民生委員・児童委員の負担が非常に増えていってるんじゃないかという成冨委員の

お話でございます。 

それこそ、今回一斉改選で137名の推薦をいただく際に、地域のほうからもなかなか年々厳

しいと、実際活動している皆さん方からも、そういった意見が正直多少なりとも出ておりま

す。 

それについては、民生委員活動を今後皆さん方がやっていく中で、３年後また改選を迎え

ますので、そのときにそういった候補者の推薦とかがよりスムーズに行くように、活動の在

り方について考えていかないかんですよね、という話を民生委員さんたちの中でもお話があ

っておりますし、事務局のほうでもそういった話を投げかけて、今、会長さんたちの集まり

とかにもお邪魔させていただいて、ちょっと今後そういう話もさせてくださいと。 

そうせんと３年後、また推薦をお願いするときに地区は困られますと、ましてや活動して

る皆さん方も困らっしゃるけんがということで、話をしていきましょうとかいう話はしてい

っております。 

活動そのものが、何とか皆さんで順調にできるように、そういった環境整備っちゅうのも、

事務局も汗をかいていかんといけないと思っておりますし、そういった投げかけもしていか

ないといけないというふうに思っております。 

以上です。 

成冨牧男委員 

いろいろな役割を持ってあるのは、それこそ地域、地域で実情も違うし、するなとも言え

ませんよね。 

樋󠄀口委員からもちょっと言われましたけど、手当の問題。 

今まで私が質問した中で返ってくるのは、いやいやこれは名誉職だから、もらってされる

もんかっていう空気が、声が強い。 

で、言われてましたけど、例えば、パートタイムとか実際働いておられる方が、民生委員

についておられるケースもあるでしょう。 

その方は、例えば月に何回か、いわゆる高齢者の独居世帯の訪問とかやられると思います

けど、そういうのをせないかんって使命感があるんで。 

そうすると、月給制やったらいいけど、その日のパート分のお金が丸々入らんごとなるわ

けですよね。だけどちゃんとしてあるわけですよね。 

そういう人たちのことも考えると、ある一定程度の名誉職やけんお金やらっていう人たち

を説き伏せてでも、定着してもらうためにはそういうのも必要じゃないかなと。 

私がいつも言いよるのは、今はいろいろ制度が変わりましたけど、区長さんと嘱託員さん
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っていうこっちの肩書が区長でこっちが嘱託員さんて。 

だからこれも同じように、片一方に民生委員さん、片一方の肩書は、例えば福祉相談員さ

んとかそういう名称をつけて月１万円くらい出すとか、何かいろいろ考えられるんじゃない

かと。 

もちろんそこそこの合意がないことには始まらないけど、と思ってるんですけど、いかが

でしょうか。 

それだけ聞いて終わります。 

鹿毛晃之健康福祉みらい部次長兼地域福祉課長 

もともと民生委員法上で、民生委員に対しての給与とか報酬については支給できないこと

になっておりますので、今お渡してるのは活動費ということです。 

いわゆる活動する際に、例えば連絡を取るために携帯を使ったりとか、移動するためにガ

ソリンを使ったりもされてるということもあって、国はそういった意味で活動費ということ

で財源措置をしております。 

ただ、それは全国一律的なものであって、鳥栖市の場合にはそれだけでは十分ではないと

いうなことで、市費の中で若干上乗せした形で支給しているのが現状でございます。 

その金額については、以前からちょっと少ないんじゃないかとかいう声も上がっておりま

すし、現場サイドからも上がっておりますが、私どもとしては、国がそういった活動費とい

う形で示したものに市費を上乗せした形でお支払いをしております。 

その中で、十分じゃないのかもしれませんけれども、御理解いただいて活動していただき

たいという話をすると、中には成冨委員がおっしゃるように、いやいや自分たちはもらうつ

もりはないと。 

もうそういうことなくしてやりたいんだっておっしゃる方もいらっしゃるのも事実です。

中には、もうちょっとどげんかならんねっていう方もいらっしゃいますけど、いわゆる増 

額については、本市については今の現行水準であれば県内でも上位のほうで支給している現

状もございますので、見直しについては今のところ考えておりませんというようなお答えを

させていただいております。 

以上です。 

成冨牧男委員 

今いみじくも言われたように、厚労省がやってるのは、他の手当なんか出したらいかん、

出すべきじゃないという見解と言われたんでしょう。（「給料とか報酬ということはですね」

と呼ぶ者あり）だから、あえて私が例に出した区長さんと嘱託員さん。別の人に別の役を与

えてるんですよ。 

だから、民生委員さんにやってるわけじゃないんですよ。 

福祉相談員とかいう名称を――役所はそがん名称をつくるのは得意でしょう。 
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本当にやらないかんと思ったら、そういうことも今後考えていただきたいなということで

す。 

藤田昌隆委員長 

今違う肩書をつけてと出たんやけど、福祉相談員という名目をつけたからにはその仕事を

してもらわないかんわけよ。 

だから、そう簡単にこっちとこっちをつければお金が出るでしょうという問題じゃないよ

うな気がするし。 

それと一つは、民生委員で活動費っていうけど、その内訳。 

例えばガソリン代が出るとか、携帯。 

それだけじゃなくて、例えば、昼間いなかったりするんで夜行ったり……、その辺の内訳

はどこまで出てるわけ。その活動費の積算。 

民生委員の方の活動費の項目はどういうものがあるんですかね。 

鹿毛晃之健康福祉みらい部次長兼地域福祉課長 

具体的に、ガソリン代が幾ら、電話代が幾ら、あと何が幾ら、その積み上げが現在支給し

ております。月額１万1,100円とかってことじゃなくて。 

国が示した活動費が、確か６万9,000円ぐらいあるんですけど、それじゃあ到底不足すると

いうことで、県内の他市の状況等も見ながら結果的にそこに上乗せする形で、現在本市では

１万1,100円を月額支給をしております。 

藤田昌隆委員長 

６万9,000円幾らじゃなくて？ 

鹿毛晃之健康福祉みらい部次長兼地域福祉課長 

だから、国は財政措置としてはたしか６万9,000円だったと思うんですけど、でも鳥栖市と

しては月額１万1,100円払ってますので、年間で13万3,200円ということをしております。 

確かに、現役といいますかお勤めしながらやっていらっしゃる方もいらっしゃるし、中に

は仕事を休んでとか、自分で有給休暇を使っていらっしゃる方も確かにいらっしゃると思う

んですけど、そういった活動等についても、極力各地区の民生委員協議会の中で、自分たち

でこういった活動をやっていこうとか、いろんなことをやっていただいております。 

もちろん地域に戻れば、民生委員ですので24時間365日対応しなきゃいけないようなことも

あるので、そういった場合も出てくるでしょうけど、我々としては、この月額で十分じゃな

いかもしれませんけれども、活動費ということで御理解いただいた上で活動していただいて

いるという認識でございます。 

藤田昌隆委員長 

民生委員になられた方は、その辺もきちんと織り込み済みでなられているということです

よね。 
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鹿毛晃之健康福祉みらい部次長兼地域福祉課長 

御就任いただくときに説明をさせていただく資料の中で、活動費については１万1,100円ご

ざいますというようなことはお知らせをしながらやらせていただいております。 

藤田昌隆委員長 

分かりました。 

永江ゆき委員 

私も民生委員さんの話をよく聞くんですけど、今の民生委員さんは、おっしゃったように、

ボランティアだからって言われるんですよね。 

ただ、後の人たちが続かないっていうか、実際それじゃあ生活ができないということで、

それを担う人たちが育ってないというか、育つ傾向にないっていうか、離れていってる状況

ではありますけど、その辺はどう考えられますか。 

民生委員さんの仕事って、本当に大事な仕事だと思うんです。 

区長さんたちも民生委員に聞けばいいっていうぐらい、隅々まで知ってある方は知ってあ

ります。 

いろいろいらっしゃるとは思いますけど、結構アウトリーチっていうか、あそこにこうい

う人がいらっしゃるっていうのを把握してあるのはやっぱり民生委員さんだと思うんですよ

ね。 

だから市でも把握できないことも把握してある、すごく重要なポジションだと思います。

けれども、これではなかなか次が育たないのかなって――さっきおっしゃったように70代 

後半でも元気な方が今はいらっしゃるけれど、その先を考えないといけないと思いますが、

その先のことはどういうふうに考えられますか。 

鹿毛晃之健康福祉みらい部次長兼地域福祉課長 

ですので、先日から地区の会長会とかに出向いていく中で、今、永江委員がおっしゃった

ようなことがもう現に目の前にあると。 

だから、そういった若い方にいかに関心を持っていただいて関わっていただけるのかとか、

そういったことを考えたときに、いろんな会議なりイベント事業の進め方もそうですけれど

も、ちょっと考えていく必要があるんじゃないかと。 

そこを私どもが一応事務局でおりますけれども、私どものほうからこうしてください、あ

あしてくださいじゃなくて、あくまでも鳥栖市の民生委員協議会の皆さん、また地区の協議

会単位でやられております、３つの専門部会とかも設けながら御自身たちでいろんなことを

決めてやっていただいてます。 

ですから、そういう会合等の中で自発的にそういった検討なり何なりをしていただくよう

な時期にもう来てるんじゃないですかね、みたいなことは事務局サイドとしてもお伝えをし、

会長クラスでもそうねと、そういったことも改善をして、次の３年後に向けてしてないと、
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次は今以上に厳しくなるよねというようなことの話はあっております。 

以上です。 

藤田昌隆委員長 

国の法改正っていうか、国の考えを変えんことには問題解決もしないし、それとこれは民

生委員だけじゃなくて区長もそうよね。 

今もう75歳まで仕事しろっちゅうことを言われよるけん。 

だから、町に対して貢献する人の仕組みを考えるには、やっぱり国が、特に民生委員はそ

こから考えないかんと思うんやけどね。 

しかし、国を変えるにはやっぱり市から――下からずっと上げていかんと変わりませんか

ら。 

ぜひ声を出して、上に対して私は言うべきだと思います。 

以上です。 

成冨牧男委員 

先ほどから出てる六万幾らの民生委員活動補助金は、個人に渡っていると思っていいんで

しょうか。 

それと、民生委員連絡協議会っちゅうのは、地区民協があるじゃないですか、そこの幹部

の人たちの協議会ですか。それとも全部集まるんですか。そこんところを。 

そしてそこは主にどういう活動をされて、どういう役割を担ってあるのか。 

言いたいのは、さっき出た、例えば１回出たら500円とか、そこそこの地区民協でそういう

規定を持ってあるところもひょっとしたらあるんじゃないかと。 

そこんところをちょっと尋ねたくて。 

鹿毛晃之健康福祉みらい部次長兼地域福祉課長 

まずこの民生委員連絡協議会でございますが、ここについては、先ほど申し上げました定

数159人の全体の協議会――鳥栖市全体の協議会の中に８つの地区がございまして、会長さん

がいらっしゃって、世帯数に応じて民生委員さんがいらっしゃいますから、そこに対して１

地区当たり35万円の運営補助金をお渡しをしております。 

あと、鳥栖市民協としていろんな研修会に行ったり、研修会を開いたり、いろんな事業に

要する費用、そういったものを全部ひっくるめて、鳥栖市の民生委員連絡協議会として、442

万5,000円の補助金を支出していると。 

あと、先ほどから話しております活動費１万1,100円につきまして、個人支給なのかという

ようなことについては、それぞれの８つの地区民児協のほうに所属する人数分の活動費をお

支払いしておりますので、その地区ごとにいろんな行事とか研修会とか様々開催されており

ますので、そこの中で、そういったものの捻出等をしながら、最後はその地区の中で活動費

については整理をされていらっしゃるというふうに認識をしております。 
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以上です。 

成冨牧男委員 

特に１人当たり幾らっちゅうふうに決まっとるわけじゃないとでしょう。今の活動補助金。

別の言い方をすると、その人に六万幾らやらないかんっていう筋合いのお金じゃないと 

いうことでいいですか。 

鹿毛晃之健康福祉みらい部次長兼地域福祉課長 

活動補助金はあくまでも団体の運営補助金でございますので、前段でお話ししました民生

委員活動補助金の１万1,100円はあくまでも１人当たり月額１万1,100円お渡しするもの。 

それとは別に団体の運営をするための補助金が442万5,000円ということになります。 

成冨牧男委員 

私誤解してましたけど、１万1,100円って言われた金額は、本来一人一人の民生委員に行く

べきお金っていうことの理解でいいですか。 

鹿毛晃之健康福祉みらい部次長兼地域福祉課長 

行くべきといいますか、お一人当たり月額１万1,100円の12か月分を当該地区民児協のほう

にお渡しをしているというのが現状でございます。 

成冨牧男委員 

今言われているのは、積算根拠としてそういうふうにしてやっていると。 

あとはそこで、あんたの分よって一人一人に渡しよるかもしれんし、プールしてみんなで

使うねってしよるかもしれん。 

それはそこそこにお任せしてるよっていう理解でいいですか。 

鹿毛晃之健康福祉みらい部次長兼地域福祉課長 

はい。 

樋󠄀口伸一郎委員 

要は、お一人の方に一万幾ら入ってないところもあるということですね。 

そこは地区毎の裁量になろうけんが、プールしたお金を活動費に使ってて、１人頭にはお

金が入ってないというところもありますよね。 

そういう話は聞いたことあるので、それを踏まえてですが、そのお金の部分も今後検討の

余地はあるかもしれんですけど、今一番問題なのは鳥栖市として補充しとくべき理想の数に

至ってないというところじゃないですか。 

159人がマックスですけど、そこに至ってないところもどうしていくかと、予算を立ててる

んですから。 

今は担い手に関しても推薦ていうような状況で、地域の誰か顔の広い方が探してきて、こ

の人どうみたいな流れがあるんですよね。 

委員長も言われたように民生法自体に問題があるかもしれんけど、そこを上げながらでも、
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欠員が出てる部分というのはどうにか地域と協議しながらしていかないといけないからです

よ。 

例えば、募集してくるようなもんじゃないかもしれんけど、誰か顔の広い人が推薦する形

ももちろんあって、そのほかにも意欲がある方がなれるような柔軟な環境を鳥栖は持ってい

ったほうがいいんじゃないかなと思うんですよ。 

そういうのは駄目だという地域もあるかもしれんけん、そうやって募集をすることによっ

て自分がやってみたいっていう方を受け入れるような環境に関して協議、検討とかもそれぞ

れの地域としてほしいと。 

どなたかに推薦をしてくださいと言ったらその人の負担にもなるわけですから、そういう

検討もぜひ含めてやっていただきたいと思います。 

今すぐにお金を工面するわけでもないんで、ぜひやっていただきたいと思うんですけど、

どうですか。 

鹿毛晃之健康福祉みらい部次長兼地域福祉課長 

確かに区長さんに対する負担がすごく大きいということは従前から言われておりますので、

我々としては区長さんがお一人で探すんじゃなくて、地区の役員さん、班長さん、皆さんで、

この地域にふさわしいといいますか、ここで頑張っていただける方をぜひ御紹介くださいと。 

で、委嘱するに当たっては、推薦会というのを開催をして、そこで書類を上に上げていく

形になります。 

その地域の中で相談を受けたら活動していくわけですから、一応地域に精通してる方じゃ

ないと――公募というのも、地域内での公募とか地域外の公募とかやり方はあると思うんで

すけど、そういったものに対して、地域のほうでも全く知らない方が突然手を上げられても

区長さんと民生委員さんって本当に密接な関係がありますので、区長さんの承諾等もなしに

やるというのもちょっとまたそれはそれでいろんな問題もあるという認識をしております。 

ただ現状、充足できてない中で、じゃあどうやっていくのかっていう部分については、今

樋󠄀口議員がおっしゃったような公募も一つの方向でありましょうけれども、どういった方法

が一番その地域のためにいいのかというところを、事務局からとかの押しつけではなくて、

ぜひ民生委員さんが自ら活動していく中で、どうやったら自分たちの活動がよりやりやすい

やろうかということをぜひ話をしていってほしい。それに対して事務局も協力をしたい。 

ちなみに昨年12月の改選のときには、我々も区長さんから、今話をしてるんだけど最後の

返事はもらえんけんということで、お前どんも来てくれんかって言われて、３回かな？行っ

て、何とか御承諾いただけたケースもありますし、１回オーケーもらったけど、ちょっと都

合があって駄目なこともありましたけど、事務局も当然汗をかきますよと、何も全て区長さ

んにお願いしてるわけじゃあないですよっていうようなことで、そういう話をさせていただ

いております。 
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藤田昌隆委員長 

今の話を聞くと、区長さんが任命権っていうか、それに近いところを持ってあるのかなっ

ちゅうふうに聞こえたんやけど。 

それは区長がどうのこうのじゃないやろうもん。 

区長は推薦権も任命権も何も持たんはずやし、例えば柚比地区だと柚比のいろんな総会と

かそういうのに諮って、民生委員を出すという形がベストだと思うんやけど、どうも今話聞

くと、区長さんがどうのこうのって言うんやけど、それは違うやろうって。 

区長には何の権限もない。 

区長が地元から探して、この人はいいやろうか、いいやろうって、それをみんなに諮って、

それからじゃないと？何かおかしいよねって。 

鹿毛晃之健康福祉みらい部次長兼地域福祉課長 

地域の世帯数に応じて定数を割り振っておりますので、そこから上がってくる人材につい

ては、区長さんのお名前でこの方を推薦したいということで上げていただいておりますけれ

ども、果たしてそれが、区長さん個人の思いで出されたものなのか、町区内での総意といい

ますか皆さんで合意形成されてるのかというのは、正直分からないところがありますが、我々

としては、地域で活動していただくためには、少なくとも区長さんには知っとってもらわん

と、知らない中で様々活動して、いろんな個人情報も取りますんで…… 

藤田昌隆委員長 

それは分かる。 

それは分かるけど、区長があなたは駄目とかあなたがいいとかその権限はないはずですよ

ということ。 

区長さんと密接にせないかんのは分かった。 

でも密接にせないかんのは区長だけじゃないやん。組長とか班長とかおるやん。 

そんなんたちの合意の下でせんと――実際にあったわけよ、切ったやつが。くそみたいな

やつが。 

そういうことで、区長が最終権限を持ってるはずはないと。 

区長と連携を取っていかないけんというのは分かるんやけど、区長にそこまでの任命権は

ないということです。 

以上。 

樋󠄀口伸一郎委員 

今、次長がおっしゃったように、どういうふうな募集をしたら集まるかっていうところを

――手続上はやっぱり区長さんのあれが要ると思いますよ。 

ですから、そこは否定するもんじゃなくて、ただ、実状は区長さんがもうネタ切れ起こし

とる状態なんですよ。 
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区長さんといえば、地域でも自分の町を全部知ってるぐらいの方がなられてるので、もう

当たられる方当たってしまってネタ切れ起こしとる状態やけんが、もちろん区長さんが事前

に会って、その町にふさわしい方かっていう面接も必要かもしれんけど、何ができるのか、

不足人数を確保するためにも民生委員会全部で話してもいいわけでしょう。 

あの人やったら、地域の事もよく出てあるからというところで、そうやってみんなでそう

いう妥当性のある人を探せるような環境をより柔軟に――さっき働きかけていくっておっし

ゃってたので、そこをずっとおっしゃっていただいて、鳥栖市としては、努力はしてるけれ

ど現状欠員が出ているっていうのを、上の機関に、そういう協議をする機会があればぜひ伝

えてほしいと思ってます。 

よろしくお願いします。 

飛松妙子委員 

１点教えていただきたいのが、５ページの社会福祉県補助金。 

前年度と今年度の予算が4,850万円くらい減ってるんですが、これはどこの分が減ってて、

県の補助金が出なくなったのか、それとも予算自体が減ったのか教えていただけますか。 

竹下徹高齢障害福祉課長 

これは、地域医療介護総合確保基金事業というやつで、今年轟木町に造ってるグループホ

ームの補助金が、来年度については手を挙げたところがなかったということで、約4,900万円

前年度よりも減っております。 

以上です。 

飛松妙子委員 

分かりました、ありがとうございます。 

それと予算書の104ページのところに障害者自動車運転免許取得事業補助金と自動車改造

費補助金30万円があるんですが、まず、推移はどんな感じですか。 

竹下徹高齢障害福祉課長 

一応それぞれ10万円ずつ４人分と３人分を上げております。 

自動車運転免許取得事業補助金については、今年度見込みが４人の40万円です。 

令和５年度についても同額を計上しております。 

それから、自動車改造費補助金につきましては、令和４年はゼロでした。 

10万円の３人で30万円を、今年度については計上いたしております。 

以上です。 

飛松妙子委員 

ありがとうございます。 

ということは、改造費補助金がゼロということは身体障害者の方で改造しなくてはいけな

い方がいらっしゃらなかったということだったと思います。 
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以前にも一般質問等で質問したことがあるんですが、身体障害者の方で、運転免許を取る

場合に、通常の自動車学校にある自動車では、教習所の運転ができない方がいらっしゃいま

すので、その方がどこで教習を受けることができるかといったら、実は佐賀県の中で受け入

れてくれるところがほぼなくて、自動車自体がなくて。 

じゃあ、どうやって受けてるかっていうと、佐賀県の補助金……、どこか民間の補助金か

な、それを活用して改造車を造ってあげて10万円で貸出しをしてるっていうＮＰＯの方がい

らっしゃるんですよ。 

それを通してじゃないと持ち込んで運転免許を取ることができない。 

私も電話したことあるんですけど、県内の自動車学校にこういう方がいらっしゃってと言

ったら、何ておっしゃったかといったら、自動車を持ち込んでいただければいいんですけど

って。 

ただ、うちには階段があるのでそこが登れないと駄目ですとか、バリアフリーにもなって

ないし、自動車を持ち込んでくださいって。 

もしそのＮＰＯがなければ、その方は車を買って改造して持ち込まないといけない。 

運転免許を持ってないのに、自動車を持ち込まないといけないっていう、そういうちょっ

と差別といいますか、平等じゃない公平じゃないという状況があるっていうところがあって

ですね。 

それがあるからＮＰＯの方が支援をしてくださってると思うんですが、それでも借りるの

に10万円必要なわけですよね。 

鳥栖市がここに計上していただいているのは、免許を取った後に車を改造して購入した場

合に10万円補助してあげますっていう内容ですので、できたらここの公平性というか、まず

は運転免許を取れるっていうところで、何とか今後貸出しに10万円を補助できるような仕組

みを取っていただかないと。 

自動車改造補助金、今回は令和４年度は０人ということだったんですが、なかなか身体障

害を持った方が運転免許を取るのは難しい状況じゃないかなっていうのを感じますので、こ

こはぜひ御検討いただければなと思います。 

答弁できないと思いますので、意見、要望だけ申し上げさせていただきます。 

以上です。 

藤田昌隆委員長 

審査の途中ですが、本日の審査はこれで中断して明日の朝10時から始めます。 

よろしいでしょうか。 

    〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

                                          

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 
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藤田昌隆委員長 

本日はこれをもって散会いたします。 

                                          

  午後５時13分散会 
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高齢障害福祉課長 竹下徹 

高齢障害福祉課長補佐兼高齢者支援係長 犬丸喜代子 

高齢障害福祉課長補佐兼障害者支援係長兼障害児通園施設園長 下川有美 

こども育成課長 林康司 

こども育成課保育幼稚園係長 脇友紀子 

こども育成課子育て支援係長 野中潤二 

こども育成課鳥栖いづみ園長 豊住佐知子 

健康増進課長兼新型コロナウイルスワクチン接種対策室長兼 

保健センター所長 名和麻美 

健康増進課保健予防係長兼新型コロナウイルスワクチン接種対策係長 井ノ上克子 

健康増進課健康づくり係長 森岡裕子 
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４ 出席した議会事務局職員の職氏名 

 

  議事調査係主査 松雪望 

 

５ 日程 

 

  健康福祉みらい部（地域福祉課、高齢障害福祉課）審査 

   議案乙第９号令和５年度鳥栖市一般会計予算 

議案甲第９号鳥栖市重度心身障害者の医療費の助成に関する条例の 

一部を改正する条例 

〔説明、質疑〕 

  健康福祉みらい部（こども育成課、健康増進課）審査 

   議案乙第３号令和４年度鳥栖市一般会計補正予算（第９号） 

   議案乙第９号令和５年度鳥栖市一般会計予算 

   議案甲第７号鳥栖市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の 

運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例 

   議案甲第８号鳥栖市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準 

         を定める条例の一部を改正する条例 

〔説明、質疑〕 

 

６ 傍聴者 

 

  なし 

 

７ その他 

 

  なし 
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  午前10時開会 

                                            

藤田昌隆委員長 

本日の文教厚生常任委員会を開きます。 

                                            

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

                                            

  健康福祉みらい部（地域福祉課、高齢障害福祉課） 

                                            

   議案乙第９号令和５年度鳥栖市一般会計予算 

                                            

藤田昌隆委員長 

昨日に続いて、審査を続行いたします。 

竹下徹高齢障害福祉課長 

昨日確認するって申しておりました件について、御報告をさせていただきます。 

まず１点目ですけれども、障害児のサービスを受ける際に保健センターの意見等で受ける

ことができないかっていう御質問ですけれども、おっしゃっていたとおり、制度上は診断書

とか検査結果等の書類がなくても、保健センターの紹介があれば受け付けることができるよ

うにはなっております。 

ただ、子供さんの療育に関して、どういった療育をするのが適当かっていう客観的な資料

として、診断書なり検査結果っていうのをつけてもらうようにはしておりますので、結果的

にそういった紹介のみでの決定っていうのが非常に少ない状態っていうことではございます。 

ただ制度上、おっしゃってたように紹介のみでのサービスの決定もできるというふうには

なってございます。 

それから、保育所等の巡回支援に関しては、中学校も一応対象として利用ができるという

ふうな形になっております。 

以上です。 

飛松妙子委員 

ありがとうございます。 

保健センターの意見等でも支援を受けることができるという点なんですが、診断書がなく

ても支援を受けれるようになぜされたかっていうところですよね。 

一つは、診断書を頂くのに物すごく時間がかかる。 

病院の先生に面談することすら何か月も待つとかいう状況の中、一刻も早く療育とか支援

が受けられる体制に持っていこうっていうことが背景にはあると思います。 
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また、私自身も鳥栖市の方々から御要望頂いて、うちの国会議員と面談をしてもらって、

国のほうにもその辺りをきちんと確認して答弁をもらった上で、発言させていただいており

ますので、そういう方々がいたときに診断書がないと駄目ですよじゃなくて、まずはどうい

う支援が受けられるのかっていうところからしっかりと寄り添って、一刻も早く療育を受け

たほうが、その子たちが育っていく過程ではとても重要なことですし、また、御家族の方に

とっては、とても不安なことから解放される唯一の手がかりでもあると思いますので、その

辺りは支援の充実をしていただきたいと思いますのでよろしくお願いいたします。 

以上です。 

藤田昌隆委員長 

ほかに。 

中川原豊志委員 

おはようございます。 

早速資料頂いてますんで、その件についてお聞きいたします。 

2ページの委託料の中の介護予防事業委託料2,256万7,000円。 

事業の内訳といいますか、資料もございますが、内容について改めてお教え願いたいと思

います。 

よろしくお願いします。 

竹下徹高齢障害福祉課長 

今日追加資料でお示しさせていただいているとおり、要介護状態にならないようにという

ことで介護予防っていうことで、様々な介護予防事業の実施を予定しております。 

いきいき健康教室、ふまねっと教室、ロコモーショントレーニング教室、ＴＯＳＵＳＨＩ

音楽サロン、通いの場立上げ支援、介護予防サポーター養成講座、地域巡回介護予防健診、

元気が出る学校、元気クラブということで、９種類ほどのメニューを用意させていただいて

おります。 

予算的に前年度と大きく変わった点が、地域巡回介護予防健診と元気が出る学校でござい

ますけれども、地域巡回介護予防健診事業については、昨年度は全町区回ろうということで、

76回分を計上してたんですけれども、どうしても各町との調整がつかなかったり、コロナの

状況もあったりで、現実的ではなかったっていうところで、今回47回分ということで、当初

予算を計上させていただいております。 

それから、元気が出る学校につきましても、令和４年度については令和３年度からのコロ

ナでかなり状態が落ちてる方がいらっしゃるんじゃないかっていうところで、昨年度は４か

月分をプラスして計画をしてたんですけれども、思ってたほど集まりがなかったっていうこ

とで、前回の令和３年度並みで令和５年度については、計上させていただいているところで

ございます。 
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以上です。 

中川原豊志委員 

ありがとうございます。 

いろんな事業をされておりまして、それぞれ介護予防につながってるから。 

担当課レベルでいいんで、事業の効果的なものはどの程度見込まれたのかな。 

ある程度参加者も増えてきて、効果があったものだというふうに判断していいものか、担

当課レベルで構いませんので、感想だけ。 

竹下徹高齢障害福祉課長 

それぞれ特徴的な内容で教室を行っておりまして、参加された方については、それなりの

効果があったんじゃないかなと思っておりますけれども、課題としては来られる方が決まっ

てるっていいますか、同じ人がいろんな教室に参加されてるとか、なかなか広がりが少ない

っていいますか、そういったところはあるかなっていうところは思ってます。 

こういった教室に参加されることで、介護予防につながってるっていうのは間違いないと

ころだとは思ってます。 

以上です。 

中川原豊志委員 

ありがとうございます。 

参加される方が偏るというのはどこの場所でもあるのかなと思いますが、ぜひ継続して多

くの方に参加していただくように再度頑張っていただきたいな。 

また、この内容と、広域の介護保険組合の方でやってる事業もあると思うんですね。 

その辺の連携を密にして、多くの方にそういう介護予防につながるようなことに参加して

いただくように改めて努力していただきますようお願いします。 

以上です。 

それと、次の質問よろしいですか。 

委託料の食の自立支援事業。 

先般もちょっと話をしましたけれども、前回の定例会の折に真心と健翔会やったかな、の

ほうから物価高騰等のこともあって費用の面とか、または点数制度のところの見直しをして

いただきたいという要望が出ておりまして、執行部のほうからは、新年度に向けて取り組ん

でいくような回答があったと思いますんで、それがどういうふうに反映されてるのかちょっ

と教えていただきたいと思います。 

竹下徹高齢障害福祉課長 

食の自立支援事業につきましては、今年度は２社会福祉法人に委託する委託料としまして、

１食当たり20円増額しまして420円掛ける５万8,000食ということで、予算を計上させていた

だいております。 
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個人負担分については、40円アップっていう試算をしておったんですけれども、その分に

つきましては、今ちょっと保留状態になっておりまして、４月からは今までどおり個人負担

400円でスタートと考えております。 

それから、食数の関係ですけれどもアセスメントの内容を各包括のケアマネさんとかとも

協議をして、必要な食数が適正に反映されるようなアセスメント表に見直しを図っていると

ころでございます。 

以上です。 

中川原豊志委員 

物価高騰等については、１食20円ほど委託料を上げたというふうなことで、20円増やした

こととアセスメントの見直しを今やってるというのは、要望があった事業所さんのほうと協

議をして、もう納得いただいてるということでよろしいですか。 

竹下徹高齢障害福祉課長 

委託業者さんのほうにはその旨説明をして、一応御了解をいただいております。 

中川原豊志委員 

ありがとうございます。 

成冨牧男委員 

ちょっと大事なところなんで。 

さっきアセスの見直しって言われたと思うんですけど、それはどっちなんですか。 

適正かという言葉を使われたと思うけど、結果増やすっていうことですか。 

竹下徹高齢障害福祉課長 

そうですね。食数が増えるような方向での改正というか、見直しをしております。 

成冨牧男委員 

ありがとうございました。 

藤田昌隆委員長 

さっきの介護予防事業委託料、いきいき健康教室とか、ふまねっと、ロコモーションとか

あるんですが、これは各地区の公民館で週に１回とか週２回とかやったりしてるんですが、

例えば、ロコモーショントレーニング教室でもある程度きちんとした人じゃないと、逆にそ

れをすることによって骨が折れたり、首がどうのこうのって、要するにどれも専門性が必要

なんですよね。 

年間これだけしていて当初で200万円とか160万円で何ができるんかなと。 

逆にちょっと内容のレベルを上げないといかんのじゃないかなっちゅう感じをしたんで、

指導されてるのは、ある程度免許を持った人とか、そういう専門性にたけてる人かどうかち

ょっとお聞きしたい。 

竹下徹高齢障害福祉課長 
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こちらの事業はそれぞれ専門の業者に委託をしておりますけれども、業者のほうは、看護

師とか作業療法士とか、そういった専門の資格を持った方を派遣していただいて、最初に本

人さんの状態とかを確認して、講話とか来ていただいた後に実際の運動だったりっていうふ

うなことで、安全を確保した上で実施をしていただいているところでございます。 

以上です。 

藤田昌隆委員長 

さっき、中川原議員の質問に対して効果があるんじゃないかというふうなお答えがあった

んで、逆にこの金額で――委託をしている先が作業療法士だって、病院にいながら公民館に

行ったりするわけでしょう。 

だから、果たして満足というか――委託先がボランティア精神でされてるならあれでしょ

うけど、そんな暇な人は病院内にはいないだろうし、しかも痴呆とか……。 

少々の予防とかどうのこうのやったら、本当にそれなりにはまってもらわないとできませ

んからね。 

だからこんなもんでいいのか、ある程度絞り込んで、お金をこの範囲内でしたほうがいい

んじゃないかと、そういう老婆心というか、そういう感じが受けたんで、その辺の検討も必

要性があると思うし、委託先ともう一回相談した上で予算を上げないかんなら上げてでもし

たほうがいいんじゃないかなと思ったからでございます。 

竹下課長、その辺についてどこかほかにお金出してる先がある？ないやろう。 

竹下徹高齢障害福祉課長 

業者選定に当たっては、プロポーザルを実施しまして、単に価格だけではなくて内容も見

させていただいて業者決定をしていただいてます。 

どういった事業がより効果的なのかっていうところ、絞ったほうがいいのか、いろいろも

っとしたほうがいいのかその辺については、委員長がおっしゃるように検討を今後していき

たいと思います。 

藤田昌隆委員長 

どっちみち金を使うなら数だけじゃなくて、絞り込んで質の高いものにしたほうがいいん

じゃないかなと思いましたので、要望として上げておきます。 

田村弘子委員 

13ページの上から４番目に高齢者福祉乗車券助成金っていうのがあるんですけれども、前

年度よりちょっと減額されてるような気がするんですが、理由と利用の状況を教えてくださ

い。 

竹下徹高齢障害福祉課長 

高齢者福祉乗車券助成金につきましては、令和５年度で840万円を計上させていただいてお

りますけれども、令和４年度の見込みが649万9,993円ということで、約650万円の見込みとな
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っております。 

推移としては、令和元年度が780万円で、２年度が619万8,000円、それから３年度が590万

円ということで徐々に減ってきてたんですけれども、今年度少し回復してるっていうところ

で、来年度についても、もうちょっとコロナの関係もありますけど、増えてくるのかなとい

うところで840万円という見込みで予算を計上しております。 

田村弘子委員 

令和２年、令和３年に利用者が少なかったのは、やはりコロナの影響だったっていうとこ

ろで、思っていてよろしいでしょうか。 

竹下徹高齢障害福祉課長 

やはりコロナの影響が大きかったのではないかと思っております。 

以上です。 

田村弘子委員 

コロナも大分落ちついてきて、外に出られる機会が皆さん増えてくると思いますので、利

用されたいという方がいらっしゃったら、外に出る機会というところでの助成金として使っ

ていただけるように、今後もよろしくお願いいたします。 

中川原豊志委員 

関連ですが、この前もお話ししましたけど、高齢者福祉乗車券のＰＲをもっとしていただ

きたいなと。 

免許を返納してなかなか外に出る機会がなくなる人に、こうやって5,000円のやつが1,500

円で買えるよ、何割も安く買えるよという、本当に鳥栖市独自のすばらしい制度だと思いま

すんで、もっとＰＲをしていただきたいというのと、それから、購入場所、この前も言いま

したけれども、やっぱりせめてまちセンで購入できるぐらいの仕組みをつくっていただきた

いなと。 

申し込んで、最終的にしばらく待ってから、もしくは市役所に来てからっていう状況にな

ってると思いますんで、まちセンでさっと買えるような仕組みをつくっていただきたいと思

いますが、その辺可能ですか。 

竹下徹高齢障害福祉課長 

まちセンでの購入に関しては今検討をしているところでございますけれども、どうしても

公金を扱うというところで、課がまたがるっていうところでどのような方法がいいのか、ま

ちセンの職員さんに預けて販売してもらうのか、うちの職員が出張販売みたいな感じで行く

のかっていう方法も考えられますけれども、どういった方法があるのかっていうのをちょっ

と検討中でございます。 

なるべくまちセンでの販売も増やしていきたいなっていうふうには思っております。 

犬丸喜代子高齢障害福祉課長補佐兼高齢者支援係長 
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いきなりまちセンに行って販売っていうところでは今は対応ができていないんですが、事

前に御予約いただければ、うちの職員がまちセンに出張してそちらで販売ということはして

いる現状ではあります。 

現状で、御予約をいただいての購入というところで御紹介いただければと思ってます。 

よろしくお願いします。 

中川原豊志委員 

例えば、免許を返納したから欲しいんやけど、やっぱり足がなくなるわけやけんね。 

その辺のところを踏まえて、まちセンともう少しこういう簡単に買えるような仕組みにも

っとしていただきたいというのと、代理での購入ってできんとですよね？ 

竹下徹高齢障害福祉課長 

年度初めの１回だけは、バス利用が可能であるっていう確認も含めて、本人さんに来てい

ただいてるんですけど、２回目以降は代理の方でも販売はさせていただいております。 

中川原豊志委員 

代理の人が買う場合は、証明か何か持っていかないけんかな。 

竹下徹高齢障害福祉課長 

御家族ということで確認が取れれば、販売させていただいてます。 

中川原豊志委員 

その辺ももう少しＰＲをしていただきたいと思います、よろしくお願いします。 

飛松妙子委員 

11ページの障害者日常生活用具給付等事業費についてなんですが、まず推移とこの内容。

用具はどのようなものを支援されてるのか教えてください。 

竹下徹高齢障害福祉課長 

日常生活用具で一番多いのがストマ用装具といいまして、直腸、肛門機能の障害をお持ち

の方の畜便袋と畜尿袋とかそういうやつが一番多くて、その次に多いのが紙おむつですかね。 

あと様々、特殊寝台ですとか、入浴補助用具ですとか様々ございます。 

日常生活用具の給付につきましては、対象が480件ぐらいで推移しております。 

金額についても1,400万円から令和４年度については1,500万円程度の見込みでございます。 

大体横ばいな感じです。 

飛松妙子委員 

ありがとうございます。 

ストマが一番多いということですので、今後もストマが増えていくのかなとは思っており

ます。 

先ほどの入浴の補助なんて言われましたか、補助用具？（「はい」と呼ぶ者あり） 

すいません、そこを詳しく教えていただけますか。 
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竹下徹高齢障害福祉課長 

入浴補助用具というのは、洗い場と浴槽の段差があって浴槽のほうが深くなってる場合が

ありまして、そういったときに段差解消といいますか、踏み台みたいなものが入浴補助用具

という形で、あと特殊な椅子とかそういったのもあると思います。 

飛松妙子委員 

こういう方々は、例えば要介護１とか２とか、要支援１とか２とか受けていらっしゃる方

が、この生活用具給付を受けることもできるということでよかったでしょうか。 

竹下徹高齢障害福祉課長 

介護保険が利用できる方につきましては、介護保険のほうが優先して利用をしていただく

ということになっております。 

飛松妙子委員 

ということは、この障害者日常生活用具の給付等事業費というのは、介護保険を使われて

ない方々への支援ということですね。 

それでは、その介護の生活用具給付事業等というのはこの予算の中のどこに入ってますで

しょうか。 

広域のほうに何か補助金として出されているのか、その辺りを教えてもらえますか。 

犬丸喜代子高齢障害福祉課長補佐兼高齢者支援係長 

広域介護保険のほうのサービスについては、広域のほうの給付対象になりますので、生活

用具の貸与であったり支給っていうことよりも、貸与っていう形の支払いの発生っていう形

になるかと思います。 

飛松妙子委員 

すいません、声が小さくてよく聞き取れなかったんですけど。 

鳥栖市からの予算額を投入されてるかどうかお聞きしたいんですが。 

犬丸喜代子高齢障害福祉課長補佐兼高齢者支援係長 

鳥栖市からの予算については、負担金っていうところで広域のほうにお支払いをしている

っていうところの予算に含まれる形になります。 

飛松妙子委員 

全体の中のそこの部分が含まれるということですね、分かりました。 

いろいろ御相談も頂くんですが、例えばこの日常生活用具をつけることで、介護保険を使

わずに生活ができるとかいうところの部分が今後出てきたときに、どういうふうに私も捉え

ていったらいいんだろうかなっていうのもあってお聞きしたんですが。 

ちょっと難しそうなので、またおいおい相談させていただきながら、できるだけこの予算

を使わずに普通の生活ができて、こういう支援をすることで普通の支援ができるというとこ

ろを今後増やしていけたらなあというところを思っておりますので、ありがとうございまし
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た。 

以上です。 

成冨牧男委員 

９ページの全日本同和会補助金400万円。 

そしてその関連で、出席負担金というのがあります。 

これも何か関連があるんじゃないかと思いますので、それについてお尋ねをします。 

まず、そもそもの話になりますが、補助をしている全日本同和会鳥栖支部とはどういう組

織なのか。 

それと２つ目が、そこに400万円ずっと補助してるわけですけれども、それはどういう理由

で補助しているのか。 

まずその２点についてお尋ねをします。 

鹿毛晃之健康福祉みらい部次長兼地域福祉課長 

まず、佐賀県連合会鳥栖支部の目的でございますけれども、団体の事業活動の目的として、

差別撤廃、人権擁護を目的とされております。 

地方公共団体につきましては、部落差別の解消の推進に関する法律にもありますように、

部落差別の解消に向けて必要な教育や啓発を行っていく責務がありますので、そういった行

政の目的とも合致しているということで同団体の事業活動に公益性があると判断し、これま

で補助をしてるところでございます。 

ちなみに、現在の団体の構成員でございますが、令和４年４月１日時点で、13世帯の29名

ということでお聞きをしております。 

400万円につきましては、団体の活動に対して予算の範囲内で補助しているところでござい

ます。 

以上です。 

成冨牧男委員 

全日本同和会鳥栖支部がどういう組織かというのを尋ねましたが、この間私は同和会がど

ういう組織かっていうことの一番分かりやすいやつで、規約、会則はあるのかということを

尋ねてまいりました。 

それで、それは提出させるべきではないか。 

それもしないで、補助金を支出するのはいかがなものかということを言ってきました。 

これについて、現在どういう状況なのか、規約は受け取ってあるのか、働きかけたのか。

それが１つ。 

まとめて聞きますので、２つ目。 

補助金の支出の仕方が、例外っていうのか、通常やったら最後に事業報告なんか出してそ 

の内容を見て補助金を出すというやり方だと思いますが、この団体は、概算払いっちゅうこ
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とでやっておられると思いますけど、そこんところをまとめて、そしてそれは令和５年度も

同じようなやり方をされるのか、今やっておられるやり方も含めてお尋ねをします。 

それから３つ目は、これも今までお尋ねした分です。 

今まで、予算書とか、決算書、事業計画書、事業報告、いろいろ資料を頂きました。 

それから、幾らかこういうことやってますというのも頂きましたけれども、これが、いつ

どこで、その団体の意思として承認されたのか。 

いわゆる総会とか、そもそも総会を開いているのか、このことについてもこれまで尋ねて

まいりました。 

それについては、私の記憶では把握してないということだと思いますが、現在はいかがで

しょうか。 

以上３点。 

鹿毛晃之健康福祉みらい部次長兼地域福祉課長 

まず、団体の規約についてでございます。 

鳥栖支部の規約につきましては、全日本同和会の規約を準用しているというふうに考えて

おりまして、全日本同和会の規約につきましては、頂いております。確認をしております。 

それから２つ目の支払いについての方法、概算払いについてということでございますが、

概算払いにつきましては、当団体からの申請書に基づきまして、概算払いの必要があるとい

うことで判断をさせていただきまして、これまで支払いしております。 

令和５年度についてはどうなのかというようなことでございますが、事業計画等を基に必

要であると判断をさせていただいて、概算払いをさせていただくこととしております。 

なお、その根拠につきましては、鳥栖市補助金交付規則に基づいての概算払いということ

で対応したいと考えております。 

それから３つ目、総会の開催についてだったと思います。 

総会の開催につきましては、団体に確認いたしましたところ、例年９月または10月頃に年

１回開催をされているということを伺っております。 

以上でございます。 

成冨牧男委員 

では、今のお答えに再質問です。 

規約は準用でいいんですか。全日本同和会鳥栖支部の規約が要るんじゃないですか。 

というのが、市民活動支援センターでいわゆる市民活動登録制度というのがあるじゃない

ですか。 

あそこの申請要件の添付書類の中に、まず会則を出してくださいってなってるんですよ。

構成員の名簿を添付してくださいと。 

そして、これも今まで聞いてきましたけど、なかなか出ない。 
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そして当然、いつっていうのはないですけど、総会は年１回開くとか、やはりそういう同 

和会鳥栖支部の規則が必要だと思うんです。 

そうしないと、やっぱりダブルスタンダードだと私は思うんです。 

なぜ出させないのか、それでいいとしているのかお尋ねします。 

鹿毛晃之健康福祉みらい部次長兼地域福祉課長 

まず規約について、繰り返しになりますけれども、全日本同和会の規約を準用していると

いうことで、その中に支部の位置づけがあるということで対応しておりますが、先ほどこの

補助金の交付の根拠について補助金交付規則を用いているということで答弁しておりますが、

その中で事業計画または予算書等、これらに準ずるものを提出いただくことで内容審査をす

るというようなことでやっておりますので、現状そういった中で対応をしているところでご

ざいます。 

以上でございます。 

成冨牧男委員 

いや、どうして求めないんですかっちゅうことなんですよ。どうして求めないんですか。

準用で事足りると私は思えないんですよ。 

例えば、さっきの市民活動支援センターの市民活動団体登録については、本当に小さな団 

体から上部団体みたいなのがあるところもあると思うんですね。 

だけどやっぱり、そこそこの会則を提出させてあると思うんです。 

担当は違いますけど、もうずっと言い続けてるけど、何でここだけそういう特別扱いをさ 

れるのか私分からないんですよ。 

極端に言うと、会則がつくりきれないんだったら、皆さんが指導、援助してもいいじゃな

いですか。 

私はそういうことないと思いますけど。 

それをやるべきじゃないですか。 

鹿毛晃之健康福祉みらい部次長兼地域福祉課長 

団体とのそういったお話ということについてでございますけれども、今成冨委員がおっし

ゃった規約については、我々としては準用という考えの下で、現状においては求めておりま

せん。 

今後そういったことについては、確認を改めてしたいというふうに思います。 

以上です。 

成冨牧男委員 

私も全日本同和会規約は持ってきてないんで分かりませんので、具体的に指摘はできませ

んけど、あれでいいということになれば、ほかの団体からいろいろブーイング――市民活動

団体登録なんかやっておられるところからは、やはりそれがないと駄目って言われてるわけ
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でしょうが。 

これを受けたらこういう補助が出るよというのも、スタートアップと３つぐらい、３段階

ありますよね。 

40万円とか30万円とかそういう金額でも、きちんと出させてあるわけじゃないですか。 

何でここに出させんのかが、さっきの理由では分からんのですよ。 

ぜひ出しなさいと、出さんとお金やらんて――一言で言うとどこの団体か分からんってい

うことでしょうが。 

どこの団体か分からん団体に400万円も、それも毎年やっているということですよね。 

そこんところをやっぱりもう少し真摯に受け止めていただきたいと私は思います。 

次、いいですか。 

２番目にお尋ねした、概算払いの件。 

必要性があるからって、どういう必要性があるか具体的に教えてください。 

鹿毛晃之健康福祉みらい部次長兼地域福祉課長 

当該団体の補助につきましては、運営補助という形で補助をしております。 

ですので、年度当初から活動をされることもございまして、そういった内容等で必要であ

るという判断の上、概算払いで対応しているところでございます。 

以上です。 

藤田昌隆委員長 

今までずっと聞いてて、毎回同じような質問して毎回同じような答えなんで、私のほうか

ら何点か聞いていい？ 

まず、今言われた全日本同和会の規約があって、それを鳥栖支部が準用してると。 

近隣で、この同和会に関して、支部の規約を独自に持っているところはあるんですか。 

知らない？同和会っちゅうのは、鳥栖支部だけじゃないでしょう。ほかのところの市町も

あったりするじゃないですか。 

そこは、各支部の独自の規約を持ってるんですか。 

持ってなくて全国の同和会の各支部が全日本同和会の規約を準用してますよということを、

まず知りたい。 

それから、ほかの支部が会員名簿をきちんとつけてしているか。 

ほかの支部の状況も聞きたいということなんですが、その辺は。 

奈良とか大阪とかの本格的な同和会だと、それは当然あるやろうけど。 

まず九州に。佐賀県に支部が幾つある？ 

鹿毛晃之健康福祉みらい部次長兼地域福祉課長 

全日本同和会関係市といたしましては、鹿島市、唐津市、伊万里市、多久市、鳥栖市。 

藤田昌隆委員長 
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５支部。 

じゃあ、その支部に関して市から補助が行ってる？ 

鹿毛晃之健康福祉みらい部次長兼地域福祉課長 

補助が出てることまでは把握しておりますが、補助額についてまでは把握しておりません。

以上です。 

藤田昌隆委員長 

してない？ 

これもう毎年上がってきて毎回同じような話をしてるわけですよね。 

ほかの支部の状況も聞いた上でどうやってるか。 

そうしないと、分かりません、知りません、規約ありませんとか、それだけじゃあ話が前

に進みません。 

できたらほかの支部の状況も調べていただいて答えを出さないと、毎年１時間、２時間か

けてこの話をすることになるんで、ちょっと調べていただけないですか。 

成冨議員、それについては。 

成冨牧男委員 

それはもう大いに結構です。ぜひお願いします。 

それとあとは、何でこう繰り返し繰り返しになりよるかというと、私としてはやっぱり納

得できない。 

さっきから言ったようにダブルスタンダードなんです。ここだけ特別扱いなんですよ。 

それで、そんなに大それたことを是正すべきじゃないかって言ってるとは私自身は思って

ないんですよ。 

だから繰り返し繰り返し何でできんとってなってしまうわけ。 

それで、今いいですか委員長。 

藤田昌隆委員長 

どうぞ。 

成冨牧男委員 

２番目の概算払いの件。 

さっき、４月からいろいろ行事があるけん必要性があるって。 

その理屈でいったら、どこも概算払いになってくるじゃないですか。 

４月からいろいろな活動をしよるけん。 

そこんところがちょっと納得できんのですが、もう一度。 

鹿毛晃之健康福祉みらい部次長兼地域福祉課長 

同じような概算払いによる補助金交付っていう団体が、例えば私ども地域福祉課所管の分

でいきますと、社会福祉協議会さんであったりとか、あと昨日も議論になりました民生委員
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児童委員協議会とかそういった団体とか、遺族連合会、また老人クラブ連合会とかそういっ

たところに対しても、補助金支出については概算払いというようなことで支払ってるものは

ございます。 

以上です。 

藤田昌隆委員長 

同和会だけじゃないということでしょう。 

鹿毛晃之健康福祉みらい部次長兼地域福祉課長 

私どもが所管してる部分で、参考までに概算払いのケースというのはありますということ

で……。 

藤田昌隆委員長 

分かりました。 

成冨牧男委員 

ただ、先ほどの説明のように４月から事業をやってるからということでは納得ができない

ということですね。 

それで、もう少しそのことでお尋ねしますけど、具体的にどの部分に対して補助金の対象

にしているのか。 

もうついでに言いますけど、さっき総会の開催の有無とか尋ねましたけど、９月から10月

に総会してるっちゅうことでしょう。 

そうしたら今までずっと出されてきた決算書とか予算書の整合性。 

それはそれ、これはこれであって、総会で承認して同和会の予算書、決算書を出してるん

じゃなくて、それとは別に出されてるっちゅうことですか。 

そこんところがよく分からん。 

鹿毛晃之健康福祉みらい部次長兼地域福祉課長 

当該団体の総会時期が、私どもがお聞きしてるところでは、９月、10月に開催をされてま

す。 

令和４年度分については、実際いつされたのかというところまで把握はできておりません

けれども、総会の折にどういったことをやったのか、またそれに伴う費用がどれだけかかっ

たのかというところについては、当然団体のほうで御審議をされておりますが、私どもが聞

いてる中では、毎月支部集会というのが行われていまして、そこの中で、事業とそれに伴う

支出の分については協議をされているということを聞いております。 

年１回いわゆる会計監事による会計報告もされておりますということは確認をしておりま

す。 

以上でございます。 

成冨牧男委員 
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ですから今言われた分を――支部集会とかも言われた、それから総会もやってる。総会資

料もあるはずですよね。通常どういう団体でもつくってますよね、そういうのはちゃんと把

握されてるんですか。 

把握されてなかったらきちんと把握して、場合によってはこうした場に資料として提出し

ていただきたい。 

今回じゃないですよ、今後と思いますが、いかがでしょうか。 

鹿毛晃之健康福祉みらい部次長兼地域福祉課長 

繰り返しになりますけれども、会計監事さんによる会計監査報告の分については確認をし

ております。 

総会資料については、こちらのほうでは詳細までは確認しておりませんけれども、そうい

った資料を基に総会が開かれているということはお聞きをしております。 

成冨牧男委員 

もう、やったり聞いたりしません。 

いろいろお尋ねしましたけど、何回も言うけど、一言で言うと、やっぱりここだけ特別扱

いですよね。 

今言われた分は、とにかく資料をもらえばいい話でしょう。総会資料。 

それから監査委員会とか、これも普通どういった団体も監査委員の報告とか紙でつけるや

ないですか。 

今の話じゃあ、そういうのさえもらっておられないみたいだから。 

そんなのをもらわんでよく400万円も出すなあって。 

私が皆さん方だったら、そういう曖昧な情報で400万円も出しきらんですね。 

これぜひ改善をしていただきたいということを、次の機会でまた質問したときには、大き

く改善――これはもうイロハの部分で、中身がどうのこうのっちゅう話じゃないんです、し

ていただきたいと思いますが、いかがでしょうか。 

鹿毛晃之健康福祉みらい部次長兼地域福祉課長 

今日の委員会での審議、御意見等も踏まえ、持ち帰って、団体ともそこを確認しながら適

切な団体運営等について検討、報告をしたいと思います。 

以上でございます。 

藤田昌隆委員長 

私も要望したようにほかの市町の対応も調べてしないと、同じ質問、同じ答えでは正直言

って前に進みませんから。 

改善すべきは改善しとかんといかんと思います。 

そういうことで、ぜひお願いしときます。 

成冨牧男委員 
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あと１つ関連で。 

関連でも簡単なんです。 

最初に申し上げました、出席負担金26万円。 

この中に同和関連の、例えば、大会参加、研修会参加。 

これは職員が参加してるんですよね。 

もしそうであれば、そこんところの内訳も。 

いや、それは一般旅費ですよっていうことであれば、そうですか、ごめんなさいって言い

ますから。 

そこんところ、お願いします。 

鹿毛晃之健康福祉みらい部次長兼地域福祉課長 

今成冨委員がおっしゃったように、この26万円の中には、ここでお示しをしていない会議

等、研修会それから大会等への参加負担金が含まれております。 

ただ、その中にいわゆる人権団体等に関するものがあるのかということだとすれば、そこ

については、団体が主催する大会への負担金っていうのが一部含まれております。 

以上でございます。 

成冨牧男委員 

負担金ですけど、旅費もあるんですよ。 

旅費はないんですか。 

そこんところ説明してください。 

鹿毛晃之健康福祉みらい部次長兼地域福祉課長 

ここではあくまでも負担金。 

旅費につきましては、別途旅費の項目の中で研修等に関する分については予算計上をさせ

ていただいております。 

以上です。 

成冨牧男委員 

分かりました。 

この負担金に関連する旅費は、旅費の項目であるっちゅうことでしょう。ですよね？ 

そんなに時間かからんと思いますので、どういう大会に職員が何人出てる、開催地は大阪

とか東京とか、そこんところを言っていただけますか。そうしたら終わります。 

藤田昌隆委員長 

今答えられる？ 

鹿毛晃之健康福祉みらい部次長兼地域福祉課長 

職員に関するものでございますけれども、まず県の人権同和対策推進連絡協議会というこ

とで、先ほど言いました県内の同和に関連する団体が行く分が県内の会議等はございます。 
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あと、同和関係団体が主催する各種大会、全国大会、九州大会そういったものに対する分。

あと、県内の同和問題講演会が例年８月にどこでも開催されますので、そこに職員が出席 

をしております。 

そういったものが旅費として、予算額としてはその分で180万円強を今年度要求させていた

だいております。 

以上です。 

成冨牧男委員 

そげん丸めて言わんで。 

前ここでも言っていただいた、こういう大会に何人、どこであるところに何人という形で

言ってください。 

こっちはもう早く終わろうと思ってるわけですから。 

鹿毛晃之健康福祉みらい部次長兼地域福祉課長 

失礼しました。 

まず県内でいきますと、県内での研修会等が数回ございます。 

全国でいきますと、全国大会が東京それから大阪での研修会。 

そして、令和４年度実績で言いますと、九州での鹿児島で開催されました研修大会。 

東京都で行われた全国の女性部に関する研修会。 

そういったものと、東京で開催された課長級の研修会、そういったものに参加をしており

ます。 

成冨牧男委員 

誤解のないごと質問しよると思うっちゃけど、さっき言ったようにして。 

過去はそげんして言ってもらっとるとよ。 

どこどこの大会に何人とか、場所は東京とか大阪とか。 

それから、県内の開催やったら何十人も結構な人数。 

それが言えんとなると、ますます何でって。 

どうしてそがんとを堂々と言わんと？堂々と400万円出しよるのに何で堂々と言わんとっ

ていう話なんですよ。 

教えてください。 

藤田昌隆委員長 

鹿毛次長、今のやつを県別と内容と項目。何とか講演会とか、そういうのを一覧表で渡し

てください。 

時間が無駄。 

そういうことで、一覧表で渡してください。 

お願いします。 
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いいですか。 

鹿毛晃之健康福祉みらい部次長兼地域福祉課長 

委員会中に準備してお渡しします。 

藤田昌隆委員長 

それでいいですね。 

成冨牧男委員 

いいです。 

結論的には時間の無駄かもしれませんけど、本来、こういうのはきちんと積算してるわけ

ですから、当然聞かれたら出す。 

さっき言ったように、400万円を出す、それに伴う旅費の負担金ですから、はい、こうです

よって何で出せないのか。 

次からは言われんでもきちんと出すようにしていただきたいと思います。 

以上です。 

藤田昌隆委員長 

ほかにありますか。 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

質疑を終わります。 

                                          

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

                                          

   議案甲第９号鳥栖市重度心身障害者の医療費の助成に関する条例の 

         一部を改正する条例 

                                          

藤田昌隆委員長 

議案甲第９号鳥栖市重度心身障害者の医療費の助成に関する条例の一部を改正する条例を

議題といたします。 

執行部の説明を求めます。 

竹下徹高齢障害福祉課長 

ただいま議題となっております、議案甲第９号鳥栖市重度心身障害者の医療費の助成に関

する条例の一部を改正する条例について説明を申し上げます。 

議案書の29ページをお願いいたします。 

今回の改正理由につきましては、佐賀県の重度心身障害者医療費助成制度の改正に伴い、

重度知的障害者の定義を変更するものでございます。 

改正内容につきましては、重度心身障害者医療費の助成対象者のうち、重度知的障害者の
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定義を知能指数35以下のものから、児童相談所または知的障害者更生相談所が交付する療育

手帳の障害の程度が重度に区分されるものに変更をいたしております。 

改正の経緯といたしましては、昨年９月に佐賀県から重度心身障害者医療費助成に係る助

成対象者要件の見直しについてっていう通知がございまして、障害の程度及び支援の必要性

がより適切に評価される療育手帳の判定結果に見直すこととしまして県の要綱改正がなされ

ております。 

これを受けまして今回条例を改正するものでございます。 

施行日につきましては、公布の日とし、令和５年４月１日より適用をするものでございま

す。 

簡単ではございますが、御説明とさせていただきます。 

藤田昌隆委員長 

執行部の説明が終わりました。 

質疑を行います。 

樋󠄀口伸一郎委員 

内容は分かるんですけど、改正後の新旧対照表みたいなのがあって、改正後の児童相談所

と主に関わるところは児童になるんですか。 

竹下徹高齢障害福祉課長 

18歳未満の方が児童相談所で、18歳以上の方が知的障害者更生相談所が交付することにな

りますので、どちらもございます。 

樋󠄀口伸一郎委員 

ありがとうございます。 

そうしたら、昨日の質問のやり取りでもあったように、今障害のくくりっていうか、それ

が前に比べてどんどん広がったっていうか数も増えてるし、受け入れる施設も必要になって

くる、そこで見てくれる人も必要になってくる。 

鳥栖市でどういう認識をされてるかっていうことをお伺いしたときには、おおむね対応は

できてるパーセンテージのほうが多いやろうというようなお答え頂いたんですけど、これに

よってまたそうしたところに影響が出てくるかなっていうふうに考えたので。 

県のほうとかはそこら辺まで派生したところの考え方とかお聞きになってないですか。 

これによって、例えばもっとくくりが増えて、いろんな対象者が増えてますし、そうした

施設も必要になれば、職員さんも必要になるしっていうような、そこら辺までの考え方は何

もなく、表面上の話だけでお聞きになってるかっていうところを教えていただければ。 

県の御見解をどのようにお聞きになられているかというのを。 

竹下徹高齢障害福祉課長 

今回の重度の知的障害者っていう定義の変更については、その対象者が大きく増えるとか
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減るとかっていうことはあんまりなくて、基本的に知能指数の35以下の方はＡっていうふう

な大まかな基準は今までもあったようなんです。 

ただ、その方の全身状態といいますか、知能指数だけじゃなくて、本人さんの状態が35以

下であっても、ある程度身の回りのことはできるけんＢよねとか、35以上あっても寝たきり

状態であったりとか、Ａのほうがふさわしいですよっていうふうな判定があって、ＡとＢっ

ていう重度とそれ以外っていうところの線引きが、知能指数だけではなくて今判定されてま

すので、そこを数字で切るんじゃなくて総合的判断をして、療育手帳Ａの方を重度としまし

ょうというふうな今回の変更ですので、全体的に対象者が増えるとか減るとかっていうこと

ではないですし、今回の改正に伴って鳥栖市でどうかっていうと、それによって対象外にな

る方っていうのはいらっしゃいません。 

今療育手帳Ａだけれども、重度心身障害者の医療費助成を使われてない方が６名いらっし

ゃるようですので、その方は４月以降は対象になるっていう形になります。 

以上です。 

樋󠄀口伸一郎委員 

詳しくありがとうございます。 

ということは、増えるというような状況ですけど、これによって大きな悪影響と言ったら

いかんですけど、そういうところには至らないっていう御認識をされてるっちゅうことで解

釈させていただきます。 

ありがとうございます。 

藤田昌隆委員長 

今35という数字があって、今のあれだと、その状態を見てＡからＢ、ＢからＡになったり

っていうことやけど、その判定はドクター？ 

竹下徹高齢障害福祉課長 

改正後の条例に書いてあるとおり、児童相談所と知的障害者更生相談所の中の会議で決定

されると思いますけれども、ドクターも当然入ってあります。 

多分、認定委員会みたいなのがあると思うんで、その中にドクターは当然入ってあります。 

藤田昌隆委員長 

普通ドクターの判断を基準にしないと、児童相談所の人の見方によって、かなり変わって

くるわけよね。対象外になったり、入ったり。 

だから、その辺の判定をきちんとできる人を備えておかないと、条例を変えて、一見よさ

そうやけど、しかし実際はっていうふうになる可能性もあるんで、その辺は相談の上――ド

クターも若いドクターじゃいかんと思うよ。若いドクターがおるよね、パートみたいな医学

生もおるし、その辺もぜひ注意しながらやってほしいなと思いました。 

以上です。 
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成冨牧男委員 

これは、例の現物給付にしてくれって陳情とか要望がいろいろ出てる分ですよね。 

今の仕組みと、今もし要望の方向での見直しがあれば、そこんところを教えてください。 

竹下徹高齢障害福祉課長 

これにつきましては、県のほうに要望をしているところでございますけれども、どうして

も国保ペナルティというのが現物給付にした場合は発生するので、市の負担が大きく増える

っていうところで各市町さんもちゅうちょされてるっていいますか、意見統一ができてない

状態ではございます。 

国保ペナルティをなくしてくれということで、県は国のほうに制度改正を求めておられま

す。 

そういう状態で、現物給付化については今のところ進展はございません。 

成冨牧男委員 

国保ペナルティ、本当におかしいペナルティですけど、それはそれとして。 

鳥栖市としては足並みがそろわないからできないんですか、鳥栖市としてはどうなのか。

情報によると、県は一斉にって思いよったけど、なかなかそうならんなら個別にやりたい 

ところはやってもらってもという意向もあるというふうに聞きましたけど、まず鳥栖市はど

うなのかですよね。 

以上、お尋ねします。 

竹下徹高齢障害福祉課長 

鳥栖市としては、国保ペナルティの分の負担が数千万円になるということがございまして、

そこがどうしてもネックになっております。 

そこの課題が解消されない限り、現物給付は難しいのかなと思っております。 

成冨牧男委員 

数千万円というのはちょっと……、こんなにかかるとよって、はっきり出してもらったほ

うがいいんじゃない？ 

竹下徹高齢障害福祉課長 

県のほうで試算していただいた金額では、2,500万円程度って聞いています。 

成冨牧男委員 

分かりました。 

飛松妙子委員 

今のに関連して、私は最初、県が現物給付をしないとできないって思ってたんですが、逆

にその2,500万円が解消できたら市町でできるっていうことで捉えてもいいんでしょうか。 

竹下徹高齢障害福祉課長 

現物給付をする場合は、医療機関との調整も必要になりますので、鳥栖市だけの調整でい
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いのか県レベルで合わせたほうがいいのかっていう課題は残ると思いますので、国保ペナル

ティがなくなったから、即現物給付化しますっていうことは今の時点では申し上げられない

です。 

飛松妙子委員 

ということは、やっぱり県レベルでやっていただかないといけないということだと思いま

すので、そこは進めていただければと思います。 

特に鳥栖市は福岡県が現物給付してる中でできてないっていう御意見をたくさん頂いてま

すので、進めていただければと思います。 

それと、ＩＱ35っていうのが抜けるのはとてもいいことだと思っておりますので、これは

医療費助成だけなんですが、医療費助成だけじゃなくて、手帳を取るのに知能指数の部分で

どうしても取れないとかいうお声もお聞きするんですが、この医療費助成だけなのか。 

それとも、今後その手帳を取るにあたっても、方向性的にこのＩＱというのが取れていく

のか、その辺りの動きはどうでしょうか。 

竹下徹高齢障害福祉課長 

療育手帳の判定基準について、見直しをするとかしないっていう話は私どもでは把握して

おりません。 

ＡかＢかっていうところでの判定は、先ほど説明したとおり一律に知能指数だけの数字だ

けをもって決めてあるわけではないので、療育手帳の判定については、その判定委員会なり

でお医者さんの意見とかを聞いた上で判定をされているものと思っております。 

以上です。 

飛松妙子委員 

この条例に関しましては分かりました。 

ありがとうございます。 

藤田昌隆委員長 

ほかにありますか。 

    〔発言する者なし〕 

それでは、ないようでございますので、質疑を終わります。 

それでは、執行部の準備のため、暫時休憩をいたします。 

                                          

  午前11時15分休憩 

                                          

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

                                          

  午前11時29分開会 
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藤田昌隆委員長 

再開いたします。 

                                          

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

                                          

  健康福祉みらい部（こども育成課・健康増進課） 

                                          

   議案乙第３号令和４年度鳥栖市一般会計補正予算（第９号） 

                                          

藤田昌隆委員長 

これより、こども育成課、健康増進課関係議案の審査を行います。 

審査いたします議案は、補正予算、当初予算、それから２件の条例改正案となっておりま

す。 

それでは、議案乙第３号令和４年度鳥栖市一般会計補正予算（第９号）を議題といたしま 

す。 

執行部の説明を求めます。 

林康司こども育成課長 

よろしくお願いいたします。 

ただいま議題となっております、議案乙第３号令和４年度鳥栖市一般会計補正予算（第９

号）のうち、健康福祉みらい部のこども育成課及び健康増進課関係分について説明をいたし

ます。 

委員会資料に沿って、主なものについて御説明申し上げます。 

まず歳入でございます。 

資料の２ページをお願いいたします。 

款14分担金及び負担金、項２負担金、目１民生費負担金、節２児童福祉費負担金の保育所

保育料につきましては、新型コロナウイルス感染症拡大防止対策に伴う保育料の返還及び入

所児童が当初見込みより少なかったことによる減額補正でございます。 

名和麻美健康増進課長兼保健センター所長 

２ページの一番下でございます。 

款15使用料及び手数料、項１使用料、目３衛生使用料、節１保健衛生使用料、休日救急医

療センター使用料につきましては、休日救急医療センターの診療報酬と受診者の窓口での自

己負担分でございますが、令和２年度、令和３年度と新型コロナ感染予防により受診者が少

なかったことから、歳入予算額を減らしておりましたが、令和４年度は感染拡大により受診
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者が見込みより多かったことや、新型コロナウイルスの診療について、診療報酬の加算があ

ったことなどにより、増額補正をしております。 

続きまして、３ページをお願いいたします。 

款16国庫支出金、項１国庫負担金、目１民生費国庫負担金、節２児童福祉費国庫負担金で

ございます。 

施設型等給付費負担金につきましては、施設型等給付費の決算見込みによる減額補正でご

ざいます。 

児童扶養手当費負担金につきましても、児童扶養手当費の決算見込みによる減額補正でご

ざいます。 

児童手当費負担金につきましても、児童手当費の決算見込みによる減額補正でございます。 

名和麻美健康増進課長兼保健センター所長 

目２衛生費国庫負担金、節１保健衛生費国庫負担金、新型コロナウイルスワクチン接種対

策費負担金につきましては、新型コロナウイルスワクチン接種費用の国の負担金です。 

補助率は10分の10となっております。 

接種見込みにより減額補正をするものです。 

詳しくは歳出で御説明いたします。 

林康司こども育成課長 

続きまして、目３教育費国庫負担金、節１教育総務費国庫負担金の子育て支援施設等利用

給付費負担金につきましては、子育て支援施設等利用給付費の決算見込みによる減額補正で

ございます。 

続きまして、４ページをお願いいたします。 

項２国庫補助金、目２民生費国庫補助金、節２児童福祉費国庫補助金のうち、保育対策総

合支援事業費補助金につきましては、保育士宿舎借り上げ支援事業等の決算見込みによる減

額補正でございます。 

子ども・子育て支援交付金につきましては、私立保育所、特別保育事業等補助金において、

延長保育及び地域子育て支援拠点事業の利用者が見込みより少なかったことによる減額補正

でございます。 

保育士等処遇改善臨時特例交付金につきましては、公立保育所が会計年度任用職員のみの

取組であったこと、また、家庭的保育事業所が取り組まれなかったことによる決算見込みに

よる減額補正でございます。 

子育て世帯生活支援特別給付金給付事務費補助金につきましては、給付金事務費の交付決

定額の確定に伴う増額補正でございます。 

子育て世帯生活支援特別給付金給付事業費補助金につきましては、給付金事業費の交付決

定額に伴う、こちらは減額補正でございます。 
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名和麻美健康増進課長兼保健センター所長 

目３衛生費国庫補助金、節１保健衛生費国庫補助金のうち、子ども・子育て支援交付金は、

乳児全戸訪問事業、継続支援の必要な養育支援家庭訪問事業及び母子健康包括支援センター

の窓口整備等に係る利用者支援事業に対する補助金で、補助率は家庭訪問事業が３分の１、

利用者支援事業が３分の２でございます。 

会計年度職員の雇用年数等による報酬単価の差額の減額となっております。 

その下、新たなステージに入ったがん検診の総合支援事業費補助金につきましては、がん

検診の受診率向上のための補助金でございます。 

国の示す上限基準額の２分の１が補助率となっておりますが、こちらは決算見込みによる

増額でございます。 

風しん抗体検査事業費補助金は、風疹の感染拡大防止のために抗体保有率の低い世代の男

性を対象に抗体検査及び抗体価の低い方には予防接種を実施するものでございます。 

補助率は２分の１で、実績見込みによる補正でございます。 

母子保健衛生費補助金は、幼児健康診査、屈折検査機器の整備費用、購入費用と、産後ケ

ア事業の国の補助でございます。 

補助率は２分の１でございます。 

屈折検査機器の購入費用が安くなったことと、産後ケアの実績見込みによる補正でござい

ます。 

新型コロナウイルスワクチン接種体制確保事業費補助金は、新型コロナウイルスワクチン

の接種に係る体制整備に対する補助金で、こちらも実績見込みによる減額でございます。 

項３委託金、目３衛生費委託金、節１保健衛生費委託金、石綿読影の精度に係る調査委託

金でございますが、これは環境省からの受託事業でございまして、打合せ会議等が、コロナ

の影響でウェブ開催になったことによる旅費の減額が主なものでございます。 

林康司こども育成課長 

続きまして、５ページをお願いいたします。 

款17県支出金、項１県負担金、目１民生費県負担金、節２児童福祉費県負担金のうち、施

設型等給付費負担金につきましては、国庫負担金同様、施設型等給付費の決算見込みによる

減額補正でございます。 

児童手当費負担金につきましても、国庫負担金同様、児童手当費の決算見込みによる減額

補正でございます。 

続きまして、目２教育費県負担金、節１教育総務費県負担金の子育て支援施設等利用給付

費負担金につきましても、国庫負担金同様、子育て支援施設等利用給付費の決算見込みによ

る減額補正でございます。 

続きまして、項２県補助金、目２民生費県補助金、節２児童福祉費県補助金のうち、ひと
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り親家庭等医療費補助金につきましては、ひとり親家庭等医療費の決算見込みによる増額補

正でございます。 

次の、子どもの医療費助成事業補助金につきましては、子供の医療費助成の決算見込みに

よる減額補正でございます。 

次の、保育対策総合支援事業費補助金につきましては、保育体制強化事業補助金等の決算

見込みによる減額補正でございます。 

子ども・子育て支援事業費補助金につきましても、国庫補助金同様、特別保育事業等補助

金の決算見込みによる減額補正でございます。 

最後の学校給食費等支援事業費補助金につきましては、保育所等給食費臨時支援事業費補

助金の決算見込みによる減額補正でございます。 

名和麻美健康増進課長兼保健センター所長 

６ページをお願いいたします。 

目３衛生費県補助金、節１保健衛生費県補助金のうち、健康増進事業費補助金につきまし

ては、決算見込みによる減額補正でございます。 

子ども・子育て支援事業費補助金は、国の補助金と同様、県の補助がございますが、乳児

全戸訪問事業継続支援の必要な養育家庭訪問事業及び利用者支援事業に対する県の補助金で、

決算見込みによる減額でございます。 

林康司こども育成課長 

続きまして、款19寄附金、項１寄附金、目３民生費寄附金、節１児童福祉費寄附金につき

ましては、市内企業からのコロナ禍における子育て世帯への支援などに対する寄附金でござ

います。 

名和麻美健康増進課長兼保健センター所長 

その下でございます。 

目４衛生費寄附金、節１保健衛生費寄附金につきましては、新型コロナウイルス感染症対

策寄附金で、企業からの寄附でございます。 

続きまして、款20繰入金、項２特別会計繰入金、目１国民健康保険特別会計繰入金、節１

国民健康保険特別会計繰入金は、国民健康保険特別会計繰入金のうち、健康増進課分を計上

しておりますが、主に保健事業のがん検診や若い方を対象とした健康診査、あと、妊婦歯科

検診及びフッ化物応用虫歯予防事業等に対する国保事業の運営の安定化に対する事業に対す

る２種交付金でございます。 

続きまして、７ページをお願いいたします。 

款22諸収入、項４受託事業収入、目１受託事業収入、節２衛生費受託収入、休日救急医療

運営受託料でございます。 

休日救急医療センターの受診者が増えたことにより、医療収入が増えたことで、基山町か
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らの受託料を減額するものでございます。 

林康司こども育成課長 

続きまして、項６雑入、目４雑入のうち、子どもの医療費返還金につきましては、子供の

医療費として支払ったもののうち、高額医療の対象となったことによる返還金でございます。 

その下の施設型等給付費返還金につきましては、令和３年度分の施設型等給付費で、市内

の認定こども園２園と幼稚園において実績報告の修正があったための返還金でございます。 

以上で、歳入の説明を終わります。 

続きまして、歳出の説明をいたします。 

12ページをお願いいたします。 

款３民生費、項２児童福祉費、目１児童福祉総務費の主なものについて申し上げます。 

節１報酬から節４共済費につきましては、家庭児童相談員、婦人相談員等の会計年度任用

職員７名の報酬等の決算見込みによる減額でございます。 

節12委託料につきましては、児童センターの指定管理料において、センター長に市の再任

用職員が配置されたため人件費分の減額でございます。 

節18負担金、補助及び交付金につきましては、特別支援学校放課後児童健全育成事業負担

金において、利用者が見込みより少なかったことにより、減額補正が主なものになっており

ます。 

節19扶助費につきましては、児童扶養手当及び母子家庭等自立支援事業費等の決算見込み

による減額補正でございます。 

13ページをお願いいたします。 

目２保育園費について主なものを申し上げます。 

節１報酬から節８旅費につきましては、保育所職員44名分の決算見込みに伴う減額及び会

計年度任用職員の正職産休、育児休業者５名分の代替職員の報酬等が総務課より支払われる

こと、また新型コロナウイルス感染症の感染予防対策のため、会議、行事等の縮小、中止に

よる時間外勤務の縮小によるものでございます。 

節10需用費につきましては、給食材料費の決算見込みによる減額でございます。 

節18負担金、補助及び交付金につきましては、私立保育所、認定こども園等に対する運営

費の施設型等給付費、また保育士の負担軽減や保育士確保等の各補助事業の決算見込みによ

る減額補正でございます。 

内訳の主なものといたしまして、施設型等給付費につきましては、入所児童の特に０歳児

の入所が当初見込みより少なかったこと。 

また、弥生が丘保育園と弥生が丘あんじゅ保育園の園長が兼務されることとなったことか

ら、１園分の園長の人件費が減額になったことが主な理由で、1,085万円の減額となっており

ます。 
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私立保育所特別保育事業等補助金につきましては、延長保育や地域子育て支援事業の利用

者が見込みより少なかったため、1,080万2,000円の減額となっております。 

保育士宿舎借り上げ支援事業につきましては、当初15人分の予算を計上しておりましたが、

実績といたしましては１園２人でございましたので、600万円の減額となっております。 

１園につきましては、小規模保育事業所の蔵上ひまわり保育園が事業に取り組んでいただ

いております。 

当初見込みの際には、過年度採用職員にも再適用を予定した園もありましたが、規約等の

改正など事務処理が間に合わず見送りになった園もございました。 

この事業に関しましては、新規保育士からの問合せもあっておりますので、就業を希望さ

れる園にもつないでおります。 

令和５年度に向け事業を進めていく中で、市のホームページの保育士募集のページに事業

に取り組まれる園を現在検討中のも含めて７園表示をしているところでございます。 

保育補助者雇上強化事業補助金につきましては、実施園は見込みの９園で取り組まれまし

たが、実施園の雇用時間が見込みより少なかったため、539万6,000円の減額となっておりま

す。 

この事業に取り組みまして５年が経過しております。 

実施園数や採用者数も多少の増減がありますが、傾向としては安定して取り組んでいただ

いている状況と捉えております。 

また、この事業により保育士資格を取得された方も今まで５名いらっしゃいますので、引

き続き事業に取り組んでまいりたいと考えております。 

保育体制強化事業補助金につきましては、当初６園分の予算を計上しておりましたが、実

績といたしましては４園でございましたので、556万円の減額となっております。 

保育所における感染症対策のための消毒等を行う保育支援者の配置を支援するもので、保

育士の負担軽減を図ることを目的としており、保育士資格を有さない方の雇用でもあります

ので、令和５年に向けては未実施の園に対して、再度取組の推進を図っていきたいと考えて

おります。 

保育所等給食費臨時支援事業費事業補助金につきましては、事業対象園からの申請が見込

みより少なかったことにより、501万4,000円の減額となっております。 

申請予定の園が私立保育所６園、地域型保育事業所２園となっております。 

各園におかれましては、給食のメニュー、食材の工夫により、物価高騰による影響が少な

くなるよう取り組まれた結果だと捉えております。 

保育士等処遇改善臨時特例事業補助金につきましては、公立保育所が会計年度任用職員の

みの取組及び家庭的保育事業所が取り組まれなかったことによる減額補正でございまして、

150万円の減額となっております。 
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以上が負担金、補助の内訳で、4,585万4,000円の主なものでございます。 

次の目３児童手当費、節19扶助費につきましては、児童手当の決算見込みによる減額補正

でございます。 

続きまして、14ページをお願いいたします。 

目４子育て世帯等臨時特別支援事業費について、主なものを申し上げます。 

節１報酬及び節３職員手当等につきましては、会計年度任用職員の人件費の決算見込みに

よる減額補正でございます。 

節18負担金、補助及び交付金につきましては、子育て世帯等臨時特別給付金及び子育て世

帯生活支援特別給付金の決算見込みによる減額補正でございます。 

内訳といたしましては、子育て世帯等臨時特別給付金が412万7,000円の減額。 

子育て世帯生活支援特別給付金の独り親世帯の分が765万円の減額。 

その他の住民税非課税世帯等が1,000万円の減額となっております。 

名和麻美健康増進課長兼保健センター所長 

続きまして、健康増進課分でございます。 

15ページをお願いいたします。 

款４衛生費、項１保健衛生費、目１保健衛生総務費の主なものを御説明いたします。 

節１報酬から節４の共済費につきましては、会計年度任用職員の雇用年数による差額及び

健康増進課職員18名、国保年金課職員５名、計23名分の給料手当、共済費の実施決算見込み

による減額分でございます。 

節12委託料につきましては、主に、妊婦健診及び乳児健診の受診者数及び産後ケアの利用

見込み、休日救急医療センターの検査委託料の見込みによる減額でございます。 

妊娠届、出生届ともに１月末現在で令和３年度と同時期比較をいたしますと、約40名の減

少が見られております。 

それに伴う見込みの減額でございます。 

休日救急医療センターの業務委託料のうち、検査委託料につきましては、感染拡大による

繁忙期のスタッフ増員分といたしまして、７月から12月に33回の委託料を計上しておりまし

たが、感染が落ち着いた時期もあり、10回分程度を不用の見込みで減額しているものでござ

います。 

16ページをお願いいたします。 

節19扶助費でございます。 

妊婦健診は、佐賀県、福岡県、長崎県で利用が可能となっておりますが、里帰りなどで佐

賀県、福岡県、長崎県以外で妊婦健診を受けられた検診費用の助成と不妊治療が令和４年度

から保険対象となっており、令和３年から今年度にまたがって、自費診療を受けられた方の

みの償還払いを行っております。 
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申請者が見込みより少ないことによる減額でございます。 

続きまして、目２節１報酬及び節３職員手当等につきましては、主に新型コロナワクチン

接種に従事する会計年度任用職員の報酬やワクチン対策室職員の時間外手当の実績見込みに

よる減額でございます。 

節11役務費は、各種検診の通知の発送のための郵送費や国保連合会に支払う予防接種の審

査手数料で決算見込みによる減額でございます。 

節12委託料のうち予防接種費用につきましては、定期接種等の見込みによるものでござい

ます。 

保健事業委託料は、主にがん検診等の受診見込みによるものでございます。 

新型コロナワクチン接種委託料は、ワクチン接種費用及び接種事務委託料、接種券発行委

託料等の体制整備に関する委託料ですが、実績見込みにより減額補正をするものでございま

す。 

事前にお配りしております資料を御覧ください。 

１ページをお開きください。 

まず、新型コロナワクチン接種状況という１ページの資料を御覧いただきたいんですけれ

ども、白枠の部分が令和３年度、ピンクに塗ってる部分が令和４年度でございます。 

ワクチンの接種費用につきましては、国の対象年齢の拡大、追加接種の決定に応じ、この

ように予算計上を行ってまいりました。 

ピンクの部分の令和４年度は、主に３回目の途中から４回目接種、また小児の接種分を計

上し、10月にはオミクロン株ワクチンの分を計上しておりますので、合わせて、右下の合計

のところにございますとおり12万6,080回分の予算を計上いたしました。 

当初、令和５年３月末までが特例臨時接種の期限であったため、無料の接種機会が最後と

なると期限間際に接種を希望する人が増加することが想定され、令和５年２月、３月接種分

を最大で２万回分とし、支払いが令和５年度になるために令和５年度へ明許繰越を計上いた

しました。 

実績見込みの８万7,922件を超える約１万8,000件分を今回減額補正をしております。 

令和５年２月22日の国の審議会で、特例接種の期間が１年延長され、令和５年度も接種を

継続することとなりましたが、来週３月７日の審議会で、スケジュール等の詳しい結論が出

されるものでございます。 

自治体説明会はその後に予定されております。 

２ページをお願いいたします。 

参考までに２ページに２月28日現在の年齢ごと、接種回数ごとの接種状況をおつけしてお

ります。 

御覧のとおり年齢の高い世代の接種率が高く、全国的にも若い世代の３回目以降及び小児、
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乳児、乳幼児の接種率が低い状況となっております。 

これはワクチン記録システムからの数字となっておりまして、この数字には、接種後に転

出された方などが含まれておりませんので、実績とは一致はいたしません。 

実績より少ない数になっております。 

以上でございます。 

林康司こども育成課長 

16ページの下になります。 

款10教育費、項１教育総務費、目４幼稚園費、節18負担金、補助及び交付金につきまして

は、幼児教育・保育の無償化に伴う、子育て支援施設等利用給付費について、幼稚園等での

通常保育及び預かり保育事業の利用者が当初より見込みが少なかったことによる減額補正で

ございます。 

続きまして、令和４年度繰越明許費について説明いたします。 

17ページをお願いいたします。 

款３民生費、項２児童福祉費の保育所等給食費臨時支援事業につきましては、財源に国の

新型コロナウイルス感染症対策対応地方創生臨時交付金を充当することから、県補助のスケ

ジュールに沿って４月、５月に支出する際に予算の繰越しが不可欠であるため、繰越明許を

することといたしております。 

次に、保育所等業務効率化推進事業につきましては、事業実施を予定しております、認定

こども園の鳥栖カトリック幼稚園及び神辺幼稚園、また地域型保育事業所のきらきら保育園

におきまして、導入システム機器等の選定に期間を要しているため、本年度内の事業完了が

困難であることから、翌年度に繰越しをお願いするものでございます。 

次に、保育所等安全対策事業につきましては、事業実施を予定しております、認定こども

園の鳥栖カトリック幼稚園におきまして、送迎用バスへの置き去りを防止するための安全装

置の選定に期間を要しているため、本年度内の事業完了が困難であることから、翌年度へ繰

越しをお願いするものでございます。 

次に、出産・子育て応援交付金事業につきましては、令和４年度中に妊娠または出産され

た方に対しての出産・子育て応援交付金の支給におきまして、令和５年８月中旬まで申請受

付を行うことから、翌年度に繰越しをお願いするものでございます。 

名和麻美健康増進課長兼保健センター所長 

款４衛生費、項１保健衛生費、新型コロナウイルスワクチン接種事業は、先ほど御説明い

たしましたとおり、令和５年２月、３月接種の分の支払いが令和５年度となるための繰越し

分でございます。 

以上でございます。 

藤田昌隆委員長 
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執行部の説明が終わりましたが、ちょうど時間的に食事の時間だと思いますので、13時10

分から再開いたします。 

休憩します。 

                                          

  午後０時２分休憩 

                                          

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

                                          

  午後１時６分開会 

                                          

藤田昌隆委員長 

再開いたします。 

午前中に引き続き、補正についての質疑を受けます。 

樋󠄀口伸一郎委員 

御説明ありがとうございました。 

13ページと14ページの18番の負担金、補助及び交付金で民生費の生活保護総務費以外で、

13ページは、款３民生費、項２児童福祉費、目２保育園費の負担金、補助及び交付金と、14

ページは、款３民生費、項２児童福祉費、目４子育て世帯等臨時特別支援事業費の負担金、

補助及び交付金で。 

内訳の御説明丁寧にいただいたんですけど、金額面も高額であって、内訳の資料として書

面を委員長のほうに委員会として求めさせていただいて、各委員に配付をさせていただきた

いというのが１点と、またその資料を活用した質疑等も認めていただきたいと思ってるんで

すが、いかがでしょうか。 

藤田昌隆委員長 

了解しました。 

委員会として資料を求めたいということで、皆さんそれでいいですね。 

    〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

認めます。 

樋󠄀口伸一郎委員 

資料はありがとうございます。 

併せて質問なんですけど、13ページからお願いします。 

款３民生費、項２児童福祉費、目２保育園費の報酬から共済費までの人件費についてです。

これは会計年度任用職員及び公立保育所の関係職員の皆さんの人件費に関わるものってい 

うところで、減額補正がそれぞれあっておりますが、この人件費の減額補正額だけ見ると、
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ここ四、五年、2,500万円から3,000万円ぐらい減額の額を全部足せばそのくらいの金額にな

るんで、いつも聞いてますけど、今回この減額になった理由をお聞かせください。 

林康司こども育成課長 

御質問にお答えいたします。 

保育園費の節１報酬につきましては、会計年度任用職員の人件費、報酬になります。 

この分が減額となりました理由につきましては、正職の会計年度任用職員の――予定の人

数は、月額の保育士も30名、調理師も10名程度採用はしておったところなんですけれども、

そのうち、保育士が３名、調理師が２名、総務課で育児休業の予算を持っていただいており

ますので、その分が減額となっております。 

また、新型コロナウイルス関係で行事等々の縮小、中止による時間外勤務の減少によるも

のでございます。 

樋󠄀口伸一郎委員 

ありがとうございます。 

後段のコロナ関係の事業に関しては一定の理解ができます。 

前段の育児休暇であったり想定していた人数に関する部分っていうのは、毎年この時期に

このぐらいの金額の減額補正が2,500万円から3,000万円くらい人件費に関しての減額補正が

あってるので、この分の減額補正分を、全額とまでは言わないんですけど、例えば独自助成

の検討に充てるようなことをぜひ行っていただきたいと毎回申し上げていたんですけれども、

今回に関しては、また同じような減額補正になってるので、もちろん募集の御努力とかされ

てるでしょうけど、そういう独自の取組についての検討であったり何かお考えはあったのか

というのを教えてください。 

林康司こども育成課長 

公立保育所の正職及び会計年度任用職員の特別な処遇改善というか、そういうことにつき

ましては、申し訳ありませんが特段考えておりません。 

正職につきましては、事務職員としての給与で業務していただいているという状況もあり

ますし、会計年度職員につきましては、令和３年度、４年度に国が行っている処遇改善の手

当分の上乗せをさせていただいておりますので、そういったところでの対応はしているとこ

ろでございます。 

樋󠄀口伸一郎委員 

じゃあ、ここでとどめておいて、これは委員会質問とかじゃない機会を通じていろいろ御

意見させていただきたいと思うんですけど、水車って言ったら表現が悪いですけど、当初予

算では、想定の人数であったりいろいろ立ててあって、そこは理解できるんですけど。 

やっぱり結果として、ここ４年、５年が大きな金額が同じような理由で減額補正をしてい

るので、毎回になるんですが、ぜひこの中の１割でもいいんで使えば、何らかの助成とかも
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検討する余地はあるのかなと思いますので、検討していただくようにぜひよろしくお願いし

ますという要望を申し上げておきます。 

併せてその助成に関して、４ページに戻っていただいて、歳入になります。 

款16国庫支出金、項２国庫補助金、目２民生費国庫補助金の節２児童福祉費国庫補助金の

保育対策総合支援事業費補助金の減額補正が400万円あってますけど、これまた県のほうも減

額で、資料を配付いただいてる分の中にも歳出の減額補正というのがあっております。 

これを全部聞くと大変なので１つだけ、宿舎借り上げの補助金についてだけちょっとお尋

ねをしたいんですけど。 

御説明でも概要はあったと思うんですけど、申請数と対象となった数を教えていただけま

すか。 

林康司こども育成課長 

御質問の保育所の分の宿舎借り上げにつきましては、国庫補助のみの保育対策総合支援事

業費補助金の中が補助を受けての事業となっております。 

で、実際その利用に取り組まれた園につきましては、１園の中で新卒の方をお二人採用し

てあったということです。 

その１園が、小規模保育事業所の蔵上ひまわり保育園というところであります。 

当初15人予算を計上していまして、675万円の事業費を組んでいたところなんですけれども、

繰り返しの説明になりますけど、当初は過年度採用職員を予定をされてあった園っていうの

も事業を取り組む際に聞き取り等をさせていただいてたんですけれども、全てに伺ったわけ

ではないですけれども、規約等の改正などの事務処理が間に合わなかったとかそういったと

ころも伺っておりまして、そういった面でも見送りになった園がございます。 

ただ、この事業につきましては、市といたしましても新たな保育士確保の事業として、園

にも御協力をいただいて国庫補助の仕組みの中で取り組んでいただくということで、宿舎の

契約が法人というところで、事務等の煩わしさはあるかとは思いますけれども、園のほうも

今の住居手当とか、そういったところを園が負担されてあったもの以上の補助を受けての保

育士確保になると考えておりますので、そういった中でも、引き続き取り組んで、市といた

しましても、いろんな問合せにスムーズに応えられるよう周知をしていきたいと考えており

ます。 

樋󠄀口伸一郎委員 

ありがとうございます。 

おっしゃったように国の選択メニューの一つじゃないですけど、完全な独自というよりも

国が示されてる指針の中から選択してっていうところと思うんですけど。 

執行部の別表にあるように、675万円で600万円の減額補正ということは、大半はもう要ら

なくなってるっちゅう現状になってるんで、そうした中でも今後の見込みとかを今御答弁さ
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れたので、最初に当たっては、一定の効果があったという認識をされてるか教えてもらって

いいですか。 

林康司こども育成課長 

令和４年度から取り組んで、園のほうもすぐの対応は難しかったのかなと思っております

けれども、１園でも取り組んでいただきまして、スタートは切れたのかなとは考えておりま

す。 

国、県補助メニューを使っての事業はなかなか――他の雇上にしろ、保育体制強化につき

ましても園のほうも取っかかりが二の足、三の足を踏まれているというところもありますけ

れども、年々浸透して拡大していってる事業でもございますので、この辺も期待しながらし

っかり園と協議をしてまいりたいと考えております。 

樋󠄀口伸一郎委員 

ありがとうございます。 

この先は一般質問になっちゃうんで、質問じゃないんですけど。 

今おっしゃったように、例えば同じ事業所内に発達障害支援施設とか保育園の両方を兼ね

そろえて持ってあるところが、同じ保育士さんが人事異動で中を異動するときに、規約改正

の手間であったり、おっしゃってるように不動産の契約とかの手続が、法人が事業主体にな

っているところで課題もいっぱいあるんですよね。 

事業所さんもそうですし、国が示された指針に問題があるところもあると思います。 

要望でとどめておきますけど、例えばこういうところに、さっきの3,000万円減額するあた

りから数百万円でもつけて、何らかの環境拡充のためにワンストップ窓口をつくるとか、そ

して少しでも利用者の方が増えて拡充されてきて、保育士の確保につながるような検討をし

ていただきたいっていうことです。 

この宿舎借り上げ事業はまだ始まったばっかりで、保育士さんの確保にまだつながってな

い状況もあるので、そうした検討にお金がないっていうところであれば、さっきの財源から

措置をしてでも検討していただきたいと。 

あるいは、これは民間事業者さんに当たるので、公立保育所に関しても、例えば正規保育

士さんは人数を増やしてほしいと言っても、なかなかここ５年ぐらい同じ人数で固定で考え

てあるみたいなんで、そこを増やせとまでは言いませんが、せめてその会計年度任用職員に

充てる処遇改善の費用に別の独自助成をつくるとか、そういう検討をぜひしていただきたい

というふうに要望を申し上げておきます。 

その先はまた別の機会で質問させていただきます。 

藤田昌隆委員長 

ほかに。 

成冨牧男委員 
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13ページの先ほど樋󠄀口委員が触れられたところです。 

上から３つ、報酬、給料、職員手当等ってありますよね。 

報酬が、会計年度任用職員というふうに。 

じゃあそれは何人分かと、給料はこれが正規及び会計年度の正規の分ですか。違いますか。

要は、給料の434万3,000円については、減額理由。以上です。 

林康司こども育成課長 

報酬の会計年度の人数につきましては、月額保育士が27名、時給の保育士が32名、月額の 

調理員が10名、時給の調理員が９名、あと看護師３名と支援員４名がこの報酬の中から支出

している内訳になります。 

先ほど申しましたように、保育士の３名及び調理師の２名は育休代替ということで、別途

総務課で見ていただいてる分でございます。 

それと給料の減額分につきましては、育児休業者がいますので、その方の分の11月から２

月分までの減額となっております。 

成冨牧男委員 

何回もやり取りしません、この間もちょっと言いましたけど、正規保育士が育休でしょう。

育休で休まれたときでも、その代わりの代替の会計年度の職員は７時間しかないんですよ 

ね。 

正規の人が７時間45分働いていた人でも、その代わりは７時間分しかないわけですね。 

単純に言えなかったら、いやこういうことなんですと言ってもらっていいです。 

林康司こども育成課長 

雇用の形態といたしましては、そのような時間での雇用になっております。 

成冨牧男委員 

あくまで所管としては、本来であれば正規職員が７時間45分働いていたわけですから、そ

の穴埋めであれば同じく７時間45分頂戴よと。 

そういうふうな会計年度任用職員さんを頂戴よとなぜ言われないのかだけ質問しておきま

す。 

林康司こども育成課長 

市の会計年度任用職員の勤務時間が、７時間がベースになっているということが一つあり

ますけれども、現場の実際の対応といたしましては、会計年度職員等々にも超勤とかしてい

ただいて対応をしているところでございます。 

成冨牧男委員 

最初のほう言われた、鳥栖市がやってるっちゅうのは、７時間45分の会計年度任用職員も

制度上はフルタイムも想定してますよね。 

だから、私は要望だけしときますけど、積極的に現場の声をもう一度聞いていただいて、
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特にそういう正規職員の代替の場合は７時間45分つけてというふうに、もう少し積極的に総

務課なんかには働きかけてもらいたいなと思います。 

以上です。 

答えは要りません。 

飛松妙子委員 

先ほど樋󠄀口議員が言った関連になるんですが、今回、予算計上したのに対して、減額があ

ったということで、このことを反省して、来年度の予算っていうのはどのような反映の仕方

をされてるんでしょうか。 

林康司こども育成課長 

宿舎借り上げのほうでよろしいですか。（「はい」と呼ぶ者あり） 

宿舎借り上げにつきましては、今年度と同等の金額を上げさせていただいております。 

この分は力を入れていかなければいけないという考えと、実際考えてある保育士の方から

問合せもあっているということで園へもつないでおりますが、その人数等々の最終的な把握

はいたしておりませんけれども、もう少し予算規模で増やしていただけるように、再度上の

ほうには働きかけをしていきたいと思っております。 

飛松妙子委員 

先ほど、課題といいますか、金額が75万円しか出せなかったというところで、その課題に

対しての鳥栖市の取組――要は、園が規約が間に合わなかったとかおっしゃってましたけど、

それに対して鳥栖市が何かできること、先ほど樋󠄀口議員も言われたように、相談窓口で何か

支援をしてあげるとか、そういうものは何かありませんか。 

林康司こども育成課長 

園が事業に取り組む部分での業務負担っていうのは、考慮していかなくてはいけない部分

は多々あると思いますけれども、国の事業でもありますし、そこの一定の整備はお願いする

ところではございます。 

ただ、保育士確保のためにはいろんな事業を示しながら、お問合せがあった分については、

きちんと園につないでしっかりと取り組んでいただくように、アドバイスを求められれば、

それに応じた助言はしていきたいと思っております。 

飛松妙子委員 

今回補正で減額をされてるってことで、この反省を来年度に生かせなかったら結局また同

じような減少になると思うんです。 

で、つなぐのはよく分かるんですが、また、国がやってるメニューだからってのはよく分

かるんですが、やっぱり鳥栖市自体が本気でやっていかないと、ここはなかなか前に進まな

いのかなっていうのをすごく感じます。 

あと、樋󠄀口委員も言いましたけど、これにプラスアルファ鳥栖市独自であったほうがいい
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のかなっていうのも、お話を聞きながら思いました。 

そういうことで、しっかりと取組を進めていただきたいと思いました。 

それと、産後ケアについて、15ページかな。ここも減額になってるんですが…… 

藤田昌隆委員長 

15ページの何ですか。 

飛松妙子委員 

委託料の産後ケア委託料マイナス188万9,000円。 

減額になったもともとの計画と何が違ったのかを教えてください。 

名和麻美健康増進課長兼保健センター所長 

産後ケアは、お泊まりのショートステイと日中のデイサービスと授乳・育児相談の３種類

を事業として挙げておりまして、ショートステイにつきましては、見込みよりちょっとオー

バーするぐらいの御利用でした――まだ３月残っておりますのでですね。 

一方、デイサービスと授乳・育児相談につきましては、令和４年度から初めて開始した事

業でございまして、近隣の市町村の利用状況とかをお聞きした上で、鳥栖市であればこのぐ

らいの利用があるかなというふうに見込んで予算を立てたんですけれども、デイサービスと

授乳・育児相談が見込みより少ない状況でございます。 

逆にショートステイは、近隣の市町村はほとんど利用がないということだったんですけれ

ども、鳥栖市の特性なのか、近くに支援の方がいらっしゃらないとか、実家に帰らないとか

いうような方のショートステイの御希望が予想以上に多かったような状況です。 

結果的には、たくさん見込んでおりましたデイサービスと授乳・育児相談が少なく、見込

みより少し多い状況という結果でございました。 

１年目ですので、来年どのように変わっていくかは今後見ていきたいと思っています。 

飛松妙子委員 

しっかり分析をしていただいていると思いますが、やっぱり最初が大事だと思うんです。 

予定と結果が違うというところで、何が鳥栖市のニーズに合ってるかというところで、先

ほどおっしゃったように、鳥栖市はショートステイがあるんだっていうところであれば、そ

このところの力の入れ方もあると思いますし、あと、デイサービスを本当にどれだけの方が

知ってあって、デイサービスってどういうものなんだって中身を御存じかどうかっていうと

ころもあるのかなと思います。 

これはアンケートとかも取られていらっしゃいますか。 

名和麻美健康増進課長兼保健センター所長 

アンケートというよりも、４か月、６か月で実施しております離乳食教室のときに、利用

されましたか、利用されなかった方はどうして利用されなかったんですかっていうお声を聞

いたところ、お一人は日程が合わなかったという方がいらっしゃったんですけど、利用の必
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要がなかったという方がほとんどでございました。 

必要な方が利用できて、必要じゃない方もいらっしゃるということだと思います。 

飛松妙子委員 

分かりました、ありがとうございます。 

中川原豊志委員 

もう一回、改めて保育園費の補正の残金額のところでまず１点。 

さっき樋󠄀口議員が言われました保育士の宿舎借り上げ支援。 

確認ですが、これは、あくまで保育園さんに住宅を確保してください、そこに保育士さん

を入れます、その時に４万円を負担しますというやつだと思うんですが。 

例えば、保育士の方が自分でアパートなり宿舎を探して、そこに住みたいんで保育園さん、

そういう支援があるそうですので、市と契約をしてくださいとかいうふうな形？ 

どういうふうな形で利用されてるのかは分かりますか。 

脇友紀子こども育成課保育幼稚園係長 

今年度実際に利用されている園は、１園に新規採用の方がお二人ですが、それぞれが御自

分のこの物件にということでされてありますので、お二人は別々のところにお住まいです。 

今、来年度に向けて取組の意向を示していただいてる園も基本は本人さんがここに住みた

いという意向の物件で考えてあるところが多いです。 

ただ、上限額とかそういったお話はそれからされるかと思います。 

以上になります。 

中川原豊志委員 

そういうふうな、園が４万円まで補助金があるけんが、４万円ぐらいのところば探して、

ここに住まんねっていうと、いや私はこういうところじゃないところがいいとか希望する方

がいらっしゃるんで、今御説明があったような形で、もっとそれをスムーズに取組できるよ

うな形で支援していただければいいのかなっていうふうに思います。 

実際今はアパートとか４万円で探そうと思ったらなかなかないと思うんですね。 

やっぱり５万円、６万円、どうかしたら７万円。 

その差額のところを保育園が補助してくれるところもあるかもしれんし、自分が手出しし

ないといけないところもあるかもしれんけど、例えば、市としてあと１万円とか２万円とか

これに追加して補助するよと、市独自の考え方というのを持つことは難しいですか。 

林康司こども育成課長 

現在こども育成課で取り組んでいる各種事業分につきましては、国のメニューということ

で考えております。 

保育事業につきましては、認可外もありますし、幼稚園もいろいろしていただいておりま 

す。 



 

 

- 136 - 

保育所だけ独自にということはなかなか考えにくいのかなというところもありますので、 

そういったところの、ある程度こちらが取り込めるのはそういったメニューがあるものと、

現在のところは考えているところです。 

中川原豊志委員 

ですから、プラス市独自のことぐらいはもうちょっと考えていただけんかなというふうに

要望をしておきます。 

それと、これは私立だけですよね？公立保育所の保育士さんは対象にはならないですよね。

ということで、例えば市のほうで宿舎借り上げの家賃補助か何かが給与の中に別にあるか 

どうか知らんばってんが、それで私立に保育士さんが流れていって、市の職員になるのが少

なくなるとかそういうふうな影響というのはないですか。 

林康司こども育成課長 

正直そういった部分でのっていうのは、伺ってはないです。 

中川原豊志委員 

市の保育士さんになるには、公務員の試験をちゃんと受けてからしかできんことやけんが、

それなりの手当もしていただいておけばよかとばってん、保育士不足というところを解消す

るには、そこら辺も検討するべきじゃないのかなというふうに、これまた要望をしておきま

す。 

もう一点だけ。 

保育所等給食費臨時支援事業。 

せっかく給食費を補助してあげようという事業だったと思うんですけれども、思ったよう

に利用されてない理由というのは、やると言っとったばってん、要らんです、自分のところ

で努力しますというふうな話に聞こえたんですけれども、それを頂くに当たって、手続上の

問題とかがあったりするとですか。 

給食費を補助しますよと言うのに、何で要りませんと言われたのかがちょっと意味が分か

らんとですが。 

脇友紀子こども育成課保育幼稚園係長 

今年度の所要額見込みっていうのを、今年になって各園にお願いしております。 

で、各園が実際に必要だった給食材料費とお子さんから一部頂いている給食費等の歳入、

歳出を改めて確認したところ、賄えてましたっていう園が実際は多かったっていう実情があ

ります。 

そういうふうな要件とかはなくて、結果として園のほうで年間見込みを最近になって金額

を積み上げたところ、補助金までは必要としませんでしたということで申請が出ていない状

況にあります。 

中川原豊志委員 
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せっかく出してもらってるやつやけんって思ったんで、何でそこまで使わなかったかなと

いうふうに思ったんで、質問させていただきました。 

これはまた当初で言うべきところなんですけれども、この事業というのは今年度きりだっ

たですよね。 

ですから、次年度以降については補助金制度がない。 

それに対して材料費の高騰等に伴っての対策としては、施設型等給付金の中に含まれると

いうふうなことを聞いたような気がするんですけれども、給食費の支援事業については、今

後どんな考え方をお持ちですか。 

林康司こども育成課長 

この事業につきましては、県が取り組んだのと併せて事業を行った部分もございますので、

来年度につきましても、県のほうは事業を考えてあるということも耳にはしておりますが、

実際当初では上げておりません。 

６月補正に向けて県等々としっかり確認しながら事業化に向けては考えていきたいと思っ

ております。 

中川原豊志委員 

では、当初のところで言うべきことかもしれませんが、今後しっかり取り組んでいただき

たいというふうに要望申し上げます。 

田村弘子委員 

先ほどの産後ケアのところで要望です。 

実施場所がみやき町、吉野ヶ里町と増えて４病院、施設になってるかと思うんですが、や

はり、鳥栖市内の妊婦さんの状況を考えると福岡県の病院に行かれる方たちも多いかと思う

ので、やはりそういう方たちは、授乳、育児とかの相談は自分が行った産院さんでっていう

ところがあると思うので、県を越えるので大変かと思うんですけれども、福岡県の病院もよ

くなるようにしていっていただけると、デイのほうでの授乳・育児のほうで利用をしたいと

いう方が増えてこられるのではないかと思います。 

そこを少しでも広げていけるようにしていただけると幸いですので、要望いたします。 

藤田昌隆委員長 

それに対して、名和課長は何かある？ 

名和麻美健康増進課長兼保健センター所長 

御意見ありがとうございます。 

私どもも、少しずつ少しずつニーズに合わせたサービスの施設を開拓したいと考えており

ますので、よろしくお願いいたします。 

樋󠄀口伸一郎委員 

最後の質問です。 
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減額補正があったから独自補助について先ほど質問させてもらったんですけど、今募集の

取組をされてるのは分かってますけど、想定どおり集まらない。 

公立、私立にかかわらず保育士さんは集まらないという現状なので、委員会でも視察に行

ったんですけど、今独自っておっしゃってる部分の宿舎借り上げについても国が示された選

択肢の中から選ばれてるので、完全な独自ではないんですよね。 

で、委員会で視察に行ったところを例に挙げると、例えば千葉県とかはそれに上乗せをし

てされている、そして同規模の龍ヶ崎市とかにおいては――一般質問でも紹介させてもらっ

たとおり、みやき町であったり筑紫野市であったり久留米市だったり完全独自を１つずつ持

ってるんですよ。 

ですから、そこに対しての流出が止められない。 

短大からの職場体験は鳥栖市内の保育園でするけれども、実際は市外に出ていって働く方

も相当おられるんで、やっぱり副委員長も言われたように、この分で言ったら宿舎借り上げ

で、もう少し何か鳥栖市が完全な独自で上乗せをしてあげる。 

財源措置さえできればそういう検討をしていただきたいということを申し上げたんですけ

ど、ちなみにここ５年ぐらいでいいんですけどその検討ってされたことはありますか。 

鳥栖市として完全に財源措置を施して、鳥栖市は県内でも子供が多い市なので、なおさら

先進的に取り組んでいいのかなって思うので、そういう検討はしたことありますか。 

林康司こども育成課長 

完全な独自っていうのも検討というか、いろいろお話いただく中でおっしゃっていただい

たように、周辺自治体の取組等々も参考にしながら検討とまでは……、ですけれども、そう

いったのを取り組めばというところも考えはあるんですけれども、やはり認可の保育所のみ

っていうところも一つハードルが高いのかなというのは考えているところでございます。 

樋󠄀口伸一郎委員 

ぜひよろしくお願いします。 

私が考えるに、減額補正を毎年してる3,000万円の中からでも、民間にかかわらず財源措置

をするのは検討はできると思うので、公立、私立問わず、公立には会計年度任用職員さんが

いますので、完全に独自で上乗せできるような――国の選択肢に鳥栖市が県内でも子供が多

い市だから、やりたいという協議をしましたって言えるような検討をしていただきたいとい

うことで、要望を申し上げておきます。国の選択メニューに加えた検討協議ですね。 

よろしくお願いしときます。 

藤田昌隆委員長 

それでは、質疑を終わります。 

次に、議案乙第９号令和５年度鳥栖市一般会計予算を議題といたしますが、ちょっと休憩

して、55分から始めます。 
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暫時休憩。 

                                          

  午後１時46分休憩 

                                          

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

                                          

  午後１時54分開会 

                                          

藤田昌隆委員長 

再開します。 

                                          

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

                                          

   議案乙第９号令和５年度鳥栖市一般会計予算 

                                          

藤田昌隆委員長 

次に、議案乙第９号令和５年度鳥栖市一般会計予算を議題といたします。 

執行部の説明を求めます。 

林康司こども育成課長 

それでは、議案乙第９号令和５年度鳥栖市一般会計予算のうち、健康福祉みらい部のこど

も育成課及び健康増進課関係分について説明をいたします。 

委員会資料に沿って、主なものについて御説明申し上げます。 

まず歳入でございます。 

資料の２ページをお願いいたします。 

款14分担金及び負担金、項２負担金、目１民生費負担金、節２児童福祉費負担金のうち主

なものを申し上げます。 

保育所保育料につきましては、市内の公立、私立を含めた17の認可保育所及び市外の認可

保育所に通う園児の０、１、２歳児の保育料でございます。 

名和麻美健康増進課長兼保健センター所長 

款15使用料及び手数料、項１使用料、目３衛生使用料、節１保健衛生使用料、休日救急医

療センター使用料は、休日救急医療センターの受診者の診療報酬と窓口での自己負担分を計

上しております。 

令和２年度、３年度は新型コロナウイルスの影響で受診者が減って歳入も減っておりまし

たが、令和４年度は感染拡大により受診者が増え、歳入も増えました。 
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令和５年度は、コロナ前の状況に近いところを見込んで3,000万円を計上しております。 

以上です。 

林康司こども育成課長 

３ページをお願いいたします。 

款16国庫支出金、項１国庫負担金、目１民生費国庫負担金、節２児童福祉費国庫負担金の

うち、主なものを申し上げます。 

施設型等給付費負担金につきましては、子ども・子育て支援新制度で、施設型給付費及び

地域型保育給付費における施設の運営費に対する負担金でございます。 

国の負担割合は２分の１でございます。 

児童扶養手当費負担金につきましては、扶養する児童が18歳に達する年度末まで、独り親

家庭の母または父親等に支給される児童扶養手当の負担金でございます。 

国の負担割合は３分の１でございます。 

児童手当費負担金につきましては、中学校修了までの児童を養育している方に支給される

児童手当の負担金でございます。 

国の負担割合は３分の２でございます。 

続きまして、目２教育費国庫負担金、節１教育総務費国庫負担金の子育て支援施設等利用

給付費負担金につきましては、幼児教育無償化に係る経費に対する負担金でございます。 

幼児教育の無償化に伴い、主に幼稚園に通園する３歳以上の子供の保護者が支払うべき利

用料相当額を園に対し支払う給付金に対する負担金でございます。 

国の負担割合は２分の１となっております。 

続きまして、項２国庫補助金、目２民生費国庫補助金、節２児童福祉費国庫補助金のうち、

主なものについて申し上げます。 

母子家庭等対策総合支援事業費補助金につきましては、独り親の母または父親が資格取得

する間の生活費の負担軽減のために支給します、高等職業訓練推進給付金に対する補助金で

ございます。 

国の補助率は４分の３でございます。 

保育対策総合支援事業費補助金につきましては、私立保育所等における保育士確保の事業

の一つでございます、保育士宿舎借り上げ支援事業及び保育所等の新型コロナウイルス感染

症対策としての保育環境改善等対策事業に対する補助金でございます。 

国の補助率はそれぞれ２分の１でございます。 

子ども・子育て支援交付金につきましては、認可保育所等で実施される延長保育事業、一

時預かり事業、子育て支援センター等の特別保育事業及び家庭児童相談システムに要する費

用に対する補助金でございます。 

国の補助率は３分の１でございます。 
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出産・子育て応援交付金につきましては、出産・子育て応援交付金事業に関して、経済的

支援に要する費用に対する補助金でございます。 

国の補助率は３分の２でございます。 

名和麻美健康増進課長兼保健センター所長 

４ページをお願いいたします。 

目３衛生費国庫補助金、節１保健衛生費国庫補助金でございますが、前年度当初が１億

1,814万9,000円でございましたが、本年度1,308万円と大きく減額となっているのは、新型コ

ロナワクチン接種に伴う費用を当初予算に計上していないためでございます。 

令和５年度の接種については、対象者財政支援など国の方針が決まるのが３月９日で自治

体説明会がある予定になっておりまして、当初予算への計上ができておりません。 

現時点で、国は９月から８月に重症化リスクの高い方への春、夏接種を開始する予定とし

ておりますが、接種費用の支払いは接種から２か月後となります。 

４月以降すぐに必要な経費は、準備のための接種券の発送などでございますが、これらに

つきましては、予防接種事業等の現計予算で対応し、早い時期に補正をお願いしたいと考え

ております。 

資料に戻りまして、子ども・子育て支援交付金、乳児家庭全戸訪問事業、継続支援の必要

な養育支援訪問事業、母子健康包括支援センター等利用者支援事業に対する補助金で、国の

補助率は、訪問事業が３分の１、利用者支援事業が３分の２でございます。 

その下、新たなステージに入ったがん検診の総合支援事業費補助金は、がん検診の受診率

向上のための補助金で、補助率は２分の１でございます。 

風しん抗体検査事業費補助金は、風疹の感染拡大防止のために抗体保有率の低い男性を対

象に抗体検査を行う補助金でございますが、令和元年度から３年度までの３年間の予定だっ

たのを、令和６年度まで延長になったものでございます。 

補助率は２分の１でございます。 

母子保健衛生費補助金は、産後ケア事業等に関する補助金で、補助率は２分の１となって

おります。 

出産・子育て応援交付金は、先ほどのこども育成課の説明にありました、出産・子育て応

援ギフトとセットで行う伴走型相談支援事業でございます。 

委員会資料の23ページをお願いいたします。 

新規事業ですので、主要事項説明書を上げております。 

核家族化が進み、地域のつながりも希薄となる中で、孤立感や不安感を抱く妊婦や子育て

家庭に対し、安心して出産・対面での面談をしながら相談支援の伴走を行うこととしており

まして、面接の時期は、主に従来から行っております、 

妊娠届出時、産後２か月頃のほやほや教室や赤ちゃん訪問の時期としておりまして、また
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新たにアンケートなどを通して、出産間近になり産後の生活に不安を抱く妊娠８か月頃に出

産、育児の見通しを立てる教室や面談を行う予定といたしております。 

また、情報発信や相談を通じて必要な支援につなぐことといたしております。 

補助率は、国の補助率が２分の１でございます。 

県の補助率は４分の１となっております。 

委員会資料の４ページに戻っていただきまして、項３委託金、目３衛生費委託金、節１保

健衛生費委託金につきましては、石綿読影の精度に係る調査委託金でございます。 

環境省からの委託事業として実施をしておりまして、補助率は10分の10でございます。 

林康司こども育成課長 

続きまして、款17県支出金、項１県負担金、目１民生費県負担金、節２児童福祉費県負担

金のうち、主なものを申し上げます。 

施設型等給付費負担金につきましては、国庫負担金同様、施設型給付費等施設の運営費に

対する県負担分でございます。 

県の負担割合は４分の１でございます。 

児童手当費負担金につきましても、国庫負担金同様、中学校修了までの児童を養育してい

る方に支給される児童手当の県負担分でございます。 

県の負担割合は６分の１となっております。 

続きまして、５ページになります。 

目２教育費県負担金、節１教育総務費県負担金の子育て支援施設等利用給付費負担金につ

きましては、こちらも国庫負担金同様、幼児教育無償化に係る経費に対する県負担分でござ

います。 

県の負担割合は４分の１でございます。 

続きまして、項２県補助金、目２民生費県補助金、節２児童福祉費県補助金のうち、主な

ものを申し上げます。 

ひとり親家庭等医療費補助金につきましては、母子、父子家庭及び父母のいない児童に対

し、医療費の一部を助成する事業に対する県補助金でございます。 

県の補助率は２分の１でございます。 

子どもの医療費助成事業補助金につきましては、子育て世帯に対する医療費の一部を助成

する事業のうち未就学児分の医療費助成に要する経費に対する県補助金でございます。 

県の補助率は２分の１でございます。 

次の、保育対策総合支援事業費補助金につきましては、保育補助者雇上強化事業、保育体

制強化事業及び認可外保育施設分の保育環境改善等事業に対する県補助金でございます。 

補助率は、保育補助者雇上強化事業が８分の７、保育体制強化事業が４分の３、保育環境

改善等事業が10分の10となっております。 
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子ども・子育て支援事業費補助金につきましては、国の補助金同様、認可保育所等で実施

される特別保育事業及び家庭児童相談システムに対する県補助金でございます。 

県の補助率は３分の１でございます。 

出産・子育て応援事業費補助金につきましては、国の補助金同様、出産・子育て応援交付

金事業に関して、経済的支援に要する費用に対する補助金でございます。 

県の補助率は６分の１となっております。 

名和麻美健康増進課長兼保健センター所長 

目３衛生費県補助金、節１保健衛生費県補助金、健康増進事業費補助金は、健康増進事業

に対する補助金で、県の補助率は３分の２でございます。 

アピアランスケア支援事業費補助金は、がん患者の治療と就労の両立、療養生活の質の向

上のため、令和４年度から開始された県の補助事業で、医療用補装具やウイッグ等の購入補

助に係る補助金で、補助率は２分の１でございます。 

その下、骨髄等移植支援事業費補助金は、骨髄等の提供をしたドナーに対して、健康診断、

骨髄採取等の通院、入院に要した日数に応じ、１回の提供に対し１日２万円、７日を上限に

助成を給付した場合の県の補助金で、補助率は２分の１でございます。 

続けて、６ページをお願いいたします。 

款22諸収入、項４受託事業収入、目１受託事業収入、節２衛生費受託収入は、鳥栖市休日

救急医療センター及び病院群輪番制の運営に対する基山町からの運営受託料でございます。 

受診者増を見込んでいるので、基山町からの受託料が減っております。 

７ページをお願いいたします。 

款22諸収入、項６雑入、目４雑入、節２保健衛生雑入のうち、保健センター雑入は、保健

センターの３、４階にある医療福祉専門学校緑生館の建物の占用や共有部分に係る電気料や

維持管理費の負担分でございます。 

電気料が上がっているため、昨年度より増となっております。 

林康司こども育成課長 

節４雑入のうち、こども育成課の主なものについて申し上げます。 

子どもの医療費返還金につきましては、子どもの医療費助成分のうち、高額医療費に該当

した医療費分で、保険者または保護者からの返還金でございます。 

保育所給食費につきましては、公立保育所４園の保育士等職員分及び保育の無償化に伴う

３歳児以上の園児分の給食費の実費徴収分でございます。 

以上で歳入の説明を終わります。 

続きまして、歳出について御説明いたします。 

14ページをお願いいたします。 

款３民生費、項２児童福祉費、目１児童福祉総務費のうち、主なものについて申し上げま
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す。 

節１報酬から節４共済費につきましては、婦人相談員１名、家庭児童相談員２名、母子・

父子自立支援員１名、子育て支援総合コーディネーター１名、幼児教育・保育の無償化に伴

う事務補助員１名、計６名分の会計年度任用職員の人件費でございます。 

節11役務費のうち、手数料につきましては、子どもの医療費助成事業に係るレセプト審査

支払手数料でございます。 

節12委託料のうち、社会福祉会館の児童センター指定管理料につきましては、主に小学生

までを対象とした各種教室や幼児を対象としたフリールームなどを開催する、児童センター

事業運営に係る指定管理料でございます。 

委託先は、鳥栖市社会福祉協議会でございます。 

ファミリー・サポート・センター事業委託料につきましては、子供を預ける側の利用会員

及び子供を預かる側の協力会員による会員制の子供の一時預かりなどを行う事業の委託料で

ございます。 

こちらも、委託先は社会福祉協議会でございます。 

令和５年度から、子育て支援センター及び児童センター等会員確保推進等の連携事業に取

り組むことで、事業費を増額しております。 

節13使用料及び賃借料のシステム使用料につきましては、家庭児童相談システムのリース

及び保守料でございます。 

節18負担金、補助及び交付金のうち、特別支援学校放課後児童健全育成事業負担金につき

ましては、中原特別支援学校に鳥栖市から通学している児童の放課後児童クラブ利用に係る

負担金でございます。 

前年度実績により、９名分を計上いたしております。 

15ページをお願いいたします。 

節19扶助費のうち、児童扶養手当費手当につきましては、18歳までの児童のいる独り親家

庭等に支給される手当でございます。 

前年度等の実績により、約600世帯分、児童にして約900名分を計上いたしております。 

次の母子家庭等自立支援給付金につきましては、独り親の母または父親が、看護師や歯科

衛生士、保育士などの就職に有利な資格を取得する間の生活費の負担軽減のために支給され

るものでございます。 

前年度からの継続分と新規分合わせて13名分を見込んでおります。 

ひとり親家庭等医療費につきましては、独り親家庭等の母または父親及び18歳までの児童

にかかる医療費の一部を助成するものでございます。 

次の子どもの医療費につきましては、子育て世帯に対し、児童にかかる医療費の一部を助

成するものでございます。 
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入院は18歳まで、通院につきましては、中学校卒業までを助成の対象としております。 

続きまして、目２保育園費のうち、主なものについて申し上げます。 

節１報酬から節４共済費につきましては、保育所職員46名分及び代替保育士、給食調理員、

保育所支援員等、会計年度任用職員の人件費が主なものでございます。 

節10需用費につきましては、公立保育所４園で要する消耗品費、光熱水費、給食材料費が

主なものでございます。 

16ページをお願いいたします。 

節12委託料の施設管理委託料につきましては、公立保育所４園の消防点検、警備業務、高

所清掃業務等委託料及び下野園を除く３か園の園庭芝生管理委託料が主なものでございます。 

節13使用料及び賃借料のシステム使用料につきましては、公立保育所４園のＩＣＴシステ

ムの年間リース及び保守料が主なものでございます。 

節18負担金、補助及び交付金のうち、施設型等給付費につきましては、子ども・子育て支

援新制度に基づく私立保育所、認定こども園等に対する運営費でございます。 

次の病児・病後児保育事業広域利用負担金につきましては、令和４年度に、小郡市にある

病児・病後児施設利用による負担金でございます。 

令和４年度からの協定による負担金で、利用者数確定後の翌年度に負担金を小郡市に対し

て支払うものでございます。 

利用者の見込み数を令和３年度の利用者数の５人とした場合、７万8,000円程度が見込まれ

るところですけれども、少し多く見込んだ額で10万円といたしております。 

保育士宿舎借り上げ支援事業補助金につきましては、私立保育所等の保育士の家賃負担を

軽減することにより、新規雇用及び離職防止を図り、保育士の雇用を確保することを目的と

し、保育所等の事業者が保育所の宿舎を借り上げるための費用の一部を助成するものでござ

います。 

次の保育体制強化事業補助金につきましては、保育所等における感染症対策のための消毒

等を行う保育支援者の配置を支援し、保育士の業務負担の軽減を図ることを目的とし、保育

士資格を有さない方で保育所等での清掃、消毒及び園外活動の見守りを行う、保育支援員の

配置に必要な費用を助成するものでございます。 

次の、保育補助者雇上強化事業補助金につきましては、私立保育所等において保育士の業

務負担を軽減し、離職防止を図ることを目的とし、保育士の補助を行う保育補助者の雇い上

げに要する補助金でございます。 

次の保育環境改善等事業補助金につきましては、新型コロナウイルス感染症対策のために

職員が時間外に消毒、清掃作業を行った場合のかかり増し経費や、感染防止用のマスク、消

毒液等の必要経費を私立保育所等に補助するものでございます。 

次の私立保育所施設整備補助金につきましては、認可保育所のレインボー保育園において、
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防犯対策強化のため既存フェンスを高める工事に対する補助金でございます。 

次の私立保育所特別保育事業等補助金につきましては、私立保育所等が実施します延長保

育、一時預かり保育、障害児保育、病後児保育、子育て支援センター事業等の特別保育事業

に対する補助でございます。 

続きまして、目３児童手当費のうち、節19扶助費につきましては、中学校修了までの児童

を養育している方に支給される児童手当でございます。 

対象となる児童数を9,700人程度と見込んでおります。 

続きまして、17ページをお願いいたします。 

目４出産・子育て応援交付金事業費のうち、主なものについて申し上げます。 

出産・子育て応援交付金事業につきましては、妊娠または出産をされた方がいる全ての子

育て世帯が安心して出産・子育てができるよう、より身近で相談に応じる伴走型相談支援の

充実を図るとともに、妊娠届出時及び出生後に合計10万円の経済的支援を実施するものでご

ざいます。 

節１報酬から節４共済費につきましては、出産・子育て応援交付金の支給事務に関する会

計年度任用職員１名分の人件費が主なものでございます。 

節18負担金、補助及び交付金の出産・子育て応援交付金につきましては、令和５年度中に

妊娠届出をされる方及び出生する新生児数をそれぞれ660人と見込み、１人当たり５万円の支

給を行うものでございます。 

いずれにいたしましても、対象者である妊産婦の方への支給につきましては、伴走型相談

支援の面談を受けていただくことが要件となっております。 

資料につきまして、22ページに掲載しております。 

名和麻美健康増進課長兼保健センター所長 

健康増進課分でございます。 

19ページをお願いいたします。 

款４衛生費、項１保健衛生費、目１保健衛生総務費は、主に保健センターの施設管理等の

保健事務経費、母子保健事業、救急医療対策費でございますが、前年度との大きな変化はご

ざいません。 

まず、節１報酬につきましては、母子健康包括支援センター２名分の人件費と各種検診や

訪問等に従事する臨時の看護師、助産師、保健師などの会計年度任用職員の報酬でございま

す。 

節２給料から節４共済費につきましては、健康増進課19名、国保年金課５名、合計24名分

の人件費でございます。 

節７報償費の主なものは、虫歯予防事業における歯科医師や歯科衛生士相談事業における

カウンセラーなどの謝金でございます。 
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節10需用費の主なものは、保健センターの光熱水費や鳥栖市休日救急医療センターにおけ

る医薬材料費等でございます。 

節11役務費のうち、手数料につきましては、妊婦・乳児健康診査の事務手数料でございま

す。 

次に、節12委託料の主なものを申し上げます。 

保健センター管理委託料は、保健センターの清掃業務や警備業務、空調、エレベーター、

電気工作物、消防設備、自動ドアなどの設備点検業務などの委託料でございます。 

休日救急医療センター業務委託料は、鳥栖三養基医師会に委託している休日救急医療セン

ターの業務委託料と新型コロナウイルス検査の危険手当及び保険料等の検査委託料でござい

ます。 

産後ケア事業委託料につきましては、乳児とその保護者を対象に産後の心身の回復に不安

がある方、育児支援者が少なく授乳指導やサポートが必要な方を対象に、産婦人科医院など

で宿泊型のショートステイ、日帰りのデイサービス、母乳・育児相談などのサービスを実施

する委託料でございます。 

上から５行目になりますが、妊婦・乳児健診委託料につきましては、医療機関で実施する

妊婦健診、妊婦歯科検診及び乳児健診の委託料でございます。 

妊婦健診については、お一人当たり14回分、約10万1,620円分でございます。 

妊婦歯科検診については、妊娠中にお一人当たり１回分、4,305円分。 

乳児健診については、お一人当たり２回分、１万2,000円分の健診を無料で受けることがで

きます。 

また、妊婦健診と乳児健診につきましては、佐賀県、福岡県、長崎県の医療機関で、妊婦

歯科検診につきましては、鳥栖・三養基地区内の歯科医院で受けることができるようになっ

ております。 

次に20ページをお願いいたします。 

節18負担金、補助及び交付金でございます。 

一番上の広域小児救急医療支援事業負担金につきましては、夜間の小児救急医療体制を確

保するため、久留米広域小児救急センターの運営に対する負担金でございます。 

このセンターは、聖マリア病院内に設置されており、１年を通して365日、夜間19時から23

時までの診療を行っております。 

前々年度、令和３年度の受診者の割合で負担金の算定がされることになっております。 

鳥栖三養基医師会立看護高等専修学校運営補助金は、同校の運営費を県や三養基郡３町と

案分して負担している補助金でございます。 

その下の病院群輪番制運営補助金は、一次救急医療である休日救急医療センターにおいて、

救急処置後の入院を要する患者の二次救急医療を担う医療機関への補助金でございます。 
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一番下、骨髄等提供助成金は、歳入で御説明いたしましたように、骨髄を提供するための

検査と、採取のために通院、入院に要した日数により、１日２万円、上限７日までを助成す

るもので、３名分の予算を計上いたしております。 

節19扶助費でございます。 

妊婦健診費は、里帰り出産等で委託医療機関以外で受けた妊婦健診費用を償還払いするも

のでございます。 

令和５年度は、不妊治療費が保険対象になったことで、令和４年度に補助を終了するため、

扶助費の予算額が減っております。 

続きまして、目２予防費でございます。 

事業内容は主に成人保健事業、予防接種事業等でございます。 

前年度と大きく違いますのは、歳入でも申し上げましたとおり、節１報酬、節10需用費、

節11役務費、節12委託料でございますが、新型コロナウイルスワクチン接種の費用を当初予

算に計上していないため、前年度からの予算減になっております。 

節12委託料の主なものを申し上げます。 

21ページをお願いいたします。 

下から３つ目、がん検診委託料でございます。 

胃がん、子宮がん、肺がん、大腸がん、乳がん、前立腺がんなどの６種類のがん検診の委

託料となっております。 

一番下でございます。 

予防接種委託料は、予防接種法に定められている定期予防接種及び風疹の任意予防接種の

委託料でございます。 

節18負担金、補助及び交付金でございますが、これも歳入で申し上げましたアピアランス

ケア支援事業費補助金でございまして、ウイッグや補装具の購入に対する補助金でございま

す。 

令和４年度は20名分を計上しておりましたが、令和５年度は24名分として予算を計上いた

しております。 

節19扶助費でございます。 

予防接種費は、県内広域で実施しておりまして、里帰り出産などのために子供が県外など

で予防接種を受けた場合や高齢者の施設入所などで県外で予防接種を受けられた場合などに、

その費用を償還払いするものでございます。 

今年度は、子宮頸がんワクチンの積極的勧奨をしていなかった間に接種年齢を過ぎた方の

経過措置としてキャッチアップ接種を行っておりますが、委託医療機関以外で接種をされた

場合の償還払いの予算を増額して見込んでおります。 

以上でございます。 
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林康司こども育成課長 

続きまして、款10教育費、項１教育総務費、目４幼稚園費、節18負担金、補助及び交付金

のうち、子育て支援施設等利用給付費につきましては、幼児教育の無償化に伴い、幼稚園等

に通園する３歳以上の子供の保護者が支払うべき利用料相当額を園に対して給付するもので

ございます。 

以上で説明を終わります。 

藤田昌隆委員長 

執行部の説明が終わりました。 

これより、質疑を行います。 

飛松妙子委員 

御説明ありがとうございます。 

今御説明いただいた21ページの予防接種費の中で、里帰り出産での予防接種というお話が

ございました。 

以前も申し上げたことがあるんですが、里帰りの場合の費用と鳥栖市で予防接種した場合

の費用に差があるっていうところで、どちらを生かすのかといったら鳥栖市としては鳥栖市

の金額もしくは低い金額を生かすということだったんですが、どうしても市町によっては鳥

栖市よりも高い予防接種の費用になって、その分がお母様方の御家庭の負担になってるって

いうお話を伺ったことがございまして、何とかここを改善できないかということも申し上げ

ておりましたが、その後鳥栖市としてこの里帰り出産の予防接種について拡充していただく

ようなことを考えていらっしゃるのかどうかお伺いしたいと思います。 

名和麻美健康増進課長兼保健センター所長 

以前から飛松議員には御要望いただいておりまして、当市としても検討はしたんですけれ

ども、予防接種費用が自由診療である以上、金額の差がどうしてもあるのを天井なしに助成

するかと言われると、やはり一定の基準が必要ということで、本市の委託料を基準にすると

いうことで、現時点ではそのようなことでございます。 

飛松妙子委員 

以前と変わらずというところなんですが、子育て支援を充実していこうといったときには

こういうところも――そんなに高い金額にはならないはずですので、何とか今後しっかりと

取組をしていただけるように要望申し上げたいと思います。 

引き続きまして、予防接種の中で、委託料２億6,600万円です。 

この中に、先ほど子宮頸がんワクチンのお話をしていただきました。 

で、この子宮頸がんワクチンが４月から９価ワクチンまで拡大をして、定期接種になって

るっていうことで、これの取組を今後どのようにされるのか教えていただけますか。 

名和麻美健康増進課長兼保健センター所長 
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９価ワクチンは、全国的に定期接種の中で実施するということでございますので、医師会

とも相談しながら４月から定期接種として取り組むことにしております。 

飛松妙子委員 

取り組むことだと思うんですが、具体的に御存じない方とかもたくさんいらっしゃると思

いますので、その辺りの広報といいますか、周知をどのようにされていくのか、また、個別

通知もしていただいていると思うんですが、その辺りのことも改めて頂けますか。 

名和麻美健康増進課長兼保健センター所長 

新たに通知をする方には、もちろん９価のワクチンも定期接種に入りましたという通知を

いたしますし、ホームページ等でも周知をすることにしております。 

井ノ上克子健康増進課保健予防係長兼国保年金課係長 

郵送につきましては、新たに中学１年生、高校１年生、高校２年生になるお子様方に対し

ても郵送して、その中で周知を図っていく予定でございます。 

飛松妙子委員 

ありがとうございます。 

では、令和４年度の接種状況は分かりますでしょうか。 

名和麻美健康増進課長兼保健センター所長 

令和３年度の実績が567回でございましたが、令和４年度は1,044回を見込んでおります。 

飛松妙子委員 

ありがとうございます。 

少しずつ伸びてはきてるんですが、まだまだだと思います。 

それとあとキャッチアップ接種も入ってくると思うんですが、キャッチアップ接種に関し

てもさらなる取組もまた必要になってくると思いますし、今回延ばせばキャッチアップを外

れてしまう方もいらっしゃると思いますので、その辺りのキャッチアップ接種に関して、今

まで１回されたとは思うんですが、さらにまたしていただけるのかどうか教えてください。 

井ノ上克子健康増進課保健予防係長兼国保年金課係長 

すみません、先ほど申しました３学年に郵送するっていうことだったんですけど、そのう

ちの高校２年生に対してがキャッチアップに対する周知でございます。 

飛松妙子委員 

ありがとうございます。 

では、広報に関して、多分チラシ等が厚生労働省のほうから出てると思うんですが、これ

の張り紙とかポスターとかその辺りはどのように考えていらっしゃいますか。 

井ノ上克子健康増進課保健予防係長兼国保年金課係長 

保健センターのほうではもちろんですけれども、市内の各医療機関のほうにポスターを配

付いたしまして、それを貼っていただきたいと思っております。 
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飛松妙子委員 

医療機関ということでございました。 

医療機関だけでなくて、さらにどこか拡大できそうなところがあったら、さらなる接種を

していただくためにもぜひお願いしたいなと思いますので、よろしくお願いいたします。 

続けても大丈夫ですか。 

藤田昌隆委員長 

はい。 

飛松妙子委員 

すいません、子育て支援に関してもうトータルでちょっと質問させていただきたいので。

０歳から２歳児の伴走型支援が今後入ってくるんですが、その中でまず、０歳児の訪問事 

業を具体的にどのように進めようとしていらっしゃるのか、現在やっていることと新たに変

わったことがあったら教えていただけますか。 

名和麻美健康増進課長兼保健センター所長 

０歳児の訪問時……、０歳児というか出生からおおむね２か月までぐらいに行ってる全戸

訪問事業については、訪問自体は大きく変わりはないんですけれども、子育てのアンケート

について――不安なことはないかっていうようなアンケートを従来から取っておりましたけ

れども、そちらの点の不安な項目等をピックアップして次の支援につなげるというようなこ

とで。 

伴走型ですので、ぷつんぷつんと途切れることのないような支援を行っていくということ

にしております。 

飛松妙子委員 

その上で、保健センターの訪問される方の人材について、育成とか確保については現状ど

のような感じなのか。 

また今後、拡充とかしていく予定が入っているのか教えていただけますか。 

名和麻美健康増進課長兼保健センター所長 

個人的には、職員及び会計年度の助産師、保健師と協力しながら対応していくという予定

でございます。 

飛松妙子委員 

伴走型相談支援が入っていくことで、今までやってた以上にプラスアルファというのがあ

ると思うんです。 

その中で、人数が変わらずにこの事業をされていくのか、拡充されていくのか。 

いろんな育成の面だとか、人の確保の面だとかいうところが拡充されてるのかどうかとい

うのはどうですか。 

名和麻美健康増進課長兼保健センター所長 
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適切に対応するということですので…… 

藤田昌隆委員長 

聞こえませんが。 

名和麻美健康増進課長兼保健センター所長 

適切に対応するっていうことですので……、昨日もお答えしたんですけれども、妊婦の部

分の事業とかを拡充するということにしておりますので、人事のところとも相談しながら適

切に配置をするということになっております。 

飛松妙子委員 

すごく大事な部分だと思いますので、体制整備をしっかりと図っていっていただきたいと

思います。 

その上で、先ほどアンケートも取っていくということだったんですが、家事支援とか、そ

のアンケートの中で必要なケースも予想されたりとかすると思うんですが、その辺りのサー

ビス支援とかいうところも含めて考えているのか、それとも連携を取って取り組んでいかれ

るのかその辺りはどうでしょうか。 

名和麻美健康増進課長兼保健センター所長 

現在ももちろんしてるんですけれども、例えば里帰りの予定がありますかとか、周りに支

援してくれる人がいますかとかいうことは、生まれる前から尋ねておりまして、ないという

方については、もちろんファミリー・サポート・センターですとか、シルバー人材の家事支

援ですとか、産後ケアの事業を御案内したり。 

いろんな子育て支援のサービスを生まれる前からお知らせしていくっていうのが、この伴

走型の趣旨でもございますので、そういうことに努めていきたいと思っております。 

藤田昌隆委員長 

飛松議員、ちょっとごめん。 

これに載ってる数字に――例えばこの数字の意味とか金額の振り分けとか。 

だんだんだんだんプラスアルファがメインになって、時間が限られてるわけですから、ほ

かの議員たちの質問時間もきちんと分かった上で質問をお願いします 

飛松妙子委員 

はい、ありがとうございます。 

よろしくお願いいたします。 

特にこの伴走型支援は令和４年度から、あるいは５年度から始まるということですので、

よろしくお願いいたします。 

藤田昌隆委員長 

ほかに。 

田村弘子委員 
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21ページのアピアランスケア支援事業の補助金が昨年度から始まっていたと思うんですが、

今年度24名分に増額されていますので、見込みでいいんですけれども、令和４年度に何人ぐ

らいが利用されたのか。 

そして、どのような周知をされていったのか、どのような取組だったのかを詳しく教えて

ください。 

森岡裕子健康増進課健康づくり係長兼国保年金課係長 

令和４年度からアピアランスケア事業を開始しておりますが、まず鳥栖市の周知について

は、開始前に市内の医療機関にチラシ及びポスターをお配りしまして、医療機関で周知を図

っていただくっていうことと、あと市のホームページ、市報等にて周知をしております。 

今年度３月２日現在での申請件数ですけれども、ウイッグについては17件、乳房補正具に

ついては７件の申請があっておりまして、予算のほうは大体37万円ぐらいの助成が決定して

いる状況です。 

申請されている分については、久留米市のほうで治療を受けた方の申請が多い状況となっ

ております。 

田村弘子委員 

すいません、最後のほうが聞こえなかったので。 

森岡裕子健康増進課健康づくり係長兼国保年金課係長 

申請されてる方の医療機関としては、久留米の地域で治療されて申請されているケースが

多い状況です。 

田村弘子委員 

ありがとうございました。 

この支援事業はとても助かるというか、不安になっているときに、見た目だったりとか治

療に向かっていくに当たって、心のケアという部分ですごくありがたい事業なので、初年度

にしてウイッグが17件、補正具が７件と、多分皆さん求められてた制度だと思うので今後と

も拡充されるように。 

そして、使いたい方が１人でも多く使うことができるように、今後も周知のほうよろしく

お願いいたします。 

永江ゆき委員 

先ほどの出産・子育て応援交付金事業のところです。 

核家族化が進み、地域のつながりも希薄となる中でっていうところを…… 

藤田昌隆委員長 

ちょっと説明が分からん。 

もう少しゆっくり質問してください。 

永江ゆき委員 
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要するに、孤立感や不安感を抱く妊婦っていうのが増えてるっていうことが、意外と現場

で本当に多いんですよね。 

で、サービスがあってもそれを使うまでに、ちょっとハードルが高いとかっていうのも結

構聞くんですけど、この面談っていうやり方的に訪問以外は考えられてますか。 

名和麻美健康増進課長兼保健センター所長 

母子健康手帳を取りにこられるのは、保健センターのほうに来所で見えますので、その時

の面談は来所になります。出産後はおうちに訪問する場合ももちろんございますし、２か月

児さんの教室の来所で面談する場合もございます。 

永江ゆき委員 

その２か月のときは必ず100％いらっしゃってますか。 

名和麻美健康増進課長兼保健センター所長 

来所が難しい場合は訪問で対応をいたしております。 

永江ゆき委員 

訪問される場合によく聞くのは、ピンポンしても会いたくなかったとか、子供が寝てると

きにピンポンで来られても開けたくなかったという声も結構聞くんですよ。 

リアルだけに限らず、例えばオンラインでとかは考えられてないですか。 

名和麻美健康増進課長兼保健センター所長 

原則対面ではと思ってるんですけれども、継続して支援が必要な方は電話での対応だった

りっていうことも考えております。 

赤ちゃん訪問の場合は、お時間を約束して訪問しておりますので、時間とかなんかについ

ては、利用者の方というかお母様の御都合のつく時間で日程を合わせて訪問をすることにし

ております。 

永江ゆき委員 

ありがとうございます。 

私が思うに、お母さんて、赤ちゃんを産んでしまったら自分だけの体ではなくなるので、

一つの提案としては、入院されて赤ちゃんを病院で見てあるときに、どういう方が訪問され

るのかとか安心感がないとやっぱりなかなか――シルバーさんとか家事のお手伝いサービス

があったにしたって、使いづらかったっていう声も結構聞くんですよ。 

なので、どういう方がいらっしゃるかとか安心感を得てもらうために、面談っていうか自

分の体が空いてるうちに何回か会ってると、後もつなぎやすいのかなって思うんですけど、

どうでしょうか。 

名和麻美健康増進課長兼保健センター所長 

今回の伴走型支援については、出産前から産後の生活を想定していろんなサービスを御案

内するということになっているので、もし、そういう産後の支援がないという方がいらっし
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ゃいましたら、事前にシルバー人材センターの家事支援の方とかそういう方を御紹介したり

とかいうのも可能かと思います。 

永江ゆき委員 

じゃあ、その家事支援は現在何名の方がされてるとか分かりますか。 

林康司こども育成課長 

シルバーさんで行われている事業は分かりかねます。 

把握はしておりません。 

永江ゆき委員 

１時間から本当は使えるようになってるんですけど、２時間から使ってくださいというお

願いがあったりとかで、２時間も知らない方を家に入れておくのは嫌だっていう声もあった

んです。 

なので、あるサービスと受けたいサービスが違ってたら意味がないのかなと思いますので、

妊婦さんなりお母さんなりの気持ちを考えてアンケートをされてるっておっしゃってました

が、そこがうまくかみ合ってないのかなというところがちょっと感じ取れるので、ぜひその

辺を生かしていただけたらなと思います。 

林康司こども育成課長 

シルバー人材センターの事業でも一回は確認とかはされてあります。 

ただやっぱり、緊急にということであれば、なかなかその機会もないのかなとは思ってお

ります。 

中川原豊志委員 

保育園のところで、施設型等給付費22億5,700万円。 

徐々に増えてきてるような感じがしてますけれども、ここだけ見たらどのくらい増えてき

てるのかっていうのと、それから、現在の園の数を教えてほしいなと思います。 

林康司こども育成課長 

昨年度との比較になりますが、昨年度からは700万円増えております。 

この分につきましては、保育士の処遇改善の分がプラスになった分が、一番大きいんです

けれども、ただ、昨年度分からプラスしたら基本的にはそれ以上が予算にならなきゃいけな

いのかなと思っておりますが、３月補正でもなってましたように、ここ数年の減額補正等も

加味してこの金額になっております。 

園の数につきましては、私立保育所が13園、認定こども園が３園、地域型保育事業所が７

園、幼稚園が３園でございます。 

中川原豊志委員 

幼稚園？認定こども園ね。 

林康司こども育成課長 
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認定こども園が３園と幼稚園も３園ございます。 

以上です。 

中川原豊志委員 

数については、前年度と一緒ですか。 

地域型か何かが増えたかと思うんですけど。 

林康司こども育成課長 

地域型事業所が今年初めに１園開所しておりますので、地域型が１園増えたものにはなっ

てます。 

中川原豊志委員 

１園増えたことによって、園児の預かる数が何人分ぐらい増えたというのは分かりますか。 

林康司こども育成課長 

増えた園につきましては、儀徳町にあります、あいあい保育園の分園ではないですけれど

も、新たに事業所をつくってあるんですけれども、あちらがいろいろお話も出てますように

水害等々遭われた中で、教室の使い方を改めて考えられる中で、あいあい園の定員を少し減

らしてその分をきらきら保育園に持っていかれるようにしております。 

ただ、０、１、２歳の定員はトータルでは増やした形で事業を行っていただくように協議

はいたしております。 

中川原豊志委員 

０、１、２歳が何名ぐらいか増えると？ 

林康司こども育成課長 

きらきら保育園で受け入れられるのは０、１歳で11名で伺っております。 

中川原豊志委員 

ここで最後ですが、現在で分かる範囲でいいんですが、令和５年度４月からの園の入所に

ついてある程度状況は分かってきてるかなと思うんですが、現在で待機児童となる方がいる

のかいないのか。 

また、入所待ちが出そうなのか分かる範囲で結構ですので教えてください。 

林康司こども育成課長 

現在、保育所の４月からの入所に関しましては二次調整中でございますので、まだはっき

りとした入所待ち児童が何人というのはお答えができないんですけれども、やはり優先順位

ですね。 

０、１、２歳児で受入れができる可能な人数よりは多く申込みを頂いている状況ですので、

入所待ち児童は発生するものと捉えております。 

中川原豊志委員 

ありがとうございます。 
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その辺上手に少しでも多くの方が入園できるように、入所待ちも含めて待機児童ゼロにな

るように御努力をいただきたいというふうに思っております。 

あと、もう一点だけ。 

がん検診の費用も昨年度より少し上がってるのかなという気がするんですけど、昨年度と

の比較がないんで申し訳ございません。 

がん検診の受診状況を前年度の委託料等を踏まえて教えていただけますか。 

名和麻美健康増進課長兼保健センター所長 

がん検診の委託料につきましては、昨年同様に比べますと132万6,000円ほど委託料自体は

下がっておりますけれども、これは、一つは子宮がんの佐賀県内の広域化の委託料が下がっ

たことによるものが主な理由でございます。 

検診料が下がっております。 

実績につきましては、令和３年度に比べておおむね増加しております。 

例えば、胃がん検診は80名ほど増加見込みでございまして、子宮がん検診につきましては、

集団健診でも260名ぐらい増加してますので、コロナの影響で、令和２年、３年が、若干受診

者数も減っておりましたが、４年度は少し盛り返しつつあるというところでございます。 

中川原豊志委員 

ありがとうございます。 

コロナ前よりも若干増えてきているという状況でございますが、がん検診無料ということ

で鳥栖市のほうではやってますんで、私も受けたり受けなかったりしたときもあるんですけ

れども、やっぱり、早期発見、早期治療で助かる命もあると思いますし、また、早期発見で

きたときにがんセンターがそこにあるというのが鳥栖市の魅力だと思いますんで、せっかく

の取組なんで、多くの方に無料で検診を受けてもらうような方策を再度ＰＲをしていただき

たいと要望しておきます。 

成冨牧男委員 

15ページの子どもの医療費です。 

扶助費のところの４番目にあります、３億円。 

これが見込みで一部負担金が生じるけれども、これで中学校までの医療費はただ――ただ

というか一部負担があるけど、それを除けばただになりますよという意味でいいんですよね。 

この３億円に伴って、出てくる一部負担をどれぐらい見込んであるのかと。 

歳入と歳出の関係を教えてほしいんですよね。その一部負担はどこに行っとっとかな。 

林康司こども育成課長 

一部負担につきましては、病院のほうに払っていただいております。 

成冨牧男委員 

その一部負担の金額がどれくらいになるのか。 
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林康司こども育成課長 

以前委員会等々でお答えさせていただいたことがあるかもしれませんが、手元に令和３年

度の決算の数字がありますので、実際の件数に500円を掛けた数字でいきますと、通院で、０

歳から中学生までの合計の件数が14万8,199件でしたので、それに500円を掛けますと7,409

万9,500円が通院分でございます。 

あと入院分もございますので、入院分につきましては、680円で１医療機関1,000円ですの

で、1,000円を乗じた68万円が自己負担をしていただいている金額になっております。 

成冨牧男委員 

御存じの方も多いと思いますが、お隣の基山町は完全無料ですよね。 

今の話ですと、7,500万円くらいあればできるっていうことで確認しとっていいですかね。

するじゃなくて、財源としてはそれぐらいでできるんだということでよろしいですか。 

林康司こども育成課長 

令和３年度の決算からすればそうですけど、令和２年度からの中学生の件数がコロナ禍の

中でどこまで伸びるのかちょっと見通しはついてないかなと捉えておりますので、令和４年

度の件数である程度数字が出てくるものとは捉えております。 

成冨牧男委員 

今ちょっと心配されたのは、ただにしたら増えるかもしれんというのも入ってたと思いま

すけど。 

そこんところは確認をさせていただきました。 

それから、あと１つ、児童手当の関係です。 

今、国会でいろいろ言われてますよね。所得制限があったがいいとか、いやもう、全部撤

廃すべきだとか。 

今、国からどういう情報が来てるのか、来てないなら来てないでいいんですよ。 

今後、例えば所得制限を撤廃するっていう話になったときは、どういう形で事務が進んで

いくのか、もし分かればお願いします。 

林康司こども育成課長 

まだ何も国からの正式な情報はあっておりません。 

所得制限につきましては、今年度、特例分が1,200万円以上の方は5,000円がなくなるとい

うような部分がございまして。 

急にしたのに、また撤廃かというところもどういうふうに考えられるのかなあと思ってい

るところではあるんですけれども、まだそういう状況ではございません。 

成冨牧男委員 

分かりました。 

現場は大変だということをしっかり言ってください。 
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藤田昌隆委員長 

さっき言ったじゃないですか。 

まだ国でも決定してない、通知も何もないのに……、時間が足りないという思いがありま

すので、すいませんが簡潔明瞭にお願いします。 

樋󠄀口伸一郎委員 

15ページをお願いします。 

保育士確保と処遇改善に関する質問です。 

民生費、児童福祉費、保育園費の人件費関連がありましたんで、節１から４の人件費関連

の予算の人数をもう一回。 

林康司こども育成課長 

保育園費の報酬の中の会計年度任用職員報酬の予算に対することですけれども、月額の保

育士につきましては、保育士を30名、看護師を３名、調理員を10名、保育支援員を４名です。 

代替保育士の時間給の方は時間で計算しておりますので、人数について一定のカウントと

いうか、は行っておりません。職員の給料につきましては、予算といたしましては46名にな

っております。 

園長４名、主任保育士５名、栄養士が５名、あと保育士となっております。 

樋󠄀口伸一郎委員 

ありがとうございます。 

そうしたら、予算立ての人数の予算は分かりましたけど、今日現在で公立園での関係職員

の方が何名確保できているかっていうのを教えていただけませんか。 

予算の人数は分かったので、現状を教えてください。 

林康司こども育成課長 

会計年度の方で今年度までの方――すいません、はっきり把握はいたして…… 

樋󠄀口伸一郎委員 

おおよそでもいいですけど。 

林康司こども育成課長 

今年度３月で雇用している人数といたしましては、保育士が30名、調理員が12名となって

おります。 

育児休業の方も入っておりますので、その分も保育士は３名プラスにはなります。 

樋󠄀口伸一郎委員 

予算立ての人数分が人数として入っているけど、現状としては不足している状況であると

いうことですよね。 

分かりました。 

そうしたら、育児休業とかはいいことでもあるんで仕方がないことであると思うんですけ
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れども、毎年できるような不足想定ですね、満タンに埋まらない状態になると思うんで、予

算としては人数分立ててますけれども、そこが埋まらないっていうところに関してはどうい

うふうに考えるか。 

林康司こども育成課長 

埋まらない傾向としては、結果としてそうでありますし。予算の上げ方としては、正職で

あれば、産休、育休関係なしにその人数分は上げさせていただくものでございます。会計年

度の分につきましては、人数分で上げさせていただいておりますけれども、産休、育休の方

がいらっしゃる想定ではありますが、加配等の方も急遽お願いする部分があるかもしれませ

んので、そういったところでの保育士確保に努めたいとは思っております。 

樋󠄀口伸一郎委員 

どんどん行きます。 

そうしたら、公立保育園の関係職員の確保については一部触れていただいたんですけど、

保育士募集に関して、働いてくださいというような周知とかそれ以外に、確保のために当初

予算を立てたお金以外に考えていることってありますか。 

林康司こども育成課長 

やはり、コロナ禍でなかなか計画実行できなかった部分があるんですけれども、養成校の

訪問とかっていうのは、保育会議で行っていただくとか、うちの職員も園紹介の冊子等を持

って市の取り組む事業も紹介しながら養成校の訪問等は行っていただくように考えておりま

す。 

樋󠄀口伸一郎委員 

今までの努力というか、それを引き続きなされるというようなことですけど、それ以外に

なければ、その予算措置を含んで私立園の支援とか、本市で働いている保育士さん全般の処

遇改善を拡充することで、ひいては公立園の負担軽減にもつながるんじゃないかと私は考え

ておるんですけど、そこはどうですか。 

藤田昌隆委員長 

それは要望ですか。 

樋󠄀口伸一郎委員 

要望じゃないです、この当初予算の立て方に関しての質問です。 

そこはどうですか。 

林康司こども育成課長 

骨格予算でもございますので、そこまでの予算を含んだものではございません。 

樋󠄀口伸一郎委員 

分かりました。 

最後ですけど、いつもであれば当初予算を立てて議案が可決すれば令和５年度の予算執行
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が始まるんですけど、今までの実績だと、これが減額補正にずっとなっていくんで、そこが

極力少ないほうがやっぱり望ましいと思うし、予算執行の措置としては、場合によっては増

額補正っていうのも可能ですから、この辺を今までの取組どおりに見守っていくんじゃなく

て、独自の補助とかの検討や協議も行っていただきたいというふうに、ここでまた当初でも

申し上げたいです。 

そういう新たな協議とか検討については、部長どう考えますか。 

最後まとめて考え方を教えてください。 

終わります。 

古賀達也健康福祉みらい部長 

確かに、現状、保育士の確保対策というのが重要な課題であるというふうに認識いたして

おります。 

いろんな対策があるかと思います。 

独自で取り組まれているところもあります。 

そういった中で何が効果があるのか、また国の制度とかがございましたら、そういう財源

も活用をしてまいりたいと思っております。 

すぐに効果が現れるものではないかと思いますので、他市の取組等も参考にしながら、今

後保育士確保対策については、調査・研究してまいりたいと考えております。 

以上でございます。 

樋󠄀口伸一郎委員 

ありがとうございます。 

できるできんは別でいいので、そういった先進地の調査も含めながら、ぜひ前向きに検討

いただきたいと思います。 

よろしくお願いします。 

飛松妙子委員 

３ページに児童虐待・ＤＶ対策等補助金が107万1,000円ってあるんですが、この児童虐待

について、歳出の予算がどこに入って幾らあるのかと事業内容について教えてください。 

林康司こども育成課長 

この分につきましては、主に婦人相談員の人件費になっておりますので、14ページの児童

福祉総務費の会計年度任用職員報酬の中に含まれるものになっております。 

事業内容につきましては、婦人相談員ですのでＤＶの相談等になっております。 

特に近頃ですとＤＶとか生活の支援とかの相談になっております。 

飛松妙子委員 

ということは、児童虐待に対する鳥栖市の取組は相談のみということでしょうか。 

林康司こども育成課長 
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児童虐待につきましては、相談のみっていうか、虐待の部分につきましては、家庭児童相

談員と市の担当職員も対応する中で、大きな内容につきましては、児童相談所や虐待という

ことになると警察への通報とかそういったところの対応も出てまいりますので、そこは関係

機関と連携して訪問も含めて対応しているところでございます。 

飛松妙子委員 

では、その相談者という方はどういう方が相談をされるのか、何件ぐらい相談があるのか、

お分かりになりますでしょうか。 

林康司こども育成課長 

件数につきましては、こちらも令和３年度の決算でお伝えさせていただきますと、実数が

505人で、件数としては2,917件です。 

内容といたしましては、虐待の分もそうですけれども、生活相談とか、虐待に入りますけ

れども、ネグレクト等々の相談を受けているところでございます。 

飛松妙子委員 

どういう方が相談をしているのかというのはお分かりになりますか。 

例えば、御近所の方とか御親戚の方とか親とか子供とかその辺りは分かりますか。 

野中潤二こども育成課子育て支援係長 

家庭児童相談につきましては、飛松議員がおっしゃるとおり御近所の方の通報ももちろん

ですが、子育てに悩んでる方の相談とか、民生委員さんからの御相談とかもあっているとこ

ろでございます。 

飛松妙子委員 

ということは、子供本人からの相談はなかなかないということですね。 

林康司こども育成課長 

ケースは少ないですけど、ないことはないです。 

飛松妙子委員 

子供に関しては、学校とかとの連携も必要になってくると思うんですが。実際児童虐待を

受けた方からお話を伺うと、自分が虐待を受けていることになかなか気づかないという子供

が多いっていうことと、それを周りの方が気づかないっていうこともあるということもお聞

きしてますので、そうなったときに、どのような取組が今後必要なのかなっていうのがあり

ます。 

今後どのような取組をしたらいいのかっていうところで、児童虐待に関して、講演会じゃ

ないですけど、そういう取組とか今までにあったのか、もしされてあるんだとしたらどうい

う反響があったのかとか、あれば教えていただければと思うんですが。 

林康司こども育成課長 

虐待に関しての研修とか講習につきましては、保育士等々への研修は県なり自分たちでの
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研修の中で行われてあります。 

特に着替え等々されてあるときとか、朝の登園時とかに様子が変わってないかとか、着替

え時に様子を見るとか、それは保育所だけでなく幼稚園もそのような対応をされてあります

ので、その中から、うちなり、保健センターなり、児童相談所に連絡が行くようになってお

ります。 

また、病院からも疑わしきものということであれば、同様に連絡が入るようにはなってお

ります。 

飛松妙子委員 

やっぱり見つける側が見つけていただくというのが一番ありがたいことだと思います。 

保育士さんもそうですし、学校の先生もそうですし、その研修を充実していただければと

思いましたので、ありがとうございます。 

以上です。 

藤田昌隆委員長 

それでは、よろしいですか。 

    〔発言する者なし〕 

質疑を終わります。 

暫時休憩をいたします。 

                                          

  午後３時20分休憩 

                                          

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

                                          

  午後３時21分開会 

                                          

藤田昌隆委員長 

再開します。 

                                          

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

                                          

   議案甲第７号鳥栖市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する 

基準を定める条例の一部を改正する条例 

   議案甲第８号鳥栖市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例 

の一部を改正する条例 
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藤田昌隆委員長 

次に、議案甲第７号鳥栖市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基

準を定める条例の一部を改正する条例及び議案甲第８号鳥栖市家庭的保育事業等の設備及び

運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例を一括議題といたします。 

執行部の説明を求めます。 

林康司こども育成課長 

ただいま議題になっております、議案甲第７号及び第８号のうち、初めに議案甲第７号鳥

栖市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部を

改正する条例案について御説明申し上げます。 

資料につきましては、鳥栖市議会定例会議案の12ページをお願いいたします。 

改正の理由につきましては、こども家庭庁設置法の施行に伴う関係法律の整備に関する法

律の施行に伴い、改正をいたすものでございます。 

改正の内容といたしまして、12ページで改正前改正後を新旧対照で掲載しておりますけれ

ども、分かりやすいのが、(1)認定こども園の改正前ですが、法第19条第１項各号となってい

る分が、改正後は法第19条各号になっており、第１項の項が削除となっております。 

この法につきましては、子ども・子育て支援法でございまして、改正前の第２項に内閣総

理大臣の厚生労働大臣への事前協議について、規定がされておりましたが、こども家庭庁が

内閣府の外局として設置されるため、協議が不要となり第２項が削除され、それに伴い第１

項も削除がなされたものでございます。 

ほとんどの条文につきましては、法第19条に関するものが、改正ということになっており

ますが、もう一つ、16ページをお願いいたします。 

今度は(3)幼稚園のところの学校教育法の表記でございますけれども、改正前が第25条の規

定となって、改正後が第25条第１項の規定と、新設の改正がなされております。 

これはこども家庭庁の設置後も学校教育、幼稚園が引き続き文部科学省の所管になってい

ることから、幼稚園、保育所及び認定こども園の教育、保育の内容に関する基準の整合性の

確保のため、文部科学大臣は内閣総理大臣に事前に協議することを義務づける規定が追加さ

れるため、もともとの項が無い分に項が出来たということで、項の追加になっております。 

この分の施行期日につきましては、令和５年４月１日といたしております。 

続きまして、議案甲第８号鳥栖市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める

条例の一部を改正する条例案について御説明申し上げます。 

資料の24ページをお願いいたします。 

改正の理由につきましては、家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準の一部改正に

伴い、改正をいたすものでございます。 

改正の内容といたしましては、25ページから見ていただきたいんですけれども、最初に第
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８条の２が第１項から第４項につきましては、安全計画の策定等が規定されており、家庭的

保育事業の利用乳幼児の安全確保のための安全計画の策定及び必要な措置を行うことが義務

化されるため、新たに規定されております。 

第８条の３につきましては、自動車を運行する場合の所在の確認ということで、バス送迎

に当たっての安全管理の徹底に関し、自動車を運行する場合の利用乳幼児の所在確認と安全

装置の装備が義務化されるため、新たに規定されております。 

次に、26ページをお願いいたします。 

第11条になります。 

この条文は他の社会福祉施設等を併せて設置するときの設備及び職員の基準が規定されて

おります。 

改正後の内容といたしましては、インクルーシブ保育を可能とするための設備及び人員基

準の緩和で、家庭的保育事業所等は、他の社会福祉施設等を併せて設置するとき、例えます

と、保育所に児童発達支援の事業所が併設されている場合におきましては、保育所の利用児

童と児童発達支援の利用児童の保育を行う中で、行う保育に支障がない限り、設備及び職員

を兼ねさせることが可能となるための規定の改正がなされております。 

最後に、第15条になります。 

この条文は衛生管理等が規定されており、改正後の内容といたしまして、必要な措置の内

容が明確化されており、職員に対しての感染症及び食中毒の予防及び蔓延防止のための訓練

を定期的に実施するよう規定を改正しております。 

施行期日につきましては、こちらも令和５年４月１日といたしております。 

また、経過措置で送迎バスの安全装置の装備に関して、令和６年３月31日までの間は備え

ないことができるとなっておりますが、代替措置を講じて、利用乳幼児の所在の確認を行わ

なければならないことになっております。 

ただ、市内の家庭的保育事業所等におきましては、家庭的保育事業所３施設、小規模保育

事業所３施設、事業所内保育事業所施設、いわゆる地域型保育事業所におかれましては、送

迎バスを所有している施設はございません。 

以上で説明を終わります。 

藤田昌隆委員長 

説明が終わりましたが、質問のある人はどうぞ。 

    〔発言する者なし〕 

ない？ 

それでは、質疑がありませんので、質疑を終わります。 

                                          

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 
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藤田昌隆委員長 

以上で本日の日程は終了いたしました。 

月曜日に教育部をやります。 

本日はこれをもって、終了といたします。 

                                          

  午後３時30分散会 
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２ 欠席委員氏名 
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４ 出席した議会事務局職員の職氏名 

 

  議事調査係主査 松雪望 

 

５ 日程 

 

  教育部（教育総務課、学校教育課、学校給食課、生涯学習課）審査 

   議案乙第３号令和４年度鳥栖市一般会計補正予算（第９号） 

   議案乙第９号令和５年度鳥栖市一般会計予算 

   議案甲第12号鳥栖市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準 

         を定める条例の一部を改正する条例 

〔説明、質疑〕 

  報告 

   第２次鳥栖市子ども読書活動推進計画の報告について（生涯学習課） 
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  午前10時８分開会 

                                            

藤田昌隆委員長 

本日の文教厚生常任委員会を開きます。 

教育部の審査を始めるに当たりまして、小栁部長より御挨拶をいただきたいと思います。

よろしくお願いします。 

小栁秀和教育部長 

おはようございます。 

文教厚生常任委員会の教育部関係の審査に当たり、御挨拶申し上げます。 

今回御審議いただく教育部関係の議案といたしましては、甲議案が１件、乙議案が２件、

合計３議案でございます。 

まず、議案甲第12号鳥栖市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める

条例の一部を改正する条例は、児童福祉施設の設備及び運営に関する基準等の一部を改正す

る省令が、令和５年４月１日から施行されることに伴い、条例を改正するものです。 

次に、議案乙第３号令和４年度鳥栖市一般会計補正予算（第９号）の主なものにつきまし

ては、決算見込みによるものです。 

また、年度内に完了が見込むことができない事業について、繰越明許費の設定を行ってお

ります。 

最後に、議案乙第９号令和５年度鳥栖市一般会計予算の主なものにつきましては、学校給

食費公会計化事業、田代小学校及び旭小学校の大規模改造事業、特別支援教育支援員の配置、

放課後児童クラブに係る経費、図書館運営に係る経費などでございます。 

甲議案、乙議案の詳細につきましては、各課長から説明をいたしますので、よろしく御審

議賜りますようお願い申し上げ、御挨拶といたします。 

藤田昌隆委員長 

ありがとうございました。 

                                          

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

                                          

  教育部（教育総務課、学校教育課、学校給食課、生涯学習課） 

                                          

   議案乙第３号令和４年度鳥栖市一般会計補正予算（第９号） 

                                          

藤田昌隆委員長 



 

 

- 172 - 

それでは、議案乙第３号令和４年度鳥栖市一般会計補正予算（第９号）を議題といたしま

す。 

執行部の説明を求めます。 

佐藤正己教育総務課長 

おはようございます。 

それでは、議案乙第３号令和４年度鳥栖市一般会計補正予算（第９号）の教育委員会事務

局関係につきまして、お手元に配付いたしております文教厚生常任委員会資料にて説明させ

ていただきます。 

まず歳入からでございます。 

委員会資料２ページをお願いいたします。 

款14分担金及び負担金、項２負担金、目２教育費負担金、節１小学校費負担金及び節２中

学校費負担金につきましては、学校管理下における傷害保険である日本スポーツ振興センタ

ー負担金額の確定に伴う補正でございます。 

牛嶋英彦生涯学習課長兼図書館長 

款15使用料及び手数料、項１使用料、目５教育使用料、節１社会教育使用料につきまして

は、鉄塔敷地使用料等及び勤労青少年ホームの使用料の決算見込みによる補正でございます。 

佐藤正己教育総務課長 

款16国庫支出金、項２国庫補助金、目５教育費国庫補助金、節１教育総務費国庫補助金、

２項目め、公立学校情報機器整備費補助金につきましては、ＩＣＴ教育支援委託業務のうち、

対象事務経費に対する補助金額が決定いたしましたので、今回計上いたしたものでございま

す。 

補助率は３分の１でございます。 

節２小学校費国庫補助金、４項目め、学校施設環境改善交付金につきましては、麓小学校

トイレ改修工事に係る交付金が加算配分されたことに伴う増額分でございます。 

節３中学校費国庫補助金につきましては、５項目め、感染症対策・学習保障等支援事業費

補助金につきまして、鳥栖中学校換気対策による物品購入等に対する補助金でございます。 

牛嶋英彦生涯学習課長兼図書館長 

節４社会教育費国庫補助金につきましては、それぞれ決算見込みによる減額でございます

が、２項目めの国宝重要文化財等保存・活用事業費補助金につきましては、国の補助率が５

割から７割に増えたことによる増額の補正でございます。 

款17県支出金、項２県補助金、目６教育費県補助金、節４社会教育費県補助金につきまし

ては、それぞれ決算見込みによる減額補正でございます。 

款17県支出金、項３委託金、目４教育費県委託金、節２社会教育費委託金につきましては、

人権啓発活動再委託金として、８月の同和問題啓発強調月間に行いました啓発活動及び同月
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間に併せて開催しました同和問題講演会に係る経費でございます。 

佐藤正己教育総務課長 

委員会資料４ページをお願いいたします。 

款22諸収入、項６雑入、目４雑入、節４雑入の１項目め、中原特別支援学校田代分校負担

金につきましては、中原特別支援学校田代分校の光熱水費負担分と田代小学校大規模改造工

事に係る工事関連負担金の合計でございます。 

牛嶋英彦生涯学習課長兼図書館長 

社会教育施設雑入につきましては、決算見込みによる補正でございます。 

佐藤正己教育総務課長 

款23市債、項１市債、目６教育債、節１小学校債につきましては、麓小学校トイレ改修工

事に係ります学校施設改善交付金増額に伴います、小学校債の減額でございます。 

牛嶋英彦生涯学習課長兼図書館長 

節２社会教育債につきましては、（仮称）生涯学習センター整備事業の決算見込みによる

減額補正でございます。 

以上で、歳入の説明を終わります。 

佐藤正己教育総務課長 

続きまして、歳出について申し上げます。 

委員会資料６ページをお願いいたします。 

款10教育費、項１教育総務費、目１教育委員会費、目２総務事務局費及び目３学校教育事

務局費につきましては、それぞれ決算見込みに伴う補正でございます。 

項２小学校費、目１学校施設管理費、節11役務費のうち通信運搬費は、タブレット充電保

管庫を移設するため補正するものでございます。 

節14工事請負費につきましては、決算見込みによる減額でございますが、委員会資料14ペ

ージをお願いいたします。 

繰越明許費でございます。 

項２小学校費、事業名特別支援学級整備事業117万7,000円につきましては、特別支援学級

整備事業として、営繕工事費に基里小学校の令和５年度の特別支援学級の学級編制に伴う教

室の間仕切りの設置工事に要する費用を計上したものでございます。 

工事は、３学期終了後に行う必要があり、事業完了が令和５年度になる見込みであり、繰

越しを行うものでございます。 

続きまして、目２学校事務管理費につきまして、その主なものは、決算見込みより減額補

正でございます。 

節10需用費、消耗品費につきましては、令和５年４月入学の新入生用防犯ブザーを購入す

る費用でございます。 
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目３教育振興費につきましては、決算見込みより減額でございます。 

犬丸章宏学校給食課長 

続きまして、目４学校給食センター費の主なものについて申し上げます。 

節１報酬から節８旅費までにつきましては、学校給食課職員の育児休暇の取得及び会計年

度任用職員の年度途中での退職等によります。 

人件費の決算見込みにより、減額補正するものでございます。 

佐藤正己教育総務課長 

続きまして、項３中学校費、目１学校施設管理費、節11役務費の通信運搬費につきまして

は、鳥栖中学校充電保管庫移設に係る費用を計上いたしました。 

節12委託料、ＩＣＴ環境整備委託料につきましては、田代中学校の特別支援学級増等に伴

う、Ｗｉ－Ｆｉ環境整備に係る費用でございます。 

目２学校事務管理費、目３教育振興費につきましては、決算見込みによる減額でございま

す。 

牛嶋英彦生涯学習課長兼図書館長 

項４社会教育費、目１社会教育総務費につきましては、節１報酬から節８旅費まではそれ

ぞれ決算見込みによる減額でございます。 

節12委託料につきましては、（仮称）生涯学習センター整備に伴う、改修工事監理委託料

の決算見込みによる減額が主なものでございます。 

節18負担金、補助及び交付金につきましては、放課後児童健全育成事業等、決算見込みに

よる減額で、放課後児童クラブにおける新型コロナウイルス感染症対策のための消耗品等の

購入費補助の減額、新型コロナウイルス感染拡大により、対馬への派遣事業が中止になった

ことによる少年少女派遣事業補助金の減額などが主なものでございます。 

目２文化財保護費について申し上げます。 

節１から節18までそれぞれ決算にによる減額でございます。 

目３図書館費につきましても、それぞれ決算見込みによる減額をお願いしております。 

目４埋蔵文化財発掘調査費につきましても、それぞれ決算見込みによる減額でございます。

12ページをお願いいたします。 

目５埋蔵文化財調査受託費につきましては、受託による本調査が行われなかったことによ 

る減額が主なものでございます。 

目８勤労青少年ホーム費につきましても、それぞれ決算による減額でございます。 

次に、繰越明許費について説明をいたします。 

資料の14ページをお願いいたします。 

款10教育費、項４社会教育費の麓小学校なかよし会整備事業につきましては、鳥栖北小学

校なかよし会Ｂ・Ｃクラスの建設工事入札不調を踏まえまして、当初予定しておりましたプ
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レハブ構造から市内建築業者へ発注可能な軽量鉄骨構造への設計変更を行うため日数を要し、

年度内に事業が完了しない見込みのため繰越しを行うものでございます。 

また、放課後児童安全対策事業につきましては、機器の調達に時間がかかると認められる

ことから、繰越しをお願いするものでございます。 

以上、議案乙第３号令和４年度鳥栖市一般会計補正予算（第９号）についての説明を終わ

ります。 

藤田昌隆委員長 

執行部の説明が終わりました。 

これより質疑を行います。 

樋󠄀口伸一郎委員 

おはようございます。 

歳入の２ページで１点だけ御質問です。 

款16国庫支出金、項２国庫補助金、目５教育費国庫補助金、節２小学校費国庫補助金の学

校施設環境改善交付金の126万9,000円について、御説明で麓小学校の加算配分になりました

ということで分かりましたけど、何で加算配分になったのか教えていただきたいです。 

佐藤正己教育総務課長 

この件につきましては、県のほうにも確認をしたんですけれど、配分がありましたという

ことの回答でした。 

何か特別なことをしたからとかそういうことじゃなくて、当初予算では加算率っていうの

が上げてなかったので、この分に関しまして、1.7っていう加算率を掛けて交付っていう形で

の決定が来たということで、126万9,000円に増えたということです。 

詳細な理由については、県からも教えていただけなかったというところです。 

申し訳ございません。 

樋󠄀口伸一郎委員 

ありがとうございます。 

もらえるものはって言ったらいかんですけど、できればこうやって頂けるほうが市として

は望ましいかなと思ったんですけど、その理由が分かれば、こういうケースがある場合に漏

れのないように今後貰っていけるのかなと思ったんですけど、分からないということであれ

ば、国の気が向いて見てもらえたという事実があるんでよかったんですけど、この増額補正

があったんで、小学校債の減額補正にもつながってくるということでいいですか。 

佐藤正己教育総務課長 

126万9,000円ですので、その端数を切った分の100万円が減額という形です。 

樋󠄀口伸一郎委員 

分かりました。 



 

 

- 176 - 

藤田昌隆委員長 

ほかにありますか。 

飛松妙子委員 

国宝重要文化財のところで、国の補助が５割から７割になりましたってあったんですが、

まずこの内容と、なぜ５割から７割になったのか、また今後もこの事業が続くのか、補助金

がこのようになるのか教えてください。 

島孝寿生涯学習課文化財係長 

おはようございます。 

国宝重要文化財等保存・活用事業費につきましては、勝尾城筑紫氏遺跡におけます葛籠城

跡という地区が平成30年に土砂災害で破損しまして、その修繕事業としてこの事業が行われ

ております。 

修繕もしくは施設を改修する場合につきましては、７割補助ということが文化庁のほうか

ら示されておりますが、当初、予算を市へ上げますときは、まだその補助金がつくかどうか

分かっておりませんので、その際は一応通常の５割補助ということで上げさせていただいて

おりました。 

そして、予算が通りました後、国のほうから災害復旧ということで対応していいというこ

とになりましたもので、７割補助ということで今回上げさせていただいております。 

以上でございます。 

飛松妙子委員 

ありがとうございます。 

ということは、今年度の補助金で終わりということで、来年度からの災害の対応というの

は、もう修繕も終わって、ないということですかね。 

島孝寿生涯学習課文化財係長 

そのとおりでございまして、今年度については予算のほうを上げておりません。 

以上でございます。 

藤田昌隆委員長 

ほかにありますか。 

成冨牧男委員 

繰越明許費、款10教育費、項２の小学校費、特別支援学級整備事業。 

新学期からの支援学級増に伴い……、ところが年度内に出来ないということですよね。 

その間どういうふうにされるのかお願いします。 

佐藤正己教育総務課長 

春休みになって教室を２つに割るような工事を行いますので、春休みから始めるので年度

内完了が難しいということです。 
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成冨牧男委員 

４月ちょっとかかるけんね。 

よく分かりました。 

中川原豊志委員 

14ページの繰越明許費のところで、麓小学校なかよし会の整備事業の設計に日数を要した

ということで、説明によりますと軽量鉄骨のほうに設計を変更するということもあったんで、

そうすることによって地元業者への発注機会が増えるというふうに判断してよろしいでしょ

うか。 

牛嶋英彦生涯学習課長兼図書館長 

おっしゃるとおり当初麓小学校につきましては、プレハブ構造ということで考えておりま

したが、この構造でやると専門業者への発注になってしまいますが、今回設計を見直してお

ります、軽量鉄骨の在来工法のものにつきましては、市内建築業者への発注が可能だという

ふうに考えているところでございます。 

中川原豊志委員 

それはいいことだというふうに理解をさせていただきます。 

ただ、設計に時間を要したことによって、麓小学校のなかよし会の運用時期は来年当初ぐ

らいに予定をされてるであろうと思うんですが、そこへの影響というのはないですか。 

牛嶋英彦生涯学習課長兼図書館長 

今回設計を行います、麓小学校については、設計の終了を６月の終わり頃というふうに見

込んでおりまして、それから工事の入札等の準備にかかりまして、令和５年度末までには完

成をできるものというふうに考えているところでございます。 

中川原豊志委員 

そこについては、ぜひ完了時期を守っていただくような施工でよろしくお願いします。 

関連ですけれども、鳥栖北小学校のなかよし会が昨年入札不落になって再入札するという

ふうなことでございましたけれども、その辺の結果について報告できる範囲があればしてい

ただければと思います。 

牛嶋英彦生涯学習課長兼図書館長 

鳥栖北小学校なかよし会Ｂ・Ｃクラスの新設工事につきましては、３月２日に再度入札を

行いまして、２者から応札がありまして１者落札になっております。 

工期につきましては、一応３月10日から令和５年７月28日までを現在予定しているところ

でございます。 

以上でございます。 

中川原豊志委員 

また不落になることがないようにちょっと心配をしておりましたけれども、一応落札業者
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がいらっしゃったということで安心をしております。 

ただ、一日でも早く運用開始できるようにしていただくことと、改めてその期間の待機児

童がどこかの場所で受入れができるような形で、待機児童が発生しないような施策も重ねて

よろしくお願いしときます。 

藤田昌隆委員長 

落札したのは地元業者？ 

牛嶋英彦生涯学習課長兼図書館長 

業者については、先ほど申し上げたとおり、この物件につきましては、プレハブ構造にな

っておりますので、前回と同じ市外のプレハブ専門業者を対象に入札を行っておりまして、

２者から入札があったところでございます。 

成冨牧男委員 

どうしようかと思ったけど、初めて聞くのでちょっと聞かせていただきたいと思います。

さっきの特別支援学級整備事業。 

ここだけに限りませんけど、いわゆる間仕切りしてやりますよね。 

あれって１人当たりの広さとか、何か基準みたいなのがあるんですか。 

それぞれの障害もしくは障害に至らんまでも特性があるから、なかなか難しいんじゃない

かと思いますけど、１人当たりの面積とか何か基準があるんですかね。 

城島直也教育総務課総務係長 

先ほどの御質問にお答えいたします。 

小学校の教室の広さ及び特別支援学級の部屋の広さにつきましては、法令上の平米数の基

準というのはございません。 

一般的には、小学校の広さは大体63平米というのが多いんですけれども、これも以前の建

物の構造上でそういった面積になっております。 

唯一基準としてありますのは、特別支援学級につきましては、子供たちの特性を考えた上

での学級運営に支障がないというところのみになっておりますので、部屋の広さにつきまし

ては、各学校と話をした上で、その子たちの特性に応じたところでの間仕切りをする、しな

いというところも学校を含めて判断をしていただいているような状況でございます。 

成冨牧男委員 

今のような答えになるかとは思いますけど、訪問したときに切ないというか何か……、よ

ろしくお願いします。 

藤田昌隆委員長 

 ほかに。 

    〔発言する者なし〕 

それでは、質疑を終わります。 
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∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

                                          

   議案乙第３号令和４年度鳥栖市一般会計補正予算（第９号） 

                                          

藤田昌隆委員長 

次に、議案乙第９号令和５年度鳥栖市一般会計予算を議題といたします。 

執行部の説明を求めます。 

佐藤正己教育総務課長 

それでは、議案乙第９号令和５年度鳥栖一般会計予算の説明を行います。 

引き続き、お手元に配付させていただいております、文教厚生常任委員会資料にて説明さ

せていただきます。 

２ページをお願いいたします。 

歳入でございます。 

款14分担金及び負担金、項２負担金、目２教育費負担金、節１小学校費負担金及び節２中

学校費負担金につきましては、学校管理下における傷害保険である日本スポーツ振興センタ

ー負担金１人当たり935円のうち、保護者に御負担いただく460円分の生徒数に掛けた金額を

計上いたしております。 

牛嶋英彦生涯学習課長兼図書館長 

款15使用料及び手数料、項１使用料、目７教育使用料、節１社会教育使用料につきまして

は、生涯学習センター使用料及び鉄塔敷地料を計上いたしております。 

古賀泰伸学校教育課長 

続きまして、款16国庫支出金、項２国庫補助金、目５教育費国庫補助金、節１教育総務費

国庫補助金にあります、教育支援体制整備事業費補助金につきましては、令和４年度から配

置しております、特別支援教育相談員及び医療的ケア児支援に係る事業費について国から３

分の１の補助を受けるものでございます。 

以上です。 

佐藤正己教育総務課長 

節２小学校費国庫補助金及び節３中学校費国庫補助金の主なものにつきましては、特別支

援教育就学奨励費補助金、理科教育設備整備費補助金及び感染症対策・学習保障等支援事業

費補助金となっており、どちらも国庫補助金は２分の１となっております。 

牛嶋英彦生涯学習課長兼図書館長 

節４社会教育費国庫補助金のうち、埋蔵文化財発掘調査補助金につきましては、市内文化

財確認調査に伴う補助金として国から２分の１の補助を受けるものでございます。 
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子ども・子育て支援交付金につきましては、放課後児童健全育成事業に対する補助金とし

て国から事業費の３分の１の補助を受けるものでございます。 

子ども・子育て支援整備交付金につきましては、鳥栖小学校なかよし会Ｂ・Ｃクラスの建

設工事に対する国の補助で補助率は３分の２でございます。 

こちらについては、歳出のほうでまた御説明をいたします。 

続きまして、３ページを御覧ください。 

古賀泰伸学校教育課長 

款17県支出金、項２県補助金、目６教育費県補助金、節１教育総務費県補助金につきまし

ては、小学校に配置しておりますスクールカウンセラーの事業費に対しまして、県から３分

の１の補助を受けるものでございます。 

同じく、節２小学校費県補助金につきましては、各学校に配置しております教員業務支援

員配置事業費について、県から５分の３の補助を受けるものでございます。 

節３中学校費県補助金につきましては、放課後等補充学習支援事業費及び教員業務支援員

配置事業費について、県から５分の３の補助。 

部活動指導員活用事業に、県から３分の２の補助。 

別室における学校生活支援事業について、県から２分の１の補助を受けるものでございま

す。 

牛嶋英彦生涯学習課長兼図書館長 

節４社会教育費県補助金につきましては、人権・同和教育振興費補助金として人権同和に

係る社会教育指導員の人件費及び同和教育集会所の運営に対する県補助でございます。 

それから、埋蔵文化財発掘調査及び子ども・子育て支援事業費、子ども・子育て支援整備

費につきましては、先ほど補助金で説明いたしました補助金の県費分でございます。 

こちらの補助率につきましては、埋蔵文化財発掘調査補助金が100分の18、子ども・子育て

支援事業費補助金が３分の１、子ども・子育て支援整備費補助金につきましては、６分の１

でございます。 

その下、学校・家庭・地域連携協力推進事業費補助金につきましては、放課後子ども教室

事業に対して県から事業費の３分の２の補助を受けるものでございます。 

次に、項３委託金、目４教育費県委託金、節２社会教育費委託金につきましては、人権啓

発活動再委託金として同和問題強調月間における事業及び花いっぱい運動に係る委託金でご

ざいます。 

古賀泰伸学校教育課長 

先ほどの１つ上になります。 

目４教育費県委託金、節１教育総務費委託金につきましては、鳥栖市立の小中学校に対す

る研究指定事業について県から10分の10の委託を受けるものでございます。 
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以上です。 

牛嶋英彦生涯学習課長兼図書館長 

４ページをお願いいたします。 

款22諸収入、項４受託事業収入、目１受託事業収入、節５教育費受託収入の埋蔵文化財発

掘調査受託料につきましては、開発事業に伴う埋蔵文化財発掘調査に係る経費を開発業者か

ら受託するものとして計上いたしております。 

佐藤正己教育総務課長 

項６雑入、目４雑入、節４雑入の中原特別支援学校田代分校負担金につきましては、中原

特別支援学校田代分校の光熱水費等負担金でございます。 

犬丸章宏学校給食課長 

その下、学校給食費につきましては、令和５年度から会計を公会計とすることとしており

ますことから、本市の学校給食において使用します食材の購入費として、保護者、教職員な

どに負担していただきます学校給食費を計上しております。 

学校給食費の額につきましては、小学校給食は１食当たり265円、年間で１人当たり５万615

円。 

中学校給食は１食当たり320円。 

年間で１人当たり６万1,760円。 

中学校３年生は１人当たり５万7,600円として見込んでおります。 

なお、資料19ページにつきましては、歳出において説明させていただきます。 

牛嶋英彦生涯学習課長兼図書館長 

鳥栖市誌等販売代金、それから社会教育施設雑入についてそれぞれ計上いたしております。 

款23市債、項１市債、目６教育債、節１小学校債につきましては、田代小学校大規模改造

事業及び旭小学校大規模改造事業に伴う教育債でございます。 

以上で、歳入について説明を終わります。 

続きまして、歳出について申し上げます。 

５ページをお願いいたします。 

款10教育費、項１教育総務費、目１教育委員会費につきましては、節１報酬につきまして

は、教育委員４名分の報酬でございます。 

節８旅費につきましても、教育委員会等の視察等の旅費でございます。 

続きまして、目２総務事務局費、節２給料から節４共済費につきましては、教育長、教育

部長及び教育総務課職員７人、計９人分の人件費でございます。 

以上でございます。 

古賀泰伸学校教育課長 

続きまして、６ページを御覧ください。 
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目３学校教育事務局費、節１報酬は、いじめ問題対策委員会への報酬及び会計年度任用職

員に対する報酬となっております。 

節２給料から節４共済費までは、学校教育課職員及び会計年度任用職員に係る費用となっ

ております。 

以上です。 

犬丸章宏学校給食課長 

同じく委員会資料６ページの、目３学校教育事務局費のうち、節10需用費、節11役務費の

うち、学校給食費の会計を公会計とすることに係ります事項につきまして説明いたします。 

委員会資料の19ページをお願いいたします。 

学校給食費を令和５年度から公会計とすることに伴いまして、給食費の徴収・管理及び食

材の購入に要します経費を計上しております。 

事業費の表に記載している内容の主なものといたしましては、項１教育総務費、目３学校

事務局費は、通信運搬費128万1,000円は、給食費関係の通知書を保護者宛てに郵送するため

のものでございます。 

手数料51万4,000円は、給食費を納付書によりコンビニエンスストアやスマホアプリでお支

払いいただく際の手数料でございます。 

項２小学校費の給食材料費２億5,100万円、項３中学校費の給食材料費１億4,000万円は、

それぞれ学校給食で使用します食材の購入費でございます。 

委員会資料19ページの説明は以上でございます。 

佐藤正己教育総務課長 

委員会資料６ページにお戻りください。 

節12委託料でございます。 

１項目め、警備委託料につきましては、小中学校の警備に要する費用でございます。 

ＩＣＴ支援業務委託料につきましては、小中学校でＩＣＴ機器を活用した事業研修等の支

援業務に要する費用でございます。 

古賀泰伸学校教育課長 

同じく委託料にあります３つ目、語学指導業務委託料につきましては、市立の小中学校に

配置しておりますＡＬＴの派遣業務の委託料、それと、医療的ケア支援委託料につきまして

は、医療的ケア児に係る委託料について計上している次第でございます。 

以上です。 

佐藤正己教育総務課長 

７ページをお願いいたします。 

項２小学校費、目１学校施設管理費でございます。 

節２給料から節４共済費につきましては、学校用務員１人分の人件費でございます。 



 

 

- 183 - 

節10需用費につきましては、学校施設の修繕料が主なものでございます。 

節12委託料につきましては、小学校８校の各種設備点検、樹木剪定等施設管理に要する委

託に係る経費でございます。 

節14工事請負費は、鳥栖小学校駐車場整備工事、麓小学校体育倉庫改修工事のほか、小学

校施設の営繕工事に係る費用及び遊具設備工事に係る費用でございます。 

節22償還金、利子及び割引料につきましては、弥生が丘小学校新設時に伴います、都市再

生機構立替金の償還金でございます。 

古賀泰伸学校教育課長 

続きまして、目２学校事務管理費、節１報酬は、市立小学校８校に設置しております、学

校運営協議会委員、校医、歯科校医、学校薬剤師及び会計年度任用職員に対する報酬でござ

います。 

続きまして、節３職員手当等につきましては、会計年度任用職員に対する期末手当でござ

います。 

節７報償費につきましては、小学校の卒業記念品代。 

節８旅費につきましては、会計年度任用職員の交通費としての費用弁償でございます。 

以上です。 

佐藤正己教育総務課長 

続きまして、節10需用費につきましては、小学校８校に係ります、消耗品費及び光熱水費

等経常経費でございます。 

節11役務費につきましても、電話代や切手などの通信運搬費、水質検査手数料などが主な

ものとなっております。 

８ページをお願いいたします。 

節12委託料の主なものとして、児童の健康診査及び小学校教職員の健康診査等を行う委託

料となっております。 

節13使用料及び賃借料は、コピー機及び学習用パソコンの借上料のほか、デジタル教科書

ソフトウエアのライセンス使用料が主なものとなっております。 

節17備品購入費は、児童用机椅子の購入費用の学校施設用備品購入費、授業で使用します

教科用等備品購入にかかる費用が主なものでございます。 

節18負担金、補助及び交付金の主なものにつきましては、日本スポーツ振興センターへの

負担金のほか、各種教育研究会の負担金となっております。 

９ページをお願いいたします。 

目３教育振興費でございます。 

節17備品購入費は、授業で使用します教材及び理科教育等備品購入費につきましては、理

科、算数備品購入費となっております。 
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節19扶助費は、要保護、準要保護児童の学用品費や給食費等の補助、特別支援学級在籍児

童への就学奨励費でございます。 

犬丸章宏学校給食課長 

続きまして、目４学校給食センター費の主なものについて申し上げます。 

節１報酬につきましては、学校給食センターにおける調理等の業務に従事します、会計年

度任用職員70人分の報酬でございます。 

節２給料から節４共済費までにつきましては、学校給食課職員11人分の人件費及び会計年

度任用職員のうち、勤務形態が常勤である職員60人分の期末手当でございます。 

節８旅費のうち、費用弁償につきましては、会計年度任用職員の通勤手当でございます。

節10需用費につきましては、学校給食センターで使用する消耗品費、燃料費及び光熱水費、 

調理機器などの修繕費、学校給食で使用します食材の購入費でございます。節11役務費の手

数料につきましては、学校給食課職員及び会計年度任用職員の腸内細菌等の検査に要する費

用などでございます。 

節12委託料につきましては、小学校給食に係ります給食の配送業務や、炊飯業務、施設の

保守点検業務などに係ります委託料でございます。 

節17備品購入費につきましては、小学校給食で使用している食缶、炊飯釜などの給食用備

品の買換えに要する経費でございます。 

目４学校給食センター費については、以上でございます。 

佐藤正己教育総務課長 

委員会資料10ページをお願いいたします。 

目５学校建設費でございます。 

節11から節17につきましては、令和３年度から実施しております田代小学校の大規模改造

工事及び令和５年度から開始します、旭小学校大規模改造工事の費用として、工事監理委託

料、大規模改造工事の工事費等を計上いたしているものでございます。 

委員会資料20ページ、21ページをお願いいたします。 

主要事項説明書になります。 

20ページになります。 

旭小学校大規模改造事業でございます。 

令和５年度につきましては、旭小学校の屋内体育施設（体育館）の施設老朽化に伴う大規

模改造事業を行うものでございます。 

改修内容といたしましては、屋根、外壁、内装、天井、床、壁、建具と全て新しくいたし

ます。 

また、電気設備、給水管、防災倉庫につきましても新しくいたします。 

特にこの防災倉庫につきましては、旭小学校の体育館が避難所に指定されていることもあ
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りますので、避難された方が来られたときの防災倉庫、備品を備蓄するための倉庫を新たに

新設するものでございます。 

21ページをお願いいたします。 

田代小学校大規模改造事業でございます。 

今年度が最終年度となっております。 

現在令和４年度１期工事が終わりまして、２期工事に入っておりまして、今普通教室棟の

西側半分を工事中でございます。 

このまま行いまして、令和５年度の６月以降に東側を行い、11月末に完了。 

令和６年１月に仮設校舎の撤去という形で事業が完了する予定となっております。 

委員会資料11ページにお戻りいただきます。 

項３中学校費、目１学校施設管理費でございます。 

節２給料から節４共済費につきましては、学校用務員１人分の人件費でございます。 

節10需用費につきましては、学校施設の修繕料が主なものとなっております。 

節12委託料は、中学校４校の各種設備点検のほか施設管理に要する経費でございます。 

節14工事請負費は、空調設備等の取替え工事費等を計上いたしております。 

目２学校事務管理費でございます。 

古賀泰伸学校教育課長 

節１報酬につきましては、市立４中学校に設置しております学校運営協議会委員、校医、

歯科校医、学校薬剤師及び会計年度任用職員に係る報酬でございます。 

節３職員手当等、節４共済費及び節８旅費は、会計年度任用職員に係る費用となっており

ます。 

節７報償費は、中学３年生を対象に実施します、放課後等補充学習支援事業の講師謝金及

び中学校の卒業記念品代でございます。 

以上です。 

佐藤正己教育総務課長 

節10需用費でございます。 

事業費は中学校４校の消耗品費及び光熱水費となっております。 

犬丸章宏学校給食課長 

節10需用費のうち、下から２項目めになります。 

給食材料費につきましては、中学校で使用します食材の購入費でございます。 

佐藤正己教育総務課長 

節11役務費は、中学校４校分の電話代や切手代等の通信運搬費、水質検査手数料などでご

ざいます。 

12ページをお願いいたします。 
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委託料につきましては、小学校費と同じでございます。 

教育総務課分といたしましては、生徒の健康診査及び中学校教職員の健康診査委託料が主

なものでございます。 

犬丸章宏学校給食課長 

節12委託料のうち、給食業務委託料につきましては、中学校給食に係ります、調理及び配

送業務の委託料でございます。 

佐藤正己教育総務課長 

節13使用料及び賃借料は、コピー機及び学習用パソコンの借上料ほかデジタル教科書ソフ

トウエアのライセンス使用料でございます。 

節17備品購入費は、生徒用机、椅子等学校施設用備品の購入費を授業で使用します教育用

備品と、学校施設用備品の購入費用でございます。 

節18負担金、補助及び交付金につきましては、日本スポーツ振興センターへの負担金のほ

か、各種教育研究費の負担金となっております。 

13ページをお願いいたします。 

目３教育振興費でございます。 

節17備品購入費は、授業で使用いたします教材及び理科教育等の備品購入費となっており

ます。 

節19扶助費は、要保護、準要保護生徒の学用品費や給食費の補助、特別支援学級在籍等の

就学奨励費でございます。 

牛嶋英彦生涯学習課長兼図書館長 

14ページをお願いいたします。 

項４社会教育費、目１社会教育総務費の主なものについて、御説明いたします。 

節１報酬につきましては、社会教育指導員等の会計年度任用職員及び社会教育委員の報酬

でございます。 

節２給料及び節４共済費につきましては、図書館を除く生涯学習課職員13人の人件費でご

ざいます。 

節３職員手当等につきましては、職員13人及び会計年度任用職員である社会教育指導員等

の手当でございます。 

節７報償費につきましては、主催講座の講師、地域学校共同活動推進員等の謝金及び二十

歳の式典の記念品代等でございます。 

節８旅費につきましては、会計年度任用職員の通勤手当及び研修旅費等が主なものでござ

います。 

節12委託料につきましては、社会教育関係施設等の管理委託料のほか、鳥栖小学校なかよ

し会Ｂ・Ｃクラスの建設工事監理費、管理委託料が主なものでございます。 



 

 

- 187 - 

続きまして、15ページをお願いいたします。 

工事請負費につきましては、鳥栖小学校なかよし会Ｂ・Ｃクラス建設工事費でございます。

資料の22ページをお願いいたします。 

主要事項説明書を掲載しております。 

事業内容といたしましては、鳥栖小学校なかよし会Ｂ・Ｃクラスの建設工事としまして、 

9,500万円。 

建設工事監理業務といたしまして、240万円、建設工事の意図伝達業務として100万円を計

上いたすものでございます。 

この施設工事によりまして、約80名の児童が収容可能ということになります。 

15ページにお戻りください。 

節18負担金、補助及び交付金につきましては、各種協議会等の負担金及び会費また社会教

育関係団体への補助金でございます。 

そのうち主なものといたしまして、放課後児童健全育成事業補助金につきましては、本市

に設置されております放課後児童クラブ、各小学校の公設民営のなかよし会ほか民設民営の

放課後児童クラブ４クラブに対する運営に対する補助金でございます。 

次に、目２文化財保護費の主なものについて御説明いたします。 

節１報酬につきましては、文化財保護審議会委員及び史跡保全管理作業等に従事する作業

員の報酬でございます。 

次のページをお願いいたします。 

節12委託料につきましては、市内史跡等の樹木伐採、見学会、歴史講座等の委託のほか勝

尾城筑紫遺跡環境整備委託料につきましては、遺跡、遊歩道等の危険樹木等の伐採による保

全を整備するものでございます。 

節14工事請負費の看板改修等工事費につきましては、県のＫＩＺＵＫＩ・看板改修支援事

業費補助金を活用した、市内文化財説明盤等19か所の改修等を行うものでございます。 

節18負担金、補助及び交付金につきましては、各種協議会等の負担金と民俗芸能の開催や

有形文化財の保存管理に関する補助金でございます。 

続きまして、目３図書館費の主なものについて御説明をいたします。 

節１報酬につきましては、図書館運営協議会委員及び図書館司書等の会計年度任用職員の

報酬でございます。 

節２給料及び節４共済費につきましては、図書館職員６人分の人件費でございます。 

節３職員手当等につきましては、図書館職員及び会計年度任用職員の手当でございます。

節７報償費につきましては、図書館で実施いたしております、おはなし会等の講師謝金が 

主なものでございます。 

次のページをお願いいたします。 
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節８旅費につきましては、会計年度任用職員の通勤手当及び研修旅費等が主なものでござ

います。 

節12委託料につきましては、施設の清掃警備業務、空調設備等の保守点検などの施設管理

業務の業務委託が主なものでございます。 

節14工事請負費につきましては、図書館の照明設備の営繕工事を行うものでございます。

節17備品購入費につきましては、書籍及びＤＶＤ、ＣＤなどの視聴覚資料の購入に必要な 

経費でございます。 

次に、目４埋蔵文化財発掘調査費につきまして説明をいたします。 

こちらにつきましては、市内の遺跡確認、発掘調査に伴う経費で、現場整理作業員の人件

費と機械、器具の賃借料が主なものでございます。 

次のページをお願いいたします。 

目５埋蔵文化財調査受託費につきましては、歳入でも御説明いたしましたが、開発事業に

伴う市内遺跡の本調査を開発業者から受託して行うため、本調査に係る経費等を計上いたし

ております。 

次に、目８生涯学習センター費につきましては、令和５年４月から運用を開始いたします、

生涯学習センターの管理運営に係る経費でございます。 

主なものといたしまして、節１報酬及び節３職員手当等につきましては、生涯学習センタ

ー会計年度任用職員１名に関するものでございます。 

節７報償費につきましては、生涯学習センターで開催する教養講座に伴う講師謝金でござ

います。 

節10需用費から節12委託料につきましては、生涯学習センターの電気料、清掃、警備業務、

空調設備等の保守点検などの管理運営に係る経費でございます。 

以上で議案乙第９号令和５年度鳥栖市一般会計予算の説明を終わります。 

藤田昌隆委員長 

どうもありがとうございました。 

執行部の説明が終わりましたが、11時20分まで暫時休憩をいたします。 

                                           

  午前11時９分休憩 

                                           

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

                                           

  午前11時20分開会                                 

                                           

藤田昌隆委員長 
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再開いたします。 

これより質疑を行います。 

田村弘子委員 

委員会資料22ページの、放課後児童クラブ整備事業の、鳥栖小学校なかよし会Ｂ・Ｃクラ

ス建設工事に関して、今後の予定などを詳しく教えてください。 

牛嶋英彦生涯学習課長兼図書館長 

田村委員の御質問にお答えいたします。 

鳥栖小学校なかよし会Ｂ・Ｃクラスの工事につきましては、まず鳥栖小学校の建設予定地

の造成工事を当初予算において行います。 

その後建設ということになりますが、時期につきましては、10月頃から建設にかかれるの

ではないかというふうに、今見込んでいるところでございます。 

で、年度内に完成をさせまして、令和６年度当初からの開設を現在目標にしているところ

でございます。 

田村弘子委員 

ありがとうございました。 

鳥栖北小学校同様に開設が延びるということがないように、令和６年度４月からの受け入

れになるように努力をお願いいたします。 

それと、これの建設工事意図伝達業務というのが分からないので詳しく教えてください。 

牛嶋英彦生涯学習課長兼図書館長 

こちらの意図伝達業務につきましては、工事の監理業務の受託者と工事の設計業務の受託

者が異なった場合に設計業者から監理業者への設計等につきまして、伝達をするというか協

力をするというような業務になります。 

田村弘子委員 

この業務が発生しない場合もあるということですか。 

牛嶋英彦生涯学習課長兼図書館長 

おっしゃるとおり、工事の監理業務の受託者が設計業者と同じだった場合には、この業務

については発生をしないということでございます。 

田村弘子委員 

ありがとうございました。 

それともう一つ、なかよし会のことでお伺いしたいんですけれども。 

令和４年度の予算書の中には、健全育成事業の下に放課後児童支援員等処遇改善臨時特例

事業補助金というものがあったんですが、今年度の予算書の中にはその項目がないのはなぜ

でしょうか。 

牛嶋英彦生涯学習課長兼図書館長 
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令和４年度の処遇改善の臨時特別補助金につきましては、国が100％費用負担をして、令和

４年２月から９月まで補助率10分の10で１人当たり9,000円程度の賃金改善を行うというこ

とで実施をしてきております。 

令和４年10月からにつきましては、１人当たり9,000円程度の処遇改善の部分につきまして

は、通常の支援の補助の中に組み込まれておりますので、令和５年度については、通常の支

援の補助の中にその分も含めて計上いたしているところでございます。 

田村弘子委員 

ということは、放課後児童健全育成事業補助金の中に一緒に入っているというところで…

…。 

牛嶋英彦生涯学習課長兼図書館長 

そのとおりでございます。 

それから、先ほど答弁の中で言い忘れましたけれども、この支援の中に入った部分、令和

４年の10月からの分につきましては、それまでの補助率が10分の10というふうに先ほど申し

上げましたけれども、10月からの部分については、国、県、市で３分の１ずつの負担割合に

なっているところでございます。 

田村弘子委員 

ありがとうございました。 

飛松妙子委員 

今のに関連して、７ページの工事請負費で小学校の道路の改善っていう御説明だったと思

うんですが、違いましたか。 

佐藤正己教育総務課長 

建設予定地が鳥栖小学校の北側の駐車場付近を予定しておりますので、そこら辺を造成す

る費用と駐車場を整備するということで併せて予算を計上したところでございます。 

飛松妙子委員 

なかよし会を建設するに当たって道路も整備するということで、造成工事を行う金額と駐

車場のところも含まれてますか。道路のみですか。 

豊増裕規生涯学習課長補佐兼生涯学習推進係長 

鳥栖小学校の駐車場用地をまず２分割して、なかよし会を建てるところを前期でやって、

その後残りの駐車場もやると。 

敷地に入った道路というか、通路と駐車場全体をやるという工事内容です。 

以上です。 

飛松妙子委員 

ということは、その間造成工事が入るということは、その部分の道路と駐車場が使えない

ということになると思うんですが、その場合の駐車場は仮で借りれるような形になってます
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でしょうか。 

佐藤正己教育総務課長 

先生方の駐車場等でありますけど、市が持っている近隣の土地であるとかを借りれないか

確認をして、学校敷地内でとめれる場所がまだないかとか、学校と話をしてるところでござ

います。 

飛松妙子委員 

先ほど、造成工事がいつから始まるかっていう御答弁がなかったので、それまでに仮の駐

車場を見つけることができなかった場合に、遅れるということはない、またその対応をどの

ようにされるのか、考えていらっしゃいますか。 

牛嶋英彦生涯学習課長兼図書館長 

造成工事は当初予算で計上されておりますので、すぐ工事の準備に入り、できるだけ早い

時期に調整をしていただくということで、先ほど申し上げたとおり、なかよし会の建設工事

については、10月からかかって年度内には完了するということでございます。 

駐車場につきましては、先ほど佐藤課長のほうから申し上げたとおり、鳥栖小学校の敷地

内の空いてるスペースを活用しながら、それでも足りない部分については、近くに市の管理

する土地もございますので、そちらを利用する形で工事の遅れのないように準備を進めてま

いりたいというふうに考えております。 

飛松妙子委員 

市の管理するところは、もしかして分館とかの駐車場のことをおっしゃっていますか。 

鳥栖まちづくり推進センターの分館の駐車場とか、もし具体的に分かれば。 

牛嶋英彦生涯学習課長兼図書館長 

今ちょっと分館のお話されましたけど、今のところ分館のほうは想定をしておりません。

今回勤労青少年ホームが３月をもちまして廃止ということになりますので、そちらの駐車 

場であったり、また鉄道の周辺に市が管理する土地もございますので、今のところそこら辺

を視野に考えているところではございます。 

できるだけ学校敷地内の近くで準備できればというふうに考えております。 

飛松妙子委員 

分かりました。 

その辺りのことを順調にいくようによろしくお願いいたします。 

あと、小学校の中に道路を造られる場合、今でもスピードを出し過ぎて、子供たちが危な

いような状況も見受けられるというお話も伺ってますので、道路とか駐車場を整備される際

には子供たちが危なくないようにリスクを回避できる対策のほうもよろしくお願いいたしま

す。 

続いてよろしいですか。 
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19ページの学校給食の件なんですが。 

今年度から学校給食公会計化ということで議案質疑もありましたので、ちょっと確認の上

で質問させていただきたいんですけど。 

まず、この集金に関しては４月から２月の11か月でされるということですが、口座振替の

引き落とし日がいつなのかと、引き落としのみなのか、先ほどコンビニエンスストア収納代

行等の手数料ということで、コンビニでの納金もあるのかなと思ったんですが、その辺りを

教えていただけますか。 

犬丸章宏学校給食課長 

まず、令和５年の公会計によります、学校給食費の納付の月と方法ということでお尋ねを

いただいておりますが、まず納付月につきましては、今までは御質問の中で飛松議員が言わ

れたとおり、４月から２月の11回払いということでしておりました。 

令和５年度からは、５月から３月の回数は同じ11回払いということです。 

口座振替の振替日については、それぞれ月末、12月だけがちょっと早めに振替の日が来ま

すけれども、基本的には月末が振替日ということになります。 

それと、納付の方法につきましては、現在ほとんどが口座振替でお支払いをいただいてま

すので、公会計に移行した後も引き続き、主に口座振替でお願いをするように保護者の皆様

に口座の登録等のお願いをしたところ、おおむね保護者の皆さんも手続を取っていただいて

おります。 

あとは、どうしても残高不足等で振替ができなかった場合等は納付書でお支払いをしてい

ただくというところにもなりますけれども、これについては、これまでは学校のほうに直接

現金を持ち込んでいただくなどの方法になっておりましたけれども、市内の10の金融機関の

窓口で納付書でお支払いをいただく、もしくはコンビニエンスストアでお支払いをいただく。 

コンビニエンスストア等になりますと時間も少し融通が利くというところになりますので、

保護者の皆様にとってはできるだけ利便性が向上しているような状況ではないかというふう

には思います。 

それと併せて、スマホアプリでの決済でも納付をしていただくということが可能になりま

すので、より納付しやすい環境というのは整えてるんじゃないかなというふうには考えてお

ります。 

以上でございます。 

飛松妙子委員 

分かりました、ありがとうございます。 

昨年の12月に給食費の値上げという発表をされました。 

４月から値上げだと発表していましたが、その後、どのようになっているのか教えていた

だけますか。 
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犬丸章宏学校給食課長 

学校給食費につきましては、12月定例会の中で値上げということで御報告をさせていただ

きまして、現在ホームページ等でもお知らせをしながら、小学校が１食当たり265円、中学校

が320円ということで、保護者の皆様にもお知らせをしております。 

今御審議いただいております、令和５年度の予算につきましても、歳入、歳出ともにその

金額で計上をさせていただいております。 

以上でございます。 

飛松妙子委員 

３月の15日から新市長が登庁されますが、新聞記事等によりますと、学校給食費の値上げ

はしないということも方針として出されているようなんですが、その辺りが今後変わってく

る可能性があるとしたら、どのような感じになるのか。 

今年度は予算の中では値上げで動いているわけなんですけど、この３月議会で何か変更と

かがある可能性が出てくるのか、もしくは４月までは値上げするんだけど、それ以降が変わ

るとか、そういうのが少しでも分かれば教えていただければと思うんですけど。 

犬丸章宏学校給食課長 

今御質問いただいたところにつきましては、まだ新市長の任期に至ってないというところ

もありますので、具体的な検討については、今のところ行っておりません。 

以上でございます。 

飛松妙子委員 

分かりました。 

もう一点よろしいですか。 

10ページの工事請負費で旭小学校と田代小学校の大規模改修について御説明いただきまし

たが、今後の予定、大規模改造予定計画というのはもう立てられているのか、これから立て

る予定なのか、その辺りのことは分かりますか。 

佐藤正己教育総務課長 

今年度体育館の改修工事を行います。 

で、６月になると思うんですけど、設計費を計上させていただく予定としております。 

その後、年度内に設計が上がりますので、令和６年度に仮設校舎の建設費用とかいうとこ

ろが出てきた段階で、具体的な期間とかどういった進め方をしていくとかっていうのをお話

しできるような状況になるのかなと思っております。 

以上でございます。 

飛松妙子委員 

それは、旭小学校に関して今後のスケジュールが分かるっていうことですかね。 

佐藤正己教育総務課長 
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旭小学校につきましては、そういう今年度の設計の状況に応じて来年度からの日程等も分

かってくる形になっております。 

飛松妙子委員 

ありがとうございます。 

田代小学校の次に旭小学校、旭小学校の次にどこどこの小学校っていう計画は、既に建て

てあるのかどうかっていうのはもう決まってますか。 

佐藤正己教育総務課長 

公共施設等の整備計画に基づいて行っているところでございます。 

飛松妙子委員 

その中で、現在大規模の予定がまだ先なんだけど、例えば外壁が崩れてるとか、雨漏りが

してるとかいうのが、結局大規模改修のときにならないと改善ができないっていうことにな

ってるんじゃないかなと思うんですが、そういうのを点検といいますか、計画があるからそ

の時にするではなくて、事前に点検をして、学校のほうにもきちんと納得していただいて、

計画を立てていくっていうことも現在されてありますか。 

佐藤正己教育総務課長 

雨漏りにつきましては、毎年学校からの雨が降ったときに、漏れましたってくると、すぐ

対応したりとか、費用を先食いをした形で対応しております。 

実際いろいろ躯体とかあってる分とかも私も把握をしておりますので、そこら辺について

は、また今後そういった施設計画の改造計画の中にいかに組み込んでいくかっていうのは、

今後の検討課題であると思っております。 

飛松妙子委員 

分かりました。 

予算のこともあると思いますので、まずは点検ですね、よろしくお願いします。 

以上です。 

藤田昌隆委員長 

ほかには。 

成冨牧男委員 

先ほど飛松議員が質問されました、本年４月からの給食食材費の値上げの分です。 

さっき言われた答弁のとおりだと思いますけれども、仮にやるってなった場合、予算上は

どういう形になる――例えば補正で？でも間に合いませんよね。 

今の予算措置してる中から先食いみたいな形でされるのか、一般論としては答えられると

思いますので。 

藤田昌隆委員長 

すいません、これ報道で言ってるだけで、まだ本人から一言も聞いてないし。 
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前提の話をここでする必要はないと思いますので、出てきてから言ってください。 

以上です。 

成冨牧男委員 

一般論としては答えられると思ったんですけど、分かりました。 

藤田昌隆委員長 

ほかに。 

成冨牧男委員 

12ページの中学校給食のことです。 

数字的なことではなくて、給食業務委託料という形で出てますよね。 

１億1,660万円。 

今日も後から説明があるようですけど、異物混入が私の記憶では、またっていう感じで中

学校給食の分あってますよね。 

聞きたいのは単純です。 

契約はいつまでになってたかということと、次の契約については、どういう形の契約を今

考えてあるのか、その２点。 

犬丸章宏学校給食課長 

現在の中学校給食の業務委託契約につきましては、契約期間は令和３年８月26日から令和

８年８月25日までの５年間の契約ということになっております。 

契約の満了後の更新ということでございますけれども、すいませんが今のところ具体的に

どういうふうにするとかっていうところのお答えはしかねる状況でございます。 

以上でございます。 

成冨牧男委員 

分かりました。 

ちょっと懸念するのが、どうしても今取ったところが仕方がないかなみたいになる可能性

は結構高いんじゃないかと……、私が思ってるだけですけどね。 

そのことで、結局いろいろ劣化してるとか何とかで委託料に――私、最初から委託契約結

ばれるところから言ってたんですけど、ここ１者しかないような形になって、やむを得ずと

なったら、やむを得ず向こうからの――いろいろ釜とか備品がかなり劣化してきているって

いう形で、向こうの言いなりにならざるを得んようにならんかなということを心配しており

ます。 

それだけです。 

終わります。 

藤田昌隆委員長 

ほかには。 
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樋󠄀口伸一郎委員 

簡単なやつから順番にいきます。 

８ページと12ページに同じ項目があるんで、８ページを使いながら。 

節18の負担金、補助及び交付金のところで、説明欄に丸がいっぱいありまして、県何とか

かんとかって書いてある部分で、すごい細かい4,000円とか、12ページは2,000円とかあって、

金額的に主だった説明をされるので、主だってないので毎年説明がないんですけど、すごい

たくさんあって。 

県何とかっていうのが細かくいろいろ分けてあるんで、内容も分からんし機能しとるかも

分からんしっていう状態だったので、詳しくじゃなくていいんですけど、個別に簡単に教え

ていただければなと。 

県云々っていうのが、10個以上あるんですけど。 

2,000円とか毎年ずっとあるのでこれをまずめちゃくちゃ簡単にでいいんで。 

古賀泰伸学校教育課長 

質問ありがとうございます。 

たくさんありますけれども、それぞれ事務局というのがあります。 

そういった事務局のところで、負担金ということで各市町とかに負担金のお願いが毎年あ

っております。 

校長研修会であったり、県の校長研修会、教頭研修会それから中体連とかああいったとこ

ろ、学校数や規模等によってその負担金というふうなところがございます。 

よく私が担当した中にあるのが、例えば教科書を選定するときに学校規模とか生徒数、あ

あいったところで選定委員会というのを開きますので、そういった費用等を負担していただ

くということがありますので、事務局が運営するための負担金というふうに考えていただけ

ればいいかと思います。 

以上です。 

樋󠄀口伸一郎委員 

ありがとうございます、十分です。 

これ、それぞれに事務局があったら、事務局の数もどわっとあるように考えてしまったん

ですけど、何が何だか分からなくなったりせんとかなと思いまして。 

古賀泰伸学校教育課長 

確かに、県の事務局単位になりますと、それぞれの教科の数だけ事務局があったりとか、

あと校長研修会、それから特別支援教育の事務局、こういったところ。 

それから特別支援教育についても、障害種ごとにあったりというふうなところで様々です。

そういったところで多種多様になっているところでございます。 

以上です。 
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樋󠄀口伸一郎委員 

これに関してあとちょっと。 

簡単に言ったら、市が県に負担金として払ってるという考えで合ってますか。 

古賀泰伸学校教育課長 

おっしゃるとおりで、県のほうにもというふうなところになっていきます。 

以上です。 

樋󠄀口伸一郎委員 

そうしたら、何で私がこれを聞いたのかというと、補正とかで何千円とかだったらまだ分

かるんですけど、１年の最初の計画で2,000円とか4,000円とかこれだけ分けてあって、教育

に関わることであるなら、このくらいの金額と言ったらいかんですけど、県内のこういう教

育に関連する費用で、それぞれ何千円かずつもらってるんやったら、このぐらいの金額なら

県が負担してくれたり、せめて市から一括して――県のほうで仕分けをしますんで、各自治

体で１つにまとめたりっていうような県の協力とかしてもらえるのかなあと思ってでした。 

一、二万円ぐらいだったら持ってもらえば一番いいんですけど。 

そこら辺、県と話したりしますか。 

古賀泰伸学校教育課長 

御意見ありがとうございます。 

県のほうに伝えてはみますが、事務局はそれぞれ独立性を持っておりますので、なかなか

そのようなところには至らないかなというところがございます。 

以上です。 

樋󠄀口伸一郎委員 

これだけの細かいものであれば、手数料とか含めて多分それなりに考えて――毎年やって

ますから慣れていらっしゃるんでしょうけど、このぐらいは県の教育に関することで、それ

ぞれ自治体の一番現場に近い人たちがやってるんですから、ぜひ持ってもらったり、あるい

は持ってもらうのはちょっと困難なら、まとめてもらうなりっていうのが、簡素化が必要か

なと思います。 

古賀泰伸学校教育課長 

すいません、自分が県というのをちょっと取り違えてる部分もあるかと思いますけれども、

県の教育委員会管轄というわけではございません。 

県に上がるっていうのは、県の事務局に上ります。 

県の教育委員会が組織しているっていうイメージよりも、それぞれの教科部会で、ある意

味任意の団体としてそれぞれあって、そこに補助金ということで上げますので、中学校とか

それぞれに事務局がありますので、そういったところにお金が振り込まれることになります。 

県に一括ってなりますと、県の事務局もそれぞれ分かれますので、結局ばらばらに納入す
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る必要が出てきますので、県の教育委員会にドンというわけではございません。 

樋󠄀口伸一郎委員 

ありがとうございました。 

我々もその関係団体と話すときに簡素化とかできたら――また今後の協議はさせていただ

きたいと思います。 

これに関しては以上です。 

次が、18ページをお願いします。 

目８の生涯学習センター費に関して、主に人件費になるかもしれないですけど、説明で令

和５年度よりっていうのが入ってましたけど、今までとどう変わってくるのかを教えてほし

いんですけど。 

牛嶋英彦生涯学習課長兼図書館長 

生涯学習センターについては令和５年４月からの運用ということでございますが、今まで

は勤労青少年ホームということで運営をしてまいりましたが、この経費につきましては、ほ

ぼ人件費。 

特に人件費につきましては、勤労青少年ホームとほぼ同じような形で計上させていただい

ているところでございます。 

樋󠄀口伸一郎委員 

ありがとうございます。 

そうしたら、今までの仕事内容的にも１名で対応できる部分が令和５年度からこういう形

に変わったというふうに認識していいんですかね。 

牛嶋英彦生涯学習課長兼図書館長 

基本的に、生涯学習センターも勤労青少年ホームと同じ開館時間を規定しておりますので、

会計年度任用職員としては１名分ということで、会計年度任用職員だけでは足りない部分に

ついては、シルバー人材センター等に管理人として来ていただくように委託も出していると

ころでございます。 

樋󠄀口伸一郎委員 

じゃあ、シルバーの方々の関係予算っていうのは、こことまた切り離れたところで動いて

くるってことですか。 

牛嶋英彦生涯学習課長兼図書館長 

こちらについては、委託料の中の管理委託料として会計年度任用職員さんの時間だけでは

足りない部分について見ているところでございます。 

樋󠄀口伸一郎委員 

ありがとうございます。 

そうしたらこれで最後ですけど、今までと形態が変わるというところに伴って、条例改正
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というか、そういうところの影響出なかったんですか。 

牛嶋英彦生涯学習課長兼図書館長 

条例については、12月定例会において条例案を提出させていただいて条例改正を行ってい

るところでございまして、併せて勤労青少年ホームの廃止についても附則のほうで廃止を行

っているところでございます。 

樋󠄀口伸一郎委員 

分かりました、ありがとうございます。 

それでは、最後の項目の質問です。 

20ページをお願いします。 

旭小学校の大規模改修で、今後のスケジュールの予定については先ほど御質問あったので

割愛させていただきますけど、設計費についてお答えいただいた部分が、一旦この分の屋内

体育施設の大規模改造事業とは切り離して、補正で上がってくるようなお答えだったですけ

ど、当初で設計費用関連を上げるのは何か理由があってできなかったんですか。 

佐藤正己教育総務課長 

こちらとしても当初に上げさせていただいてますが、今回の予算が、市長交代期の関係で

新規事業についてはどうしても……、卒業式は新しい体育館でというところがあったんで、

３月までに終わらせるために、大規模改造事業については早めに工事施工しなきゃいけない

ってことで上げさせていただいたんで、その設計の分についてはちょっとということで……。 

樋󠄀口伸一郎委員 

ありがとうございます。 

改選もあるし骨格予算でもあるので、新規になることでっていうことで、そこは理解でき

ました。 

それとこの関係でもう一点。 

先ほど、避難所等の機能性も有していることからっていうことを含めてのお答えがありま

したので、そこについてお尋ねです。 

備蓄品とかそういうのも対応ができるように改修していただけるということで、すごくあ

りがたいことだと思ってるんですけど、冠水がすごく多いエリアで、この大規模改造によっ

て今よりも保持できる施設になる機能性ということで、逆に冠水時の避難場所としてあそこ

を造ったって思われると、冠水時には機能しない避難所にもなってくるので……。 

私が懸念してるのが、地震とか火災等とかのときの避難所としての機能性はすごく発揮で

きると思ってるんですけど、度々の冠水時に、あそこを避難所として市がやってるとかいう

ふうになると、我々も含め説明はしていくんですよね。 

まちづくり推進センターがあったり、鳥栖西中学校さんがあったりという、それぞれの災

害に適応した避難の機能性を発揮せないかんので、大規模改造に屋内体育施設をしていただ
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けるのはいいんですけど、どのような機能性を――例えば地震とか災害のときにそういう機

能を発揮しますというような周辺住民に対する説明とか理解も必要になってくると思うんで、 

その辺をどういうふうにお考えになるかなと思って。 

冠水での避難所って認識されるとミスマッチを起こしそうな気がするんで、そのお考えを

最後に。 

佐藤正己教育総務課長 

樋󠄀口委員が言われるように、冠水時は避難場所としてというのは承知しております。 

さっき言われましたように、地震であるとか火災等とか台風時の避難場所とかどうしても

避難しなきゃいけないときに総務課のほうの避難場所と指定を受けておりますので、その関

連で防災倉庫を新設するということで考えております。 

樋󠄀口伸一郎委員 

ありがとうございます。 

この件に関してはおっしゃるとおり、総務課とかも絡んでくると思いますので、意見交換

とか状況を図りながら避難所に適した情報発信につながるようにぜひ努めていただきたいと

要望を申し上げておきます。 

中川原豊志委員 

一、二点確認させてください。 

まず６ページのＩＣＴ支援業務委託料について、一般質問等でも再三あったかと思います

が、支援員の数について３校に１人やったっけ。４校に1人やったっけ。少ないんじゃないか、

もう少し増やしてほしいというふうなことが一般質問等でもあったと思いますが、この予算

については、何人を検討されていらっしゃるのか確認させてください。 

佐藤正己教育総務課長 

４校に１人の、３人の支援員を考えております。 

中川原豊志委員 

４校に１人では少ないんじゃないかという意見等もあっておりましたけれども、担当課と

してはどのような把握を――大丈夫だという判断なのか、やっぱり厳しいという判断なのか、

今後検討する必要があるのか、その辺の考え方をお願いします。 

佐藤正己教育総務課長 

確かに各学校のほうからそういった御意見を頂いているところもあるのは承知しておりま

す。 

補助の関係とかもありますので、今のところはこういった形で対応させていただいている

ところです。 

各学校をずっと回ってもらってますので、その中でいろんな支援員さんの対応とかをして

いただいているところでございます。 
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あと、各学校のほうがどのようにもう少し活用したいとかっていう部分が御意見とか出て

くれば増員とかっていうのもあるかもしれませんが、今のところは、やはり毎日いてほしい

という御意見の部分で、具体的にどうあるからほしいっていう御意見等ではないので、ちょ

っとまだ詳しいところまでは把握できていないところでございます。 

中川原豊志委員 

その辺のところ、現場の意見をしっかり聞いていただいて、せっかく取り組んでる事業で

すんで、もっと活用したほうがいいということであれば、今後新市長になっての考え方もあ

るかもしれませんが、増員のほうも検討していただきたいなというふうに思います。 

もう一点だけよかですか。 

３ページの中学校費県補助金の部活動指導活用事業費補助金についてですが、歳入ではこ

こにあるんですけれども、歳出でどこにあるのか見つけきらんやったんですけど。 

この部活動指導員の現状と今後について、また支出はなるのかどうか、歳出が見つからな

かったんで確認をさせていただきたいと思います。 

古賀泰伸学校教育課長 

まず、部活動指導補助員につきましては、現在市内４中学校に１名ずつといいますか１名

の予算で２名配置している状況です。 

支出につきましては、11ページの報酬の会計年度任用職員報酬の中に含まれております。

で、令和５年度も現在のところ４中学校に１名ずつの予算をつけております。 

この１名の予算を２名で活用するという学校も現実的にはございます。 

中川原豊志委員 

11ページの会計年度任用職員報酬に県からの負担は89万円だっけ。 

プラス市のほうからの負担で会計年度任用職員の給与として支払うと。 

それを４名分見てるということでよろしいですかね。 

古賀泰伸学校教育課長 

そのとおりでございます。 

中川原豊志委員 

じゃあ、ちょっと確認です。 

この部活動指導員は外部の方になろうかと思いますが、担当課から見て、学校の先生たち

の負担軽減にも係ることでしょうから、制度としてもっとあったほうがいいというふうな考

えなのか、取りあえず今のところこの人数でやっていこうというところなのか、その辺の判

断というのは。 

古賀泰伸学校教育課長 

まずこの配置につきましては、各学校の希望を取って、それで予算要求っていう流れにな

っています。 
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県のほうに申請をしまして、決定なんですが、やはり研究事業ということもありまして、

ある程度人数に制限がございます。 

そういった中で、学校の負担を減らすという目的になれば人数は必要になってくるかと思

います。 

ただ、そういった目的で、現在地域移行といったところも進めていっておりますので、並

行してやっていく必要はあろうかというふうに考えているところでございます。 

以上です。 

佐藤正己教育総務課長 

ありがとうございます。 

藤田昌隆委員長 

それでは、昼食のため暫時休憩します。 

                                           

  午後０時５分休憩 

                                           

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

                                           

  午後１時８分開会                                 

                                           

藤田昌隆委員長 

再開いたします。 

午前中に続き質疑を行います。 

飛松妙子委員 

７ページの工事請負費の中の遊具整備工事費1,000万円の予算を計上していただいてます。

今年度遊具の整備工事ということで、修繕と新設を鳥栖小学校にしていただきまして、あ 

りがとうございます。 

今後どのような形でこの遊具の整備をしていかれるのか、まず令和５年度の予算で教えて

いただけますか。 

佐藤正己教育総務課長 

遊具整備工事費につきましては、既存遊具の修繕料として300万円。 

インクルーシブ遊具関係で700万円という形で計画をしているところでございます。 

飛松妙子委員 

ありがとうございます。 

インクルーシブ遊具に関しては、今後小学校全校に入れていくお考えなのかと、700万円っ

ていう金額の遊具が現在設置されている鳥栖小学校と同等のものになるのか、その辺りはい
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かがでしょうか。 

佐藤正己教育総務課長 

インクルーシブ遊具につきましては、大規模改造工事等の期間等もありますけど、市内８

校には今後設置をしていく――鳥栖小学校が終わってますので、残りの７校に設置をしてい

く予定でございます。 

それから、遊具につきましては、学校ともお話をさせていただいて、学校が希望される遊

具で700万円の中に収まるような形で対応したいと考えています。 

飛松妙子委員 

現在設置されている鳥栖小学校の遊具の大きさといいますか。 

あのくらいが700万円ということですか。 

佐藤正己教育総務課長 

今年度鳥栖小学校に設置しております遊具につきましては、遊具が２つとジャングルジム

の下に落下のときのラバーを敷いておりますので、それを合わせて700万円という形になって

おります。 

来年度予定のところはまた話をして、例えば１個ちょっと大きめのやつを造るとかですね。

今回は２つ作るって形になりましたので、あのくらいになりましたけど、１つで大きくな 

るとかそこら辺は、今後学校と話し合っていきます。 

飛松妙子委員 

鳥栖小学校の場合は２つ造ったのでちょっと小さめの遊具が２つということで、遊具を設

置していただいてから、大人気というお声も頂いてて、子供たちの制限をしないと遊具が使

えないという状況にもなってるようですので、できるだけたくさんの子供たちが触れて遊ぶ

ことができる遊具であっていただきたいなと思ってますので、予算も限られていると思うん

ですけど、インクルーシブ遊具をはじめ、遊具については、ぜひとも７校に設置をしていた

だければと思います。 

成冨牧男委員 

同和教育集会所に配置されている、社会教育指導員２名と、あと事務員さんが１人。 

３人おられるわけですけど、これは14ページの報酬のところでいいですか。 

牛嶋英彦生涯学習課長兼図書館長 

はい。 

成冨牧男委員 

いいですね。 

その中の社会教育指導員とそれから事務員、主に社会教育指導員の２名のことでお尋ねを

します。 

何でこれをお尋ねするかというと、今までずっといろいろ聞いてきている中で業務量に比
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べてあまりにも２名の社会教育指導員というのは多過ぎるんじゃないかというのが私の頭の

中にあります。 

そういうところから今日も質問をしたいと思います。 

それでまず、これは決算のときに言われたんですが、さっき言った業務量を把握するため

に、社会教育指導員２名が例えば１か月単位でどんな仕事をどれぐらいしてあるのかと思っ

たんですが、どういう仕事がどうだっちゅうデータ的なやつはないと。 

結局それで終わってたんですけど、業務日誌とかはあるんでしょうか。 

牛嶋英彦生涯学習課長兼図書館長 

業務日誌についてはございます。 

成冨牧男委員 

業務日誌を見れば、業務量とか大体量られる内容ですか。 

牛嶋英彦生涯学習課長兼図書館長 

業務日誌については、１日にあった講座とか、それから来訪者などについてつけられてお

りますので、業務量についてはある程度分かるかと思います。 

成冨牧男委員 

分かりました。 

多分それだけでは分からないと思いますので、おたくじゃないですが地域福祉課のほうか

ら、いつも資料で頂いている全日本同和会鳥栖支部の決算書についてくる報告書ですね。 

今じゃないですけど、あんな感じのが欲しいんです。 

こういうことに何名とかそういうのをぜひお願いしたい。 

そうしなければ、どれぐらいの業務量があるのか分からないので、ぜひお願いしたいと思

います。 

それで、ここに配置されてる２人の社会教育指導員には、報酬に差がありましたよね。 

それはどうしてですか。 

金額も併せて紹介してもらいたい。 

牛嶋英彦生涯学習課長兼図書館長 

同和集会場に配置をしております、社会教育指導員については、１名が主任の社会教育指

導員として配置をしておりまして、あと１名が一般の社会教育指導員ということで配置をし

ております。 

主任の社会教育指導員については、大卒の初任給をベースに報酬の計算をしておりまして、

一般の社会教育指導については短大卒の初任給をベースに計算をしたところでの報酬になっ

ているところでございます。 

金額については、１名が月額18万9,135円。 

それから、あと１人が17万6,851円ということでございます。 
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成冨牧男委員 

今おられるのは、今のような基準を満たしている方ですか。大卒と短大卒の方？ 

久家喜男生涯学習課参事 

この給与表につきましては、条例及び規則に定められております、会計年度任用職員の給

与に基づくものでございまして、社会教育指導員につきましては、それ相当の給与というこ

とでございまして、そこにイコールとなるものではないと考えております。 

社会教育指導員としての主任と一般というところでの基準ということでございます。 

成冨牧男委員 

今のは、結果としてここに位置づけたということですか。 

主任指導員と一般の指導員のやっている仕事はどう違うんですか。 

この間の決算のときに同和教育集会所の指導員の仕事は何ですかって尋ねたときに、成人

教育に関する指導助言と青少年教育に関する指導助言というふうに言われたと記憶してるん

ですけど。 

それを前提に、この２人の業務分けはどういうふうにしたんですか。 

そういうふうに違うような。 

牛嶋英彦生涯学習課長兼図書館長 

１名は差別事象やえせ同和行為などへの対応、それからもう一名は相談及び研修などの対

応ということとしているところでございます。 

成冨牧男委員 

今言われたのは、さっき申し上げた成人教育とか青少年教育の誰がどちらに該当するんで

すか。 

牛嶋英彦生涯学習課長兼図書館長 

同和教育については成人教育が中心にはなりますが、青少年教育も一部含まれるかという

ふうに考えているところでございます。 

成冨牧男委員 

今、成人教育に関するところが主に同和教育と言われましたか。 

牛嶋英彦生涯学習課長兼図書館長 

成人と青少年両方です。 

成冨牧男委員 

この方は、令和４年度でもいいし、令和３年でもいいんですけど、指導先は個人ですか。

それとも団体を対象にしてあるんですか。 

牛嶋英彦生涯学習課長兼図書館長 

いわゆる啓発活動それから研修などについては、団体等が多いかというふうに考えており

ます。 
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それから相談等については、当然、個人からの相談なども受け付けておられるかというふ

うに考えております。 

成冨牧男委員 

団体が多いって、代表的なところを幾つか教えてください。 

牛嶋英彦生涯学習課長兼図書館長 

団体というふうに申し上げまして申し訳ありません。 

団体等の研修を行っているのは、教育委員会配置の社会教育指導員が主に行っておりまし

て、こちらの同和教育集会場配置の職員については、主に運動体のほうの会員向けの研修な

どを請け負っております。 

成冨牧男委員 

運動団体というのは、全日本同和会鳥栖支部のことですか。 

牛嶋英彦生涯学習課長兼図書館長 

そのとおりでございます。 

成冨牧男委員 

全日本同和会に対して、何か指導じゃないけど研修してるみたいに言われましたけど、そ

ちらのほうこそ専門家じゃないですか。 

だからそのために400万円もやってるんじゃないんですか。 

400万円のあれはもう聞きませんけど、今のはちょっと納得できないですけどいいです。 

次に行きます。 

ここには幾つか講座がありますよね。 

今あそこを使っていろいろ講座をしてありますよね。 

してありますというか、主催事業もあるのかな。 

その内訳をお願いします。 

牛嶋英彦生涯学習課長兼図書館長 

現在同和教育集会場において開催している講座が令和４年度で３つございます。 

講座内容については、認知症予防講座、筆ペン・ボールペン講座、正月飾り講座でござい

ます。 

以上でございます。 

成冨牧男委員 

これは貸館と主催事業のどっち？ 

牛嶋英彦生涯学習課長兼図書館長 

こちらは主催事業になります。 

成冨牧男委員 

主催事業のほかにも、ここを利用しておられる団体さんが結構あったんじゃないかなと思
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うんですけど、それも教えてください。 

久家喜男生涯学習課参事 

貸館で利用されてる団体さんとしましては、現在４団体いらっしゃいまして、短歌をされ

る団体さんと、にわかを練習されてる団体さん。 

あとは手話を練習されてる団体さんと、もう一つは人権教育に係ることで貸館をされてる

方、以上４つが利用団体としてございます。 

成冨牧男委員 

人権教育をされてる団体っていうのは初めて私は伺ったようです。 

差し支えなければ、固有名詞を教えていただけますか。 

久家喜男生涯学習課参事 

三神地区人権同和教育研究局でございます。 

成冨牧男委員 

局？ 

久家喜男生涯学習課参事 

というふうに伺っております。 

成冨牧男委員 

さっき教育委員会関係の予算の中に三神何とかって……、それとは全く関係ないんですか。

個人名じゃなくて、どういう方々で構成されてる団体か。 

久家喜男生涯学習課参事 

学校の関係です。 

成冨牧男委員 

それで、同和の講座はここにはないということですよね。 

１年間ずっとじゃなくていいんですけど、同和の研修をこの２人が講師としてやっている

例っていうのはあるんですか。 

牛嶋英彦生涯学習課長兼図書館長 

先ほど申し上げたとおり、現在主催講座をこちらの集会場を利用して行っておりますが、

この講座の開始前の時間を利用いたしまして、社会教育指導員による人権同和ミニ講座を実

施いたしまして、人権同和問題に関する意識の向上を図っているところでございます。 

成冨牧男委員 

すいません長くなってますけど、どれぐらいのボリュームがあるのか、そういうことを聞

かんと分からんもんだから聞いてます。 

それと、目的に合致してるかどうかという立場で質問をしておりますので、すいません。

それで、今言われた、主催講座の前に人権同和の啓発に関わるような話は誰がしてるんで 

すか。 
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さっき言われた教育委員会内の社会教育指導員さんじゃないんですか。 

久家喜男生涯学習課参事 

教育委員会に配置されている社会教育指導員が行っております。 

成冨牧男委員 

もうそれぐらいで止めておきますけど、今のような話を聞くと同和教育集会所に同和に関

わるような社会教育指導員を２人も。 

しかも１人はいわゆる一般の会計年度任用職員よりもちょっと高い報酬をもらって、そこ

までする必要があるのかということなんですよね。 

それで、さらに聞きたいんですけど、ここにおられる２人っていうのは、全日本同和会鳥

栖支部の方じゃないんですか。 

牛嶋英彦生涯学習課長兼図書館長 

そこら辺の会員かどうかというところについては、この職及び遂行の内容に関わる部分で

はございませんので、鳥栖市個人情報保護条例にて非公開とされておりますので、答弁を差

し控えさせていただきます。 

成冨牧男委員 

それでは、この社会教育指導員の資格はどういう方……、同和会の会員じゃなくてもなれ

るということでいいですか。 

牛嶋英彦生涯学習課長兼図書館長 

この社会教育指導員については、会員という要件はございません。 

成冨牧男委員 

そうしたら、この２人はどういうふうな形で任用をされてるんですか。 

牛嶋英彦生涯学習課長兼図書館長 

社会教育指導員につきましては、鳥栖市の教育委員会の任用ということで会計年度任用職

員でございますので、地方公務員法及び鳥栖市社会教育指導員設置要綱を基準に選考してお

ります。 

同和問題を取り扱います社会教育指導員については、特に部落差別に起因する就学、就職

等の相談などプライバシーへの配慮が不可欠でございますので、この問題に対して適切に指

導を行えるというところで、経験を有する方を選考しているところでございます。 

成冨牧男委員 

ちょっと今ので２つ。 

もう聞きませんけど、職務をちょっとはみ出てませんか。 

就職相談のどうのこうのというのは、私は直接関係ないと思うんですよね。 

成人教育に関する指導、助言、青少年教育に関する指導、助言から明らかにはみ出してる

と思います。 
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これについて今聞いた範囲では、同和会の会員かどうかは言えないみたいに言われたけど、

同和会の会員じゃなくてもいいですよね。 

ここに来られた人たちに同和問題について啓発の講話をされるわけでもないということで

あれば、むしろここを同和教育集会場とかいうネーミングではなくて、学習会館とか学習何

とかにして――もうちょっと利用されてる方は多かったと思ったんですけど、一般にもちょ

っとハードルを低くして間口を広げて、多くの方々が利用できるようにされるべきだと思い

ます。 

そして、今の話では、２人も要らない。私たちから見たら、生涯学習課のなかよし会の事

務局の人手が足りないように見えますので、せめて１人はそちらのほうに回されたらどうで

しょうか。 

これだけ求めて、これは終わります。 

藤田昌隆委員長 

それはよその課に回したらどうでしょうかという話ですか？ 

成冨牧男委員 

同じ生涯学習課です。 

藤田昌隆委員長 

分かります？今の質問に答えられます？ 

権限はないでしょうもん。 

成冨牧男委員 

同じ生涯学習課だから権限はあります。 

牛嶋英彦生涯学習課長兼図書館長 

同和教育集会場への配置については、これまでどおり配置をしていきたいというふうに考

えております。 

以上でございます。 

成冨牧男委員 

続けていいですか。 

藤田昌隆委員長 

これに関連してですか。 

成冨牧男委員 

次で終わります。 

藤田昌隆委員長 

どうぞ。 

成冨牧男委員 

なかよし会のことでお尋ねです。 
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補助金に絡めて聞きたいんですけど、歳入の３ページでいいんですかね。 

ちょっと質問変えます、すいません。 

国からのなかよし会に係る補助金はどこに上がってますか。 

牛嶋英彦生涯学習課長兼図書館長 

資料２ページの、款16国庫支出金、項２国庫補助金、目５教育費国庫補助金の節４社会教

育費国庫補助金の中の、子ども・子育て支援交付金及び子ども・子育て支援整備交付金、こ

ちらが放課後健全育成事業関係の国の補助金でございます。 

成冨牧男委員 

すいません、ありがとうございます。 

それで、私が補助金絡みでお尋ねしたいのは、国からの補助として、放課後児童支援員等

処遇改善等事業というのがあると思うんです。 

今まで言われてたのが、なかよし会のほうが今ので十分間に合ってるから要らんって言っ

てるというふうな――少し乱暴な言い方してますけど、そういう話を私の質問に対して言わ

れたと思うんですけど、むしろ今のような指導員さんが足りない、確保せんといかんという

ときに、処遇改善を――お金が全てじゃないですけど、やっぱりお金というのは大きいと思

うんですよ。 

実際入ってみたら大変だったって、中には極端には１日や何日かで辞める人とかいらっし

ゃるわけですよ。 

だから、そういうのを少しでも少なくするためには、報酬を上げるというのはやっぱり効

果があると思うんですよね。 

これについては、教育委員会も保護者の皆さんも一体なんでしょうけど、教育委員会とし

てこのお金は使おうって言われるべきじゃないですか。 

放課後児童クラブ運営協議会が、間に合ってるから要らんと言われても、鳥栖市は資格が

あるわけですよね。 

これは団体が独自にしようと思っても市のほうで予算措置をされないと補助金は受けられ

ないですよね。 

だから、それをすべきじゃないですか。 

牛嶋英彦生涯学習課長兼図書館長 

放課後児童クラブへの補助金につきましては、運営団体からの補助要望申請によって予算

化をし、補助金を交付するというような流れでございます。 

先ほどの委員御指摘の放課後児童支援員等処遇改善等事業につきましては、いわゆるなか

よし会については、現在この交付金の交付を行っておりません。 

ただし、先ほど委員からのお話でもありましたけれども、現状のなかよし会の予算の中で

この交付金を使うまでもなく、補助金としては足りている状況でございますので、その部分
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については、現在要望があってないかというふうに考えているところでございます。 

成冨牧男委員 

今言われた、なかよし会への補助金について、資料15ページの負担金、補助及び交付金の

放課後児童健全育成事業補助金分とありますね。 

この補助金の中には指導員の人件費も入ってるわけですよね。 

指導員の人件費は当初で大体何名分組んであるんですか。 

牛嶋英彦生涯学習課長兼図書館長 

なかよし会の部分でございますけれども、現在、常勤職員が38名おります。 

それから、代替職員と指導員として、40名ほど雇用されている状況でございますので、そ

れに基づいた人件費の予算を組まれているというふうに認識しております。 

成冨牧男委員 

もう細かく聞きませんけど、当初予算で見込んでるのは、そしてその補助の中の指導員分

としては、常勤が38人分、代替さんが40人分予算措置してますということでいいですか。 

牛嶋英彦生涯学習課長兼図書館長 

現状そういう体制になっておりますが、今後人数なども若干増加させるべくなかよし会の

ほうでも努力をされておりますので、その辺も見込んだところでの予算措置は幾らかされて

るかというふうに考えております。 

成冨牧男委員 

私は、良いか悪いかまでは言いませんし、間に合ってるかとかも今日は聞きませんけど、

指導員が38人分、そして代替で40名。 

これを当初予算で、指導員分としてなかよし会に補助金として支出してますということで

いいですか。 

人件費はそういうことでいいですか。 

牛嶋英彦生涯学習課長兼図書館長 

この放課後児童健全育成事業の仕組みにつきましては、先ほど来、委員のほうからも御指

摘がありました、いろいろな事業を組み合わせた基準額っていうのが国によって定められて

おりまして、国、県、市の補助要綱の中で定めております。 

事業の基準額を積み上げたところで、補助金の要望を行っているところでございまして、

人件費が幾らというような積算をしておりません。 

ただ、先ほど来申し上げたとおり、なかよし会においては、人件費として現状の指導員の

数、それから、今後幾らか増加するのも見込んだところでの予算立てをされているかという

ふうに考えているところでございます。 

成冨牧男委員 

予算をされているじゃなくて、されているのに見合う補助金を出しているということです
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か。 

牛嶋英彦生涯学習課長兼図書館長 

予算立てに見合うように国、県、市には要望をしているところでございます。 

成冨牧男委員 

そうか、国、県、市に対しては、具体的には今からということですか。 

牛嶋英彦生涯学習課長兼図書館長 

国、県に対しては、令和５年度の要望についてはもう既に終わっているところでございま

すが、交付の決定などについては今からでございます。 

成冨牧男委員 

ここについては終わりますが、今、具体的な数字としては38人の指導員と40人の代替と言

われましたよね。 

ざっというたら、今後のことも考えてこれにプラスで補助金をあげますということでいい

んですか。 

牛嶋英彦生涯学習課長兼図書館長 

補助金の額については、先ほど来申し上げたとおり、国、県、市の要綱において基準額が

定められておりますので、この基準額が上限にはなるというふうに考えております。 

成冨牧男委員 

それは分かりますけど、だからその基準額で人員換算したら38人と40人になるということ

でしょう。 

藤田昌隆委員長 

ちょっとすいません。 

質問の内容が――38人と40人の補助の申請の仕方が悪いと言いよると？ 

成冨牧男委員 

全然悪いとは言ってないと。聞きよると。 

藤田昌隆委員長 

同じことを何遍も…… 

成冨牧男委員 

分からんけんが聞きよると。確認しよると。 

牛嶋英彦生涯学習課長兼図書館長 

現状の38人と約40人という指導員の人件については、十分賄える額だというふうに考えて

おります。 

成冨牧男委員 

分かりました。 

続きまして、６ページの委託料の医療的ケア支援委託料についてお尋ねします。 
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昨年と同じ金額なのですが、まず特別支援級の児童生徒数が全体で何人いらっしゃるのか

と、医療的ケア児が何人いらっしゃるのかと、あとこの委託料の内容を教えてください。 

令和５年度分かりますか？分からなければ令和４年度でもいい。 

井手崇雄学校教育課参事兼教育指導係長兼指導主事 

令和５年度の特別支援学級の児童生徒数に関しましては、小学校が499名。 

また、中学校が171名ということで、合計670名を予定しております。 

長野稚佐学校教育課長補佐兼インクルーシブ教育推進係長 

医療的ケア児につきましては、小学校で１名、酸素管理が必要な児童になります。 

以上です。 

飛松妙子委員 

それで、126万円の委託料の内容はどのようになってますでしょうか。 

長野稚佐学校教育課長補佐兼インクルーシブ教育推進係長 

委託料の内容につきましては、１日１時間6,000円の210時間分の金額となっております。 

飛松妙子委員 

ということは、１人の医療的ケア児がいらっしゃいますので、210時間使うことができる予

算を126万円組んでいただいているということで。 

昨年度も１人でこの予算だったのか、昨年度は２人いらっしゃったけど今年は１人でこの

予算なのか、その辺りはどうなってますでしょうか。 

長野稚佐学校教育課長補佐兼インクルーシブ教育推進係長 

昨年度も同じ１名で同じ金額の積算となっております。 

飛松妙子委員 

ありがとうございます。 

そうしましたら、この方は医療的ケアが必要なんですが、例えば教室が１階から２階にな

る、２階から３階になるといったときに、階段昇降車を導入していただきましたけど、それ

が必要な生徒でいらっしゃいますか。 

また、前までは鳥栖小学校で使ってたものを移動とかされていらっしゃると思うんですが、

その階段昇降車が今どのような状況であるか教えてください。 

長野稚佐学校教育課長補佐兼インクルーシブ教育推進係長 

階段昇降車を１台設置しておりまして、移動の際はその階段昇降車を利用されてます。 

飛松妙子委員 

現在階段昇降車２台あるとは思うんですが、うち１台を使っていらっしゃるということな

のか。 

もう一点、点検とかはどうされてらっしゃるのか教えてください。 

辻亮子教育総務課教育支援係長 
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今、小学校に階段昇降車を２台設置をさせていただいておりまして、もう一台は弥生が丘

小学校にあります。 

点検につきましては、毎年専門の業者による点検を行っていただいて、部品等の劣化等が

あったら随時交換をするというふうに対応しております。 

以上です。 

飛松妙子委員 

ということは、階段昇降車は２台とも使ってますが、医療的ケア児の委託料に関しては、

１名の方のみ使っていらっしゃるってことでよろしかったですね。 

かしこまりました、ありがとうございます。 

特別支援学級の児童生徒数がトータルで670人ということで、年々増えてると思いますが、

令和４年度の支援員の会計年度任用職員は何人いらっしゃるのか。 

また、令和５年度はどのくらい増やしていらっしゃるのか教えてください。 

古賀泰伸学校教育課長 

特別支援教育支援員につきましては、令和４年度が小学校で40名、中学校で14名。 

令和５年度につきましては、小学校で44名、中学校で同様の14名を予定しているところで

ございます。 

以上です。 

飛松妙子委員 

分かりました、ありがとうございます。 

会計年度任用職員になりまして、毎年更新になるかと思うんですが、令和５年度は４名増

えているということですが、いつ募集をかけられるのか。 

また、すいません、先ほど聞けばよかったんですけど、令和４年度の特別支援学級の児童

生徒数が何人だったのか教えていただけますか。 

井手崇雄学校教育課参事兼教育指導係長兼指導主事 

令和４年度の特別支援学級の児童生徒数についてお答えします。 

小学校が487名、中学校が168名となっておりまして、合計655名となっております。 

古賀泰伸学校教育課長 

特別支援教育支援員の募集については、現在随時行っている状況でございます。 

毎年定期的な面接による試験等は既に終わっております。 

あと、満たない部分につきましては、随時で募集している状況でございます。 

以上です。 

飛松妙子委員 

ありがとうございます。 

以前ちょっとお話ししたことがあったと思うんですけど、この特別支援学級の支援員の
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方々が夏休みになるとなかよし会の支援をしていただくということで、ここを何とかスムー

ズに確保するために、特別支援級の支援員の募集をするときに、最初からなかよし会で夏休

みも働いていただけるような、そういう募集の仕方ができないでしょうかということで、以

前言ったことがあるんですが。 

そのときに会社が違うんですっていうこともあったんですが、鳥栖市がそこの会社と提携

をして、なかよし会の時にはそこに派遣するような仕組みが取れると、なかよし会の人手が

足りないという解消にもつながっていくんじゃないかなと思ってます。 

多分答えられないと思うんで、検討をぜひしていただきたいという、意見、要望だけ一言

申し上げたいと思います。 

以上です。 

藤田昌隆委員長 

答弁要りますか？ 

飛松妙子委員 

言えます？ 

古賀泰伸学校教育課長 

御意見ありがとうございます。 

検討はしているんですけれども、やはり夏休みは子供が戻ってくるというところは非常に

大きなところでございます。 

子供がいないからできるっていうふうな方もたくさんいらっしゃいますので、今後の検討

課題で継続して考えていきたいというふうに思います。 

以上です。 

永江ゆき委員 

教えていただきたいところがあるんですけど、６ページの学校教育事務局費の中で、いじ

め問題対策委員会の報酬の内容を少し教えてもらっていいですか。 

古賀泰伸学校教育課長 

６ページの報酬のところにある、いじめ問題対策委員会の報酬につきましては、定期的に

行っているいじめ問題対策委員会がございます。 

それに加えて、今年度は３回分を加えた６回分を計上させていただいているところでござ

います。 

定期的というのは、これまでは学期終わりに１回ずつ、加えて第三者委員会の調査委員会

等がございますので、プラス３回を予定しているところでございます。 

以上です。 

永江ゆき委員 

これは各学校にいらっしゃるんですか。 
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古賀泰伸学校教育課長 

これは、鳥栖市教育委員会の設置条例に基づきまして、鳥栖市教育委員会の機関というこ

とで設置しているものでございます。 

以上です。 

永江ゆき委員 

分かりました、ありがとうございます。 

それともう一つ、12ページの節12開かれた学校づくり推進事業委託料です。 

これはどういった形でされてるのか教えてもらえますか。 

古賀泰伸学校教育課長 

開かれた学校づくり推進事業委託料というのは、各学校に予算を配分いたしまして、各学

校におきまして独自の開かれた学校の取組を行ってもらっているものでございます。 

以上です。 

永江ゆき委員 

どういったことをされてるのか少し教えてもらえますか。 

古賀泰伸学校教育課長 

各学校によってそれぞれでございます。 

例えば、地域に開くために環境整備のために使ったり、あとコミュニティースクールが令

和４年度から全校配置っていうふうなところになりましたので、それにかかる費用等がここ

から出ているところでございます。 

以上です。 

永江ゆき委員 

ありがとうございます。 

飛松妙子委員 

埋蔵文化財の調査委託料1,228万7,000円、３ページが県の補助金で162万円、２ページ目が

450万円ってあるんですが、全体で幾らの予算がこの埋蔵文化財についているのか、あと何人

の方が関わっているのか。 

あと去年と比べて、ここ二、三年でいいんですが、この埋蔵文化財に係る予算がどのくら

い変化をしているのかを教えてください。 

島孝寿生涯学習課文化財係長 

埋蔵文化財の調査につきましては、国の補助金を頂いているものと民間のほうの調査を受

託しましてそれで調査をする、おおよそ２本立てになっております。 

その中で令和５年度につきましては、予算的にいいますと2,169万6,000円の当初予算を組

んでおります。 

またその中でも、国庫補助に伴います調査につきましては、約940万円、そして受託費につ
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きましては、1,200万円ほどの予算配分をしております。 

令和４年度につきましては、３月補正で、合計しまして1,376万8,000円という形で上げさ

せていただいております。 

調査費としましては、民間開発の量によりまして大きく調査費が変わってくる状況でござ

います。 

あと調査に関わる作業員、会計年度任用職員さんにつきましては、20名から25名ぐらいの

方を登録しておりまして、随時調査がございませんので、調査がありますときに、その方々

にお声掛けをしまして、来ていただいて調査を行うという形を取らせていただいております。 

先ほど言いそびれたんですけれども、令和５年度の作業員さんの総人数につきましては、

現在のところ861名を予定をしているところでございます。 

以上です。 

飛松妙子委員 

すいません、最後のところが分からなかったんですが、20名から25名が会計年度任用職員

として雇ってあって、861名のところがちょっと意味が分からなくて。 

それとあと、何か所の文化財の調査をされていらっしゃるのか教えてください。 

島孝寿生涯学習課文化財係長 

文化財の調査につきましては、令和３年度ベースでいきますと、確認調査、要は個人住宅

とか様々な住宅を建てる際に事前の試掘調査――遺跡があるかないかを判断しまして、建物

を造っていいというような判断をいたします――を入れたのが44件になっております。 

今年度も前年並みでいっておりまして、おおよそ45件から50件以内で収まると考えており

ます。 

作業員さんについては、先ほどちょっと分かりづらかったと思うんですけれども、どうし

ても年間を通して仕事がございませんので、その861名の中で25名の作業員さんをうまく――

例えば、週に２回とかそういう形で使いながら、事業を進めていくという形ですので、１年

間で何人使うとかそういうのではなくてトータルの中で人間を配分してるというような形を

取らせていただいております。 

飛松妙子委員 

分かりました、ありがとうございます。 

個人住宅の文化財調査があるということで、これが今後もこの件数で維持していくのか増

えていくのか、それとも減っていくのか、ここがあれなんだなっていうのが……、あれなん

だって、すいません。 

個人住宅が増えていくのか、宅地化されていくのかどうかっていうところを私たちも見て

いくところかなというのを感じました。 

ありがとうございました。 
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以上です。 

成冨牧男委員 

13ページの目３教育振興費、節19扶助費、ここの説明欄に上がってるのは就学援助の費目

だと思うんですけど、国のほうは、お金は出さんのですけど、生徒会費とかクラブ活動費も

就学援助の項目にしていいよって言ってますけど、鳥栖市はしておりませんよね。 

今までは検討しますってまで言われてるんですけど、その検討状況を教えてください。 

佐藤正己教育総務課長 

各小学校の児童会費、中学校の生徒会費、クラブ活動費、ＰＴＡ会費等を調べているとこ

ろでございます。 

そういうところまでは調べてましたが、現時点では扶助費の中には入れていないところで

ございます。 

成冨牧男委員 

基山町はもう既に生徒会費とかクラブ活動費も多分その支給項目に上げてると思うんです

よね。 

令和５年度には上がってないようですので、早急に取り組んでいただきたいなと思います。 

飛松妙子委員 

件数を教えてもらっていいですか。 

佐藤正己教育総務課長 

令和４年度で、小学校が549人、中学校が316人の合計865人となっております。 

藤田昌隆委員長 

１つ簡単に。 

６ページの学校教育事務局費、報酬の分で通学区域審議会委員報酬で11万4,000円組んであ

るんだけど、この通学区域審議会というのは、どういった組織で、どういう活動をされてる

のか、この委員会がいろんな権限があるのかを教えてほしいんですが。 

長野稚佐学校教育課長補佐兼インクルーシブ教育推進係長 

鳥栖市立小、中学校通学区域審議会規則に基づいて、通学区域を決定する際に必要な組織

として設置しているものです。 

現在においては、審議する内容が発生しましてからこの審議会を開催することにしており

ますので、現時点での委員は設置しておりませんが、必要に応じてこの審議会を設置するた

めの費用として委員の報酬を計上しているものです。 

藤田昌隆委員長 

ということは、これは新規事業でも何でもないんでしょう。 

違いますよね。 

長野稚佐学校教育課長補佐兼インクルーシブ教育推進係長 
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はい。 

藤田昌隆委員長 

例えば、あなたは田代小学校、あなたは基里小学校に行きなさいとかそういうこと？ 

ちょっと意味が分からん。 

この通学区域審議会は何をやるのか。 

報酬が11万4,000円で、どういうことをやったらこの11万4,000円……、何名分か分かりま

せんが、ちょっと分からないんで。 

もう一回超具体的に教えていただけますか。 

長野稚佐学校教育課長補佐兼インクルーシブ教育推進係長 

これまでにおいては、弥生が丘小学校が設立された際に校区を決めるとか、そういった際

に開いた会議の経緯はございます。 

あと、大型事業等に伴って、何か分断されるような大型の工事等があった際に校区の見直

しが必要と思われる際にはこの会議を開いて、委員の方々たちの意見を聞いて通学区域の変

更を決定している組織となります。 

藤田昌隆委員長 

例えば、味坂スマートインターの近くに新しい工場団地とか住宅地が出来た場合に、あな

たはどっちですよこっちですよという校区を審査する組織ということでいいですか。違う？  

古賀泰伸学校教育課長 

先ほど、味坂スマートが例として出てきたんですけれども、それに伴って住宅地がどのよ

うに建っていったりとかの変容が見込まれたりっていうふうな場合に生徒とか児童の増減が

関わってきますので、そういった際に審議をするといいますか、その区分けをどうしたらい

いのか。 

こういった区分けを審議して最終的に次年度からはこういうふうに分けましょうねと。 

その移行期間として、現在いる子供たちは、例えば現在ある学校のほうに通わせましょう

とか、そういうふうなところを協議して決めていく機関というふうに捉えていただければと

思います。 

藤田昌隆委員長 

分かりました。 

飛松妙子委員 

今のところですけど、自由校区ってあるんですか、ないんですか。 

古賀泰伸学校教育課長 

現在、自由校区というふうに言われる校区は基本的にはありません。 

基本的にって言ったのは、分校とかいったところが併合された際に永久的にここは選べま

すよっていうふうなところは、現在神辺町だけが残っているっていうふうに聞いております。 
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飛松妙子委員 

分かりました。 

ありがとうございます。 

樋󠄀口伸一郎委員 

６ページから質問させてください。目３学校教育事務局費の中の節12委託料の中で、ＩＣ

Ｔ支援業務委託料とタブレット設定等業務委託料です。 

これまだ年数的にさほど長くない、いろいろ使ってくる中で、現状を一般質問等でもいろ

んな議員さんがやり取りをされてるんですけど、今年度当初予算で昨年度と違う中身とかが

あればそこを教えていただきたいんです。 

令和４年度を流してきて、令和５年度はこういうこともこの予算の中に含まれますという

ようなことがあれば教えてください。 

辻亮子教育総務課教育支援係長 

基本的には、令和４年度と同じ予算を計上しております。 

タブレット設定等業務委託料につきましては、主に年度替わりで異動してこられた先生と

か、転出入の児童生徒のアカウントの設定が年度替わりのときは一定数ありますので、うち

の職員だけでは対応ができない分について業者のほうに委託をするための費用になっていま

す。 

これが、年間通してこれぐらい費用がかかるかどうかっていうのがまだ見込めてないので、

そこでほかにも随時補修とか維持管理とかで必要な委託が発生したときは、こちらのほうか

らこういう委託という形で支出をしたいと考えております。 

以上です。 

樋󠄀口伸一郎委員 

ありがとうございます。 

必要に応じてそういうケースが出てくれば、またそれを検討するということかと思います

のでよろしくお願いします。 

それと、質問じゃないんですけど、先生方が使う校務用パソコンと学習用パソコンという

のは別々の状態になっていると思うんですけど。 

それでちょっと質問です。 

僕が分からないんで教えていただきたいんですけど、９ページの節19の扶助費の中に、オ

ンライン学習通信費とか環境整備費っていうのがあるじゃないですか、これは何ですか。 

タブレット関係なのかパソコン関係なのか、額が小さいので細かい説明はもらってないん

で教えてください。 

辻亮子教育総務課教育支援係長 

こちらの２つの項目につきましては、就学援助の方の支給項目になります。 
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オンライン学習通信費につきましては、学校全体が休業になって、オンライン授業とかを

実施する際の通信費を想定しております。 

オンライン学習環境整備費につきましては、今も通信環境がない方とか有線のみの通信環

境で、御家庭で今度新しく設置をされるとか、今も無線状態のために費用が発生するってい

う方に対する支給項目になっています。 

以上です。 

樋󠄀口伸一郎委員 

これはさっきの設定等業務とは全く関係ないんですか。 

僕は性質の違いが全然分からんので。 

佐藤正己教育総務課長 

９ページの分は扶助費ですので、児童生徒が対象になるという形になります。 

樋󠄀口伸一郎委員 

分かりました。 

これは後で聞きます。 

藤田昌隆委員長 

 ほかにありますか。 

    〔発言する者なし〕 

それでは、質疑を終わります。 

                                          

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

                                          

   議案甲第12号鳥栖市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する 

基準を定める条例の一部を改正する条例 

                                          

藤田昌隆委員長 

次に、議案甲第12号鳥栖市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める

条例の一部を改正する条例を議題といたします。 

執行部の説明を求めます。 

牛嶋英彦生涯学習課長兼図書館長 

ただいま議題となりました、議案甲第12号鳥栖市放課後児童健全育成事業の設備及び運営

に関する基準を定める条例の一部を改正する条例について御説明いたします。 

議案書の41ページをお願いいたします。 

本条例は、国の児童福祉施設設備及び運営に関する基準等の一部を改正する省令が、令和

５年４月から施行されることに伴いまして、本条例を改定するものでございます。 
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改正の内容といたしましては、安全計画策定等の義務化、それから自動車を運行する場合

の利用者の所在確認の義務化、業務継続計画の策定等の努力義務化、感染症及び食中毒の予

防及び蔓延防止に必要な措置の明確化についての条項を条例に追加するものでございます。 

施行日は令和５年４月１日からということになっております。 

ただし、42ページの附則に書いておりますけれども、この条例の経過措置が設けられてお

りまして、安全計画策定等の義務化につきましては、１年間努力義務ということで経過措置

を講じているところでございます。 

以上が内容についてでございます。 

改正内容については、７条の２に安全計画の策定等を追加しております。 

それから７条の３に自動車を運行する場合の利用者の所在確認の義務化、それから13条の

２に業務継続計画の策定等の努力義務化、それから14条の第２項に感染症及び食中毒予防及

び蔓延防止に必要な措置の明確化について追加をしているところでございます。 

以上でございます。 

藤田昌隆委員長 

説明が終わりました。 

これより、質疑を行います。 

樋󠄀口伸一郎委員 

これは、送り迎えが必要なバスとかそういうのがあるところの安全啓発からきてるような

もんっていう、漠然と言うとそういうことですか。 

牛嶋英彦生涯学習課長兼図書館長 

先ほど申し上げました２番目の自動車運行する場合の利用者の所在確認の義務化につきま

しては、送迎バス置き去り事件を契機としたことによる、省令の改正によるものの追加でご

ざいます。 

樋󠄀口伸一郎委員 

ありがとうございます。 

経過措置も設けられてあるんですけど、市内でこれに当てはまるような放課後児童健全育

成事業所さんはどれくらいあって、今後これの影響でそういう計画を立てていかれるような

ところがどのくらいあるんですか。 

牛嶋英彦生涯学習課長兼図書館長 

先ほど申し上げた、２番目の自動車を運行する場合の所在確認の部分については、現在送

迎バスをお持ちのところが１クラブございまして、そちらのほうは義務化ということになり

ます。 

あとの安全計画策定業務継続計画の策定の努力義務、感染症及び食中毒予防及び蔓延防止

に必要な措置の明確化については、全ての放課後児童クラブを運営する法人、団体について
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適用されるということでございます。 

樋󠄀口伸一郎委員 

ありがとうございます。 

質問じゃないんですけど、こども育成課関係でも同じものがあって、そこでも出たんです

けど。 

そういう計画とかを立てたり、今後つくっていったりするところはするで、もちろんそれ

に関しては必要なことですけど、実際それをつくって、文面上はちょっと変わっても実際に

それが機能するかというのは、また別問題になってくるかもしれないので、各事業所さんと

か関連があるところはどういうことをされてますかというような状況の聞き取りであったり、

アフターケアじゃないですけど、そういうところまでぜひ大事にしていただきたいというふ

うにお願いを申し上げて終わります。 

藤田昌隆委員長 

今樋󠄀口議員が言ったように、条例をつくったけん何でもかんでも終わりじゃなくて、それ

が実行されてるか――これだけのいろんな悲惨なことが起きた時点でも、間に合いませんと

か、ちょっと対応できませんとかいう幼稚園とかもあるわけよね。 

一番いいのは、抜き打ちで検査に入るという方法もかなり有効だと思うんよね。 

だから、特に新しい条例とかをつくった場合には、うのみにするより、自分たちで抜き打

ちでぱっと行って調べられることはすぐ調べて、その場で改善をせないかんならするという

形を取られたほうが、私は一番効果的かなと。 

100回言うよりも一回実際に見て、その場で注意をするというのが一番いいかと思いますの

で、ぜひその辺も御検討よろしくお願いします。 

成冨牧男委員 

今のに関連してですけど、指導とか監査みたいなのは鳥栖市がすると？ 

正式用語は知らんけど、権限はどこが。 

牛嶋英彦生涯学習課長兼図書館長 

放課後健全育成事業につきましては、市町村が行うこととなっておりますので、この監査

の体制等についてはまだ明確にされておりませんけれども、我々としても補助を行うものと

して、そこら辺については、各クラブとコミュニケーションを取りながら、確実に実行され

るよう、努めてまいりたいというふうに考えております。 

藤田昌隆委員長 

ほかにありますか。 

    〔発言する者なし〕 

質疑を終わります。 
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∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

                                          

  報告（生涯学習課） 

                                          

   第２次鳥栖市子ども読書活動推進計画の報告について 

                                          

藤田昌隆委員長 

それでは、生涯学習課からの報告の申出があっておりますので、お受けしたいと思ってお

ります。 

牛嶋英彦生涯学習課長兼図書館長 

それでは、議案外でございますけれども、御報告を１点申し上げたいと思います。 

資料はお手元にお配りをしておりますが、第２次鳥栖市子ども読書活動推進計画の概要版

というものを使用いたしまして報告を申し上げます。 

こちらについては、まず計画の策定の背景と趣旨を一番最初に書いております。 

平成13年12月に子どもの読書活動の推進に関する法律が施行され、これに基づき鳥栖市で

も平成30年３月に鳥栖市子ども読書活動推進計画（第１次計画）を策定しております。 

その第１次計画から５年を経過いたしまして、この間に実施してきました取組の成果、課

題などを検証し、基本的には第１次計画を踏襲するという形で、この間コロナ禍などもござ

いましたので、その辺も少し加味しながら、今回第２次の鳥栖市子ども読書活動推進計画を

策定しております。 

計画の位置づけにつきましては、先ほど申し上げました法律に基づく市町村の計画として

策定をしております。 

それから、令和３年３月策定の第７次鳥栖市総合計画の「基本目標５ 子どもが心豊かに

育つまち」における、「施策２ 未来を創る子どもを育む教育の推進」のための取組として、

この読書活動を推進するものでございます。 

それから教育プランにおいても生涯学習における具体的な取組として、この読書計画の推

進を位置づけているところでございます。 

計画の期間でございますが、令和５年度から令和９年度までの５年間といたしております。

計画の目標と重点方針について掲載しておりますが、こちらは第１次の計画を基本的に踏 

襲するもので、３点掲げておりますので御参照いただきたいと思います。 

それから、２ページ目に計画の推進体制を図でお示しをしております。 

こちらも第１次の計画を踏襲するものでございまして、家庭、地域、保育所・幼稚園・認

定こども園、それから市立の小中学校、市立図書館の役割を各年代というか、乳幼児期、小

学生期、中学・高校生期という形で推進のイメージを書いております。 
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あと、その下にアンケート調査による検証を少し抜粋して掲載しておりますが、不読者に

ついて書いておりますが、不読者の割合が小学５年生で5.1％であるのに対し、中学２年生が

10.4％ということで、本を全く読まないという方が中学生になると約２倍に増えている。 

それから、１か月の読書冊数21冊以上を読む割合が、小学５年生が13.7％に対しまして、

中学２年生は4.7％の３分の１に低下をするということで、高学年になるほど本を読まなくな

る傾向がこの結果から伺えるような形になっております。 

それから、右側３ページにアンケート調査による検証もいたしておりまして、先ほどアン

ケートでもありました21冊以上本を読むという方から０冊まで書いておりますけれども、一

番左側の黄色の部分が幼少期に家庭等で読み聞かせの機会があった、してもらったというよ

うなところを聞いておりまして、その傾向から、やっぱり幼少期にそういう読み聞かせの機

会等が多かった児童ほど、後になって本を読んでいるというような傾向も伺えるというとこ

ろが、検証の結果出てきているところでございます。 

その下は、取組を行っていく上で、今回コロナ禍なども経験した新しい視点というのも少

しつけ加えているところです。 

コロナ禍以降の新しい様式に対応した読書活動の展開、それからデジタル化時代に合わせ

た読書活動の推進、ちょっとダブるようなところもございますけれども、やはり学校現場に

おいてもＩＣＴの活用などが広がってきている状況も踏まえた取組も必要なのかなというふ

うに考えているところでございます。 

それから、４ページ目には、子どもの読書活動推進のための具体的取組としての項目にな

りますけれども、まず家庭での取組、それから地域での取組、保育所・幼稚園・認定こども

園での取組、市立小中学校での取組、市立図書館における取組などをそれぞれ掲載しており

ますので、こちらの項目に従って今後５年間、我々としてもそれぞれの役割のところでこの

読書計画を推進していきたいというふうに考えているところでございます。 

簡単でございますが、以上で報告を終わります。 

藤田昌隆委員長 

何かある？ 

飛松妙子委員 

このアンケートなんですが、何人の方のアンケートを取られたのかと、平成30年に策定し

たときの子供たちの本を読んでない方々の割合っていうのがどうだったのかっていうのは、

持っていらっしゃいますか。 

牛嶋英彦生涯学習課長兼図書館長 

まず、今回のアンケート調査につきましては、令和４年８月から９月に市立の小中学校在

籍の小学５年生769人、それから中学２年生577人の児童生徒、それからふだん市立図書館に

来てある保護者の方220人、市内25か所の保育所・幼稚園を対象として、アンケート調査を実
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施をしているところでございます。 

それから、第１次の計画の際にはアンケート調査など実施をしておりませんでしたので、

期間については、今持ち合わせておりません。 

飛松妙子委員 

結果がどうだったっていうのが見えない状態で策定をして、本当に効果が出るのかどうか

というのが分からない状況かなというのを感じました。 

３ページの検証というところで、よく読んでもらった、ときどき読んでもらった、だから

本が今読めてますというのが、本当にそうなのかっていう、結果がこれで本当にいいのかど

うかっていうのもちょっと。 

そう捉えていいのかどうかがちょっと私も分からなくて。 

あと新しい視点っていうところで、デジタル化に合わせてタブレットでってお話もあった

んですが、このタブレットにしていく年齢とかも考えていかないといけないのかなっていう

ところも感じました。 

保護者の方々にもアンケートを取った結果、この新しい視点というところを書いていらっ

しゃるのかどうかを教えていただけますか。 

牛嶋英彦生涯学習課長兼図書館長 

このデジタル化に対する対応につきましては、この件についてもアンケートは取っており

まして、保護者の方のアンケート調査では、子供に電子書籍などを利用させている、あるい

は進めたいという考え方の保護者が約32％ほどいらっしゃるっていうところ。 

ただし７割近くの保護者は、あまり電子書籍について勧めないというような結果もありま

す。 

だから、保護者はどちらかというと、デジタル化などについては、あまり今のところ勧め

ないという方が多い状況であります。 

ただ、現状学校現場でもいわゆるＩＣＴ化、それからタブレットなどを活用した授業も進

めている部分で、我々もこの読書について紙媒体だけでは現実的ではないという状況の中で、

今後、この有用な電子書籍等の必要性について検討はしていくべきかなというふうに考えて

いるところで、そういう部分について盛り込んでいるところでございます。 

飛松妙子委員 

あと、学校でもＧＩＧＡスクールでデジタル化をやってるっていう中で、今子供たちが使

ってるタブレットを持って帰るっていう習慣とか、そのタブレットで本を読むとしたときに、

そのタブレットにデータを落とし込める容量があるのか、それとも限られたインターネット

を使って読める、そういうことを想定されているのか、その辺りまで検討も必要かなってい

う気もしました。 

今の段階でそこまではあまり考えていらっしゃらないかもしれませんので、幅広い意見を
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いろんな専門家の方とかに聞いていただく中で、本当にタブレット化で読書を進めるんであ

れば、どう進めていったらいいのかというところをよくよく御検討いただきたいなって思い

ましたので、よろしくお願いします。 

永江ゆき委員 

先月、茨田中学校の図書館を見に行ったんですけど、すごく明るくて、読みたくなるよう

な本がいっぱいあったんですよ。 

だから、ある意味図書室を明るくするとか、明るい書物で埋め尽くすっていうか、そうい

うのが必要じゃないかなと思いますけど、その辺はどういう感じですか。 

お考えありますか。 

佐藤正己教育総務課長 

現在中学校、小学校の学校図書司書の補助員の方がおられますけれど、それぞれ工夫をさ

れて、児童生徒に読んでいただこうと思ってディスプレーをされたりとかポップをつくった

りとか努力をされておりますので、そういった部分ではさっき言われたような取組をされて

いると思います。 

藤田昌隆委員長 

４ページに、まちづくり推進センターの読書環境の整備とあるけど、読書においてはやっ

ぱり環境が大事やんね。 

今、小学校とか中学校のはあったけど、やっぱり市立図書館が一番先に――うちだけじゃ

なくて市外からも来られるのを期待するんで、小郡と久留米と鳥栖と、シルクロードでやっ

てるでしょう。 

どこでも読めるということだから、環境をきちんと明るくとか、これも前から言ってたん

ですが、ちょっと休憩できる場所を私は造るべきかなと。 

図書館に行ったら静かにということでおしゃべりもできん。 

違う部屋に行ってちょっと友達と話したり、それも恐らく読書のつながりですからね。 

そういうことで、図書館も対外的なこともあるし、ぜひいい環境をつくってほしいなと、

これは要望でございます。 

成冨牧男委員 

図書館の司書さんは、どういう身分の方が何時間勤務でいらっしゃるんですか。 

佐藤正己教育総務課長 

今、会計年度任用職員12名を雇用しているところです。 

成冨牧男委員 

勤務時間は？ 

佐藤正己教育総務課長 

１日従事をしていただいています。 
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成冨牧男委員 

１日ということは７時間？ 

佐藤正己教育総務課長 

朝９時から午後４時までです。 

成冨牧男委員 

簡単に言うと、今いろいろ工夫はしてますということだけど、やっぱりそこにおられる図

書司書さんの役割って、非常に大きいと思うんですよね。 

ですから全国的に結構厳しくなってるけど、単純にお金で切り捨てるんじゃなくて、教職

員と同じぐらい重要なポジションにいるんだということになれば、正職でも全然構わないと

思うんで、という意見です。 

以上です。 

飛松妙子委員 

すいません、図書館ですが、ここでよかったですよね？ 

図書館で今登録されてる市内の方が何人いらっしゃって、市外の方が何人いらっしゃるっ

ていうのは、今の時点で分かりますか。 

人口７万4,000人いらっしゃるので、それ以上は登録されてないとは思うんですが。 

中溝雄二生涯学習課図書係長 

図書館の登録者数におきましては、令和３年度末の時点で、３万2,307名。 

うち市外登録者が4,748名となっております。 

飛松妙子委員 

では、市内の約３万2,000名の方は、鳥栖市に今もいらっしゃる方で間違いなかったでしょ

うか。 

例えば、転勤とかされて、その方のデータがずっと残ったままになっているとかいうこと

はないでしょうか。 

なければいいんですけど、あるんであれば、そこは数字としてちょっと正確でなくなりま

すので。 

中溝雄二生涯学習課図書係長 

登録の状況につきましては、５年に一度有効期限というのを設けておりまして、その５年

に一度の際に住所が確認できるものを御提示いただいた上で、住所を確認させていただいて

おります。 

飛松妙子委員 

私自身がカードを持ってなくて申し訳ないんですが、５年に一度……、皆さん持ってらっ

しゃいます？ 

田村弘子委員 
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この前確認されました。 

飛松妙子委員 

ということは、必ずそこに登録されてる３万2,000人の方の確認をされてるってことでよか

ったですか。 

牛嶋英彦生涯学習課長兼図書館長 

毎年ではなくて５年に１回ではございますが、来られたときのタイミングで、登録から５

年であれば、そのときに住所の確認を行うということでございます。 

飛松妙子委員 

来られたときのタイミングってことは、来られなかったら残ったままになってるっていう

ことですよね。 

５年たったら切れるけど、データは残ったままですか。削除されます？ 

中溝雄二生涯学習課図書係長 

今のところデータは残った状態になっております。 

飛松妙子委員 

残ったままはちょっとまずいと思いますので、削除していただいたほうがいいと思うんで

すね。 

例えば引っ越しされるときに、連絡が入る方もいらっしゃると思うので、そのときにその

方がもう要らないと言うのであれば、その場で――５年毎に更新じゃなくて、そのたびに削

除していただいたほうがいいと思いますし、この３万2,000人の方が図書館を利用っていうか

カードを持ってらっしゃる方かどうかっていうのが、ちょっと不明確かなというのを今思い

ました。 

すいません、今ちょっと話がずれちゃったんですが、子供たちの読書を推進しようという

ことであれば、子供たちが何人この図書館を利用しているのかとか、そういうところもデー

タ化する中で、読書活動をしている子供たちを増やしていくとかいう、そういうのも目標に

できるのではないかなと思うんですが、その辺りは今までされてあったでしょうか。 

牛嶋英彦生涯学習課長兼図書館長 

利用者の統計につきましては、一応年代別に登録者数ではなくて利用者数について取って

おります。 

ただ、その統計を基に利用状況の伸びなどを基にした施策については委員の御指摘のとお

り、今後子供たちの読書を推進する上では重要なデータになってくると思います。 

その辺についても今後活用して施策について考えていきたいというふうに考えております。 

飛松妙子委員 

その上で、図書館の充実というのがすごく大事になってきまして、鳥栖市の方は鳥栖市に

もカードを持って、基山町でもカードを持っているけれど、基山町のほうが借りる本が多い
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っていうお声も頂いてます。 

鳥栖市の図書館を充実させることもすごく大事な視点だと思いますので、ぜひそこの予算

化も今後検討していただきたいなと思いますので、よろしくお願いします。 

藤田昌隆委員長 

そうしたら、以上で終わります。 

                                          

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

                                          

  報告（学校給食課） 

                                          

   中学校給食における異物の混入について 

                                          

藤田昌隆委員長 

次は、中学校給食における異物の混入について、犬丸課長お願いします。 

犬丸章宏学校給食課長 

それでは、中学校給食における異物の混入についてということで御報告をさせていただき

ます。 

まずは、本来、安全で安心して食べていただくことを目的としております、学校給食――

今回は中学校給食でございますけれども、この給食において、異物が混入する事案を発生さ

せてしまいまして、生徒、保護者、それから学校関係の皆様、それから関係機関の皆様に大

変御心配をかけてしまったことにつきまして、おわびを申し上げます。 

今回の事案におきましては、異物混入による健康被害の報告というのはございません。 

項目に従って順次説明のほうをさせていただきます。 

発生日につきましては、昨月、２月24日金曜日でございまして、異物の内容といたしまし

ては、調査をいたしました結果、日米クックの調理場で野菜の洗浄などを行いますシンクの

給水管に使用しておりますコーキング材、保護材等の一部が剥離をしたものが混入をしたと

考えられるところでございます。 

発生時の状況と対応というところにつきましては、生徒が献立の中のワンタンスープを飲

み終えた後に、食器の底に異物を確認し、担任のほうに報告をしていただいているところで

ございます。 

当該生徒は異物を発見して口の中には含んでいないというふうに報告を受けております。

異物の混入の連絡を受けましたところ、混入経路を特定するため、調理工程の再確認、調 

理場内の機器・器具等の点検を行いますとともに、佐賀県工業技術センターに異物の成分検

査を依頼したところでございます。 
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この成分検査につきましては、発生当日に異物の成分を調査するため異物そのものを対象

に行っております。 

その後、給水管に使用しておりますコーキング材の劣化が確認されたことを受けまして、

週明けの27日月曜日に、その劣化が確認された部分のコーキング材の一部を対象に、検査を

実施したところでございます。 

４番目の混入経路のほうに移りますけれども、成分検査の結果、シンクの給水管に使用し

ておりますコーキング材と給食に混入していた異物は、類似性の高い成分であるということ

が分かったところでございます。 

このことから、購入の原因は当該コーキング材の一部が剥離し、ワンタンスープに混入し

たものと考えているところでございます。 

現在、異物混入の原因となった箇所――シンクのところでございますけれども、そこにつ

いては給水管を保護材で覆いまして、新たな離散が生じないようにしているところです。 

該当箇所については、すぐ修繕をするように予定をしておりますので、その修繕が完了す

るまでの間は当該シンクを使用することを禁止しております。 

なお、調理をお願いしております業者のほうからは、調理場内では、他にコーキング材を

使用している箇所はないということで報告を受けております。 

また、今回の事案において調理を委託しております業者のほうからは、健康に影響を及ぼ

すおそれは低いものと考えられる旨の報告を提出いただいているところでございます。 

５番目の今後の対応のところでございますけれども、今回の事案を受けまして調理を委託

しております業者のほうに対し、速やかに原因と考えられる箇所の修繕を実施するとともに、

改めて、調理場内の機器・器具等の点検を実施し、安全の確保を徹底するよう指示したとこ

ろでございます。 

また、鳥栖保健事務所のほうが食品衛生を所管する機関になりますので、そちらのほうに、

委託先への衛生研修を依頼をするということでお願いをしているところでございます。 

今後も安全で安定的に中学校給食の提供ができるように努めてまいりたいと考えておりま

すので、以上報告とさせていただきます。 

誠に申し訳ございません。 

藤田昌隆委員長 

説明が終わりましたが、何か。 

中川原豊志委員 

御苦労さんですね。 

課長になってから１年間で３回目かな。４回目かな。中学校給食は３回？ 

金属片から始まって、プラスチック片とかそういうのが幾つかあって、今回また出てるん

ですけれども、課長のせいじゃなかですよ。ばってんが、やっぱり１年間に３回も４回もっ
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ていうのに対しては、１回目があったときにきちんと指導して、ほかの調理器具も点検せん

ねって言ってるはずばってん。 

ひょっとしたら、その辺の甘さがあったのかなっていう気がせんでもなかとです。 

で、日米クックさん――名前出して申し訳ないけど、おととしの夏から、中学校給食はし

てもらい始めたばってん、それまでは選択制弁当で十数年。 

だから、あそこの機器全体が若干老朽化してきている可能性があるのかなというふうにも

思えんでもなかったですね。 

今後こういうことがないように、この機会に全ての調理器具とか機材とかを保健所もしく

は市が主導になって、総点検してくださいと。 

春休みなら春休み期間中に、そういうふうな強い指導をぜひお願いしたいなというふうに

思います。 

たまたまこれが健康被害にならんやったけんよかばってん、最初の金属片を飲み込んどっ

たら、ひょっとしたらけがしとったかもしれん状況もあるわけですから、やっぱりその辺も

う一回強い行政的な指導をしてほしいなというふうに思います。 

以上です。 

犬丸章宏学校給食課長 

今御指摘をいただいたところでございますけれども、おっしゃられましたとおり、５月の

時点で金属片が混入したという事案が生じておりまして、その際も調理場内での同様の異物

混入の事案が生じないようにということで、点検等を実施をしていただくようにお願いをし

ていたところでございます。 

そこの確認といいますか、そこが不十分であったというところも御指摘をいただいたとこ

ろではございますけれども、そういったところもございますので、今回この事案を受けまし

て鳥栖市教育委員会のほうから委託業者のほうには、前回の５月の異物混入の事案を踏まえ

たときの対応策の内容が、どういうふうに実施をされたのかというところも含めて、再度き

ちんと報告をしていただくように新たに今回文書を発しまして、依頼をしたところでござい

ます。 

また、併せまして、５番の今後の対応のところで、鳥栖保健福祉事務所のほうに衛生研修

をお願いをするというところも書いておるところでございますけれども、改めまして鳥栖保

健福祉事務所のほうでも今週のうちに実際調理場のほうに出向いていただいて、調理場内の

機器とか器具の経年劣化等というのも十分考えられますので、改めて再度確認検査をしてい

ただくように予定をしていただいているところでございます。 

以上でございます。 

中川原豊志委員 

よろしくお願いします。 
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藤田昌隆委員長 

前回委員会として現地視察で行ったときに、相手方もそれなりの人が出てきて、対応しま

すという返事をもらったわけですよね。 

その中で、年何回もこういう不祥事が起きて、普通だったら業者さんが市役所に出向いて、

市長なりそれから委員会なりにおわびっていうか申し開きを本当はすべきよね。 

全部課長が市としてこういう文章でしよるけど、１回ならあれやけど、やっぱり年何回も

あったら会社自体が疑われるって経営者は普通思うよね。 

１回だけやったらミスマッチとか不幸中――いろいろあるんやけど、どうも会社的な体制

というか考え方が、子供たちの食をつくってる、安全に提供しているという意識の部分が欠

けてるんじゃないかなと。 

正直言うと、そういう憤りさえ感じるわけよ。 

今、保健所って言ったけど、本当は、２回目ぐらいから保健所に行って――厳しいけんね、

あそこの調査は。 

だから、もう少し緊張感を持った上で仕事をやってほしいし、これ以上起きるんやったら

もう業者を変えますと。また考えますというぐらいしないと、また次も出てきそうな気がす

るし、幸いなことに命がどうのこうのはなかったからいいんですけどね。 

もしこれがあって――これだって写真がありましたけど、この引っかかるところによって

は、大ごとになりますから、死に至ることもあるし。 

だから、そう簡単なものじゃないよというのを、もう一回課長を通じてでも責任者をこっ

ちに呼んできて……、大体向こうから来るべきなんだけどな。 

そういう感じがします。 

非常に甘いという気がしますので、ぜひよろしくお願いします。 

飛松妙子委員 

委員長のおっしゃるとおりで、前回日米クックさんを視察したときに、衛生対策の結果を

報告するようにっていう話をしてなかったかなあと思ってですね。 

その報告が来てなかったということ自体がちょっとびっくりしてるんですが。 

あと、今回点検を実施するという、この点検は、保健所がしてくださるんですか。 

それとも日米クックさん自身がされるんでしょうか。 

犬丸章宏学校給食課長 

対応の結果については、この常任委員会のほうでも現地の確認をいただいた後に、こうい

う対応が完了しましたということで報告はいただいているところでございます。 

それにもかかわらず、またこういうことが起きたのでといったことで、申し上げた次第で

ございます。 

調理場内の機器の点検等につきましては、先ほど言いましたとおり鳥栖保健福祉事務所の
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ほうでも行いますし、この委託先自体でも定期的に点検等については実施をしていただくよ

うにお願いをしていただいているところでもあります。 

実際、定期的にはされておりますので、要はそこの点検の項目で漏れていた箇所があった

ということが原因の一つではないかというふうに考えられてるところもありますので、調理

場内については、くまなく全ての場所において異物の原因となり得るというふうな意識を持

って、きちんと対応していただけるように委託先のほうにも指導というか、お願いをしてい

きたいと思っております。 

飛松妙子委員 

お願いではなくて、指導ですよね。 

しっかり保健所の方に指導していただいて、第三者の目がないと多分甘くなると思います。

本当にその点検が漏れなくされるのかどうかっていうのも、やっぱり専門の方じゃないと 

分からない部分もあると思いますので、ぜひそこはよろしくお願いしたいと思います。 

以上です。 

樋󠄀口伸一郎委員 

すみませんけど、回数とか内容っていうよりも、委託してる側とかされてる側とかにかか

わらず、お互いに回数が増えてくれば周りへの印象とかいろいろ考えると……。 

例えば、やってるほうも、また次があったらいかんという怖さから、していくのが怖かっ

たり、でもそれをやってもらわんと成り立たんわけですから。 

頼む側としても、幾ら検査しても相手が物ですから可能性としてはゼロにはならんじゃな

いですか、これを完全に絶つということは。 

さっきちょっと出てたけど、施設の古さとか、物とかああいうのもそのために新しく建て

たというよりも、どっちかというと再利用っていうか。 

中学校の給食をするために現存施設とかをいろいろしながらやってるので。経年劣化とい

うかそこら辺も考えると、どっちがいい悪いとかじゃなくて、後々は抜本的な検討をしてい

って――提供する側も、委託するほうも、少しでも安心できるように、おどおどしてしない

ようにっていうのは、僕はそこを心配するので。 

そうなれば、かかってくる予算の検討とかも全然違うことをして、慎重に時間をかけてと

いう協議も必要になってくると思うんですけど。 

古い施設で、検査、検査とか、心配、心配っていう種をいっぱいつくって、お互いに怖い

中でやるよりも、思い切った検討とか協議を――今後、これが５年、10年って続いていくの

であれば、建物もますます古くなっていくでしょうし、そういう抜本的な検討とか協議とい

うかそういうのも頼む側も頼まれる側も関係なく、お互いに安心してやれるようにっていう

ような話をする機会というのも必要になってくるんじゃないかなと思うんですけど。 

その辺りどうですか。 
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今回は起きたことに対する対応というのは理解できましたんで、小学校の給食センターに

比べると古い施設であったりというのがお互いの心配にもつながっていくのかなあというふ

うに考えるんですけど、そういう今後の抜本的な話合いとか、その辺については、できるで

きんの前にどういうふうにお考えかなあと思ってですね。 

前向きなお尋ねなんですけど、どうでしょうか。 

犬丸章宏学校給食課長 

施設の管理の部分が――経年劣化というところがどうしても生じてきますので、給食の運

営にも大きく関わってくるところかというふうには思いますが、施設自体が委託先事業者の

所有物というところもありますし、またそこの委託先の事業者につきましては、うちだけで

はなくて、広く学校給食のほうの事業も展開をされて、そういう実績があられる事業者であ

りますので。 

そこについてはいろんな経験から十分踏まえられて施設の点検とか管理であるとか、そう

いったところには気を配っていただけるだろうというところで委託をしているというところ

もありますので、確かに時期が来ればそういう更新であるとかそういったところの検討も必

要になってくるかとは思いますけれども、今は具体的にそこまでは検討している段階ではな

いので、今の施設の中で最善を尽くしていただくといったところで対応していきたいと思っ

ております。 

以上です。 

藤田昌隆委員長 

今の給食センターは、最初は中学校を全部網羅する能力があるというような話を聞いたん

だけど、極端な言い方をすれば、自前でということは考えられん？ 

犬丸章宏学校給食課長 

鳥栖西中学校の横にあります、鳥栖市学校給食センターで小学校給食の調理を行っている

わけでございますけれども、そこでの調理能力でいきますと、中学校までを賄う能力はござ

いませんので、自前の施設で賄うということであれば、また別途施設の建設が必要になると

いうことにはなります。 

藤田昌隆委員長 

たしか給食センターを建てるときには、給食センターのすぐ隣の土地まで買ってという話

があったと思うんやけど。 

小中学校全部給食センターで賄えるというふうに、私たちは説明を受けてたんだけど。 

犬丸章宏学校給食課長 

建設を進めるに当たっての計画でいきますと、小学校が約5,000食、中学校が約2,000食、

7,000食ということで、7,000食を賄うには市内に２か所給食センターを設置をして、全体を

賄うというふうな計画はあったところでございます。 
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けれども、今のところの具体的なところは今の１か所だけでございます。 

隣の土地というのは基本的に民有地でございますので、具体的な話というのはないという

状況です。 

藤田昌隆委員長 

分かりました。 

それでは、報告のほうを終わります。 

                                          

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

                                          

藤田昌隆委員長 

続きまして、現地視察についてお諮りをいたします。 

現地視察につきましては、３月７日火曜日午前10時よりとしておりますが、これについて、

副委員長お願いします。 

中川原豊志副委員長 

明日の現地視察の予定でございますけれども、今のところ田代小学校の大規模改造工事に

伴う現地の視察、それから鳥栖市陸上競技場の改修工事の現状、この２つを現地視察したら

どうかというふうに思っておりますが、いかがでしょうか。 

藤田昌隆委員長 

皆さん、どうでしょうか。 

    〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

異議なしということで、田代小学校と陸上競技場の視察をやりたいと思います。 

市役所を10時に出て、田代小学校、その後陸上競技場という形にしたいと思います。 

皆さん忙しいけん、説明できる人だけで最小限でいいですから、よろしく。 

中川原豊志副委員長 

小学校は授業中なんで、子供たちに迷惑のかからん範囲内で現地視察させていただければ

というふうに思ってますんで、よろしくお願いします。 

                                          

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

                                          

藤田昌隆委員長 

そうしたら、以上をもちまして、本日の文教厚生常任委員会を閉会いたします。 

                                          

  午後３時 12 分散会  
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１ 出席委員氏名 

 

  委員長 藤田昌隆 

  副委員長 中川原豊志 

  委員 成冨牧男 

  委員 飛松妙子 

  委員 永江ゆき 

  委員 樋󠄀口伸一郎 

  委員 田村弘子 

 

２ 欠席委員氏名 

 

  なし 

 

３ 説明のため出席した者の職氏名 

 

健康福祉みらい部長 古賀達也 

健康福祉みらい部次長兼地域福祉課長 鹿毛晃之 

地域福祉課長補佐兼地域福祉係長 岡本澄久 

高齢障害福祉課長 竹下徹 

こども育成課長 林康司 

健康増進課長兼新型コロナウイルスワクチン接種対策室長兼 

保健センター所長 名和麻美 

 

スポーツ文化部長 佐藤敦美 

スポーツ振興課長 小川智裕 

スポーツ振興課振興係長 佐藤義勉 

スポーツ文化部次長兼国スポ・全障スポ推進課長 古賀友子 

文化芸術振興課長兼市民文化会館長 八尋茂子 

文化芸術振興課文化芸術振興係長 佐藤直美 

 

教育部長 小栁秀和 

教育総務課長 佐藤正己 

教育総務課総務係長 城島直也 
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学校教育課長 古賀泰伸 

学校給食課長兼学校給食センター所長 犬丸章宏 

生涯学習課長兼図書館長 牛嶋英彦 

 

４ 出席した議会事務局職員の職氏名 

 

  議事調査係主査 松雪望 

 

５ 日程 

 

  現地視察 

   田代小学校（田代上町） 

   鳥栖市陸上競技場（蔵上町） 

  自由討議 

  議案審査 

   議案乙第３号令和４年度鳥栖市一般会計補正予算（第９号） 

   議案乙第９号令和５年度鳥栖市一般会計予算 

   議案甲第７号鳥栖市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する 

基準を定める条例の一部を改正する条例 

   議案甲第８号鳥栖市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の 

一部を改正する条例 

   議案甲第９号鳥栖市重度心身障害者の医療費の助成に関する条例の 

一部を改正する条例 

   議案甲第12号鳥栖市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める 

条例の一部を改正する条例            

〔総括、採決〕 

  報告 

   第２次子ども読書活動推進計画の報告について（生涯学習課） 

   中学校給食における異物の混入について（学校給食課） 

〔報告、質疑〕 

 

６ 傍聴者 

 

  なし 
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７ その他 

 

  なし 
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  自 午前10時                                    

                                            

  現地視察                                      

                                            

   田代小学校（田代上町） 

   鳥栖市陸上競技場（蔵上町） 

                                            

  至 午前11時15分 

                                           

                                           

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

                                          

  午前11時32分開会 

                                          

藤田昌隆委員長 

本日の文教厚生常任委員会を開きます。 

視察のほうはお疲れさまでした。 

やっぱり現地を見らんと分からんですね。 

やっぱり全ては現地にありということで、それを痛感いたしました。 

                                          

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

                                          

  自由討議 

                                          

藤田昌隆委員長 

続いて自由討議ですが、何かテーマがなければもう終わりますが。 

    〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

よろしいですか。 

じゃあ、自由討議なしということで。 

総括を行いますが、皆さんある？ない？ 

暫時休憩します。 

                                           

  午前11時32分休憩 
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∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

                                           

  午前11時37分開会                                 

                                           

藤田昌隆委員長 

再開いたします。 

                                           

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

                                          

藤田昌隆委員長 

先ほどの現地視察のほうは、どうもありがとうございました。 

やっぱり現地を見ないと、ペーパーじゃ分からんという部分がたくさんあるし、また新し

い提案もいろいろ生まれてきますので、しっかりと今後も現地視察においては力を入れてや

りたいと思っております。 

先般、資料提出をお願いした分が３つありますので、スポーツ振興課から。 

小川智裕スポーツ振興課長 

スポーツ振興課から提出をさせていただいてる資料について、御説明をさせていただきま

す。 

こちらが、スポーツ協会から各種目別競技団体のほうに運営費補助金を出しておりますけ

れども、その令和５年度の運営補助金の一覧を提出をさせていただいております。 

27団体、種目別に運営補助金の記載をさせていただいております。 

下のほうに、こういう内容で算出をさせていただいておりますというのを記載をさせてい

ただいております。 

以上でございます。 

藤田昌隆委員長 

次は。 

八尋茂子文化芸術振興課長兼市民文化会館長 

続きまして、文化芸術振興課１つ目、令和５年度文化事業推進補助金について御説明させ

ていただきます。 

令和５年度文化事業推進補助金内訳（予定）と書いている資料を御覧ください。 

文化事業推進補助金は、鳥栖市文化事業協会の有料公演チケットを購入しています事業に

対して補助をしております。 

鳥栖市文化事業協会は、鳥栖市からの補助金のほか、チケット販売に対しての手数料、ｉ

ｌｅｘの会費等の収入で事業を行っております。 
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鳥栖市からは、事業費に対して600万円、職員の人件費に対して305万8,000円、合計で905

万8,000円を補助する予定です。 

令和５年度の有料公演事業は、既に決定しているコンサートもありますが、ポップス系の

コンサートやお笑い、落語、演劇、子供向けコンサートなど17事業を予定されております。 

以上でございます。 

次に、近隣市町の文化施設の減免制度について御説明いたします。 

資料のほうを御覧ください。 

資料はホールに限っての減免制度について記載しております。 

調査施設につきましては、鳥栖市民文化会館の大ホールと同程度1,000席以上の座席を有す

る施設、佐賀市文化会館、武雄市文化会館、久留米シティプラザ、サザンクス筑後、それか

ら近隣クロスロードの市町として、基山町、小郡市。文化施設と公民館の機能が併設してい

る施設として、春日市ふれあい文化センターを記載しております。 

減免対象者、減免額は各施設の設置条例、施行規則及び事務規程を参考にして記載してお

ります。 

市が主催する場合は、ほとんどの施設が全額減免となっている状況でございます。 

以上です。 

成冨牧男委員 

文化芸術振興課のほうに聞きます。 

最初の主催事業の分です。 

これ、ホールの料金はどうなってるんですか。 

文化事業協会の使うときのホールの料金、それこそ３番目と関係ありますが。 

八尋茂子文化芸術振興課長兼市民文化会館長 

実際のホールの料金ですか？ 

成冨牧男委員 

ホールの料金を有料にしてあるんですか、無料にしてあるんですか。 

有料にしてあるんですよね。分かりました。 

そして、最後に説明された一番上の鳥栖市民文化会館の市主催の場合は、全額減免なんで

すか。 

八尋茂子文化芸術振興課長兼市民文化会館長 

まず鳥栖市民文化会館の減免制度ですが、備考欄に鳥栖市民文化会館は大ホールは除くと

いうことで、小ホールのみが……。 

藤田昌隆委員長 

よろしいですか。 

成冨牧男委員 
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はい。 

藤田昌隆委員長 

 資料は終わります。 

                                          

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

                                          

  総   括 

                                         

藤田昌隆委員長 

これより総括を行います。 

何か御意見がある人は挙手の上お願いします。 

    〔発言する者なし〕 

無ければ私のほうから総括をします。 

毎年当初でお話ししてるんですが、市の財政の中で、約４割が民生費です。 

民生費の担当はこの文教厚生常任委員会です。 

そういう中で、しっかりと予算立てをしないと市全体の予算の配分が狂ってくるんですよ。

大事な税金を使ってるわけですんで、予算立てをしたら、きちんと市民の皆さん方のため 

に使ってほしいということと、前年がこうだからそのままという立て方じゃなくて、やっぱ

りいろんなアイデアを入れたり、提案を入れたり、少しでも工夫した予算措置をしてほしい

ということです。 

今、放課後児童クラブとか、今回国スポもありますし、いろんな新規というかやらないか

んことがたくさんあるんで、それに向かってせっかく予算立てをしたわけですんで、全力を

挙げて頑張ってほしいと強く願います。 

以上です。 

それでは、総括を終わります。 

                                          

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

                                          

  採   決 

                                                                                   

藤田昌隆委員長 

これより、採決を行います。 

                                           

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 
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   議案乙第３号令和４年度鳥栖市一般会計補正予算（第９号） 

                                           

藤田昌隆委員長 

初めに、議案乙第３号令和４年度鳥栖市一般会計補正予算（第９号）中、当文教厚生常任

委員会付託分について採決を行います。 

本案は原案のとおり可決することに御異議ございませんか。 

    〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

御異議なしと認めます。よって議案乙第３号令和４年度鳥栖市一般会計補正予算（第９号）

中、当文教厚生常任委員会付託分については、原案のとおり可決いたしました。 

                                           

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

                                           

   議案乙第９号令和５年度鳥栖市一般会計予算 

                                           

藤田昌隆委員長 

次に、議案乙第９号令和５年度鳥栖市一般会計予算中、当文教厚生常任委員会付託分につ

いて採決を行います。 

本案は原案のとおり可決することに御異議ございませんか。 

    〔「異議あり」と呼ぶ者あり〕 

御異議がございますので、挙手により採決を行います。 

本案は原案のとおり可決することに賛成の方の挙手を求めます。 

    〔賛成者挙手〕 

挙手多数でございます。よって議案乙第９号令和５年度鳥栖市一般会計予算中、当文教厚

生常任委員会付託分については、原案のとおり可決いたしました。 

                                           

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

                                           

   議案甲第７号鳥栖市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する 

基準を定める条例の一部を改正する条例 

                                           

藤田昌隆委員長 

次に、議案甲第７号鳥栖市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基

準を定める条例の一部を改正する条例について採決を行います。 
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本案は原案のとおり可決することに御異議ありませんか。 

    〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

御異議なしと認めます。よって本案は原案のとおり可決いたしました。 

                                           

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

                                           

   議案甲第８号鳥栖市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める 

条例の一部を改正する条例 

                                           

藤田昌隆委員長 

次に、議案甲第８号鳥栖市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の

一部を改正する条例について採決を行います。 

本案は原案のとおり可決することに御異議ありませんか。 

    〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

御異議なしと認めます。よって本案は原案のとおり可決いたしました。 

                                           

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

                                           

   議案甲第９号鳥栖市重度心身障害者の医療費の助成に関する条例の 

一部を改正する条例 

                                           

藤田昌隆委員長 

次に、議案甲第９号鳥栖市重度心身障害者の医療費の助成に関する条例の一部を改正する

条例について採決を行います。 

本案は原案のとおり可決することに御異議ありませんか。 

    〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

御異議なしと認めます。よって本案は原案のとおり可決いたしました。 

                                           

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

                                           

   議案甲第12号鳥栖市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する 

基準を定める条例の一部を改正する条例 

                                           

藤田昌隆委員長 
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次に、議案甲第12号鳥栖市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める

条例の一部を改正する条例について採決を行います。 

本案は原案のとおり可決することに御異議ありませんか。 

    〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

御異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり可決いたしました。 

                                           

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

                                           

   議案甲第13号工事請負契約の変更について 

                                           

藤田昌隆委員長 

次に、議案甲第13号工事請負契約の変更について採決を行います。 

本案は原案のとおり可決することに御異議ありませんか。 

    〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

御異議なしと認めます。よって本案は原案のとおり可決いたしました。 

                                           

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

                                           

藤田昌隆委員長 

なお、委員長報告につきましては、正副委員長に御一任いただくことでよろしいでしょう

か。 

    〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

それでは、委員長報告につきましては、正副委員長に御一任いただくことに決しました。 

                                           

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

                                           

藤田昌隆委員長 

以上で、本日の日程は終了いたしました。 

これにて令和５年３月定例会文教厚生常任委員会を閉会いたします。 

                                          

  午前11時48分散会 
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